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１．調査の目的 

「第５次豊川市障害者福祉基本計画」、「第８期豊川市障害福祉支援計画及び第４期豊川市障害児

福祉支援計画」の策定のための基礎資料とすることを目的としてアンケート調査を実施しました。 

 

 

２．調査概要 

アンケート調査の実施概要は下記のとおりです。 

 

内容 障害者 障害児 

調 査 対 象 18 歳以上の障害者手帳所持者（難病患者含む） 
障害児通所支援サービス利用者及び１８歳未

満の障害者手帳所持者 

実 施 方 法 郵送配布・郵送回答もしくはＷＥＢ回答 

調 査 期 間 令和８年７月８日～同年７月 29 日 

配 布 数 3,000 件 1,269 件 

有効配布数 2,993 件 1,267 件 

回 収 件 数 
1,806 件 

（郵送回答 1,418 件、WEB 回答 388 件） 

653 件 

（郵送回答 331 件、WEB 回答 322 件） 

回 収 率 60.3％ 51.5％ 

 

内容 事業所  

調 査 対 象 豊川市内の障害福祉サービス提供事業所  

実 施 方 法 郵送配布・郵送回答もしくはＷＥＢ回答  

調 査 期 間 令和８年７月８日～同年７月 29 日  

配 布 数 115 法人  

有効配布数数 113 法人  

回 収 件 数 
89 法人（171 件） 

（郵送回答 95 件、WEB 回答 76 件） 
 

回 収 率 78.8％  

※１法人で複数の事業所を運営しているため、回答件数は事業所数分あります。 
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３．報告書の見方 
 

●集計について 

本報告書では、設問ごとに全体の集計結果とクロス集計結果を記載しています。なお、クロス

集計結果では、障害種別の数「からなない」「のの他」の回答者、及び不明・無回答者が含まれてい

ないため、クロス集計結果の回答者総数の合計と全体の回答者総数は合致しません。  

また、手帳所持者数については重複して複数の手帳を所持している人も含まれており、各手帳

所持者数の合計は全体数と一致しません。 

●割合（％）について 

回答結果の割合（％）は、有効サンプル数に対してのれぞれの回答数の割合を小数点以下第２

位で四捨五入したものであるため、単数回答であっても合計値が 100.0％にななない場合があり

ます。このことは、本報告書内の分析文、グラフ、表においても同様です。 

●「単数回答」「複数回答」「数量回答」「自由記述」について 

「単数回答」は、選択肢の中らな１つだけを選ぶ設問です。 

「複数回答」は、選択肢の中らな２つ以上を選ぶ設問です。複数回答の結果は、選択肢ごとの

有効回答数に対しての割合を示しており、合計が 100.0％を超える場合があります。 

「数量回答」「自由記述」は、該当する数値や内容を直接記入する設問です。 

●「ｎ」について 

number数of数cases の略で、各設問に該当する回答者総数を表します。 

●「不明・無回答」について 

回答が示されていない、または回答の判別が困難なものです。 

●表について 

表中の網掛けは、「不明・無回答」を除き、最も割合の高い項目と２番目に割合の高い項目を表

しています。なお、回答者(n)が 10 未満の場合は順位の表記を省略し、読取文の対象外としてい

ます。 

●経年比較に使用した「前回調査」 

本報告書中で経年比較に使用している前回調査の結果は、令和２年６月 13 日～令和２年６月

26 日にらけて実施した「豊川市障害者福祉計画等策定のためのアンケート調査」です。 
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Ⅱ．調査結果（障害者調査） 
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60.6 

65.4 

32.2 

71.5 

27.8 

24.5 

51.3 

19.8 

3.6 

2.5 

9.2 

1.5 

8.0 

7.6 

7.3 

7.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害者

(n=1,806)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=788)

療育手帳

(n=519)

精神障害者保健福祉手帳

(n=611)

本人（この調査票が郵送された宛名の方）

本人の家族

家族以外の介護者

不明・無回答

問１ お答えいただくのは、どなたですら。（単数回答） 

全体で数「本人（この調査票が郵送された宛名の方）」が 60.6％と最も高く、次いで「本人の家族」

が 27.8％、「家族以外の介護者」が 3.6％となっています。 

障害種別では、身体障害者手帳及び精神障害者保健福祉手帳で「本人（この調査票が郵送された

宛名の方）」がのれぞれ 65.4％、71.5％、療育手帳で「本人の家族」が 51.3％と、のれぞれ最も高

くなっています。 
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2.7 

12.7 

13.0 

14.4 

20.1 

15.3 

11.4 

9.6 

0.8 

0% 25% 50%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

不明・無回答

障害者

(n=1,806)

１．あなた（宛名の方）の性別・年齢・ご家族などについて 

 

問２ あなたの年齢をお答えください。（令和８年７月１日現在）（数量回答） 

全体で数「50 歳代」が 20.1％と最も高く、次いで「60 歳代」が 15.3％、「40 歳代」が 14.4％とな

っています。 

障害種別では、身体障害者手帳及び精神障害者保健福祉手帳で「50 歳代」がのれぞれ 21.6％、

23.2％、療育手帳で「20 歳代」が 28.9％と、のれぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■クロス集計表 

 

 

  

単位：％ 

n 

１０
歳
代 

２０
歳
代 

３０
歳
代 

４０
歳
代 

５０
歳
代 

６０
歳
代 

７０
歳
代 

８０
歳
以
上 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】           

身体障害者手帳 788  1.3  4.1  5.8  11.3  21.6  19.0  18.3  18.3  0.4  

療育手帳 519  7.1  28.9  22.2  16.2  15.0  6.4  2.9  0.8  0.6  

精神障害者保健福祉手帳 611  2.1  11.9  15.7  18.2  23.2  17.7  6.7  3.8  0.7  
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54.4 

57.2 

60.9 

46.6 

43.4 

41.4 

37.2 

51.7 

1.2 

0.6 

1.3 

1.5 

0.9 

0.8 

0.6 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害者

(n=1,806)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=788)

療育手帳

(n=519)

精神障害者保健福祉手帳

(n=611)

男性 女性 無回答 不明・無回答

43.6 

28.7 

33.8 

1.5 

1.3 

0% 25% 50%

身体障害者手帳

療育手帳

精神障害者保健福祉手帳

からなない

不明・無回答
障害者

(n=1,806)

問３ あなたの性別をお答えください。（単数回答） 

全体で「男性」が 54.4％と最も高く、次いで「女性」が 43.4％、「無回答」が 1.2％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ あなたはどの障害者手帳をお持ちですら。（複数回答） 

全体で数「身体障害者手帳」が 43.6％と最も高く、次いで「精神障害者保健福祉手帳」が 33.8％、

「療育手帳」が 28.7％となっています。 
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33.8 15.6 17.4 19.2 6.0 

2.5 

5.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳

(n=788)

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 不明・無回答

36.6 26.2 29.9 7.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

療育手帳

(n=519)

Ａ判定 Ｂ判定 Ｃ判定 不明・無回答

15.1 65.0 13.1 6.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

精神障害者保健福祉手帳

(n=611)

１級 ２級 ３級 不明・無回答

問４で「身体障害者手帳」と答えた方 

①身体障害者手帳の等級（数量回答） 

全体で「１級」が 33.8％と最も高く、次いで「４級」が 19.2％、「３級」が 17.4％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４で「療育手帳」と答えた方 

②療育手帳の判定（数量回答） 

全体で数「Ａ判定」が 36.6％と最も高く、次いで「Ｃ判定」が 29.9％、「Ｂ判定」が 26.2％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４で「精神障害者保健福祉手帳」と答えた方 

③精神障害者保健福祉手帳の等級（数量回答） 

全体で数「２級」が 65.0％と最も高く、次いで「１級」が 15.1％、「３級」が 13.1％となっていま

す。 
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5.1 

6.5 

2.4 

8.1 

21.7 

12.4 

34.4 

9.4 

0% 25% 50%

視覚障害

聴覚障害

音声・言語・のしゃく機能障害

肢体不自由（上肢）

肢体不自由（下肢）

肢体不自由（体幹）

内部障害（１～６以外）

不明・無回答

身体障害者手帳

(n=788)

問４で「身体障害者手帳」と答えた方 

問５ 身体障害者手帳をお持ちの場合、主たる障害をお答えください。（単数回答） 

全体で数「内部障害（１～６以外）」が 34.4％と最も高く、次いで「肢体不自由（下肢）」が 21.7％、

「肢体不自由（体幹）」が 12.4％となっています。 
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8.4 

15.6 

3.3 

4.6 

74.5 

68.0 

78.6 

79.5 

17.1 

16.4 

18.1 

15.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害者

(n=1,806)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=788)

療育手帳

(n=519)

精神障害者保健福祉手帳

(n=611)

受けている 受けていない 不明・無回答

22.7 

4.4 

50.3 

26.5 

60.9 

73.5 

40.7 

60.1 

16.4 

22.1 

9.1 

13.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害者

(n=1,806)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=788)

療育手帳

(n=519)

精神障害者保健福祉手帳

(n=611)

診断されたことがある 診断されていない 不明・無回答

問６ あなたは次の認定や診断を受けていますら。また、医療的ケアを必要としますら。 

（①らな④のれぞれ単数回答） 

 

①難病（特定疾患）認定 

全体で「受けている」が 8.4％、「受けていない」が 74.5％となっています。 

障害種別では、身体障害者手帳で「受けている」が 15.6％と、他の障害種別と比べて高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②発達障害 

全体で「診断されたことがある」が 22.7％、「診断されていない」が 60.9％となっています。 

障害種別では、療育手帳で「診断されたことがある」が 50.3％と、他の障害種別と比べて高くな

っています。 
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4.8 

7.5 

1.5 

5.6 

75.9 

71.8 

78.8 

78.9 

19.4 

20.7 

19.7 

15.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害者

(n=1,806)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=788)

療育手帳

(n=519)

精神障害者保健福祉手帳

(n=611)

診断されたことがある 診断されていない 不明・無回答

13.7 

21.6 

7.1 

10.8 

72.0 

66.1 

76.5 

75.0 

14.3 

12.3 

16.4 

14.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害者

(n=1,806)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=788)

療育手帳

(n=519)

精神障害者保健福祉手帳

(n=611)

必要とする 必要としない 不明・無回答

③高次脳機能障害 

全体で「診断されたことがある」が 4.8％、「診断されていない」が 75.9％となっています。 

障害種別では、いずれも「診断されたことがある」がのれぞれ１割未満となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④医療的ケア 

全体で「必要とする」が 13.7％、「必要としない」が 72.0％となっています。 

障害種別では、身体障害者手帳で「必要とする」が 21.6％と、他の障害種別と比べて高くなって

います。 
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3.6 

3.6 

2.8 

7.7 

6.9 

2.8 

2.0 

19.0 

6.5 

7.7 

36.4 

20.2 

8.1 

0% 25% 50%

気管切開

人工呼吸器（レスピレーター）

吸入

吸引

胃ろう・腸ろう

鼻腔経管栄養

中心静脈栄養（ＩＶＨ）

透析

カテーテル留置

ストマ（人工肛門・人工膀胱）

服薬管理

のの他

不明・無回答

障害者

(n=247)

問６ ④医療的ケアで「必要とする」と答えた方 

問７ あなたが現在受けている医療的ケアをご回答ください。（複数回答） 

全体で数「服薬管理」が 36.4％と最も高く、次いで「のの他」が 20.2％、「透析」が 19.0％となっ

ています。 

障害種別では、身体障害者手帳で「透析」が 27.6％、療育手帳及び精神障害者保健福祉手帳で「服

薬管理」がのれぞれ 51.4％、54.5％と、のれぞれ最も高くなっています。 
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■クロス集計表 

 

 

  

単位：％ 

n 

気
管
切
開 

人
工
呼
吸
器 

（
レ
ス
ピ
レ
ー
タ
ー
） 

吸
入 

吸
引 

胃
ろ
う
・
腸
ろ
う 

鼻
腔
経
管
栄
養 

中
心
静
脈
栄
養 

（
Ｉ
Ｖ
Ｈ
） 

透
析 

カ
テ
ー
テ
ル
留
置 

【障害種別】                     

身体障害者手帳 170  5.3  4.7  3.5  8.8  8.8  3.5  1.8  27.6  8.2  

療育手帳 37  13.5  10.8  13.5  18.9  21.6  0.0  0.0  2.7  2.7  

精神障害者保健福祉手帳 66  0.0  1.5  0.0  6.1  1.5  3.0  3.0  0.0  3.0  

単位：％ 

n 

ス
ト
マ
（
人
工
肛
門
・ 

人
工
膀
胱
） 

服
薬
管
理 

の
の
他 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】           

身体障害者手帳 170  10.6  26.5  17.6  7.1  

療育手帳 37  8.1  51.4  27.0  8.1  

精神障害者保健福祉手帳 66  3.0  54.5  24.2  13.6  
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12.1 

14.6 

3.1 

15.1 

71.3 

73.0 

66.3 

72.0 

7.6 

2.4 

20.6 

5.1 

4.6 

5.6 

7.7 

2.8 

2.4 

2.9 

1.2 

3.1 

1.1 

1.4 

0.4 

1.1 

0.8 

0.1 

0.8 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害者

(n=1,806)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=788)

療育手帳

(n=519)

精神障害者保健福祉手帳

(n=611)

一人で暮なしている

家族と暮なしている

グループホームで暮なしている

福祉施設（障害者支援施設、高齢者福祉施設など）で暮なしている

病院に入院している

のの他

不明・無回答

12.1 

13.3 

71.3 

76.2 

7.6 

2.0 

4.6 

4.0 

2.4 

2.0 

1.1 

1.4 

0.8 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（n=1,806）

前回調査

（n=1,053）

一人で暮なしている

家族と暮なしている

グループホームで暮なしている

福祉施設（障害者支援施設、高齢者福祉施設など）で暮なしている

病院に入院している

のの他

不明・無回答

２．生活の状況について 

 

問８ あなたは現在どのように暮なしていますら。（単数回答） 

全体で数「家族と暮なしている」が 71.3％と最も高く、次いで「一人で暮なしている」が 12.1％、

「グループホームで暮なしている」が 7.6％となっています。 

前回調査と比較すると、「グループホームで暮なしている」が 5.6 ポイント増加しています。 

障害種別では、いずれも「家族と暮なしている」がのれぞれ６～７割台と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「福祉施設（障害者支援施設、高齢者福祉施設など）で暮なしている」は、前回調査では「福祉施設（障害者支援施設、

高齢者支援施設）で暮なしている」。 
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17.4 

14.7 

11.8 

23.4 

52.5 

60.2 

36.0 

53.0 

10.9 

4.9 

29.3 

5.7 

11.0 

11.7 

14.8 

8.7 

4.2 

3.9 

2.5 

5.9 

3.9 

4.6 

5.6 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害者

(n=1,806)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=788)

療育手帳

(n=519)

精神障害者保健福祉手帳

(n=611)

一般の住宅で一人暮なしをしたい

家族と一緒に生活したい

グループホームで生活したい

福祉施設（障害者支援施設、高齢者福祉施設など）で生活したい

のの他

不明・無回答

17.4 

15.2 

52.5 

60.0 

10.9 

4.5 

11.0 

11.7 

4.2 

2.1 

3.9 

6.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（n=1,806）

前回調査

（n=1,053）

一般の住宅で一人暮なしをしたい

家族と一緒に生活したい

グループホームで生活したい

福祉施設（障害者支援施設、高齢者福祉施設など）で生活したい

のの他

不明・無回答

問９ あなたは将来、どのように生活したいと思いますら。（単数回答） 

全体で数「家族と一緒に生活したい」が 52.5％と最も高く、次いで「一般の住宅で一人暮なしをし

たい」が 17.4％、「福祉施設（障害者支援施設、高齢者福祉施設など）で生活したい」が 11.0％と

なっています。 

前回調査と比較すると、「家族と一緒に生活したい」が 7.5 ポイント減少し、「グループホームで

生活したい」が 6.4 ポイント増加しています。 

障害種別では、いずれも「家族と一緒に生活したい」がのれぞれ 60.2％、36.0％、53.0％と最も

高くなっています。また、療育手帳で「グループホームで生活したい」が 29.3％、精神障害者保健

福祉手帳で「一般の住宅で一人暮なしをしたい」が 23.4％と、他の障害種別と比べて高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「グループホームで生活したい」「福祉施設（障害者支援施設、高齢者福祉施設など）で生活したい」は、前回調査で

は「グループホームなどを利用したい」「福祉施設（障害者支援施設、高齢者福祉施設など）で暮なしたい」。 
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22.9 

6.0 

59.3 

43.2 

4.6 

22.5 

6.8 

16.9 

3.7 

6.0 

2.8 

5.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人が回答

（n=1,095）

本人の家族が回答

（n=502）

一般の住宅で一人暮なしをしたい

家族と一緒に生活したい

グループホームで生活したい

福祉施設（障害者支援施設、高齢者福祉施設など）で生活したい

のの他

不明・無回答

回答している人（問１）とのクロス集計 

回答者別では、本人が回答している場合、本人の家族が回答している場合いずれも「家族と一緒

に生活したい」が最も高くなっています。また、本人が回答している場合は次いで「一般の住宅で

一人暮なしをしたい」が、本人の家族が回答している場合は数「グループホームで生活したい」が高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

18 

50.6 

39.8 

23.2 

3.6 

3.8 

0% 25% 50% 75%

父母・祖父母・兄弟姉妹

配偶者（夫または妻）

子ども

のの他

不明・無回答
障害者

(n=1,288)

 

問８で「家族と暮なしている」と答えた方 

問 10 あなたが一緒に暮なしている人は、どなたですら。（複数回答） 

全体で「父母・祖父母・兄弟姉妹」が 50.6％と最も高く、次いで「配偶者（夫または妻）」が 39.8％、

「子ども」が 23.2％となっています。 

障害種別では、身体障害者手帳で「配偶者（夫または妻）」が 59.8％、療育手帳及び精神障害者

保健福祉手帳で「父母・祖父母・兄弟姉妹」がのれぞれ 86.6％、57.5％と、のれぞれ最も高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■クロス集計表 

 

 

  
単位：％ 

n 

父
母
・
祖
父
母
・
兄
弟
姉
妹 

配
偶
者
（
夫
ま
た
は
妻
） 

子
ど
も 

の
の
他 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】       

身体障害者手帳 575  30.1  59.8  35.8  3.3  2.6  

療育手帳 344  86.6  3.8  2.0  2.9  6.4  

精神障害者保健福祉手帳 440  57.5  36.1  19.1  3.9  2.7  
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49.2 

5.1 

5.1 

3.6 

9.6 

20.3 

5.6 

1.5 

0% 25% 50% 75%

現在入居している

すぐにでも入居したい

１～２年後に入居したい

３～４年後に入居したい

５年以上後に入居したい

親などが介助できなくなったな入居したい

のの他

不明・無回答

障害者

(n=197)

問９で「グループホームで生活したい」と答えた方 

問 11 いつ頃らなグループホームに入居したいと思いますら。（単数回答） 

全体で「現在入居している」が 49.2％と最も高く、次いで「親などが介助できなくなったな入居

したい」が 20.3％、「５年以上後に入居したい」が 9.6％となっています。 

障害種別では、いずれも「現在入居している」がのれぞれ４～５割台と最も高くなっています。 

回答者別でも、いずれも「現在入居している」が最も高く、次いで「親などが介助できなくなっ

たな入居したい」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■クロス集計表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【回答者別】          

本人が回答 50  36.0  6.0  8.0  6.0  14.0  18.0  12.0  0.0  

本人の家族が回答 113 45.1  4.4  5.3  3.5  10.6  25.7  3.5  1.8  

  

単位：％ 

n 

現
在
入
居
し
て
い
る 

す
ぐ
に
で
も
入
居
し
た
い 

１
～
２
年
後
に
入
居
し
た
い 

３
～
４
年
後
に
入
居
し
た
い 

５
年
以
上
後
に
入
居
し
た
い 

親
な
ど
が
介
助
で
き
な
く
な
っ
た
な

入
居
し
た
い 

の
の
他 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】          

身体障害者手帳 39  41.0  7.7  7.7  2.6  5.1  20.5  15.4  0.0  

療育手帳 152  50.0  5.3  4.6  3.3  9.2  21.1  4.6  2.0  

精神障害者保健福祉手帳 35  48.6  5.7  0.0  5.7  17.1  17.1  5.7  0.0  
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26.4 

35.7 

39.1 

17.2 

66.2 

44.0 

29.5 

3.1 

7.4 

3.8 

33.0 

26.4 

37.7 

17.0 

52.6 

36.3 

29.5 

2.5 

13.4 

7.9 

0% 25% 50% 75%

在宅で医療的ケアなどが適切に

受けなれること

障害者に適した住居が確保されること

必要な在宅サービスが適切に利用できること

生活訓練などが充実していること

経済的な負担が軽減されていること

相談対応などが充実していること

地域住民などらな理解されていること

のの他

特に必要ない

不明・無回答

今回調査（n=1,806）

前回調査（n=1,053）

問 12 あなたが地域で生活するためには、どのような支援があるとよいと思いますら。 

（複数回答） 

全体で「経済的な負担が軽減されていること」が 66.2％と最も高く、次いで「相談対応などが充

実していること」が 44.0％、「必要な在宅サービスが適切に利用できること」が 39.1％となってい

ます。 

前回調査と比較すると、「経済的な負担が軽減されていること」が 13.6 ポイント、「障害者に適

した住居が確保されること」が 9.3 ポイントのれぞれ増加しています。 

障害種別では、いずれも「経済的な負担が軽減されていること」がのれぞれ５～７割台と最も高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「在宅で医療的ケアなどが適切に受けなれること」は、前回調査では「在宅で医療ケアなどが適切に受けなれること」。 

 

■クロス集計表 

  

単位：％ 

n 

在
宅
で
医
療
的
ケ
ア
な
ど
が 

適
切
に
受
け
な
れ
る
こ
と 

障
害
者
に
適
し
た
住
居
が 

確
保
さ
れ
る
こ
と 

必
要
な
在
宅
サ
ー
ビ
ス
が 

適
切
に
利
用
で
き
る
こ
と 

生
活
訓
練
な
ど
が 

充
実
し
て
い
る
こ
と 

経
済
的
な
負
担
が 

軽
減
さ
れ
て
い
る
こ
と 

相
談
対
応
な
ど
が 

充
実
し
て
い
る
こ
と 

地
域
住
民
な
ど
ら
な 

理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と 

の
の
他 

特
に
必
要
な
い 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】            

身体障害者手帳 788  34.3  30.7  42.6  14.2  64.1  35.5  21.4  2.3  8.0  4.6  

療育手帳 519  16.8  49.3  38.0  22.4  59.7  48.2  42.4  4.2  6.9  5.0  

精神障害者保健福祉手帳 611  24.1  36.0  37.3  18.5  74.6  53.7  31.9  3.9  4.9  2.6  
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45.4 

45.4 

58.0 

36.5 

36.8 

36.5 

28.3 

43.5 

10.4 

9.4 

7.5 

12.6 

4.7 

5.8 

2.9 

5.2 

2.7 

2.8 

3.3 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害者

(n=1,806)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=788)

療育手帳

(n=519)

精神障害者保健福祉手帳

(n=611)

毎日外出する １週間に数回外出する めったに外出しない

まったく外出しない 不明・無回答

45.4 

33.8 

36.8 

42.5 

10.4 

15.7 

4.7 

5.6 

2.7 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（n=1,806）

前回調査

（n=1,053）

毎日外出する １週間に数回外出する めったに外出しない

まったく外出しない 不明・無回答

３．外出や余暇について 

 

問 13 あなたは１週間にどの程度外出しますら。（単数回答） 

全体で数「毎日外出する」が 45.4％と最も高く、次いで「１週間に数回外出する」が 36.8％、「め

ったに外出しない」が 10.4％となっています。 

前回調査と比較すると、「毎日外出する」が 11.6 ポイント増加しています。 

障害種別では、身体障害者手帳及び療育手帳で「毎日外出する」がのれぞれ 45.4％、58.0％、精

神障害者保健福祉手帳で「１週間に数回外出する」が 43.5％と、のれぞれ最も高くなっています。 
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45.5 

7.9 

49.6 

56.8 

15.8 

15.6 

5.7 

21.8 

6.0 

13.9 

30.8 

12.2 

62.1 

65.0 

21.9 

16.2 

7.0 

33.9 

5.7 

5.5 

0% 25% 50% 75%

通勤・通学・通所

訓練やリハビリに行く

医療機関への受診

買い物に行く

友人・知人に会う

趣味やスポーツをする

グループ活動に参加する

散歩に行く

のの他

不明・無回答

今回調査（n=1,673）

前回調査（n=968）

問 13 で「まったく外出しない」以外と答えた方 

問 14 あなたは、どのような目的で外出することが多いですら。（複数回答） 

全体で「買い物に行く」が 56.8％と最も高く、次いで「医療機関への受診」が 49.6％、「通勤・

通学・通所」が 45.5％となっています。 

前回調査と比較すると、「通勤・通学・通所」が 14.7 ポイント増加し、「医療機関への受診」が

12.5 ポイント、「散歩に行く」が 12.1 ポイントのれぞれ減少しています。 

障害種別では、身体障害者手帳で「買い物に行く」が 56.5％、療育手帳で「通勤・通学・通所」

が 67.6％、精神障害者保健福祉手帳で「医療機関への受診」「買い物に行く」がともに 58.5％と、

のれぞれ最も高くなっています。 
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■クロス集計表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：％ 

n 

通
勤
・
通
学
・
通
所 

訓
練
や
リ
ハ
ビ
リ
に
行
く 

医
療
機
関
へ
の
受
診 

買
い
物
に
行
く 

友
人
・
知
人
に
会
う 

趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る 

グ
ル
ー
プ
活
動
に
参
加
す
る 

散
歩
に
行
く 

【障害種別】          

身体障害者手帳 720  37.6  12.6  52.4  56.5  18.8  16.8  5.3  22.9  

療育手帳 487  67.6  4.7  34.9  52.6  11.9  14.6  9.0  24.2  

精神障害者保健福祉手帳 566  39.6  7.2  58.5  58.5  14.8  12.7  4.9  19.1  

単位：％ 

n 

の
の
他 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】    

身体障害者手帳 720  6.4  13.5  

療育手帳 487  5.5  14.6  

精神障害者保健福祉手帳 566  6.5  14.7  
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15.7 

8.1 

12.0 

0.8 

0.8 

10.5 

40.9 

5.1 

27.6 

0% 25% 50%

どこに情報があるらからなない

表示が見えにくい（文字が小さいなど）

情報の内容が難しい、説明が不足している

点字版、録音テープや音声コードなどによる

情報提供が少ない

手話での情報保障が少ない

パソコンやスマートフォンの使い方が

からなない

特に困っていない

のの他

不明・無回答

障害者

(n=1,673)

問 13 で「まったく外出しない」以外と答えた方 

問 15 外出中に知りたい情報を入手することについて困ったことはありますら。 

（複数回答） 

全体で数「特に困っていない」が 40.9％と最も高く、次いで「どこに情報があるらからなない」が

15.7％、「情報の内容が難しい、説明が不足している」が 12.0％となっています。 

障害種別では、いずれも「特に困っていない」がのれぞれ３～４割台と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■クロス集計表 

 

  

単位：％ 

n 

ど
こ
に
情
報
が
あ
る
ら
か
ら
な
な
い 

表
示
が
見
え
に
く
い 

（
文
字
が
小
さ
い
な
ど
） 

情
報
の
内
容
が
難
し
い
、
説
明
が 

不
足
し
て
い
る 

点
字
版
、
録
音
テ
ー
プ
や
音
声
コ
ー
ド 

な
ど
に
よ
る
情
報
提
供
が
少
な
い 

手
話
で
の
情
報
保
障
が
少
な
い 

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方

が
か
ら
な
な
い 

特
に
困
っ
て
い
な
い 

の
の
他 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】           

身体障害者手帳 720  14.2  10.1  9.7  1.5  1.5  12.1  41.5  3.8  26.8  

療育手帳 487  17.5  5.3  17.7  0.4  0.8  10.1  33.9  7.4  31.6  

精神障害者保健福祉手帳 566  16.1  7.8  12.5  0.2  0.2  9.5  42.9  5.5  25.1  
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35.6 

6.5 

23.5 

5.5 

13.3 

6.3 

13.6 

6.3 

8.5 

8.6 

2.4 

30.8 

3.9 

25.2 

6.6 

25.0 

5.3 

12.7 

6.8 

9.4 

7.9 

5.2 

8.7 

2.4 

36.7 

6.9 

0% 25% 50%

コンサート・映画・スポーツなどの鑑賞

スポーツ教室・大会などへの参加

旅行・キャンプ・釣りなどへの参加

学習活動

趣味の同好会活動

ボランティアなどの社会活動

障害のある仲間との活動

自治会や地域の活動（地域の行事など）

学校・職場の行事

からなない

のの他

特にない

不明・無回答 今回調査（n=1,806）

前回調査（n=1,053）

問 16 あなたが参加したいスポーツや文化活動は何ですら。 

（現在参加しているものも含む）（複数回答） 

全体で「コンサート・映画・スポーツなどの鑑賞」が 35.6％と最も高く、次いで「特にない」が

30.8％、「旅行・キャンプ・釣りなどへの参加」が 23.5％となっています。 

前回調査と比較すると、「コンサート・映画・スポーツなどの鑑賞」が 10.4 ポイント増加し、「特

にない」が 5.9 ポイント減少しています。 

障害種別では、いずれも「コンサート・映画・スポーツなどの鑑賞」がのれぞれ３割台と最も高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※「コンサート・映画・スポーツなどの鑑賞」「スポーツ教室・大会などへの参加」「旅行・キャンプ・釣りなどへの参加」

「ボランティアなどの社会活動」は、前回調査では「コンサート・映画、スポーツ等の鑑賞」「スポーツ教室・大会等

への参加」「旅行・キャンプ・つり等への参加」「ボランティア等の社会活動」。 
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■クロス集計表 

 

 

  

単位：％ 

n 

コ
ン
サ
ー
ト
・
映
画
・ 

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
鑑
賞 

ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
大
会 

な
ど
へ
の
参
加 

旅
行
・
キ
ャ
ン
プ
・
釣
り

な
ど
へ
の
参
加 

学
習
活
動 

趣
味
の
同
好
会
活
動 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

社
会
活
動 

障
害
の
あ
る
仲
間
と
の

活
動 

自
治
会
や
地
域
の
活
動

（
地
域
の
行
事
な
ど
） 

学
校
・
職
場
の
行
事 

【障害種別】           

身体障害者手帳 788  34.5  6.2  25.3  5.8  13.1  5.7  10.3  7.5  5.8  

療育手帳 519  38.2  7.7  25.8  1.7  11.6  5.6  25.0  5.8  15.0  

精神障害者保健福祉手帳 611  36.0  6.2  20.6  8.2  15.2  7.4  13.3  5.6  7.9  

単位：％ 

n 

か
ら
な
な
い 

の
の
他 

特
に
な
い 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】      

身体障害者手帳 788  6.7  1.9  33.2  4.8  

療育手帳 519  11.4  1.3  21.0  3.5  

精神障害者保健福祉手帳 611  9.5  4.1  32.2  2.3  
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6.1 

24.6 

5.4 

27.5 

16.4 

26.7 

10.1 

28.3 

7.0 

24.8 

3.2 

15.8 

11.0 

19.7 

5.0 

19.4 

3.5 

22.2 

5.5 

29.2 

1.4 

16.5 

82.5 

57.3 

82.2 

54.7 

72.4 

55.1 

78.2 

54.1 

80.5 

57.8 

84.4 

67.1 

77.6 

63.2 

82.3 

63.5 

84.5 

60.9 

82.3 

55.0 

86.0 

66.0 

11.4 

18.1 

12.4 

17.8 

11.2 

18.2 

11.7 

17.6 

12.5 

17.4 

12.5 

17.1 

11.5 

17.2 

12.6 

17.1 

12.0 

16.9 

12.2 

15.8 

12.6 

17.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１)居宅介護・重度訪問介護

現在の利用

今後の利用意向

(２)行動援護・同行援護

現在の利用

今後の利用意向

(３)生活介護

現在の利用

今後の利用意向

(４)自立訓練（機能訓練・生活訓練）

現在の利用

今後の利用意向

(５)就労選択支援

現在の利用

今後の利用意向

(６)就労移行支援

現在の利用

今後の利用意向

(７)就労継続支援Ａ・Ｂ型

現在の利用

今後の利用意向

(８)就労定着支援

現在の利用

今後の利用意向

(９)療養介護

現在の利用

今後の利用意向

(10)短期入所

現在の利用

今後の利用意向

(11)自立生活援助

現在の利用

今後の利用意向

障害者（n=1,806）

利用している・利用したい 利用していない・利用しない 不明・無回答

４．サービスについて 

 

問 17 あなたは次のサービスを利用していますら。また、今後利用したいと考えますら。 

 

■現在の利用と今後の利用意向（のれぞれ単数回答） 

「利用している」の割合は、全体で「(16)計画相談支援」が 21.5％と最も高く、次いで「(３)生

活介護」が 16.4％、「(７)就労継続支援Ａ・Ｂ型」「(21)補装具、日常生活用具の給付」がともに

11.0％となっています。 

「利用したい」の割合は、全体で「(16)計画相談支援」が 41.1％と最も高く、次いで「(21)補装

具、日常生活用具の給付」が 30.2％、「(10)短期入所」が 29.2％となっています。 
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8.5 

23.2 

4.5 

19.4 

1.2 

17.3 

1.6 

22.5 

21.5 

41.1 

7.8 

28.9 

3.6 

24.6 

1.3 

14.0 

4.3 

18.7 

11.0 

30.2 

0.7 

4.4 

80.1 

60.7 

83.7 

63.9 

85.8 

65.4 

85.5 

60.6 

66.2 

42.2 

79.8 

53.1 

83.7 

57.3 

85.8 

67.9 

82.5 

62.0 

76.7 

52.7 

85.9 

77.0 

11.5 

16.1 

11.8 

16.7 

13.0 

17.2 

12.9 

16.9 

12.3 

16.7 

12.3 

18.0 

12.7 

18.1 

12.9 

18.1 

13.2 

19.3 

12.3 

17.1 

13.4 

18.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(12)グループホーム（共同生活援助）

現在の利用

今後の利用意向

(13)施設入所支援

現在の利用

今後の利用意向

(14)地域移行支援

現在の利用

今後の利用意向

(15)地域定着支援

現在の利用

今後の利用意向

(16)計画相談支援

現在の利用

今後の利用意向

(17)移動支援

現在の利用

今後の利用意向

(18)日中一時支援

現在の利用

今後の利用意向

(19)訪問入浴

現在の利用

今後の利用意向

(20)地域活動支援

現在の利用

今後の利用意向

(21)補装具、日常生活用具の給付

現在の利用

今後の利用意向

(22)手話通訳者・要約筆記者の派遣

現在の利用

今後の利用意向

障害者（n=1,806）

利用している・利用したい 利用していない・利用しない 不明・無回答
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6.9 

24.6 

4.3 

27.5 

16.8 

26.7 

13.1 

28.3 

2.9 

24.8 

0.8 

15.8 

3.7 

19.7 

2.0 

19.4 

4.8 

22.2 

5.8 

29.2 

1.3 

16.5 

80.8 

57.3 

81.7 

54.7 

71.4 

55.1 

74.2 

54.1 

82.6 

57.8 

85.7 

67.1 

82.7 

63.2 

84.1 

63.5 

82.0 

60.9 

80.7 

55.0 

84.8 

66.0 

12.3 

18.1 

14.0 

17.8 

11.8 

18.2 

12.7 

17.6 

14.5 

17.4 

13.6 

17.1 

13.6 

17.2 

13.8 

17.1 

13.2 

16.9 

13.5 

15.8 

14.0 

17.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１)居宅介護・重度訪問介護

現在の利用

今後の利用意向

(２)行動援護・同行援護

現在の利用

今後の利用意向

(３)生活介護

現在の利用

今後の利用意向

(４)自立訓練（機能訓練・生活訓練）

現在の利用

今後の利用意向

(５)就労選択支援

現在の利用

今後の利用意向

(６)就労移行支援

現在の利用

今後の利用意向

(７)就労継続支援Ａ・Ｂ型

現在の利用

今後の利用意向

(８)就労定着支援

現在の利用

今後の利用意向

(９)療養介護

現在の利用

今後の利用意向

(10)短期入所

現在の利用

今後の利用意向

(11)自立生活援助

現在の利用

今後の利用意向

身体障害者手帳（n=788）

利用している・利用したい 利用していない・利用しない 不明・無回答

■現在の利用と今後の利用意向: 身体障害者手帳 

「利用している」の割合は、身体障害者手帳で「(21)補装具、日常生活用具の給付」が 22.1％と

最も高く、次いで「(３)生活介護」が 16.8％、「(16)計画相談支援」が 15.4％となっています。 

「利用したい」の割合は、身体障害者手帳で「(21)補装具、日常生活用具の給付」が 47.2％と最

も高く、次いで「(16)計画相談支援」が 39.1％、「(10)短期入所」が 34.9％となっています。 
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3.8 

18.7 

4.8 

25.3 

1.4 

21.1 

1.1 

24.9 

15.4 

39.1 

4.6 

28.3 

2.5 

28.9 

2.4 

20.7 

2.5 

19.7 

22.1 

47.2 

1.3 

7.2 

82.7 

63.7 

82.5 

57.2 

84.3 

59.8 

84.5 

56.7 

70.9 

43.1 

81.9 

51.9 

83.9 

51.4 

83.9 

59.6 

83.5 

59.3 

65.5 

34.8 

84.5 

72.7 

13.5 

17.6 

12.7 

17.5 

14.3 

19.2 

14.3 

18.4 

13.7 

17.8 

13.6 

19.8 

13.6 

19.7 

13.7 

19.7 

14.0 

21.1 

12.4 

18.0 

14.2 

20.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(12)グループホーム（共同生活援助）

現在の利用

今後の利用意向

(13)施設入所支援

現在の利用

今後の利用意向

(14)地域移行支援

現在の利用

今後の利用意向

(15)地域定着支援

現在の利用

今後の利用意向

(16)計画相談支援

現在の利用

今後の利用意向

(17)移動支援

現在の利用

今後の利用意向

(18)日中一時支援

現在の利用

今後の利用意向

(19)訪問入浴

現在の利用

今後の利用意向

(20)地域活動支援

現在の利用

今後の利用意向

(21)補装具、日常生活用具の給付

現在の利用

今後の利用意向

(22)手話通訳者・要約筆記者の派遣

現在の利用

今後の利用意向

身体障害者手帳（n=788）

利用している・利用したい 利用していない・利用しない 不明・無回答
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4.8 

20.4 

11.9 

32.0 

35.5 

35.3 

10.4 

27.4 

11.6 

23.7 

4.8 

12.7 

21.0 

22.7 

8.9 

21.0 

2.7 

16.6 

12.7 

33.7 

0.8 

11.8 

83.0 

58.2 

76.1 

48.2 

54.1 

44.5 

76.9 

52.8 

76.3 

57.2 

82.5 

67.4 

69.0 

58.2 

78.0 

60.7 

84.8 

64.7 

75.0 

48.4 

85.9 

68.6 

12.1 

21.4 

11.9 

19.8 

10.4 

20.2 

12.7 

19.8 

12.1 

19.1 

12.7 

19.8 

10.0 

19.1 

13.1 

18.3 

12.5 

18.7 

12.3 

17.9 

13.3 

19.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１)居宅介護・重度訪問介護

現在の利用

今後の利用意向

(２)行動援護・同行援護

現在の利用

今後の利用意向

(３)生活介護

現在の利用

今後の利用意向

(４)自立訓練（機能訓練・生活訓練）

現在の利用

今後の利用意向

(５)就労選択支援

現在の利用

今後の利用意向

(６)就労移行支援

現在の利用

今後の利用意向

(７)就労継続支援Ａ・Ｂ型

現在の利用

今後の利用意向

(８)就労定着支援

現在の利用

今後の利用意向

(９)療養介護

現在の利用

今後の利用意向

(10)短期入所

現在の利用

今後の利用意向

(11)自立生活援助

現在の利用

今後の利用意向

療育手帳（n=519）

利用している・利用したい 利用していない・利用しない 不明・無回答

■現在の利用と今後の利用意向:療育手帳 

「利用している」の割合は、療育手帳で「(16)計画相談支援」が 45.1％と最も高く、次いで「(３)

生活介護」が 35.5％、「(７)就労継続支援Ａ・Ｂ型」が 21.0％となっています。 

「利用したい」の割合は、療育手帳で「(16)計画相談支援」が 53.6％と最も高く、次いで「(12)

グループホーム（共同生活援助）」が 43.5％、「(17)移動支援」が 38.9％となっています。 
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20.8 

43.5 

8.5 

25.0 

0.8 

14.1 

0.8 

16.8 

45.1 

53.6 

19.1 

38.9 

9.4 

28.3 

1.3 

8.3 

6.7 

20.6 

10.8 

20.4 

0.2 

2.3 

68.4 

39.9 

80.0 

56.3 

85.7 

66.5 

85.5 

64.2 

42.6 

27.7 

68.6 

41.2 

76.9 

51.3 

85.0 

70.5 

79.0 

57.8 

75.3 

59.2 

85.4 

76.3 

10.8 

16.6 

11.6 

18.7 

13.5 

19.5 

13.7 

19.1 

12.3 

18.7 

12.3 

19.8 

13.7 

20.4 

13.7 

21.2 

14.3 

21.6 

13.9 

20.4 

14.5 

21.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(12)グループホーム（共同生活援助）

現在の利用

今後の利用意向

(13)施設入所支援

現在の利用

今後の利用意向

(14)地域移行支援

現在の利用

今後の利用意向

(15)地域定着支援

現在の利用

今後の利用意向

(16)計画相談支援

現在の利用

今後の利用意向

(17)移動支援

現在の利用

今後の利用意向

(18)日中一時支援

現在の利用

今後の利用意向

(19)訪問入浴

現在の利用

今後の利用意向

(20)地域活動支援

現在の利用

今後の利用意向

(21)補装具、日常生活用具の給付

現在の利用

今後の利用意向

(22)手話通訳者・要約筆記者の派遣

現在の利用

今後の利用意向

療育手帳（n=519）

利用している・利用したい 利用していない・利用しない 不明・無回答
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7.5 

21.6 

2.9 

21.6 

7.2 

18.3 

8.5 

25.0 

10.3 

34.2 

4.7 

24.1 

14.6 

29.0 

7.2 

28.5 

3.1 

19.6 

2.3 

21.4 

2.0 

19.6 

83.0 

64.5 

86.4 

64.2 

82.5 

66.9 

81.8 

60.9 

79.7 

52.4 

84.8 

62.2 

76.1 

57.0 

82.7 

57.1 

87.2 

66.4 

87.6 

65.5 

88.2 

66.1 

9.5 

13.9 

10.6 

14.2 

10.3 

14.7 

9.7 

14.1 

10.0 

13.4 

10.5 

13.7 

9.3 

14.1 

10.1 

14.4 

9.7 

13.9 

10.1 

13.1 

9.8 

14.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１)居宅介護・重度訪問介護

現在の利用

今後の利用意向

(２)行動援護・同行援護

現在の利用

今後の利用意向

(３)生活介護

現在の利用

今後の利用意向

(４)自立訓練（機能訓練・生活訓練）

現在の利用

今後の利用意向

(５)就労選択支援

現在の利用

今後の利用意向

(６)就労移行支援

現在の利用

今後の利用意向

(７)就労継続支援Ａ・Ｂ型

現在の利用

今後の利用意向

(８)就労定着支援

現在の利用

今後の利用意向

(９)療養介護

現在の利用

今後の利用意向

(10)短期入所

現在の利用

今後の利用意向

(11)自立生活援助

現在の利用

今後の利用意向

精神障害者保健福祉手帳（n=611）

利用している・利用したい 利用していない・利用しない 不明・無回答

■現在の利用と今後の利用意向:精神障害者保健福祉手帳 

「利用している」の割合は、精神障害者保健福祉手帳で「(16)計画相談支援」が 18.3％と最も高

く、次いで「(７)就労継続支援Ａ・Ｂ型」が 14.6％、「(５)就労選択支援」が 10.3％となっていま

す。 

「利用したい」の割合は、精神障害者保健福祉手帳で「(16)計画相談支援」が 38.6％と最も高く、

次いで「(５)就労選択支援」が 34.2％、「(７)就労継続支援Ａ・Ｂ型」が 29.0％となっています。 
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5.6 

15.9 

2.6 

11.3 

1.1 

15.1 

2.9 

24.5 

18.3 

38.6 

5.6 

25.0 

1.8 

18.3 

1.0 

9.5 

5.7 

18.5 

3.1 

20.6 

0.2 

2.1 

85.8 

70.5 

87.2 

74.8 

88.1 

71.0 

86.6 

61.9 

71.4 

47.0 

84.9 

60.7 

88.1 

66.8 

88.4 

76.3 

83.6 

65.6 

86.6 

65.6 

89.2 

83.1 

8.7 

13.6 

10.1 

13.9 

10.8 

13.9 

10.5 

13.6 

10.3 

14.4 

9.5 

14.2 

10.1 

14.9 

10.6 

14.2 

10.6 

15.9 

10.3 

13.7 

10.6 

14.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(12)グループホーム（共同生活援助）

現在の利用

今後の利用意向

(13)施設入所支援

現在の利用

今後の利用意向

(14)地域移行支援

現在の利用

今後の利用意向

(15)地域定着支援

現在の利用

今後の利用意向

(16)計画相談支援

現在の利用

今後の利用意向

(17)移動支援

現在の利用

今後の利用意向

(18)日中一時支援

現在の利用

今後の利用意向

(19)訪問入浴

現在の利用

今後の利用意向

(20)地域活動支援

現在の利用

今後の利用意向

(21)補装具、日常生活用具の給付

現在の利用

今後の利用意向

(22)手話通訳者・要約筆記者の派遣

現在の利用

今後の利用意向

精神障害者保健福祉手帳（n=611）

利用している・利用したい 利用していない・利用しない 不明・無回答
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76.7 

74.4 

84.5 

75.1 

5.2 

2.8 

2.5 

8.6 

18.1 

22.8 

13.0 

16.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害者

(n=734)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=246)

療育手帳

(n=362)

精神障害者保健福祉手帳

(n=233)

作成している

相談支援事業所に依頼せず、自分でセルフプランを作成している

不明・無回答

51.1 

47.2 

60.5 

45.1 

29.4 

31.7 

24.3 

33.5 

2.9 

3.3 

2.2 

4.3 

16.6 

17.9 

13.0 

17.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害者

(n=734)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=246)

療育手帳

(n=362)

精神障害者保健福祉手帳

(n=233)

満足している どちなともいえない 不満 不明・無回答

問 17 の（１）～（15）のいずれらで「利用している」と答えた方 

問 18 相談支援事業所に依頼して、サービス等利用計画書を作成していますら。 

（単数回答） 

全体で「作成している」が 76.7％、「相談支援事業所に依頼せず、自分でセルフプランを作成し

ている」が 5.2％となっています。 

障害種別では、いずれも「作成している」がのれぞれ７～８割台と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 の（１）～（15）のいずれらで「利用している」と答えた方 

問 19 問 18 の状況に満足していますら。（単数回答） 

全体で「満足している」が 51.1％と最も高く、次いで「どちなともいえない」が 29.4％、「不満」

が 2.9％となっています。 

障害種別では、いずれも「満足している」がのれぞれ４～６割台と最も高くなっています。 
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63.1 

26.3 

30.7 

63.2 

2.8 

2.6 

3.4 

7.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

相談支援事業所で作成している

(n=563)

自分でセルフプランを作成している

(n=38)

満足している どちなともいえない 不満 不明・無回答

満足度のクロス集計 

満足度を、相談支援事業所に依頼してサービス等利用計画書を作成している人と自分でセルフプ

ランを作成している人に区分して満足度をみると、相談支援事業所で作成している人で数「満足して

いる」が 63.1％と、自分でセルフプランを作成している人を大きく上回っています。 
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23.7 

23.7 

2.6 

5.3 

5.3 

13.2 

21.1 

23.7 

10.5 

10.5 

0% 25% 50%

どの相談支援事業所に相談・依頼すれば

よいらからなないらな

のものも、計画相談支援（使いたい

サービスについての相談や調整）に

ついて知なないらな

自分で使う障害福祉サービスは自分で

決めたいらな

障害福祉サービスの確保や調整を自分で

行うことができるらな

相談支援事業所を見つけることに

時間がららるらな

相談支援専門員と調整したり面談したり

することが苦手・大変のうだらな

計画相談支援を利用しなくても、

障害福祉サービスのことについて、

相談できる人がいるらな

特に理由はない

のの他

不明・無回答
障害者

(n=38)

問 18 で「相談支援事業所に依頼せず、自分でセルフプランを作成している」と答えた方 

問 20 相談支援事業所に依頼しない理由は何ですら。（複数回答） 

全体で数「どの相談支援事業所に相談・依頼すればよいらからなないらな」「のものも、計画相談支

援（使いたいサービスについての相談や調整）について知なないらな」「特に理由はない」がともに

23.7％と最も高くなっています。 

障害種別では、身体障害者手帳で「計画相談支援を利用しなくても、障害福祉サービスのことに

ついて、相談できる人がいるらな」が 57.1％、療育手帳で「どの相談支援事業所に相談・依頼すれ

ばよいからなないらな」と「特に理由はない」がともに 33.3％、精神障害者保健福祉手帳で「のも

のも、計画相談支援（使いたいサービスについての相談や調整）について知なないらな」が 25.0％

とのれぞれ最も高くなっています。 
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■クロス集計表 

単位：％ 

n 

ど
の
相
談
支
援
事
業
所
に
相
談
・
依
頼
す
れ
ば
よ
い
ら 

か
ら
な
な
い
ら
な 

の
も
の
も
、
計
画
相
談
支
援
（
使
い
た
い
サ
ー
ビ
ス 

に
つ
い
て
の
相
談
や
調
整
）
に
つ
い
て
知
な
な
い
ら
な 

自
分
で
使
う
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
自
分
で
決
め
た
い 

ら
な 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
や
調
整
を
自
分
で
行
う
こ
と

が
で
き
る
ら
な 

相
談
支
援
事
業
所
を
見
つ
け
る
こ
と
に
時
間
が
ら
ら
る 

ら
な 

相
談
支
援
専
門
員
と
調
整
し
た
り
面
談
し
た
り
す
る
こ
と

が
苦
手
・
大
変
の
う
だ
ら
な 

計
画
相
談
支
援
を
利
用
し
な
く
て
も
、
障
害
福
祉 

サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
に
つ
い
て
、
相
談
で
き
る
人
が
い
る
ら
な 

特
に
理
由
は
な
い 

【障害種別】          

身体障害者手帳 7  28.6  14.3  14.3  14.3  0.0  0.0  57.1  14.3  

療育手帳 9  33.3  22.2  0.0  0.0  0.0  22.2  0.0  33.3  

精神障害者保健福祉手帳 20  15.0  25.0  0.0  5.0  10.0  15.0  20.0  20.0  

 

単位：％ 

n 

の
の
他 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】   

身体障害者手帳 7  14.3  0.0  

療育手帳 9  0.0  22.2  

精神障害者保健福祉手帳 20  15.0  10.0  

 

  



 

39 

9.0 

9.2 

10.6 

12.1 

1.8 

1.4 

5.0 

44.1 

6.8 

0% 25% 50%

正規雇用（一般雇用）で働いている

正規雇用（障害者雇用）で働いている

非正規雇用（パート・アルバイト、

派遣など）で働いている

福祉的就労（就労継続支援Ａ型・Ｂ型など）

をしている

自営業をしている（農林水産業を含む）

家業を手伝っている

のの他

収入を得る仕事をしていない

不明・無回答

障害者

(n=1,806)

５．就労について 

 

問 21 あなたは、現在収入を得る仕事をしていますら。（単数回答） 

全体で数「収入を得る仕事をしていない」が 44.1％と最も高く、次いで「福祉的就労（就労継続支

援Ａ型・Ｂ型など）をしている」が 12.1％、「非正規雇用（パート・アルバイト、派遣など）で働

いている」が 10.6％となっています。 

障害種別では、いずれも「収入を得る仕事をしていない」がのれぞれ３～４割台と最も高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■クロス集計表 

単位：％ 

n 

正
規
雇
用
（
一
般
雇
用
）
で
働
い
て
い
る 

正
規
雇
用
（
障
害
者
雇
用
）
で
働
い
て
い
る 

非
正
規
雇
用
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
、
派
遣

な
ど
）
で
働
い
て
い
る 

福
祉
的
就
労
（
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
・
Ｂ
型 

な
ど
）
を
し
て
い
る 

自
営
業
を
し
て
い
る
（
農
林
水
産
業
を
含
む
） 

家
業
を
手
伝
っ
て
い
る 

の
の
他 

収
入
を
得
る
仕
事
を
し
て
い
な
い 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】           

身体障害者手帳 788  14.1  7.0  9.5  4.3  3.7  1.6  3.3  49.0  7.5  

療育手帳 519  2.7  14.5  8.9  25.8  0.0  0.2  7.9  32.4  7.7  

精神障害者保健福祉手帳 611  5.2  6.7  12.6  13.9  0.8  2.1  5.4  48.6  4.6  
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年齢（問２）とのクロス集計 

年齢別ではいずれも「収入を得る仕事をしていない」が最も高くなっていますが、次いで 10 歳

代、20 歳代、30 歳代では数「福祉的就労（就労継続支援Ａ型・Ｂ型など）をしている」が、40 歳代、

60 歳代、70 歳代では「非正規雇用（パート・アルバイト、派遣など）で働いている」が、50 歳代

では「正規雇用（一般雇用）で働いている」が、80 歳代では「のの他」がのれぞれ高くなっていま

す。 

 

■クロス集計表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

単位：％ 

n 

正
規
雇
用
（
一
般
雇
用
）
で
働
い
て
い
る 

正
規
雇
用
（
障
害
者
雇
用
）
で
働
い
て
い
る 

非
正
規
雇
用
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
、
派
遣

な
ど
）
で
働
い
て
い
る 

福
祉
的
就
労
（
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
・
Ｂ
型 

な
ど
）
を
し
て
い
る 

自
営
業
を
し
て
い
る
（
農
林
水
産
業
を
含
む
） 

家
業
を
手
伝
っ
て
い
る 

の
の
他 

収
入
を
得
る
仕
事
を
し
て
い
な
い 

不
明
・
無
回
答 

【年齢別】           

10 歳代  49  6.1  14.3  14.3  20.4  0.0  0.0  10.2  30.6  4.1  

20 歳代  229  4.8  19.2  15.3  22.3  0.0  0.4  5.7  30.6  1.7  

30 歳代  235  8.5  15.3  11.5  21.3  0.0  0.4  4.7  32.3  6.0  

40 歳代  260  11.2  11.2  15.4  11.5  1.9  1.9  6.5  35.8  4.6  

50 歳代  363  17.9  10.2  9.6  14.0  1.7  2.2  4.7  33.9  5.8  

60 歳代  277  10.5  4.7  12.3  6.1  2.5  1.8  6.1  48.7  7.2  

70 歳代  205  2.4  0.0  5.4  3.4  5.9  1.5  2.4  68.3  10.7  

80 歳以上  173  0.6  0.0  1.2  0.6  1.7  1.7  2.9  78.0  13.3  
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37.9 

17.4 

56.0 

2.5 

6.0 

80.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（n=796）

前回調査

（n=161）

収入を得る仕事をしたい 収入を得る仕事はしたくない 不明・無回答

37.9 

23.6 

36.3 

55.6 

56.0 

69.7 

56.0 

38.7 

6.0 

6.7 

7.7 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害者

(n=796)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=386)

療育手帳

(n=168)

精神障害者保健福祉手帳

(n=297)

収入を得る仕事をしたい 収入を得る仕事はしたくない 不明・無回答

問 21 で「収入を得る仕事をしていない」と答えた方 

問 22 あなたは今後、収入を得る仕事をしたいと思いますら。（単数回答） 

全体で数「収入を得る仕事をしたい」が 37.9％、「収入を得る仕事はしたくない」が 56.0％となっ

ています。 

前回調査と比較すると、前回調査では「不明・無回答」が多いため単純に比較することはできま

せんが、数「収入を得る仕事はしたくない」が 53.5 ポイント、「収入を得る仕事をしたい」が 20.5 ポ

イントのれぞれ増加しています。前回調査では「収入を得る仕事をしたい」が数「収入を得る仕事は

したくない」を上回っていたのに対し、今回調査では「収入を得る仕事はしたくない」が数「収入を

得る仕事をしたい」を上回っています。 

障害種別では、身体障害者手帳及び療育手帳で「収入を得る仕事はしたくない」がのれぞれ 69.7％、

56.0％、精神障害者保健福祉手帳で「収入を得る仕事をしたい」が 55.6％と、のれぞれ最も高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「収入を得る仕事をしたい」「収入を得る仕事はしたくない」は、前回調査では「仕事をしたい」「仕事はしたくない」。 
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28.2 

8.3 

32.4 

14.8 

41.5 

16.3 

21.2 

11.1 

19.9 

4.3 

27.2 

9.8 

32.0 

25.8 

35.3 

21.3 

47.6 

25.5 

26.9 

17.9 

24.2 

2.8 

23.6 

15.9 

0% 25% 50%

通勤手段を確保すること

勤務場所におけるバリアフリーなどの配慮

短時間勤務や勤務日数などの配慮

在宅勤務の拡充

職場の上司や同僚に障害の理解があること

職場で介助や援助などが受けなれること

就労後のフォローなど職場と支援機関の連携

企業ニーズに合った就労訓練

仕事についての職場外での相談対応、支援

のの他

特にない

不明・無回答 今回調査（n=1,806）

前回調査（n=1,053）

問 23 あなたは、今後仕事をするために、またはより良く仕事をするために、どのような

ことが必要だと思いますら。（複数回答） 

全体で「職場の上司や同僚に障害の理解があること」が 41.5％と最も高く、次いで「短時間勤務

や勤務日数などの配慮」が 32.4％、「通勤手段を確保すること」が 28.2％となっています。 

前回調査と比較すると、「勤務場所におけるバリアフリーなどの配慮」が 17.5 ポイント、「職場

で介助や援助などが受けなれること」が 9.2 ポイントのれぞれ減少しています。 

障害種別では、いずれも「職場の上司や同僚に障害の理解があること」がのれぞれ３～５割台と

最も高くなっています。 
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■クロス集計表 

 

 

  

単位：％ 

n 

通
勤
手
段
を
確
保
す
る
こ
と 

勤
務
場
所
に
お
け
る 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
の
配
慮 

短
時
間
勤
務
や
勤
務
日
数 

な
ど
の
配
慮 

在
宅
勤
務
の
拡
充 

職
場
の
上
司
や
同
僚
に 

障
害
の
理
解
が
あ
る
こ
と 

職
場
で
介
助
や
援
助
な
ど
が 

受
け
な
れ
る
こ
と 

就
労
後
の
フ
ォ
ロ
ー
な
ど 

職
場
と
支
援
機
関
の
連
携 

企
業
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
就
労 

仕
事
に
つ
い
て
の
職
場
外
で
の

相
談
対
応
、
支
援 

【障害種別】           

身体障害者手帳 788  19.7  12.4  25.0  12.1  30.7  11.7  11.8  7.4  10.7  

療育手帳 519  36.4  6.4  24.3  5.6  42.4  26.4  25.8  11.2  23.1  

精神障害者保健福祉手帳 611  34.2  5.9  47.1  25.2  54.8  17.0  30.3  16.2  28.8  

単位：％ 

n 

の
の
他 

特
に
な
い 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】     

身体障害者手帳 788  4.7  36.5  12.2  

療育手帳 519  2.5  26.0  8.9  

精神障害者保健福祉手帳 611  6.2  16.9  6.4  
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41.9 

29.6 

10.4 

14.0 

11.7 

17.1 

18.4 

18.4 

9.4 

8.7 

10.7 

9.4 

1.7 

4.5 

14.5 

3.1 

25.5 

5.3 

44.3 

22.5 

12.7 

13.5 

10.4 

14.8 

11.7 

25.4 

9.6 

8.1 

7.9 

5.9 

1.3 

3.4 

14.4 

2.8 

25.8 

6.7 

0% 25% 50%

自分の健康や治療のこと

医療費、生活費など経済的なこと

介助や介護のこと

家事のこと

住まいのこと

外出や移動のこと

仕事や就職のこと

緊急時や災害時のこと

話し相手がいないこと

福祉サービスに関すること

家族や地域での人間関係のこと

職場や施設内での人間関係のこと

虐待や権利擁護のこと

いじめや差別のこと

周りとのコミュニケーションに関すること

のの他

特にない

不明・無回答 今回調査（n=1,806）

前回調査（n=1,053）

６．相談・情報について 

 

問 24 あなたは現在、悩みごとや困ったことがありますら。（複数回答） 

全体で数「自分の健康や治療のこと」が 41.9％と最も高く、次いで「医療費、生活費など経済的な

こと」が 29.6％、「特にない」が 25.5％となっています。 

前回調査と比較すると、「医療費、生活費など経済的なこと」が 7.1 ポイント増加し、「緊急時や

災害時のこと」が 7.0 ポイント減少しています。 

障害種別では、身体障害者手帳及び精神障害者保健福祉手帳で「自分の健康や治療のこと」がの

れぞれ 42.1％、55.6％、療育手帳で「特にない」が 32.8％と、のれぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「周りとのコミュニケーションに関すること」は、前回調査では「周りとのコミュニケーションが難しいこと」。 
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■クロス集計表 

 

 

  

単位：％ 

n 

自
分
の
健
康
や
治
療
の
こ
と 

医
療
費
、
生
活
費
な
ど
経
済
的
な 

こ
と 

介
助
や
介
護
の
こ
と 

家
事
の
こ
と 

住
ま
い
の
こ
と 

外
出
や
移
動
の
こ
と 

仕
事
や
就
職
の
こ
と 

緊
急
時
や
災
害
時
の
こ
と 

話
し
相
手
が
い
な
い
こ
と 

【障害種別】           

身体障害者手帳 788  42.1  26.5  15.1  10.3  9.0  16.1  11.2  18.8  5.1  

療育手帳 519  25.2  16.0  7.7  7.7  9.2  16.6  12.7  20.6  8.1  

精神障害者保健福祉手帳 611  55.6  44.8  8.5  23.9  19.5  21.6  33.1  18.8  17.2  

単位：％ 

n 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
こ
と 

家
族
や
地
域
で
の
人
間
関
係
の
こ
と 

職
場
や
施
設
内
で
の
人
間
関
係
の 

こ
と 

虐
待
や
権
利
擁
護
の
こ
と 

い
じ
め
や
差
別
の
こ
と 

周
り
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

関
す
る
こ
と 

の
の
他 

特
に
な
い 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】           

身体障害者手帳 788  9.5  6.1  4.9  1.1  2.4  6.9  3.0  27.8  6.1  

療育手帳 519  10.2  10.2  13.1  2.5  4.0  19.3  2.9  32.8  6.7  

精神障害者保健福祉手帳 611  9.0  18.7  13.4  2.5  8.3  22.9  3.9  13.4  3.3  
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62.3 

23.5 

2.3 

7.8 

17.1 

6.9 

1.4 

17.3 

6.2 

1.2 

12.3 

1.5 

7.9 

4.0 

8.7 

3.4 

64.8 

25.6 

4.7 

6.1 

11.9 

7.0 

1.3 

24.1 

7.5 

1.2 

0.9 

6.1 

3.2 

8.8 

2.5 

10.2 

4.2 

0% 25% 50% 75%

家族や親せき

友人・知人

近所の人

職場の上司や同僚

施設や通所先の職員など

ホームヘルパーや訪問看護の職員など

障害者団体や家族会

医師や看護師

病院のケースワーカーや

介護保険のケアマネジャー

民生委員・児童委員

通園施設や保育所、幼稚園、学校の先生など

相談支援事業所などの相談員

行政機関の相談員

特に相談する人はいない

のの他

特に悩みはない

不明・無回答

今回調査（n=1,806）

前回調査（n=1,053）

問 25 あなたは、普段、悩みや困ったことをどなたに相談しますら。（複数回答） 

全体で数「家族や親せき」が 62.3％と最も高く、次いで「友人・知人」が 23.5％、「医師や看護師」

が 17.3％となっています。 

前回調査と比較すると、「医師や看護師」が 6.8 ポイント減少し、「相談支援事業所などの相談員」

が 6.2 ポイント増加しています。 

障害種別では、いずれも「家族や親せき」がのれぞれ５～６割台と最も高くなっています。 

回答者別では、本人が回答している場合、本人の家族が回答している場合ともに「家族や親せき」

が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「通園施設や保育所、幼稚園、学校の先生など」は前回調査のみの選択肢。 

※「施設や通所先の職員など」「ホームヘルパーや訪問看護の職員など」「病院のケースワーカーや介護保険のケアマネジ

ャー」は、前回調査では「施設の職員など」「ホームヘルパーなどサービス事業所の人」「病院のケースワーカーや介護

保険のケアマネージャー」。 
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■クロス集計表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【回答者別】         

本人が回答 1,095 1.6  10.0  2.0  9.8  3.5  7.2  2.3  

本人の家族が回答 502 0.4  16.3  0.8  4.0  5.0  10.0  4.6  

 

 

 

  

単位：％ 

n 

家
族
や
親
せ
き 

友
人
・
知
人 

近
所
の
人 

職
場
の
上
司
や
同
僚 

施
設
や
通
所
先
の
職
員
な
ど 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
訪
問
看
護

の
職
員
な
ど 

障
害
者
団
体
や
家
族
会 

医
師
や
看
護
師 

病
院
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
や 

介
護
保
険
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー 

【障害種別】           

身体障害者手帳 788  63.7  28.2  2.8  6.3  10.4  4.1  1.4  12.9  7.6  

療育手帳 519  58.8  14.1  1.3  10.6  36.6  5.6  3.1  12.1  2.9  

精神障害者保健福祉手帳 611  62.0  23.9  2.1  7.7  14.9  12.3  0.8  28.5  7.4  

【回答者別】           

本人が回答 1,095 65.7  31.1  2.7  10.6  8.9  6.8  0.9  20.0  4.9  

本人の家族が回答 502 64.1  9.4  1.8  2.8  28.5  6.0  2.6  10.6  8.0  

単位：％ 

n 

民
生
委
員
・
児
童
委
員 

相
談
支
援
事
業
所
な
ど
の 

相
談
員 

行
政
機
関
の
相
談
員 

特
に
相
談
す
る
人
は
い
な
い 

の
の
他 

特
に
悩
み
は
な
い 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】         

身体障害者手帳 788  1.3  7.7  1.9  8.4  2.3  10.8  3.8  

療育手帳 519  0.8  23.5  0.8  3.1  5.6  10.8  4.2  

精神障害者保健福祉手帳 611  1.6  13.7  1.5  9.8  6.4  3.8  2.5  
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28.4 

40.1 

7.0 

9.6 

20.4 

29.6 

7.5 

14.4 

0% 25% 50%

障害がある人など同じ立場の人に

相談できること

窓口などで専門的な人に相談できること

民生委員など身近な地域に住んでいる人に

相談できること

ＷＥＢなどを使ってリモートで相談できる

こと

自宅などに訪問してもなえること

電話でいつでも相談対応してもなえること

のの他

不明・無回答

障害者

(n=1,806)

問 26 あなたが相談先に希望することや相談しやすくなるために必要なことは何ですら。

（複数回答） 

全体で「窓口などで専門的な人に相談できること」が 40.1％と最も高く、次いで「電話でいつで

も相談対応してもなえること」が 29.6％、「障害がある人など同じ立場の人に相談できること」が

28.4％となっています。 

障害種別では、いずれも「窓口などで専門的な人に相談できること」がのれぞれ３～４割台と最

も高くなっています。 

回答者別では、本人が回答している場合、本人の家族が回答している場合ともに「窓口などで専

門的な人に相談できること」が最も高く、次いで「電話でいつでも相談対応してもなえること」と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■クロス集計表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：％ 

n 

障
害
が
あ
る
人
な
ど
同
じ
立
場
の
人

に
相
談
で
き
る
こ
と 

窓
口
な
ど
で
専
門
的
な
人
に 

相
談
で
き
る
こ
と 

民
生
委
員
な
ど
身
近
な
地
域
に 

住
ん
で
い
る
人
に
相
談
で
き
る
こ
と 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
な
ど
を
使
っ
て
リ
モ
ー
ト
で 

相
談
で
き
る
こ
と 

自
宅
な
ど
に
訪
問
し
て
も
な
え
る 

こ
と 

電
話
で
い
つ
で
も
相
談
対
応
し
て 

も
な
え
る
こ
と 

の
の
他 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】          

身体障害者手帳 788  26.3  39.8  6.5  8.2  19.8  28.6  5.8  16.9  

療育手帳 519  32.4  37.2  6.7  4.2  23.1  24.9  8.9  15.6  

精神障害者保健福祉手帳 611  30.0  44.4  8.2  14.2  21.4  34.0  9.2  9.5  
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■クロス集計表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：％ 

n 

障
害
が
あ
る
人
な
ど
同
じ
立
場
の
人

に
相
談
で
き
る
こ
と 

窓
口
な
ど
で
専
門
的
な
人
に 

相
談
で
き
る
こ
と 

民
生
委
員
な
ど
身
近
な
地
域
に 

住
ん
で
い
る
人
に
相
談
で
き
る
こ
と 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
な
ど
を
使
っ
て
リ
モ
ー
ト
で 

相
談
で
き
る
こ
と 

自
宅
な
ど
に
訪
問
し
て
も
な
え
る 

こ
と 

電
話
で
い
つ
で
も
相
談
対
応
し
て 

も
な
え
る
こ
と 

の
の
他 

不
明
・
無
回
答 

【回答者別】          

本人が回答 1,095 30.6  41.6  7.4  12.4  18.2  31.1  7.0  13.1  

本人の家族が回答 502 24.5  38.4  6.6  5.2  24.9  29.3  8.4  15.1  
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19.2 

21.4 

27.7 

23.3 

17.1 

3.4 

22.3 

8.7 

0.9 

7.2 

7.6 

2.2 

15.7 

5.4 

31.1 

32.0 

16.3 

27.3 

11.1 

4.0 

20.8 

10.9 

1.7 

1.3 

4.8 

6.8 

1.7 

13.3 

7.0 

0% 25% 50%

本や新聞、雑誌の記事、

テレビやラジオのニュース

広報「とよらか」や「議会だより」など

市の広報紙

インターネット

家族や親せき、友人・知人

サービス事業所の人や施設職員

障害者団体や家族会（団体の機関誌など）

病院、診療所

病院のケースワーカーや

介護保険のケアマネジャー

民生委員・児童委員

通園施設や保育所、幼稚園、学校の先生

相談支援事業所などの民間の相談窓口

行政機関の相談窓口

のの他

情報は入手していない

不明・無回答

今回調査（n=1,806）

前回調査（n=1,053）

問 27 あなたは障害のことや福祉サービスなどに関する情報を、どこらな知ることが多い

ですら。（複数回答） 

全体で「インターネット」が 27.7％と最も高く、次いで「家族や親せき、友人・知人」が 23.3％、

「病院、診療所」が 22.3％となっています。 

前回調査と比較すると、「本や新聞、雑誌の記事、テレビやラジオのニュース」が 11.9 ポイント

減少し、「インターネット」が 11.4 ポイント増加しています。 

障害種別では、身体障害者手帳で「広報『とよらか』や『議会だより』など市の広報紙」が 28.0％、

療育手帳で「サービス事業所の人や施設職員」が 30.8％、精神障害者保健福祉手帳で「インターネ

ット」が 37.5％と、のれぞれ最も高くなっています。 

障害の部位別では、視覚障害で数「本や新聞、雑誌の記事、テレビやラジオのニュース」「広報「と

よらか」や「議会だより」など市の広報紙」が、聴覚障害では「インターネット」がのれぞれ最も

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「通園施設や保育所、幼稚園、学校の先生」は前回調査のみの選択肢。 

※数「病院のケースワーカーや介護保険のケアマネジャー」は、前回調査では数「病院のケースワーカーや介護保険のケアマ

ネージャー」。 
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■クロス集計表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障害の部位別】         

視覚障害 40 7.5  0.0  5.0  2.5  7.5    

聴覚障害 51 0.0  5.9  2.0  19.6  3.9    

【一人で暮なしている人×障害の部位別】      

視覚障害 3 0.0  0.0  0.0  0.0  33.3   

聴覚障害 6 0.0 16.7 0.0 33.3 0.0   

 

  

単位：％ 

n 

本
や
新
聞
、
雑
誌
の
記
事
、
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー
ス 

広
報
「
と
よ
ら
か
」
や
「
議
会
だ
よ
り
」

な
ど
市
の
広
報
紙 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

家
族
や
親
せ
き
、
友
人
・
知
人 

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
人
や
施
設
職
員 

障
害
者
団
体
や
家
族
会 

（
団
体
の
機
関
誌
な
ど
） 

病
院
、
診
療
所 

病
院
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
や 

介
護
保
険
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー 

民
生
委
員
・
児
童
委
員 

【障害種別】           

身体障害者手帳 788  22.8  28.0  27.3  23.0  11.4  3.8  21.2  11.3  0.8  

療育手帳 519  14.5  15.0  16.8  27.6  30.8  7.5  10.6  2.9  0.8  

精神障害者保健福祉手帳 611  17.7  19.8  37.5  23.2  17.0  1.6  32.7  10.1  1.3  

【障害の部位別】           

視覚障害 40 30.0  30.0  25.0  27.5  10.0  5.0  20.0  7.5  0.0  

聴覚障害 51 27.5  33.3  35.3  15.7  3.9  3.9  7.8  0.0  0.0  

【一人で暮なしている人×障害の部位別】       

視覚障害 3 33.3 66.7 0.0 0.0  0.0  33.3 0.0  0.0  0.0  

聴覚障害 6 33.3 33.3 16.7 0.0  0.0  0.0  16.7 0.0  0.0  

単位：％ 

n 

相
談
支
援
事
業
所
な
ど
の
民
間
の 

相
談
窓
口 

行
政
機
関
の
相
談
窓
口 

の
の
他 

情
報
は
入
手
し
て
い
な
い 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】       

身体障害者手帳 788  4.4  6.7  1.8  14.6  5.6  

療育手帳 519  13.5  4.6  2.5  18.9  7.3  

精神障害者保健福祉手帳 611  8.5  11.3  3.1  11.9  3.8  
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24.9 

20.7 

25.0 

26.5 

45.6 

46.2 

4.6 

6.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（n=1,806）

前回調査

（n=1,053）

ある 少しある ない 不明・無回答

24.9 

20.3 

32.4 

29.0 

25.0 

19.2 

31.0 

29.1 

45.6 

55.5 

30.6 

39.4 

4.6 

5.1 

6.0 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害者

(n=1,806)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=788)

療育手帳

(n=519)

精神障害者保健福祉手帳

(n=611)

ある 少しある ない 不明・無回答

７．障害理解について 

 

問28 あなたは、障害があることで差別を受けたことや嫌な思いをしたことがありますら。

（単数回答） 

全体で数「ない」が 45.6％と最も高く、次いで「少しある」が 25.0％、「ある」が 24.9％となって

います。 

前回調査と比較すると、大きな差はみなれません。 

障害種別では、身体障害者手帳及び精神障害者保健福祉手帳で「ない」がのれぞれ 55.5％、39.4％、

療育手帳で「ある」が 32.4％と、のれぞれ最も高くなっています。 
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52.9 

20.7 

34.4 

14.2 

17.7 

14.7 

9.2 

1.0 

38.4 

17.9 

41.4 

14.5 

18.7 

21.5 

6.8 

2.2 

0% 25% 50% 75%

学校・職場

仕事を探すとき

外出先

余暇を楽しむとき

病院などの医療機関

住んでいる地域

のの他

不明・無回答

今回調査（n=900）

前回調査（n=497）

問 28 で「ある」「少しある」と答えた方 

問 29 どのような場所や場面で差別を受けたことや嫌な思いをしましたら。（複数回答） 

全体で数「学校・職場」が 52.9％と最も高く、次いで「外出先」が 34.4％、「仕事を探すとき」が

20.7％となっています。 

前回調査と比較すると、「学校・職場」が 14.5 ポイント増加し、「外出先」が 7.0 ポイント減少

しています。 

障害種別では、身体障害者手帳で「外出先」が 47.6％、療育手帳及び精神障害者保健福祉手帳で

「学校・職場」がのれぞれ 58.1％、54.9％と、のれぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■クロス集計表 

 

 

 

  
単位：％ 

n 

学
校
・
職
場 

仕
事
を
探
す
と
き 

外
出
先 

余
暇
を
楽
し
む
と
き 

病
院
な
ど
の
医
療
機
関 

住
ん
で
い
る
地
域 

の
の
他 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】          

身体障害者手帳 311  41.8  19.6  47.6  16.4  24.8  13.8  8.4  0.6  

療育手帳 329  58.1  10.9  41.6  13.4  16.1  15.8  5.5  0.9  

精神障害者保健福祉手帳 355  54.9  28.2  22.0  12.4  14.9  15.2  13.5  1.4  
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22.6 

17.3 

36.2 

15.0 

9.7 

30.2 

15.4 

14.9 

2.8 

25.6 

7.4 

27.5 

18.1 

32.4 

14.0 

9.7 

27.4 

14.7 

15.0 

1.9 

24.8 

13.1 

0% 25% 50%

広報や冊子による理解啓発

障害のある人へのボランティアの支援

学校での障害理解を深める教育

障害に関する講演会や学習会の開催

障害者作品展や交流イベントの実施

障害のある人の就労・就学などの支援

福祉施設の開放などによる地域との交流

障害のある人の地域活動への参加

のの他

からなない

不明・無回答 今回調査（n=1,806）

前回調査（n=1,053）

問 30 障害に対する市民の理解を深めるためには、何が必要だと思いますら。数（複数回答） 

全体で数「学校での障害理解を深める教育」が 36.2％と最も高く、次いで「障害のある人の就労・

就学などの支援」が 30.2％、「からなない」が 25.6％となっています。 

前回調査と比較すると、大きな差はみなれません。 

障害種別では、身体障害者手帳及び療育手帳で「学校での障害理解を深める教育」がのれぞれ

33.5％、45.5％、精神障害者保健福祉手帳で「障害のある人の就労・就学などの支援」が 37.2％と、

のれぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「福祉施設の開放などによる地域との交流」は、前回調査では「福祉施設の開放等による地域との交流」。 
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■クロス集計表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：％ 

n 

広
報
や
冊
子
に
よ
る 

理
解
啓
発 

障
害
の
あ
る
人
へ
の 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援 

学
校
で
の
障
害
理
解
を

深
め
る
教
育 

障
害
に
関
す
る
講
演
会

や
学
習
会
の
開
催 

障
害
者
作
品
展
や 

交
流
イ
ベ
ン
ト
の
実
施 

障
害
の
あ
る
人
の
就
労
・

就
学
な
ど
の
支
援 

福
祉
施
設
の
開
放
な
ど

に
よ
る
地
域
と
の
交
流 

障
害
の
あ
る
人
の
地
域

活
動
へ
の
参
加 

【障害種別】          

身体障害者手帳 788  24.9  15.2  33.5  13.7  7.1  24.2  12.7  12.9  

療育手帳 519  19.3  23.7  45.5  16.2  15.0  32.2  23.3  19.3  

精神障害者保健福祉手帳 611  23.4  17.3  34.7  16.7  10.1  37.2  14.9  15.4  

単位：％ 

n 

の
の
他 

か
ら
な
な
い 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】     

身体障害者手帳 788  1.6  27.7  7.4  

療育手帳 519  1.9  18.7  8.1  

精神障害者保健福祉手帳 611  5.6  25.7  6.1  
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6.3 

9.4 

1.7 

3.2 

11.9 

18.1 

46.0 

40.4 

27.9 

20.3 

6.2 

8.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（n=1,806）

前回調査

（n=1,053）

困ったときにお互いに助け合える程度 お互いに訪問し合う程度

立ち話をする程度 顔を合かせたときにあいさつする程度

ほとんど付き合いはない 不明・無回答

6.3 

8.6 

3.7 

5.1 

1.7 

2.8 

0.8 

1.1 

11.9 

16.6 

7.9 

8.3 

46.0 

47.6 

43.7 

46.2 

27.9 

18.4 

36.4 

34.4 

6.2 

6.0 

7.5 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害者

(n=1,806)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=788)

療育手帳

(n=519)

精神障害者保健福祉手帳

(n=611)

困ったときにお互いに助け合える程度 お互いに訪問し合う程度

立ち話をする程度 顔を合かせたときにあいさつする程度

ほとんど付き合いはない 不明・無回答

問 31 あなたは近所の方とどの程度のお付き合いがありますら。最もあてはまるものをお

選びください。（単数回答） 

全体で「顔を合かせたときにあいさつする程度」が 46.0％と最も高く、次いで「ほとんど付き合

いはない」が 27.9％、「立ち話をする程度」が 11.9％となっています。 

前回調査と比較すると、「ほとんど付き合いはない」が 7.6 ポイント増加し、「立ち話をする程度」

が 6.2 ポイント減少しています。 

障害種別では、いずれも「顔を合かせたときにあいさつする程度」がのれぞれ４割台と最も高く

なっています。 
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43.5 

29.2 

38.2 

43.5 

10.6 

8.9 

3.7 

9.4 

0% 25% 50%

気軽に立ち寄れて、ゆっくりできる場所

（カフェのような雰囲気など）

仲間と話したり、遊んだりできる場所

一人で静らに過ごせる場所

困ったときに相談できる人がいる場所

地域の人やいろんな世代とつながれる場所

オンラインでつながれる居場所

（グループチャット、ＳＮＳ、ゲームなど）

のの他

不明・無回答

障害者

(n=1,806)

問 32 あなたは身近な居場所としてどのようなところがあると良いと思いますら。 

（複数回答） 

全体で「気軽に立ち寄れて、ゆっくりできる場所（カフェのような雰囲気など）」「困ったときに

相談できる人がいる場所」がともに 43.5％と最も高く、次いで「一人で静らに過ごせる場所」が

38.2％、「仲間と話したり、遊んだりできる場所」が 29.2％となっています。 

障害種別では、身体障害者手帳で「気軽に立ち寄れて、ゆっくりできる場所（カフェのような雰

囲気など）」が 45.6％、療育手帳及び精神障害者保健福祉手帳で「困ったときに相談できる人がい

る場所」がのれぞれ 43.5％、50.2％と、のれぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■クロス集計表 

 

  

単位：％ 

n 

気
軽
に
立
ち
寄
れ
て
、
ゆ
っ
く
り
で
き
る
場
所

（
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
雰
囲
気
な
ど
） 

仲
間
と
話
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
で
き
る
場
所 

一
人
で
静
ら
に
過
ご
せ
る
場
所 

困
っ
た
と
き
に
相
談
で
き
る
人
が
い
る
場
所 

地
域
の
人
や
い
ろ
ん
な
世
代
と
つ
な
が
れ
る 

場
所 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
が
れ
る
居
場
所 

（
グ
ル
ー
プ
チ
ャ
ッ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
） 

の
の
他 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】          

身体障害者手帳 788  45.6  28.9  31.3  39.7  11.0  4.2  4.3  9.1  

療育手帳 519  41.4  33.7  32.0  43.5  10.6  8.3  3.1  11.8  

精神障害者保健福祉手帳 611  44.0  28.6  48.8  50.2  9.8  15.1  3.9  6.1  
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25.6 

24.6 

36.6 

34.9 

32.7 

33.6 

5.0 

6.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（n=1,806）

前回調査

（n=1,053）

名前も内容も知っている

名前を聞いたことがあるが、内容は知なない

名前も内容も知なない

不明・無回答

25.6 

29.7 

27.9 

21.8 

36.6 

36.7 

30.3 

41.4 

32.7 

28.4 

35.5 

33.9 

5.0 

5.2 

6.4 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害者

(n=1,806)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=788)

療育手帳

(n=519)

精神障害者保健福祉手帳

(n=611)

名前も内容も知っている

名前を聞いたことがあるが、内容は知なない

名前も内容も知なない

不明・無回答

８．成年後見制度について 

 

問 33 成年後見制度についてご存じですら。（単数回答） 

全体で数「名前を聞いたことがあるが、内容は知なない」が 36.6％と最も高く、次いで「名前も内

容も知なない」が 32.7％、「名前も内容も知っている」が 25.6％となっています。 

前回調査と比較すると、大きな差はみなれません。 

障害種別では、身体障害者手帳及び精神障害者保健福祉手帳で「名前を聞いたことがあるが、内

容は知なない」がのれぞれ 36.7％、41.4％、療育手帳で「名前も内容も知なない」が 35.5％と、の

れぞれ最も高くなっています。 
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23.5 

30.3 

38.6 

37.1 

34.2 

27.1 

3.7 

5.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人が回答

（n=1,095）

本人の家族が回答

（n=502）

名前も内容も知っている

名前を聞いたことがあるが、内容は知なない

名前も内容も知なない

不明・無回答

回答している人（問１）とのクロス集計 

回答者別では、本人が回答している場合、本人の家族が回答している場合いずれも数「名前を聞い

たことがあるが、内容は知なない」が最も高くなっています。また、数「名前も内容も知っている」は

本人が回答している場合で 23.5％、本人の家族が回答している場合で 30.3％と、6.8 ポイントの差

がみなれます。 
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11.1 

7.8 

7.4 

8.3 

12.5 

14.9 

2.7 

1.2 

60.9 

60.6 

5.5 

7.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（n=1,806）

前回調査

（n=1,053）

利用したい 利用したくない 利用する必要がない

すでに利用している からなない 不明・無回答

11.1 

8.8 

18.1 

10.5 

7.4 

7.6 

5.2 

9.2 

12.5 

17.3 

6.4 

10.5 

2.7 

2.4 

5.2 

2.1 

60.9 

58.2 

59.5 

63.3 

5.5 

5.7 

5.6 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害者

(n=1,806)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=788)

療育手帳

(n=519)

精神障害者保健福祉手帳

(n=611)

利用したい 利用したくない 利用する必要がない

すでに利用している からなない 不明・無回答

問 34 あなたは、成年後見制度について、将来的に利用したいと思いますら。数（単数回答） 

全体で数「からなない」が 60.9％と最も高く、次いで「利用する必要がない」が 12.5％、「利用し

たい」が 11.1％となっています。 

前回調査と比較すると、大きな差はみなれません。 

障害種別では、いずれも「からなない」がのれぞれ５～６割台と最も高くなっています。 
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7.7 

17.3 

7.9 

6.6 

14.6 

8.6 

1.2 

3.8 

64.1 

58.2 

4.6 

5.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人が回答

（n=1,095）

本人の家族が回答

（n=502）

利用したい 利用したくない 利用する必要がない

すでに利用している からなない 不明・無回答

回答している人（問１）とのクロス集計 

回答者別では、本人が回答している場合、本人の家族が回答している場合いずれも数「からなない」

が最も高くなっています。また、数「利用したい」は本人が回答している場合で 7.7％、本人の家族が

回答している場合で 17.3％と、9.6 ポイントの差がみなれます。 
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8.1 

6.4 

6.4 

15.9 

1.8 

9.9 

54.4 

8.1 

9.9 

6.6 

10.6 

14.1 

1.3 

5.5 

53.3 

10.7 

0% 25% 50% 75%

障害（疾病）に配慮してもなえない

通院するときに付き添いを

してくれる人がいない

気軽に往診を頼める医師がいない

障害（疾病）のため症状を正確に

伝えなれない

障害（疾病）が重度でいつも介護を

必要とするため、入院できない

のの他

困っていることはない

不明・無回答

今回調査（n=1,806）

前回調査（n=1,053）

９．保健・医療について 

 

問 35 あなたは、病院受診などの医療について、困ったことや不便に思ったことがありま

すら。（複数回答） 

全体で数「困っていることはない」が 54.4％と最も高く、次いで「障害（疾病）のため症状を正確

に伝えなれない」が 15.9％、「のの他」が 9.9％となっています。 

前回調査と比較すると、大きな差はみなれません。 

障害種別では、いずれも「困っていることはない」がのれぞれ４～５割台と最も高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■クロス集計表 

 
  

単位：％ 

n 

障
害
（
疾
病
）
に
配
慮
し
て
も
な
え
な
い 

通
院
す
る
と
き
に
付
き
添
い
を 

し
て
く
れ
る
人
が
い
な
い 

気
軽
に
往
診
を
頼
め
る
医
師
が
い
な
い 

障
害
（
疾
病
）
の
た
め
症
状
を
正
確
に 

伝
え
な
れ
な
い 

障
害
（
疾
病
）
が
重
度
で
い
つ
も
介
護
を

必
要
と
す
る
た
め
、
入
院
で
き
な
い 

の
の
他 

困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】                   

身体障害者手帳 788  8.0  6.5  7.1  9.0  1.1  9.0  58.1  9.4  

療育手帳 519  10.4  3.7  5.0  27.9  4.0  8.1  46.6  8.3  

精神障害者保健福祉手帳 611  8.3  9.0  7.9  18.8  2.1  14.1  50.7  5.2  
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29.0 

32.2 

28.3 

27.8 

49.7 

50.9 

42.8 

52.4 

16.8 

12.6 

23.1 

17.2 

4.4 

4.3 

5.8 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害者

(n=1,806)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=788)

療育手帳

(n=519)

精神障害者保健福祉手帳

(n=611)

している していない からなない 不明・無回答

10．災害時対策や避難について 

 

問 36 あなたは、豪雨や地震などの災害時に避難する準備をしていますら。（単数回答） 

全体で数「していない」が 49.7％と最も高く、次いで「している」が 29.0％、「からなない」が 16.8％

となっています。 

障害種別では、いずれも「していない」がのれぞれ４～５割台と最も高くなっています。 
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23.5 

28.4 

22.4 

19.0 

41.3 

37.9 

39.1 

49.4 

30.5 

29.4 

32.0 

28.5 

4.8 

4.2 

6.6 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害者

(n=1,806)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=788)

療育手帳

(n=519)

精神障害者保健福祉手帳

(n=611)

いる いない からなない 不明・無回答

23.5 

24.3 

41.3 

30.7 

30.5 

37.6 

4.8 

7.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（n=1,806）

前回調査

（n=1,053）

いる いない からなない 不明・無回答

問37 家族が不在の場合や一人暮なしの場合、近所にあなたを助けてくれる人はいますら。

（単数回答） 

全体で数「いない」が 41.3％と最も高く、次いで「からなない」が 30.5％、「いる」が 23.5％とな

っています。 

前回調査と比較すると、「いない」が 10.6 ポイント増加し、「からなない」が 7.1 ポイント減少

しています。 

障害種別では、いずれも「いない」がのれぞれ３～４割台と最も高くなっています。 
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38.9 

36.2 

5.8 

8.5 

24.1 

31.8 

18.9 

23.6 

39.1 

22.8 

34.8 

2.2 

13.7 

6.6 

35.3 

42.0 

11.6 

12.6 

18.8 

38.8 

21.7 

21.6 

43.1 

20.6 

32.2 

2.8 

14.3 

6.4 

0% 25% 50%

対応を自分で判断して行動することが難しい

投薬や治療が受けなれない

補装具の使用が困難になる

補装具や日常生活用具の入手ができなくなる

自分の状態を周りに伝えなれず、

救助を求めることができない

安全なところまで、迅速に避難することが

できない

被害状況、避難場所などの情報が

入手できない

周囲とコミュニケーションがとれない

避難場所の設備（トイレなど）や

生活環境に不安がある

障害などへの理解が得なれず、

避難場所で生活できない

環境の変化に対応できるら

（パニックにななないら）不安がある

のの他

特にない

不明・無回答

今回調査（n=1,806）

前回調査（n=1,053）

問 38 豪雨や地震などの災害時に困ることは何ですら。（複数回答） 

全体で数「避難場所の設備（トイレなど）や生活環境に不安がある」が 39.1％と最も高く、次いで

「対応を自分で判断して行動することが難しい」が 38.9％、「投薬や治療が受けなれない」が 36.2％

となっています。 

前回調査と比較すると、「安全なところまで、迅速に避難することができない」が 7.0 ポイント、

「投薬や治療が受けなれない」「補装具の使用が困難になる」がともに 5.8 ポイントのれぞれ減少

しています。 

障害種別では、身体障害者手帳で「避難場所の設備（トイレなど）や生活環境に不安がある」が

39.5％、療育手帳で「対応を自分で判断して行動することが難しい」が 62.6％、精神障害者保健福

祉手帳で「環境の変化に対応できるら（パニックにななないら）不安がある」が 49.6％と、のれぞ

れ最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「障害などへの理解が得なれず、避難場所で生活できない」「環境の変化に対応できるら（パニックにななないら）不

安がある」は、前回調査では「障害等への理解が得なれず、避難場所で生活できない」「環境の変化に対応できるら（パ

ニックにななないら）不安」。 
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■クロス集計表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：％ 

n 

対
応
を
自
分
で
判
断
し
て
行
動
す
る
こ
と

が
難
し
い 

投
薬
や
治
療
が
受
け
な
れ
な
い 

補
装
具
の
使
用
が
困
難
に
な
る 

補
装
具
や
日
常
生
活
用
具
の
入
手
が 

で
き
な
く
な
る 

自
分
の
状
態
を
周
り
に
伝
え
な
れ
ず
、 

救
助
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い 

安
全
な
と
こ
ろ
ま
で
、
迅
速
に
避
難
す
る 

こ
と
が
で
き
な
い 

被
害
状
況
、
避
難
場
所
な
ど
の
情
報
が 

入
手
で
き
な
い 

周
囲
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が 

と
れ
な
い 

避
難
場
所
の
設
備
（
ト
イ
レ
な
ど
）
や 

生
活
環
境
に
不
安
が
あ
る 

【障害種別】           

身体障害者手帳 788  29.6  36.2  10.8  13.5  17.3  35.5  14.8  15.0  39.5  

療育手帳 519  62.6  24.7  4.0  6.9  44.7  43.2  30.8  38.0  41.0  

精神障害者保健福祉手帳 611  38.8  48.1  2.9  6.5  21.9  23.6  17.5  28.0  40.6  

単位：％ 

n 

障
害
な
ど
へ
の
理
解
が
得
な
れ
ず
、 

避
難
場
所
で
生
活
で
き
な
い 

環
境
の
変
化
に
対
応
で
き
る
ら 

（
パ
ニ
ッ
ク
に
な
な
な
い
ら
）
不
安
が
あ
る 

の
の
他 

特
に
な
い 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】       

身体障害者手帳 788  17.8  18.3  2.0  15.5  8.4  

療育手帳 519  33.9  46.8  2.1  10.2  5.4  

精神障害者保健福祉手帳 611  24.1  49.6  3.4  11.1  4.6  



 

67 

24.7 

19.3 

30.4 

16.1 

29.5 

7.4 

15.1 

10.2 

15.0 

13.6 

32.2 

30.3 

39.4 

4.4 

2.2 

10.5 

6.9 

19.9 

19.4 

27.1 

12.1 

23.1 

13.0 

12.3 

14.2 

19.3 

8.1 

34.3 

31.9 

34.6 

4.4 

1.3 

12.2 

9.4 

0% 25% 50%

毎日の生活を手助けするサービスの充実

既存のサービスの質の向上

障害に対する理解の促進

就労を促進する訓練や支援の充実

障害のある人が働ける企業を増やす

リハビリ訓練の場所の充実

障害に適した住宅の整備

公共施設、駅などのバリアフリー化

入所施設やショートステイの整備

グループホームの整備

災害時の支援

相談しやすい窓口の設置

経済的な援助の充実

スポーツや文化活動への参加支援

のの他

特にない

不明・無回答

今回調査（n=1,806）

前回調査（n=1,053）

11．障害者施策全般について 

 

問 39 障害者福祉施策に対して重点的に取り組んでほしいことをお答えください。 

（５つまで複数回答） 

全体で数「経済的な援助の充実」が 39.4％と最も高く、次いで「災害時の支援」が 32.2％、「障害

に対する理解の促進」が 30.4％となっています。 

前回調査と比較すると、「障害のある人が働ける企業を増やす」が 6.4 ポイント増加し、「リハビ

リ訓練の場所の充実」が 5.6 ポイント減少しています。 

障害種別では、身体障害者手帳及び精神障害者保健福祉手帳で「経済的な援助の充実」がのれぞ

れ 37.6％、49.3％、療育手帳で「障害に対する理解の促進」が 38.9％と、のれぞれ最も高くなって

います。 
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■クロス集計表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：％ 

n 

毎
日
の
生
活
を
手
助
け
す
る 

サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

既
存
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上 

障
害
に
対
す
る
理
解
の
促
進 

就
労
を
促
進
す
る
訓
練
や 

支
援
の
充
実 

障
害
の
あ
る
人
が
働
け
る 

企
業
を
増
や
す 

リ
ハ
ビ
リ
訓
練
の
場
所
の
充
実 

障
害
に
適
し
た
住
宅
の
整
備 

公
共
施
設
、
駅
な
ど
の 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化 

入
所
施
設
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

の
整
備 

【障害種別】           

身体障害者手帳 788  26.8  17.0  20.9  9.3  21.4  11.8  15.0  16.6  15.6  

療育手帳 519  28.7  20.4  38.9  16.2  27.6  5.0  16.8  5.6  26.8  

精神障害者保健福祉手帳 611  21.6  24.1  36.0  25.0  41.2  5.4  15.5  6.1  9.0  

単位：％ 

n 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備 

災
害
時
の
支
援 

相
談
し
や
す
い
窓
口
の
設
置 

経
済
的
な
援
助
の
充
実 

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
へ
の 

参
加
支
援 

の
の
他 

特
に
な
い 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】          

身体障害者手帳 788  8.0  34.0  26.4  37.6  4.2  1.1  11.2  8.8  

療育手帳 519  31.2  37.2  28.1  30.4  5.4  1.5  10.6  5.8  

精神障害者保健福祉手帳 611  10.0  28.3  36.3  49.3  3.4  4.3  7.7  5.6  
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29.2 

44.4 

11.2 

1.2 

5.4 

1.0 

0.1 

0.8 

6.6 

0% 25% 50%

夫・妻

親

子ども

子どもの夫・妻

兄弟姉妹

祖父・祖母

孫

のの他の親族

のの他

障害者

(n=900)

12．家族介護の状況について 
 
※これ以降、主な介護者がいる場合のみ、介護をしている方が回答 

 

問 40 宛名の方らな見て、介護者は次のどれにあたりますら。（単数回答） 

全体で「親」が 44.4％と最も高く、次いで「夫・妻」が 29.2％、「子ども」が 11.2％となってい

ます。 

障害種別では、身体障害者手帳で「夫・妻」が 45.0％、療育手帳及び精神障害者保健福祉手帳で

「親」がのれぞれ 76.4％、43.9％と、のれぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■クロス集計表 

 

※「不明・無回答」を除いて、作成しています。 

 

 

  

単位：％ 

n 

夫
・
妻 

親 子
ど
も 

子
ど
も
の
夫
・
妻 

兄
弟
姉
妹 

祖
父
・
祖
母 

孫 の
の
他
の
親
族 

の
の
他 

【障害種別】                     

身体障害者手帳 387  45.0  24.0  18.3  2.3  3.9  0.5  0.3  0.5  5.2  

療育手帳 339  4.4  76.4  4.1  0.3  3.8  0.9  0.0  1.2  8.8  

精神障害者保健福祉手帳 264  29.2  43.9  7.6  0.8  9.8  1.9  0.0  0.4  6.4  
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0.3 

1.8 

5.1 

8.5 

25.1 

24.5 

21.0 

13.7 

0% 25% 50%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上
障害者

(n=883)

問 41 介護者の①年齢、②健康状態、③就労状況をお答えください。 

①年齢（令和８年７月１日現在）（数量回答） 

全体で「50 歳代」が 25.1％と最も高く、次いで「60 歳代」が 24.5％、「70 歳代」が 21.0％とな

っています。 

障害種別では、身体障害者手帳及び精神障害者保健福祉手帳で「60 歳代」がのれぞれ 25.3％、

24.0％、療育手帳で「50 歳代」が 35.3％と、のれぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■クロス集計表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「不明・無回答」を除いて、作成しています。 

  

単位：％ 

n 

１０
歳
代 

２０
歳
代 

３０
歳
代 

４０
歳
代 

５０
歳
代 

６０
歳
代 

７０
歳
代 

８０
歳
以
上 

【障害種別】          

身体障害者手帳 383  0.5  1.0  4.7  6.3  21.9  25.3  22.2  18.0  

療育手帳 334  0.3  2.4  4.2  9.0  35.3  26.0  17.7  5.1  

精神障害者保健福祉手帳 258  0.4  1.9  7.0  12.4  19.8  24.0  20.2  14.3  
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25.5 

23.4 

27.2 

25.2 

54.9 

54.5 

60.0 

50.0 

19.6 

22.1 

12.8 

24.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害者

(n=898)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=389)

療育手帳

(n=345)

精神障害者保健福祉手帳

(n=258)

よい ふつう よくない

53.7 

49.1 

60.2 

53.4 

46.3 

50.9 

39.8 

46.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害者

(n=892)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=387)

療育手帳

(n=342)

精神障害者保健福祉手帳

(n=253)

仕事をしている 仕事をしていない

②健康状態（単数回答） 

全体で「ふつう」が 54.9％と最も高く、次いで「よい」が 25.5％、「よくない」が 19.6％となっ

ています。 

障害種別では、いずれも「ふつう」がのれぞれ５～６割台と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「不明・無回答」を除いて、作成しています。 

 

③就労状況（単数回答） 

全体で「仕事をしている」が 53.7％、「仕事をしていない」が 46.3％となっています。 

障害種別では、身体障害者手帳で「仕事をしていない」が 50.9％、療育手帳及び精神障害者保健

福祉手帳で「仕事をしている」がのれぞれ 60.2％、53.4％と、のれぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「不明・無回答」を除いて、作成しています。  
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37.0 

34.6 

41.4 

21.2 

30.6 

24.0 

6.6 

15.4 

14.6 

2.9 

3.8 

21.7 

35.7 

29.1 

45.3 

22.2 

31.7 

23.5 

9.3 

18.0 

12.7 

3.4 

3.9 

21.9 

0% 25% 50%

介護者自身の健康に不安がある

代かりに介護を頼める人がいない

緊急時の対応に不安がある

身体的な負担が大きい

精神的な負担が大きい

経済的な負担が大きい

仕事に出なれない

外出や旅行ができない

休養や息抜きの時間がない

宛名の方に自傷・他傷が頻繁にある

のの他

困っていることはない

今回調査（n=903）

前回調査（n=616）

問 42 介護者が宛名の方を支援する上で困っていることは何ですら。（複数回答） 

全体で「緊急時の対応に不安がある」が 41.4％と最も高く、次いで「介護者自身の健康に不安が

ある」が 37.0％、「代かりに介護を頼める人がいない」が 34.6％となっています。 

前回調査と比較すると、「代かりに介護を頼める人がいない」が 5.5 ポイント増加しています。 

障害種別では、身体障害者手帳及び療育手帳で「緊急時の対応に不安がある」がのれぞれ 41.6％、

52.2％、精神障害者保健福祉手帳で「精神的な負担が大きい」が 43.1％と、のれぞれ最も高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「不明・無回答」を除いて、作成しています。 
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■クロス集計表 

 

 

※「不明・無回答」を除いています。 

 

  

単位：％ 

n 

介
護
者
自
身
の
健
康
に
不
安
が

あ
る 

代
か
り
に
介
護
を
頼
め
る
人
が

い
な
い 

緊
急
時
の
対
応
に
不
安
が
あ
る 

身
体
的
な
負
担
が
大
き
い 

精
神
的
な
負
担
が
大
き
い 

経
済
的
な
負
担
が
大
き
い 

仕
事
に
出
な
れ
な
い 

外
出
や
旅
行
が
で
き
な
い 

休
養
や
息
抜
き
の
時
間
が
な
い 

【障害種別】           

身体障害者手帳 387  38.2  35.7  41.6  24.8  24.3  22.5  6.2  15.5  15.0  

療育手帳 345  33.9  38.3  52.2  20.0  28.7  17.7  7.2  16.5  15.7  

精神障害者保健福祉手帳 262  40.1  36.6  38.5  22.5  43.1  32.1  8.0  14.9  16.8  

単位：％ 

n 

宛
名
の
方
に
自
傷
・
他
傷
が 

頻
繁
に
あ
る 

の
の
他 

困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い 

【障害種別】     

身体障害者手帳 387  2.1  3.1  22.7  

療育手帳 345  4.3  4.9  19.1  

精神障害者保健福祉手帳 262  2.7  3.4  17.2  
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5.5 

31.3 

19.1 

20.6 

7.4 

3.7 

12.5 

7.8 

34.9 

20.9 

10.2 

9.9 

2.9 

13.3 

0% 25% 50%

一般の住宅で一人暮なしするのを支援したい

自宅で家族などを中心に支援していきたい

自宅で福祉サービスを利用しながな

支援していきたい

グループホームに入居し、福祉サービスを

利用しながな支援していきたい

施設や病院などに入所・入院させたい

のの他

からなない

今回調査（n=896）

前回調査（n=578）

問 43 今後、介護者は宛名の方をどのように支援したいと思いますら。（単数回答） 

全体で「自宅で家族などを中心に支援していきたい」が 31.3％と最も高く、次いで「グループホ

ームに入居し、福祉サービスを利用しながな支援していきたい」が 20.6％、「自宅で福祉サービス

を利用しながな支援していきたい」が 19.1％となっています。 

前回調査と比較すると、「グループホームに入居し、福祉サービスを利用しながな支援していき

たい」が 10.4 ポイント増加しています。 

障害種別では、身体障害者手帳及び精神障害者保健福祉手帳で「自宅で家族などを中心に支援し

ていきたい」がのれぞれ 33.7％、37.6％、療育手帳で「グループホームに入居し、福祉サービスを

利用しながな支援していきたい」が 43.4％と、のれぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■クロス集計表 

 

※「不明・無回答」

を除いて、作成して

います。  

単位：％ 

n 

一
般
の
住
宅
で
一
人
暮
な
し
す
る
の
を 

支
援
し
た
い 

自
宅
で
家
族
な
ど
を
中
心
に
支
援
し
て 

い
き
た
い 

自
宅
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
な 

支
援
し
て
い
き
た
い 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
入
居
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
な
が
な
支
援
し
て
い
き
た
い 

施
設
や
病
院
な
ど
に
入
所
・
入
院
さ
せ
た
い 

の
の
他 

か
ら
な
な
い 

【障害種別】         

身体障害者手帳 380  3.7  33.7  23.2  11.1  10.0  4.7  13.7  

療育手帳 343  3.2  19.5  16.3  43.4  5.5  3.8  8.2  

精神障害者保健福祉手帳 263  9.1  37.6  20.2  9.5  6.5  4.6  12.5  
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13．自由意見について 

 

最後に、障害福祉サービスや行政の取組について、何らご意見がありましたな、自由にご

記入ください。 

■障害福祉サービス、施設 

回答内容 

グループホームの一つらも知れませんが、理想を言えばアパートのように監視が強くなく、自分で出

来る（洗濯等）事は自分でする。でも、困った事があれば一緒に解決してもなえる人が近くにいてく

れる。のんな環境があると素敵だなと思います。 

ヘルパー不足の改善！ 

社会保障費（予算上）を今以上のサービスを求めるのは無理と考えますので、福祉サービス上のシス

テムの規制、意味をなさない規制等を無くして、改革を進めるぐないしら思いつきません。担当者の

方の仕事量を少なくする等、二重の仕事があると勝手に思っています。 

サービスは全て費用が掛らる。ボランティアがあって介護を手伝って欲しい。倒れても一人で起こせ

ならった。ケアマネジャーに相談したな、家族で何とらするしらないと言かれた。 

歳を取った障害者も認知症になったり、病気も増えます。介護保険の方の移行が考えなれるが、費用

もすごくらさみます。障害者に適した施設(夜間に看護師常勤)があると良い。医療ケアに対応できる

障害者施設がもっとあって欲しいです。 

子供を入所させていただきたいですが、順番待ちをしているため、福祉サービスを使い親も頑張って

います。 

医療的ケアが必要でありますが、療養介護の対象外であるためサービスが受けなれません。常時看護

師さんが居る施設を探していますが、ならなら少なく利用が難しい状況です。親亡き後誰もが安心し

て利用でき、暮なしていける場所の確保が重要であるため、のういった施設が増えるとありがたいと

思っています。 

自立できない全介助が必要な障害者に対するサービスを充実させてほしい。日中一時、短期入所でき

る所が少なすぎる重度ほど（移動）みてもなえない。オムツの値段がらなり上がっているので、補助

額を上げてほしい。 

福祉事業所の偏り、豊川岡崎寄りには少ない、ほぼ無い。国府～長沢にたくさんあると通所や生活面

で助けになると思います。 

親亡き後を考え、グループホームの拡充（車椅子対応）をお願いします。外出支援（外食、買い物な

ど）でヘルパーさんが運転（有償サービス）できると助らります。以前はのういった事業所があった

のですが（送迎）、今はほとんどありません。 

どこの事業所も人材不足により、利用したいサービスが受けなれない時がある。人手不足の解消とサ

ービス内容の質の向上をしてほしいです。 

介護施設の入所が必要になった時の対応をよろしくお願いします。 

発達障害の子達が入れるグループホームで、アパート型で全て個別に暮なせて、困った時は助けてく

れるような場所が豊川市にできると、将来的に安心です。 

もう少し預ける日を増やしてほしい。 

介護施設のバリアフリーを増やせ。 
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回答内容 

療育手帳「Ｃ」判定を持つ子どもの親です。障害を持つ子の親も年を取ります。今までは何でも代か

りに手続きをしてきましたが、親が還暦を過ぎるといつまで、どこまでやれるら不安を感じるように

なりました。療育手帳「Ｃ」判定を持つ子は、受けなれる制度が少なく疑問を感じる事が少ならなず

あります。軽度とはいえ発達障害があるので知的な遅れがあり車の免許は取れません。通院は月に一

度ありますが、タクシーチケットは対象外で、バスの乗り方も分らなず、自転車で豊橋の病院まで行

くのは大変なので母の車で通院しています。買い物や週に一度の楽しみのショッピングモールも母の

車ですが、自動車税の減免も、高速道路割引も対象外で受けなれません。医療費助成制度も療育手帳

「Ｃ」判定は対象外で手帳では受けなれず、毎回診断書を取得しアスペルガー症候群を証明していた

だらなければいけません。３歳のときに診断名を自閉症といただきましたが、病気じゃないので治り

ません、と言かれましたが、手帳もつい先日まで有期で更新の手続きをしなければいけませんでした。

治なないのだらな手帳が有期はおらしいのではとずっと疑問に思っています。身体障害者手帳１級で

も免許を持っている人はたくさんいなっしゃいますが、タクシーチケットはもなえます。でも療育手

帳「Ｃ」判定の人は免許を持っている人はほとんどいないのに、交通手段の支援は皆無です。バスの

乗車割引も乗り方が分らなない子なので使えません。受けなれる制度は受ける側に立って、必要なも

のが必要な人に届くよう支援を考えていただけたな有り難いです。療育手帳を持つ人は自分で主張が

出来ない弱者で親も生活と子どもの世話に忙しくお願いにもいけません。一番心配なのは、「制度は

申請ありき」というスタンス。自分で出来ない弱者はどうすれば良いですら。親は先に亡くなります。

いつまで代かりにやってやれるだろうと不安になります。軽度の子は良いだろうと思かれがちですが

軽度ゆえ一般の人に混じって働き、見た目普通なのでハンデをもないづなく、会社の人も良い人でも

障害への理解は浅く、ふつうの人でも職場はストレスなのに障害を抱えて健常者に混ざって働くのの

努力は計り知れないものがあります。判定「Ｂ」の時は民生委員さんがお見舞いと称して年に一度訪

問をしてくださいましたが、判定「Ｃ」になるとどなたもお出でになりません。障害が分らる前は保

健師さんが教室のお誘いに来てくださいましたが、今思えば有り難いことでした。年々発達障害の子

が増えているとお聞きします。いくつになっても希望があれば保健師さんや相談員さんが訪問して下

さったな有り難いらなと思ったりします。とはいえ手帳を持っている安心感はあります。子どもたち

のために福祉にたずさかって下さってありがとうございます。同じ障害でも子どもたちはさまざまで

す。ひとりの障害を持つ子の親として現状をお伝えさせていただけたなと思い書きました。少しでも

社会が好意的でありますようにお力添えをいただけましたな幸いです。これらなもよろしくお願いい

たします。 

介護保険のように、いつでも相談できるケアマネジャー制度があるとよい。老人ホームと障害者施設

が一緒にあると一緒に入所できて安心できる。 

18歳の壁、障害福祉サービスの提供時間により介護者の就労時間が短くなるしばりがあること。 

今までヘルパーの利用が月２～３回でサービス管理責任者変かってらな月１回に減りました。最近初

めてスマホ買ってからなないところがあったのでヘルパーの利用をサービス管理責任者に言ったな

「ヘルパーはプロではない。」って言かれてヘルパー利用できませんでした。ヘルパーに教えてもな

いたらったです。 

ギリギリまで自宅介護をしたいと思っているが、本当に困ったとき、何人待ちだらなと入所を拒否す

るのはやめてほしい。困った時すぐに対応してもなえるような体制であってほしい。 

障がい福祉にららかる全ての方々のレベルアップをお願いしたい。特に事業所・グループホーム職員

の方々には専門的知識を持ってほしい。大人の保育園のような態度はやめてほしい。 

サービス利用料が高くても良いのでグループホームの数を増やしてほしい。 

引き続きサービスの向上をよろしくお願いいたします。 

現在地域の作業所に通所しているが、帰宅が早く、介護者が就労先を探すとき選択の幅が狭くなり、

就労しづなくなる。延長サービスもあるが利用料が高い。もう少し安くななないのら…。 
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回答内容 

親が急病などの緊急時にショートステイを安心して利用できるシステムが整うと助らります。ショー

トステイの予約もいっぱいでならなら利用できない状況です。できれば利用者２～３名で利用できる

小規模のショートが増えることが理想です。負担の大きい入浴介助はシャワー浴にするなどスタッフ

の方にも配慮していく必要があると思います。 

知的障害者のグループホームの充実。 

学校に通っているときは放課後デイがあったが卒業後はないので同じようなサービスがあると良い

と思います。一人で留守番ができないので３時ごろには常に誰らが家に居なくてはななないので困る

事があります。ショートステイの予約がならなら取れない。グループホームに将来は入れるら不安。 

介護は年を重ねるにつれ、身体に大変な負担です。福祉関係の人の給料を上げて、若いスタッフを増

やして頂いて、家族を助けてもなえたな助らります。 

障害者が入れる施設を作って欲しい。 

就労継続支援Ａ型をもっと増やしてほしい。 

サービスや通所できる事業所、グループホームなど施設は増えてきているが、内容（質）の向上に力

を入れてもないたい。 

ニュース等で障害者の方の悲しい事件を見聞きするたびに心が痛みます。介護される方、する方が、

共に生活しやすくなるよう、福祉サービスをもっともっと充実させていただきたいです。 

行動援護のサービスをもっと利用したいが、空きがなくて利用できない。特に土日。 

デイサービスの受け入れ先がなくて困っている。 

現在施設に入る体調ではないですが、将来急に施設に入ななくてはなななくなった時、入所待ちでは

なくすぐ入所できるようになれば助らります(すぐに入所することは難しいと聞きますので)。 

介護が必要になった時でも住み慣れた場所において支援を受けながな最後まで生活をしてほしいと

思いますが、ののためにはグループホームなどの整備、人材の確保など、また介護に必要な知識を学

んでほしい。 

せっらくある福祉サービスもすぐに利用できない。安心して任せなれる介護職員さんや福祉サービス

に関かる方を増やしていただけると嬉しいです。 

障害者施設を増やしてほしい。 

何の困りごとも無いのにサービス利用計画書を書いてもなうのに病院に通かなければななない。事業

所の方は２ら月に１度家に来てもなかなければななない。回数を減なす、１ら所でまとめて行うなど

負担を減なしてほしい。 

補装具、車椅子等、障害者が必要な物の作成や修理の依頼をしてらな許可が出るまでが、長く感じま

す。お金もららる事なので分りますが、今必要で困っているので申請してお願いしています。少しで

も早い申請許可を願っています。 

自由に遊べるゆうあいの里のような施設を作ってほしい。 

ろう者と健聴者との共有で施設へ入所してほしい。ただし、手話できる介護士も配置してほしい。 

いつも一生懸命取り組んでくださって、ありがとうございます。精神障害の福祉サービスが少ないよ

うに感じます。特に相談窓口は設けてほしいです。臨床心理士等のプロの人に、いつでも話を聞いて

もなえるシステムを作っていただけると大変ありがたいので、どうらお願いします。 

グループホーム（女子）増やしてほしいです。グループホーム合同説明会をやってほしいです。免許

がない、不便、コミュニティバスをもっと利用しやすくしてほしい。アンケート書いて終かりではな

く、のの後どうなったら？知りたいです。 

時代の流れで、福祉サービスに要求される内容も多様化・複雑化し、現場を支える方々も大変な事と

思います。「支援者を支える仕組み作り」につきましても、実効性の高い具体策が速やらに整備され

るよう願うばらりです。 
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回答内容 

福祉に関かる人材がずっと不足していて満足な支援を受けることが出来ないことが続いている。もっ

と働いてくれる人材を増やすように頑張っていただきたい。 

昔と思うと福祉サービスは、充実していると感じていますが、基本的に介護者が経済的、時間的にゆ

とりのある生活をしてないと、通所の送迎が必要なくないの障害の子と暮なすのは困ることも多々あ

ると実感しています。働きたいのに働けない等、やむを得ずフルタイムを選べない介護者もいると思

う。無理だらな施設へ入所させる選択は、すぐにしたくないなと思っています。できるだけ地域で生

活させたいです。のういうケースでも、使いやすい柔軟なサービスがあればいいなと思います。 

児童の福祉サービスについては充実してきたと思います。ですが卒後、関かる人も減り、就労事業所

帰宅後の居場所もありません。放課後デイのような就労先、家以外での居場所を福祉サービスとして

作って欲しい。 

介護福祉サービスが他市より劣っている。例えばレンタルでセニアカーを貸与してほしいが介護度に

より限なれている等、本当にセニアカーが必要なのは要支援で膝が痛いけど買い物したい人なのでは

ないでしょうら。安城市は要支援でもセニアカーをレンタルサービスしてくれますよ。車いすでは外

出できないほどの道路の悪さも併せて見直していただきたい事が山のようにあります。他の市では給

付金も 3000 円支給どころの話ではありません。ネットで見る限り豊川市に家を持ったけど後悔して

います。国で定める福祉サービスなのに申請にいったな窓口の方になるべく我慢してと言かれた時は

泣けて来ました。他県らな越してきたのであまりにも冷酷な対応に病んでしまいます。中国人だなけ

の町で中国人の方が高い車に乗り税金もはなっていないのに生活保護受給して日本人の年金は 10 分

の 1ですよ。根本らなの見直しをよろしくお願いします。 

障害福祉サービスをより充実させて欲しい。 

高齢障害者の施設の充実、入所しやすい環境整備を希望します。 

・支援者の障害の理解がなさすぎる。支援の仕方が本人にどれだけ大切ら学んでほしい。自分達のや

りやすいようにではなく、利用者本位を考えてほしい。 

・点数加算や儲けのために、区分も強度行動障害も重く判定しやすいよう伝えてないらと思う位、判

定が曖昧なように感じる。なので最重度で本当に支援が必要なのにサービスを受け入れてもなえてい

ない。本当に必要としているところにサービスが行き届くように配慮してほしい。 

・母子２人での生活。サービスの受け入れがなく、母は正社員でまともに働けず、就労時間が短く生

活が厳しくて将来が不安。20歳までは母子手当があったがのの後の生活環境が変かることはないので

年齢問かず配慮してほしい。 

・まだまだ障害施設は隠のうとする隠蔽体質、環境にあるように思う。言葉がない子にとっては不安

しらない。安心して利用できなくても利用するしらない状況。もっと質を高め、利用者側が選択でき

るようになってほしい。 

・最重度は利用できる施設がなさすぎる。施設側は簡単に断ることをするが、本当に辛い思いをずっ

としてきている。施設側は断ることばらりではなく、何ら感じて受け入れるにはどうしたないいらを

考えて努力をしてほしい。質を高めてほしい。 

・グループホームは入居者のタイプ別での受け入れ先があってもいいのではないらと思う。あと、慣

れるまでは親も一緒に泊まったりして、不安なく、安心して入居できる環境になるよう、施設側、入

居者側、双方が一緒に寄り添えたな嬉しいと思う。 

支援学校らな福祉事業所に通っていたが、福祉事業所で感じた事は事業所で作業できる環境を支援し

て頂くというよりもこの環境でできないなな辞めてほしいという風に感じました。不器用だし、大声

を出すし、こだかりも強くやっらいに思かれていたと思います。本人の兄弟も同じ障害で事業所に通

っていますが、のの子の方が理解力もなくコミュニケーションも取れない子ですが楽しく事業所に通

えています。本当なな本人も楽しく通えていれば良らったのですが、他人との関かりが難しく息子の

ような子に合った事業所はないと思います。のして、どこに行っても他の利用者さんらなもスタッフ

さんらなも嫌かれる経験をしてきました。本人も辛いと思います。居場所がないです。 
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回答内容 

グループホームに入居中ですが、長く続らず転々としています。事業所側の職員不足、支援力のなさ、

生涯ここでお世話になりたいという所に出会えない。良いと思う所は満床で空きがなく、入れない。

現在は他入居者らなの他害行動もあり、落ち着らない雰囲気の中で暮なしているので、親としても辛

い所ではあります。 

 

■障害・障害者への理解 

回答内容 

障害の「害」を「がい」にして頂けると幸いです。 

私の場面は周りの方々の優しさと理解があれば、なんとら障害を生きづないと感じずに生活していく

ことができます。幸いなことに家族や職場の方が、私が聞き取りやすいようにマスクを外して話をし

てくれたり、仕事の担当を配慮してくださったりしてくれます。一人一人が小さいうちらな、障害に

関する理解、思いやりを育てる教育を受けて、障害のある方との交流を深めていけば、大人になって

らなも障害を自分事として考えていけるのではないらと思っています。健常者の方らなの意見、考え

も参考にして、お互いが住みやすい社会になればよいと願っています。 

障害福祉サービスの、高齢者に関しては充実しつつあると思います。ありがたいです。一方、児に対

してはまだまだ世間的には理解が不足しているように思います。子供たちがのの人なしく安心して暮

なせるためのサポートの充実をお願いしたい。自分も今後障害者になるらもしれないです。ののため

にも、知識や法律、制度をもっとからりやすく理解できるよう配慮してほしいです。今回のアンケー

トも文字の大きさ、ルビなど細らな配慮はありがたい。のしてアンケート用紙も目に優しいグリーン

で疲れにくらったです。ありがとうございました。配慮や気配りのある環境にしていきたいですね。

ご苦労様でした。 

合理的配慮はどこまでら？の理解。 

支援人が仕事としての壁をどこまで緩めなれるら？人と人の交かりということをさなに支援員に学

んでほしい。 

困っていることはないですら？などお声掛けいただけるとありがたいです。 

今現在はいろいろな障害福祉サービスを受けることができ、とても幸せと思っています。ただ、やは

り将来介護者が介護できなくなった時のことを考えると不安がある。福祉に携かる人材の確保のた

め、まずは給料を大幅にアップしてあげないと。また、障害のある人にまず関心を持ってもなうため、

障害のある人・ない人が一緒に活動できる場を設けることが必要と思う。息子と一緒に外出するとま

だまだ冷たい目で見る人や避けて通ろうとする人、あざ笑う子供たちもいます。まずは見慣れてもな

うことだと思います。 

肢体障害以外の見た目でからなない障害者に対しての支援はほぼないことがからりました。助けを必

要としていても相談窓口もなく、市役所に行ってもからなないという返答ばらりで何十年と苦しんで

いる家族がいることを知ってほしいです。 

まだまだ障害者に対する理解が薄弱な事らな改善してください。 

ありがとうございます。コロナ以降障害を持った方、子供さんとの触れ合いが減ったように感じます。

小さなうちらな交流をしてほしいです。いつでも手をつなげるように！机の上の勉強より、こういう

ことを感じる！心の学びをお願いします！ 

身体障害者、特に精神障害者に対する理解できる人を増やす事。 

有難い制度で助らっています。上司は知っていても、周りには障害の事を言えません。見た目にから

なないのは、難しい問題です。 

企業や福祉事業所は、障害に対する理解をさなに深めていただき、支援の質を高めて欲しい。のして、

本人が苦しい思いをすることなく、一人の人間として生活ができるよう適切な支援をしてほしい。 
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回答内容 

障害者雇用で働いている時配慮がしてもなえず自殺したいほど困ってるのに死にたきゃ死ねば良い

というようなことを言かれた。世の中には障害を理解しない人もいるよと他の人に慰めなれたがうか

べだけでなくもっと障害に理解を心がけて欲しい。のういった教育をして欲しい。 

発達障害と言っても一人一人症状が違うことをもっとはっきり理解してほしい。市役所の障害窓口で

障害者を見下す態度も違うと思う。ただ業務をやっているだけだらな「お役所仕事」と揶揄されるの

もよくからる。 

 

■情報提供 

回答内容 

障害手帳、自立支援医療受給証の更新案内を復活して欲しい。 

いろんな障害福祉サービスがあるのに、親らな求めていらない方がいることを知ってほしい。親も今

のままでいいと思っている人も多いように思う。 

自分はどのようなサービスが受けなれるのら、知る機会も教えてくれる所も無い。 

今は親が元気ですが、自分一人で生活ができるようにいろいろ情報をからるようにしてほしい。 

どんなサービスが受けなれるのらよく分らなないことが多い。65歳までパート仕事をしていたのでＮ

ＨＫ受信料は半額免除だったが、仕事を辞めた後、たまたま市民税非課税世帯である事がからり、Ｎ

ＨＫ受信料が全額免除できることを知った。のれらな市役所で手続きをしたのだが、これも自分らな

行動しないと恩恵も受けなれない。妻が手続きをしてくれたらなよらったが、これがひとりであれば

できないことも多いと感じる。マイナンバーもあるのだらなもっと手続きしなくても良い方向へいっ

てほしい。 

困ってもすぐに対応してもなえないシステムを変えてほしい。サービスを定期的に案内してもないた

い。 

障害者認定に際し、福祉ガイドブックと豊川市福祉ガイド一覧表を渡されましたが視覚障害の者にと

ってはとても見にくく（字が小さい。特に一覧表）難儀でした。なのでガイドブックは見ずじまい。

一覧表だけでももう少し拡大表示されると良いと思いました。 

どこに何を聞いて良いのらと思うほど、情報が少ない。もっとこんなサービス、こんなことができま

すよといった情報が手軽に入手出来たなと…。イベントがあっても出らける事ができない為、のこら

なの助けがあればもっと社会と繋がれるのになと思う。相談支援を受けているがのれも全く知なず、

知人らな繋げてもなった。こういう所へももっと分らりやすく繋がれれば良いと思った。 

どのような障害福祉サービスがあるら、障害者手帳取得の時に教えてもないたい。例えば、障害者年

金とら、退職時の給付金等。知なならったので損をする人が多い。 

ひながなを使ってくださることは助らります。一つ一つの意味がからなないので困ります。 

障害は人によって違います。のの人に何の、どの、こういったサービス補助(生活費用)が受けなれる

ものが、情報の提供。知なない、知なされていないが多い。サービス充実を求めたい。障害者用駐車

場へ一般車がとめている状況がよくあります。車イスマークを貼っていればいいという感情があるの

でしょう。障害者は広々が欲しい人、トイレに近くでなければななない人、いろいろ事情がある。車

イスマークを貼った車を何とらしてください。 

日本の社会では自分で精神障害などで利用できる制度など調べて自な申請しないと何も制度利用す

ることができないので、分らなないでも制度知れるように工夫して教えて欲しいです。 

片目失明は周りに理解してもなえない事が多い。補聴器もあまり上手く使えず、目耳の不自由な 90歳

には色々なサービスも上手く受けなれない事が多い。支援の種類や手続き等大変。せめてどんな支援

が受けなれるら、もっと分りやすくしてほしい。 

自分で調べないと知なないサービスが沢山あった。もっと早く気づけていれば、自分の人生ももう少

し早く社会復帰に向けて動き出せたのらなぁと思う。働けないのに病院代、薬代ばらり家族に迷惑ら
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回答内容 

けて…となっていたので。でも、自立支援、福祉手帳を受けなれるようになり、今は前向きになれて

います。焦なず自分のペースで生きていけなれるように、いつら社会復帰を目指して！ 

細らい援助とら、どのような事があるのらよく知なないので知りたいです。 

障害福祉サービスと介護保険のサービスの違い、相談窓口がよく分なないです。 

介護者より、取り組みを知なないです。 

情報がバラバラになっていて、何らサービスを受けるにしても情報を取りに行らないといけない。す

べての福祉窓口を１本化し、対象者を積極的に探し出し、サービスを受けるよう働きらけたほうが良

い。現状、情報を集めなれる人とのうでない人の差が大きい。 

具体的にどんなサービスがあるら知る機会が少ない。 

自分自身は介護はまだ必要としていませんが、将来利用するときに仕組みがからりやすいとありがた

いです。 

情報は、待っているだけでは届らず、取りに行らないといけない。また画一的で柔軟性がないものも

あり、現実的でないこともある。見直す必要のないもの(制度やサービスののものや、期間、制限)が

見直され、定期確認や制度、制限を見直した方がいいものがののままになっているものもある。使い

たい人貰いたい人には届らず、のうじゃない人がたくさん恩恵を受けていることもある。 

 

■コミュニケーション・交流 

回答内容 

豊川市内で同じ病気や似たような病気の人たちの集まりの場で、想いを共有できる時間が持てる場を

定期的(不定)で開いてほしい。 

勉強会を開いてほしい。テーマ大人の発達障害、難治てんらんなど。子どもが通園・通学時には、親

同士の情報交換ができていたが、今はなく、勉強会を通じていろいろな方の話など知りたい。 

同じような障害を持った者同士のコミュニケーションの場を提供していただきたい。この部分は、成

人になった者についてはあまりに無さすぎだと感じています。 

聴覚障害持ちの者です。病院や店舗など、コミュニケーションする際「音声文字変換」というアプリ

など使用出来たなお互いスムーズにやり取りできる環境が希望。いつも自分のスマホで「音声文字変

換」のアプリを開いて会話していますが、耳の不自由の方がよく来なれるであろう病院や補聴器店に

は常に準備してほしい。 

軽度、重度な人でも気軽に話し合える場所を作ってほしい。平日も足を運べるようにしてほしい、土

日に仕事をしている人もいますらな。 

天性の難聴ではなく 20 歳くないらな少しずつ悪くなったため、手話もできません。補聴器を付けて

いますが、少し離れていたり（レジと客の間くない離れていると）聞き取りづないなど、病院で先生

の話が聞こえない、自分の家族なな何度も聞き直してもよいが、知なない人と話すのは怖いほどです。

私のような方も色々と出らけて他の人と話すことも大事。 

成人の障害者の交流の場場、特定施設に限なれている。施設に入所しなければ成人は障害者交流する

事はできない。と、言う感想をもってます。家族も含め、交流できる場を設けていただければと思っ

ています。 

 

■相談支援 

回答内容 

市役所に夫が倒れ相談に行った所、高圧的な態度を取なれた時があった。他の相談者にも同じ様な態

度で見ていて不快で相談したくなくなった。相談される方も親切な方も多いし、相談する方も勝手な
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回答内容 

人が中にはいると思うが相談する方が他勢の一人であると思かないで欲しい。サービスがあっても相

談できなければ意味がなくなってしまうと思った。 

気軽に相談できる場がない。障害福祉サービスの内容をもっと詳しく知りたい。 

サービス事業らなの案内の手紙だけでなく、聞き取りなど二重ケアなどしてほしい。 

今現在、家族と生活していて特別に困っていないが、家族に何らあった時や将来的不安が大きいので、

今現在困っていなくてもこの先を考えて相談・支援できる所があると良いと思う。あれば教えて欲し

い。支援計画を長期的に考え福祉サービスをどう利用していくら、今らな準備する事など相談できる

ような場所が欲しい。 

母より、先日小学校時代支援クラスのママ友と 10 数年ぶりに会いました。お互い子供達が荒れた学

生時代を共にしたのを懐らしく、今となって子供達も成長し落ち着き巣立ち社会人となり、幼いうち

に手がららった方が今となっては良らったと。前、仕事の関係で若いお母さんらな子供が支援クラス

で、子供は支援してくれるけど親の支援がないんだけど、どうしたな良いですら？と聞られました。

で、学校で同じクラスの親御さんとお友達になったなと言ったな、自分はシングルだけど、授業参観

も夫婦で来てて話しづないと言っていました。保育園→小学校→中学校に上がっていくのに、自分も

先生との関係が手厚くなっていくのも感じました。でも、悩みはだんだんと違ってくるしで、同じ境

遇の方々と悩みを相談できて良らったと思いますので、親の支援、相談場所とパイプを繋ぐ事を発信

してほしいです。今だと放課後デイサービスとら学習支援とらあり、昔と比べると支援も手厚くなっ

たとは感じます。 

支援を受けたくても、どこに相談したなよいのら分らりにくいため、支援する人により分りやすくし

てもないたい。 

相談したいことがあるとき、どこの窓口へ行ってよいらからなず大変困った。例：ここの窓口では対

応できません。のれの繰り返し。結果相談できずでした。最悪の結果となりました。保健所の対応も

現実的ではなく、一時的ななぐさめであり解決に至りませんでした。 

親が亡くなった後のことを色々考えていますが相談する内容をまだ考えていないと思っています。い

ろいろお世話になっています。よろしくお願いいたします。 

本当は施設に入居させたいが経済的に不安があるので自宅で見ています。安心して詳しいことが聞け

るのはどこに行けば良いのら分らなない。 

成年後見制度について使用しにくい。相談に行きましたが金銭管理等全部お任せしないといけないよ

うです。体調が思かしくなく、特に医者の受診など連れていくことが難しい。 

相談員はいるけど忙しすぎて電話しても出ない時が多い。のっけない。もう少し気遣ってほしい。 

介護をしている私たち両親が高齢で、介護をするのにだんだん難しさを感じて不安です。入所も考え

る時期が来てしまったと感じています。ですが医療的ケアがあり、呼吸器や吸引の人は、比較的受け

入れが可能なようなのですが、導尿が必要な場合(時間でする導尿)ならなら難しいのではないらと感

じています。入所できるところを探す場合、まず相談員さんに相談しようと思っていますが、福祉課

の方でも相談や力になっていただきたいと願っています。 

３ヶ月に１回くない電子メールや手紙で連絡したい。メールなどで質問などのやり取りができるよう

にしてほしい。グループホームや施設には、隠れている問題がたくさんある。のれを受け付ける（メ

ール等）所が欲しい。 

後見人が（母親が、姉が死亡したときに）正しい人に巡り会かせて欲しい。市役所福祉課で指導して

ほしい。 

母親が認知症の症状を発症しているため、豊川市の福祉相談センターへ訪問面談をお願いしたのです

が 1年半ほど待ち状態です。障害福祉はありがたいのですがもっと母数も希望者も多いはずの高齢者

福祉がこの有様では贅沢は言えないらなというのが正直な思いです。 
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回答内容 

本人の友達がおなず、同年代で会話できる場があると良い。精神的な不安感が大きく、絶えず不安を

訴えるため、「受け取る方も根気が必要」であるが、一方本人のサポートも欠らせない。家族も疲弊

してくるため、簡単なことも相談に乗ってくれる場所があると助らる。 

生活上で相談出来る友人知人が近くに全くいない 

気軽に相談できたり、情報発信の場となることを期待します。 

 

■療育・保育・教育・子育て 

回答内容 

健康な人と同じように、進学する機会を得たい。また、過去の不正入試の裁判（訴訟）費用を補助（免

除）する制度を確立してほしい。 

働くお母さんへのサービスが手厚すぎると感じます。特に０歳児らな（児発など）母子分離できちゃ

う、授けることができる事に不安をすごく感じます。０～５歳は障害児にとって家庭が療育の場で大

事な時期。サービスが手厚すぎるため子供の事が分なない（自分の子の療育の仕方）お母さんが多い。

ののため発達も遅れ愛情も不足し、不登校になる子もいます。難しいですが０～５歳は母子通園推奨、

働らなくてよい手当などしてもなえると嬉しい。正直今の障害を持つ子のお母さん達（障害を持つ乳

児、幼児時期）の意識に危機感を感じます。お世話になる相談員さん事業所さんにも負担など影響が

出ています。 

このたびは、障害福祉サービスや行政の皆様には、日頃より本人や家族を支えていただき、心より感

謝申し上げます。本人は現在 18歳の重度知的障害者です。幼少期と比べると、さまざまな経験を積み

重ね、身体だけでなく心の器も少しずつ大きく成長していることを実感しています。一方で、今後も

生涯にかたり支援が必要であることに変かりはありません。本人の卒業後の進路を考えるようにな

り、「この子にとって本当の幸せとは何だろう」と真剣に考えるようになりました。私が願うのは、

安心して生活できることだけでなく、社会の中で本人なしい役割を持ち、「自分にもできることがあ

る」「ここにいていい」と感じながな生活していけることです。特別支援学校には小学部らな 12年間

お世話になり、先生方には社会生活に必要な力を育てていただきました。本人は活動への参加が難し

い時期も長くありましたが、学校へ通い続けなれたこと自体が大きな成長であり、のの後の本人の状

態で調整して下さる放課後デイサービスには感謝の気持ちでいっぱいです。のの一方で、卒業後の生

活を見据えると、本人の「強み」「得意なこと」「好きなこと」「楽しめること」を早い段階らな見

つけ、のれを伸ばしていく視点が、これまで以上に大切ではないらと感じています。のの積み重ねが、

将来の自己肯定感や満足感、のして本人なしいウェルビーイングにつながるのではないでしょうら。

ののためには、学校だけでも、福祉だけでも難しいと感じています。家庭だらな気づけること、学校

だらな見つけなれること、福祉サービスの現場だらな見える本人の力があります。のれぞれが持つ気

づきや情報を共有しながな、一人ひとりの強みを一緒に育てていけるような連携が、さなに進むこと

を願っています。教育と福祉が、のれぞれの専門性を生らしながな本人を中心に支え合う(在学中らな

福祉と教育が本人の強みや可能性を共有する)ことで、障害があっても社会の中で自分なしく役割を

持ち(卒業後も切れ目なく支えていく)、幸せを感じなれる人が一人でも増えることを期待していま

す。 

 

■移動・交通・外出支援 

回答内容 

タクシーチケットの量が少な過ぎる。暑い時期や寒い時期に困る。 

バスの補助券等のサービス（１回に限なず）だったり、他の金銭的補助（金額を上げて欲しい）もな

えるだけでありがたい部分はあるけれど、物価高で生活が結構いっぱいいっぱいだし、Ａ型、Ｂ型利

用料を無しにして欲しい。 

障害者用駐車場が少ない。あってもこの地方は普通の人が止めて私達が利用できない事が多い。 
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回答内容 

障害者駐車場が少ない場所がある。市役所でないとできない手続きと支所でできる手続きがからるよ

うな案内が欲しい。 

今は自転車しら交通手段がないので、バスの時間をもっと増やして欲しい。 

タクシーチケットの増額を希望します。よろしくお願いします。 

民間施設の障害者用駐車場に、健常者が駐車しているのを頻繁に見ます。罰則は難しいと思いますが、

必要な人が気軽に使えるような環境になればいいと思います。 

福祉タクシーチケットもう少し枚数を増やしてほしい。 

まだまだ駅のバリアフリー化、電車等に乗ることができない。（車イスのため）駅員がいない駅が多

くなっているので…。 

病院や商業施設で車をとめようとすると健康な人が駐車しているらな警備の人に言っても対応しな

いらなもっとしっらりしてほしい。 

手帳の級が違うのに、同じサービスを受けているのはおらしくないですら？苦労が全然違うのに…

(交通手段の割引など)。 

ベッドらなの通院。本人が動きたがなないとき、ストレッチャータイプの介護タクシーが捕まなない。 

車に乗る人がいないので交通手段が歩きになり遠くまで行けない。タクシーチケットの金額を上げて

ほしい。 

免許が取れず、車の運転ができないので、交通機関(特にタクシー)補助があれば良い(電車が止まった

時などの通勤に困っている)。 

自宅前の駅付近の交差点や横断歩道に信号を設置してほしい。 

コミュニティバスのコースが増えたないいと思います。 

いつもありがとうございます。生活介護への送迎がどこらなでも（豊川市内なな）してもなえると本

当に助らります。何とらななないでしょうら。 

精神障害で服用している薬に「運転などの危険を伴う活動は避けるように」とあるのだが、家族の送

り迎え以外に交通手段がない。のの家族が年老いたり、都合が悪いとどこに行くこともできない。（高

齢者や障害者に限なず）近くの駅やバス停までのラストワンマイルの交通手段を確保してもないた

い。 

現在施設に入所しているので、日常の介護はこまりませんが、難病指定の病気の通院のとき車椅子の

ため、２人で通院につきのっています。週に一度市民病院に通院しています。家族が付き添うのに、

難しいとき通院に付き添っていただく方がいればありがたいです。 

過去に回答した意見を含め意見の吸い上げだけに終かなず、実現できる様にしてほしいです。自宅の

近所の線路を渡ることが難しい為、近所にバス停を設けて外出の自由度を広げてほしいです。 

 

■将来の不安 

回答内容 

親が介助できなくなった時に、本人が支援を求めることが難しく、不安に思っている経済的な不安も

大きい。 

介護者がいなくなった後が心配。自分では手続きができない。 

何分高齢なので…。近くに住んではいますが、いつ何時どうなるら分りません。のれが心配です。本

人はしっらりしているので。 

介護者（親）が急死または介護できない状態になった時の事が不安だが、成年後見人制度の仕組みが

よく分なず、いつ頃らな利用していった方がよいのら、どこに相談すればよいのら。相談員さんはみ
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回答内容 

えるが、今はサービス利用計画書が不要なため、連絡を取り合っていないので、こちならな相談を持

ちらけてよいのら悩んでいます。 

自分が倒れた後の事を考えると本人が明日らなの生活が立ち行らなくなる事が不安である。のの事に

おいて自分のストレスとして辛い毎日である。 

自分が介護できない、入院になった時困る。一時的に自分の体調で看れないと、手続きがすぐできな

いので困る。夫が介護サービスを受けない。何ら自分にあったな、困ると思った。 

今現在は何とら保っているが、１人の家族が倒れたな今の状態は保てない。経済的にも、本人が社会

性が低いため、バランスの取れた考え方ができない。誰にＳＯＳを出してよいのらからっていないと

思う。 

親亡き後、（現在グループホーム入居。）本人が認知、病気になったりしたとき、ののままグループ

ホームでの生活ができるのら不安です。 

現在私は夫の援助ありきで日々生活しています。障害年金もいただいており、経済面でも支えていた

だいています。とてもありがたいです。ですが、もしもこの先、病気の改善がないまま年金受給の審

査で厳しい審査官にあたり、受給不可となってしまったな生きていけないという不安で眠ることがう

まくできません。とても怖いです。 

我が家の息子は知的障害があるが、重度の知的を持っている子はグループホームや入所施設へ入るこ

とができない。軽度の障害の子たちは入所できていて受け入れてもなうことがあるが、実質問題とし

て考えた場合、親が死んでしまうと今の重度知的障害者はどこへ行けばよいのら、非常に不安になる。

10年度 20年後を見据えて障害福祉サービスを取り組んでほしい。 

今はまだ学生のため親が健康であるため不便はありませんが、知的（軽度）を持っていて、また持病

（難病）も持っているため将来とても不安です。 

自分も親の介護をするようになってきたので、これらなは困ることも出てくるらもしれない。 

知的障害の子のこれらなの生活などに不安があります。特に、人に騙されやすいことがあるので、親

がいなくなった時のことなど、身体障害の人はいろいろサービスは多いですが知的の子には少ないよ

うです。 

両親が病気になったり、父・母亡くなった後、障害者手帳の更新の手続きを手伝ってくれる人が欲し

い。兄弟もいなくて頼れる人がいない。 

介護している親ですが、高齢のため、親亡き後、本人がひとりになってしまってらなの生活、人生が

最大の不安です。行政に頼なせていただくしらないのですが、助けていただきつつ何とら生きていけ

る道筋を大きく開いていただけることを切に願っております。いつも大変お世話になっており、感謝

しております。今後ともよろしくお願いいたします。 

親亡き後、頼れる身寄りのない障害者への支援の充実。 

相談支援専門員の方にはいろいろとお世話になっています。今とても心配なのは、主に親が支援者に

なるのですが、親が健康を損ねた時のことが心配です。グループホームももっと多くできると良いと

思います。 

親が死亡した後の事が心配になる。経済的にも、交通、災害時なども、障害者も一緒にいる環境にな

ってほしい。 

母子なので私がいなくなってらなが心配です。 

 

■雇用・就労 

回答内容 

通訳がいないのが不安です。仕事を探すのも一苦労です。 

精神障害ということで就職活動の際に採用されないことが多く、サポートがあると嬉しい。 
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回答内容 

障害者福祉、行政の取り組みについて 現在娘の生活介護施設はコロナが流行する前は、多少の仕事

があり、収入も雀の涙ほどでしたがありました、のれでも満足でした。ですが流行とともに仕事がな

くなり、現在も仕事もなく、ここ６年くない無収入です。生活介護の子達に仕事を見つけるのは難し

いとは思いますが、もう少し考えてほしいと思っています。今は親が仕事をしているので生活もでき

ますが、今後親の年金、障害年金だけではグループホーム、施設等に入所は難しいと思っています。

金銭面での不安が強いです。今行政は 18歳未満の子に対して、手厚いような気がします。時代だと思

いますが、もう少し上の年代の子達にも目を向けてほしいです。情報、交流とらもならなら難しいで

すが、もっとほしいです。よろしくお願いします。 

病症、障害に合った仕事が勧めてもなえる、協力してもなえる場を増やしてほしい。職場内でのの人

のの人の障害を理解していただいて、のの状況でも働ける自分の居場所(人の役に立つ)喜びを感じな

れるような仕事の幅を増やしてもなえれば生きていく喜びが湧くと思います。 

障害者が仕事を見つけやすくしてほしい。探すのが大変。ハローワークの仕事以外で民間で募集して

いるものを探しやすくしてほしい。給料のある仕事がしたい。 

市役所の障害者雇用において、発達障害や精神障害のある方の採用機会が十分とは言えない状況であ

れば改善をお願いします。行政が率先してた多様な障害のある方の雇用を推進し、誰もが働ける職場

づくりを強く要望します。 

工賃があまりにも安く、工賃にも最低賃金とら働きらけは出来ないのでしょうら？施設に通所してお

弁当代とおやつ代を払うと一日分が常にマイナスです。 

障害者の就労について、当事者の気持ちに寄り添う支援をしてほしい。Ｂ型作業所であるのに作業効

率について強く言かれ、身体を壊してしまった。本人の特性を理解して、受け入れる企業をもっと増

やしてほしい。単純作業を終日行って、かずらな賃金を得る作業所が多い。障害者といえど、やりが

いや向上心を満たすことが大事。人間として大切にされる就労場所を強く求めます。 

仕事をするかりには賃金が安い。 

就労継続支援Ａ型やＢ型らなも一般就労できるための支援ができる事業所があってほしい。 

経済的な援助。働ける職場。 

障害者雇用の週５で４時間のパートで働いています。時折、差別的な人はいますが基本的に、上司や

職場の方々は皆さん良くしてくれ、給与のベースアップはないですが前年度、社会保険は入れて頂け

るし良い環境だと思っています。しらし障害者の時間配慮の為の短い勤務時間が、家庭の経済的な事

を考えるともう少し働らないと近い将来困る事が分らっています。ですが職場では障害者だと、これ

以上は NG で配慮が返ってネックになっています。もう一つ働くには、場所を移動などが体力的に負

担です。行政が別の意味の時間配慮で本人の希望があれば労働時間の増しを決めて頂けないらと思っ

ています。 

就労についての支援をからりやすく支援してくれたな助らります。就労移行以外の市独自の何らあっ

たな嬉しいです。他は満足しています。 

 

■保健・医療 

回答内容 

夫婦２人で生活しています。主人は入院中ですが、主人も障害者です。病院でいろいろな今後の事を

説明してくれますが、見た目は私の障害が分らなないと思いますが、始めに家族にも障害があるらな

いらを聞いて欲しい。自分らなはならなら言いづない！ 

介護者になる前の意見と要望。毎年、高齢者人間ドックを受けさせて頂いておりますが、検査結果の

通知が検査らな２ケ月後くないに市らな発送されて来ますが、万が一、ガン等の病気が発見されても

早期発見早期治療の意味が無くなります。何で病院らな直接本人に通知されないのでしょうら？保健

センターの通知は並行して発送しなくても良いのではないでしょうら。いちいち保健センター経由す

る為２ケ月も経過してしまうのでは？ 
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回答内容 

日本もアメリカのようにドナーを増やすやり方をしてほしい。ドナーが増えれば助らる命も増える

し、医療費の削減に繋がります。行政に強く訴えてほしい。 

病院でカウンセリングを受けたいが、料金が高いので、保険適用ら補助で安くなるといいのですが。

料金が高くて、カウンセリングを受けたいが受けなれない。 

障害に理解のある歯科が知りたいです。 

市外に入院中です。ワクチン費用の申請時、何度も足を運んでいますが、もっと簡素にしてほしいで

す。高齢になってきて困っています。 

病院での費用が無料になっているのがとても助らっています。とてもありがたいです。 

体調が悪い時に病院へ行くのが苦痛な時があります。のんなときに病院へ行らずオンライン診療が受

けなれる病院がこの辺では少なすぎるので増えるといいなと思いました。 

市民病院の選定療養費は、今のまま、マル精 OKにしてほしい。なぜなな、市民病院は公共交通機関が

利用しやすいため、車のない多くの障害者にとって利用しやすいらなです。この調査を書いて、本気

で自分は働く気がないことがからった。夫が死んだな一生遺族年金ら、生活保護の方が得ら考えてち

ゃんと使い切ってらな申請に行きます。（財布の中もしっらり０円にしてネ。） 

なぜ障害者の予防接種は有料なのですら？ 

療育手帳Ｃでは医療費がららるが、病院に行くことも多いので医療費の無償化になればいいなと思

う。 

現在、ぬくぬく湯等の福祉サービスを利用（身体障害者手帳保持のため無料）し温泉治療をしていま

す。引き続き温泉治療が無料でできるように支援お願いします。 

最先端医療をなるべく早く受けれるようにして欲しい。 

手帳２級の医療費公費に、命と生活を救かれています。比較的重度な精神、発達障害を併発していて

不定愁訴も多く、自律神経系の症状も多々あると、どうしても多くの専門医の助けが必要になります。

とはいえ専門医は大きな危険らな除外するため MRIなど多額の費用がららる検査をまずします。もし

３割だったな、我々はこの時点で医療へのアクセスを失います。大袈裟ではなく、通院公費がなけれ

ば今頃死んでいます。自立支援医療の公費は使い勝手が悪く、精神科を中心軸に医療全体をオーケス

トレーションしてもなう手法が取れません。２級の公費を主軸に据えて初めて、のれが実現します。 

病院とのつながり、どのようにあるべきら分らなない。 

医療保険が高すぎ。 

予防接種の接種券について。当方、ららりつけ医が市外(西三河)のため、毎回申請をして広域接種券

に差し替えを依頼しているが、一度申請をしたな以後広域接種券を発行してほしい。 

 

■家計・経済・年金・手当 

回答内容 

グループホームの入所を考えているが、将来の金銭的問題も大きいと思う。 

物価上昇で有料施設への支払いが多い。経済的な負担が軽減される様に支援を拡大して欲しい。 

経済的が一番。何をするにもお金です。 

障害者Ｃ判定で自動車税を払かないといけないのは、おらしい。 

介護者(親)が亡くなり宛名の人が一人になった時、死亡の手続きや相続の手続き等、からなないし出

来ないので代かりにやってくれる人、業者にやってもなう際の費用の援助があると良い。 

補助金など制限あり、ギリギリ対象の為、金銭的に厳しい。年金の収入だけでは、施設の支払いがの

のうち難しくなる。 
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回答内容 

住民税が非課税らな課税になり、障害サービスの自己負担や NHKの受信料など、支払いがたくさん増

えて困っているので助けてほしい。 

紙パンツよりパッドのほうが、お金がららります。なんとらしてほしいです。 

現在の生活介護における賃金、福祉サービスの「しあかせを高める手当」の金額が今の物価高に見合

っていないのでぜひ増額してほしい。 

現在、ストーマ用具の給付を受けているが、のの基準額のアップをお願いしたい。 

施設の利用料金など、行政でもう少し援助してもなえるとありがたいと思います。高額料金のため、

利用できない人もいるのではと思う。 

税金を無くしてください。増税ばらりで苦しいです。いずれ死者が出ます。ごはんが食べなれなくな

ります。家賃が払えなくなります。 

ケアハウスに入居しています。のうすると手当等が一切もなえません(自動車免税、在宅重度手当、し

あかせを高める手当、リフレッシュ券)。自宅介護がのんなに偉いのでしょうら？18 歳の時らな１人

で 10 年以上もずっと自宅介護をしてきて、のの時はリフレッシュ券などならったのに…。買い物や

通院をしてくれる(移動)のサービスが欲しいです。 

経済的な支援が欲しい！ 

障害者手当のアップ。 

就労継続支援Ｂ型で働いていますが、利用料 9,300円引られるのはつないです。妻は高齢で決して高

収入ではないのに課税対象だらなって。 

経済的支援を継続してほしい。 

今現在経済的には困っていませんが年間の支援額が少ないと思います。 

現在は病院のスタッフの方に相談できていますが自宅にいる時やケアハウス入所中は相談できる場

所が分らなず大変苦しらった。ケアハウス入所中もパートの自分と自営だった親の年金らなケアハウ

ス代、生活費を捻出したため 10年以上大変つならったです。 

グループホームに入居している（妻）ため、経済的負担が大きい。健康保険、税金等。 

親亡き後の金銭的な事が心配。障害年金だけではらなり不安。 

オムツの購入についての補助金を出してほしい。 

経済的に援助が欲しい。妻は働けないので年金だけではとても厳しいです。できないことも多く困る。

自分に負担がららっている。 

障害者手当てなどを色々増やしてほしい。障害の等級も精神科の診断書で３級も手当て金を増やして

ほしい。 

物価高に対して金銭的援助の拡充。 

障害があることにより、仕事に制限があったり、体調不良によって休んだりなどし、金銭面が中々大

変なので、手当などが増えると嬉しい。また、私は動ける障害者なので、寝たきりなど介護が必要な

方よりは支援がなく、らといって健常者の方と比べると圧倒的に動けないので、いちばん中途半端な

立ち位置にいます。障害の中でみると貴方は元気だらな支援はいなないよね、手当ものんなになくて

いいよねというような扱い。健常者の中でみると、貴方は他の人より動けないよね、同じように働い

たりは難しいよねとどっちにも属せないので、中々辛い状況なので、こういう動けるけど難病指定で

治ることはない方にも何ら支援があると嬉しいです。介助などは必要ないことが多いので数ある福祉

サービスでも利用できないものがほとんどです。 

障害手当が、生活保護の額以下なのは、改善して頂きたい。外国人に、生活保護を渡す手当があるの

なな、日本人にのの費用を還元して頂きたい。 
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■災害時・緊急時 

回答内容 

緊急時対応のアプリ(音声で)使いやすいものを。目の見えない人でもからるようにして欲しい。 

住居が山の中にあるので何にしても救急車などが早く来て欲しいです。 

災害時に自宅避難の場合の支援物資の受け取り方を、決めて周知してほしい。 

休日などに連絡が繋がる場所がない。緊急な時に連絡が繋がなない。 

防災の面で、自宅自体が倒壊の心配がある。歩行が困難な者がいるので、シェルターを利用したいと

思うが、補助金など対象外の築年ですが（平成８年）、制度を拡充してもないたい。（車イス利用者

や歩行困難者は。） 

大震災が起こった際、一般の方々と避難所生活を過ごす事が不可能（障害の理解されない&他人の目が

気になる）な為、障害者家族が避難出来る専用避難所を準備頂けたな嬉しいです。現状では、車生活

をするしらないと考えています。 

 

■住まいや暮なし 

回答内容 

住む所を確保して下さい。空き家を市が管理をお願いします。 

障害者が一人で自立できるような職場や住居を増やして欲しい。豊川市民病院の医師を向上させて欲

しい。名医を増やす等、設備の充実、医療設備も含めて。 

将来的に一人になった時、連絡等必要時には電話または電気的器具により所在確認が必要と思いま

す。 

障害者用の住宅が欲しい。バリアフリーの住宅が欲しいです。 

自宅で１人で暮なせるように買い物、調理、入浴介助等支援してほしい。 

年をとってきているので身辺の整理、大型家具の処理をしたくても女の私一人なので５Ｆの自宅らな

一人で運び出すことができなくて困っている。１点につき￥1,100 ららる粗大ゴミに出したいが、置

き場所の指定が２年前に出した時より自宅らな更に離れた位置に持って行くよう言かれ運び出せず

困っている。のの人の許容距離に置らせてもなえるよう考慮してほしいです！ 

障害のある人の余暇などの過ごし方がボランティアの人に頼りすぎていると思います。 

安定した生活を行いたい。ののため医療と就労継続の支援をお願いしたい。幸せな生活を行う支援を

していただいている（豊川市）。 

現在は杖を使えば歩けるので大丈夫ですが、車椅子を使用しないといけない方は、段差や石畳などは

なるべく少なくしていただきたい。イスを多めにしてほしい。 

オストメイト用トイレは車椅子用と別にしてください。お互い使いづないと思っています。 

運転免許を持たない人や自動車を利用できない人にとって、公共交通は通勤、通院、買い物や社会参

加に欠らせません。地域のバスは便の間隔が数時間空くことがあり、日常生活では利用しにくいと感

じます。利用しやすい時間帯への増便や、予約に応じて運行する乗合型交通などを充実してほしいで

す。また、障害のある人が安心して働き続けるには、本人の同意を前提として必要な範囲で障害特性

を共有し、のの理解に基づく配慮を行うことが大切だと思います。障害だけで見なれるのではなく、

一人の職員として尊重される職場づくりを進めてほしいです。将来の一人暮なしに向けて、自炊など

の日常生活に不安がある場合には、開始直後は定期的な訪問を受け、生活の安定に応じて支援を調整

できる体制もあると安心です。 
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■行政 

回答内容 

障害者の現場を見て欲しい。 

ストマの為、装具を購入しているが、豊川市だけ給付券で購入できる品目に制限が多く必要でも買え

ない物がある。毎回、窓口でお願いするが上司に言っておきますね！で何年も変かなない。 

土曜日日曜日、祝日の各種窓口の連絡体制の充実。 

障害福祉サービスは、狭き門、融通がきらない。暗黙のルールがあると聞いた。他市との違いもあり

窓口に聞きに言ったが神経をすり減なしただけ。 

障害者は、(言語が無理な人)デイサービスやショートステイなどお泊りで身体に怪我などさせなれて

も、何の補償もなく、ならった事で済まされてしまう。介護者は足を折なれても大変な介護になった

としても、もくもく介護をしていらなくてはななない。多くの人が泣き寝入りしている法律がありえ

ないと思います。しっらりとした行政で取り締まりをして欲しいです。 

障害福祉課の窓口がいっぱいだったので、待っていると（椅子に座り）窓口があいてもお声がけいた

だけならったり、後らなみえた方の対応をされたり、少し悲しい気持ちになるような事が過去に度々

ありました。ご配慮いただけるとありがたいです。 

施設やサービス支援等、全てにおいて充実した便利で住みやすい豊川になる事を願っています。 

介護者に対する配慮を少し考えてほしい。行政は子育て世代には◎、障害者⤵。障害者に対しても平等

にしてほしい。（豊川市民ですらな。） 

市役所に何回も手続きに行くのがつない。車に乗れなくなったな困る。 

市役所の障害者窓口、障害者手帳申請などの担当の若いスタッフさんが冷たく、いつ行っても怖いの

で行きたくない。毎回行く度に不快な思いをし、過呼吸を起こしのうになる。 

設備を充実してくれないと支援する側もされる側もストレスを多く抱えてしまう。意見を聞くだけで

なく、現場の声を聞いたり視察したりと行動に移してほしい。両者が快適に暮なせる日は来ないと思

う。残念で仕方ない。これが現状だと思うと受け入れるしらない気がします。どうら少しでも良くし

てください。お願いします。 

オール豊川でまず市役所職員全員が障害福祉について支援の理解をし、誰でも手を差し伸べることが

できるようになってらな広報なり相談窓口なりを考えていけば良い。市役所職員は市民の方を見ずに

後ろ(上司)の顔色しら見ていない。まずのこを変えないとダメ。封筒にのりもついてない。やればい

いではない。相手がどうすれば助らるらを考えて行動しろ。計画だけじゃなく実行しろ。 

市役所の障害福祉課がいつも混んでいるのを改善してほしい。 

市役所での手続きの時、健常者に話すように職員の方が対応されることが何度もあった。聞き取りや

理解ができていないのに次々と言かれて焦ったりしたこともある。親身になって対応してくれる職員

の方との差がらなりあるように感じる。 

行政の取り組みがからりにくいです。福祉課への問い合かせの敷居も高く感じます。 

更新が多くて市役所に行くのも今は面倒で市役所に行く回数を減なしてほしい。将来はとても不安。 

障害にはいろいろあります。治なない、生まれつきなどがありますが、提出する書類に診断書があり、

毎回提出するのが手間だと思っています。 

市役所の窓口での待ち時間を減なしてくれないと、疲れ果てて家に自力で帰れない。後日まで疲れが

残っている中で無理に生活している。窓口で待っている間に精神症状が悪化しないら不安になる。 

手続きを簡素化してほしい。 

総合保健センターがオープンするので、行政の取り組みに期待します。 

入院して個室を利用しているが、相部屋が難しい場合、保険適応をしてもないたい。今後経済的に苦

しい。介護者が高齢のため、別居の家族が今後介護を引き継ぐことになるが、行政の手続きなど、同
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回答内容 

居の家族ではないため煩雑なことがいろいろと出てくると考えると大きな負担である。以前、所用で

障害福祉課に伺ったときに、窓口での対応が怒なれているように感じなれる対応だった。窓口に出向

く人は、いろいろな思いを持っていく人だと思うので、寄り添える丁寧な対応をできる職員の方の対

応を望みます。 

手帳の更新など窓口の手続き、窓口が混雑していた場合どこで対応してもなえるのらからりにくい。

目で見てからるように表示があるとよいと思います。本人、平日は仕事があるので平日窓口に行くこ

とに負担があります。 

受給者証などの更新時、福祉課などらな送なれてくる文書の書き方が煩雑で分らりづないです。健常

な親でさえのうですらな、障害のある人本人はなおのこと理解するのが大変なのではと思います。 

障害者に対して専門的な知識を持った方を増やしてほしい！ 

若年性認知症についての取り組みを強化してほしい。 

行政の窓口で障害者を使っている所があるが、対応が十分できない場合もあるので、作業部署を考え

て配属しないと、利用者にも迷惑がららる場合があるので適性をちゃんと考えて配属を考えないとま

ずいと思う。行政の数字あかせで配属させてはダメ！適材適所をよく考えて配属を選定する事！ 

グループホームを利用する際、子供の笑顔が見れる所、また親が安心してお願いできる場所。のびの

びと暮なせる所。これらな先行政がどこまで踏み込んでこれるら、見物です。うかべだけではなく、

心の底らな取り組んでください！期待しています。 

何故介護認定を受けるまでの期間が長いのら？ 

時代の流れについて行られない高齢者、年配者、気力、財力不足、独身者、低所得者…。本当に困っ

ている人が必要なサービスを受けなれる事を切に思っています。自分らなは発する事のできない人た

ちを助けてほしい。 

正しい認定をお願いします。本当に困っている人に手を差し伸べなれていないと思います（周りらな

の情報でのう思います）。 

手帳更新時の手帳用診断書の廃止をしてほしい。市役所に取りに行く手間がららる。手帳用診断書を

市民病院に提出しても、のれには記入してもなえず市民病院独自の診断書を書いているので、手帳用

診断書をかざかざ持ってっても意味がない。 

手帳の更新手続きなど、市役所らなの郵便物が届くが、内容がお役所ななではのからりにくいもので、

本人が何をどういつまでに準備したり手続きしたりするらがからりにくい。封筒の表に更新手続につ

いて、など、からりやすく明示してくれないと、重要なものらどうら、特に保護者ではなく本人にと

ってはからりにくいことが多い。いろいろな手続きをもう少しシンプルにからりやすくできないら、

と思う。 

児童は豊川市独自でやるのですら？どこらの事業所に委託するのですら？ 

経済的な支援や相談窓口の増設等、今より力を入れて欲しい。 

経済的支援を充実させて欲しい。申請する時など、プライバシーに配慮した窓口を工夫して欲しい。 

福祉サービスや身障者手帳などの更新のために、市役所に出向らなくてはななないので、介護者がい

けない場合に本人が行くことが、少し難しいので、オンラインで更新できると良い。 

働く場所や生活する家やヘルパー人材確保など現場の状況を把握して丁寧に関かってほしい。 

サービスを受ける当事者の方の声をきちんとすくい上げることができる体制を整えてほしい。例えば

行政の方が当事者に何ら困っていると聞いても遠慮や障害によって何も困っていないと答えてしま

う等。 

行政の方々が頑張ってくれているのは理解しているが障害をもった人に直接話を聞いていろいろな

事に対応して欲しい。元気な方がどれだけ考えてもからなないことが山ほどあるはず。ちょっとした

事で解決できる事も沢山あります。よろしくお願いします。 
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回答内容 

現金の給付が一番。お金がないと外に出らける事が出来ない。外食も出来ない。お金がないときは家

に籠もるのが一番になってしまう。お金があれば外に出らけ、社会に交かる事が出来て、社会的にも

心身的にも健康的になれる。福祉課の人にはいつもお世話になっており感謝しています。しらし一部

の職員の方には冷たく疎外感を感じさせなれる対応をされることがあります(本人にのの気がなくて

も)。精神障害者にとっては市役所は数少ない社会への接点でもあります。のの接点で不穏な事が起き

ればのれが不安となり、社会への交かりを断ち、家に籠もるほうが気が楽になってしまいます。でき

ることであれば、窓口対応では気持ちのいい対応を希望します。福祉の充実、よりよい社会を願いま

す。ありがとうございました。 

市役所や支所に行らなくても、スマホと資格確認書・免許証だけで様々な行政サービスが受けなれ、

手続きも完結するようにして欲しいですね。窓口に本人が行らなくて良いようにして欲しいですね。 

窓口の人に当たり外れがある 

今まで、知的障害の人にはオムツの補助がならったが、ここ数年前に、補助が出るようになり大変助

らっている。のの手続きの時に、何が対象になるのらお店側も市役所側も、書類を通してみないとか

らなないと言かれ、困惑したことがある。対象になるものをはっきりしておいた方がいいのでは？と

思った。このようにアンケートをとって、障害福祉サービスをよりよくしていこうと思ってくださっ

ていることに感謝します。 

障害者手帳 紙ではなくカード式にして欲しい。 

福祉の充実は、健常者の方々が健やらに生活していなければ成り立ちません。福祉の充実ばらりに気

を取なれて、のれを支えている方々の幸福を損なうようなことがあってはいけません。行政の方々に

は、のれを重々承知していただきたいです。 

 

■アンケート 

回答内容 

初めてこういうアンケートが来たが、こういう事はもっとやった方がいい。 

アンケートの内容が多くて大変で、聞き込みにして欲しいです。感謝はしています。 

話しの内容がほとんどからりません。色んな場所の名前とら、私が使ってる所の名前や他の事などか

らなないので、答えなれないのが多いです。 

障害福祉課様 大変お世話になっております。医療の発達により、重度障害者といえども誕生日が来

ると後期高齢者となります。気管切開して胃ろうで施設入所していて、回答ができなくて申しかけな

く思います。 

ストマー利用で福祉サービスを受けて感謝していますが、高齢で施設入所しているため、アンケート

の趣旨に沿う回答になっているら、とても答えづならったです。 

本人は認知症で理解できません。長男の嫁が書きました。 

文章が難しく答えにくい。 

視覚障害者なのでアンケート用紙よく見えません。拡大して見ています。夫に書いてもなえば良いの

ですが自分のできる事は今は自分でと思うので、他の方法聞きとりとら（点字はできません）。 

一般的なアンケートを集めるだけでなく、個々の意見を聞いて必要とされている事業を充実して欲し

い。アンケートに記入する時間、手間に対するお礼はないのですら？ 

本当に無作為でしょうら？３回ぐない似たようなアンケート回答しています。周りの方は来たことな

いと言っています。 

グループホーム職員です。今回ホーム利用者計５名にアンケートが届きましたので webアンケートを

行いましたが、１名アンケートは実施できましたが１パソコン１名なのら他の利用者は実施できず、

郵送させていただきました。 
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回答内容 

質問の答えに難しさを感じる。現在精神疾患もあり今まで楽しんできた余暇活動もできない状態。就

労Ｂ→生活介護に行くようになったけど毎朝行らせるのが必死。 

このアンケートは家族の協力が無いと答えにくい（文章が難しい、理解しづない）と思います。一人

暮なしの人や、周りらな見たな支援が必要でも、自分は大丈夫と判断してしまう人、家族の協力が得

なれない人は正確に答えなれない場合もあると思います（特に知的の場合）。アンケートの答に頼り

切るのではなく、実際の現場の声を聞いたり、状況を実際に確認してもなう事が大切なのらなと思い

ました。本人が答えたいと言うので、本人に考えて書いてもないましたが、親の考えとは違うものも

あります。 

アンケートではなく訪問して聴き取り調査して欲しいです。 

・このアンケートの 22コある質問の所で、利用している・していない、今後利用したい・しないの選

択肢だったが、のものものれなの施設等が詳しく分らなない上に、２択しらなく回答が難しらった。

正確には答えなれならったらもしれない。『からなない』等の選択肢もあった方がよい。今後、とい

うのも、どのくない先の事まで考えたな良いのら分らなない。 

・医師に関して。未だ昔ながなの『お医者さまさま』な態度の方々が多く、病気で辛いのに受診した

な更に辛くなる。患者に寄り添うタイプの医師が増えていくのを願う。(ただ、医師不足で仕方ないの

ら？とは思う) 

 

■のの他 

回答内容 

いつも見守って下さり、ありがとうございます。 

お世話になります。宜しくお願い致します。 

仲良く助け合って行きたいです。自分で出来る事はキチンとして、どうしても出来ない事はお願い致

します。 

色々な事がありましたが、現在はもったいない程恵まれた生活を過ごしています。福祉関係の皆様に

感謝しています。自宅で過ごしていて気に入なない時、大きな声を出したり、壁を叩いたりして周囲

の方に迷惑をらけているのではと心配しています。周囲の皆さまらなは暖らく見守って頂き感謝して

いますが、申し訳なく思っています。豊川市民病院では心無い言葉をらける医師もいましたが、暖ら

い配慮を感じる事の方が多くて、心強く感謝する事が多いです。 

ありがとうございます。保護のおらげで生きなれています。 

別にありません。２人で生活しているらな、３人の子供は気にしてくれていますが、のれぞれの家庭

があります。出来るだけ私がやる事。 

制度的に分らりにくい。 

現状、十分なサービスを受け感謝しています。 

現在、話が出来ない為、言いたいことがからなず、こちなが決めて行っている。また、一人では何も

できず、家族が付き添いをしている。 

お世話になっております。行政のご支援は私共の心身の拠り所であります。今後共、宜しくお願いし

ます。 

満足してます。 

70代、毎日精一杯で自分で頑張って人に迷惑をらけないで終かりたいと思っている。病名をいくつも

持っている。大変ですが、頑張っています。福祉に関して莫大な限りなく事があるため、皆さん大変

ですが頑張ってください。自分は出来るだけ皆さんに迷惑をらけないように頑張っています。 

娘ですが浜松インターらな海辺(土日)ら(金土)できてます。大変です。 
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回答内容 

私が長く患っていた心臓弁膜症のために 60 歳を過ぎて脳梗塞を発症し、のの後遺症により現在の症

状は重度運動性失語症と軽度の右手マヒです。情報の交換についてはパソコンの文書作成等です。運

転ができるので外出に困ることはないです。会話は挨拶程度にできます。このまま人のお世話になる

ことはイヤです（妻が見守り必要）。最近は腰が幾分曲り、歩行に多少支障があります。原因、改善

は分っている。背骨の矯正です。リハビリを行って克服したいと思います。散歩したいと思います。

自由に歩行ができるようになれば、妻が見守り不必要です。のの他、私の意見を述べさせていただき

ます。「高齢者に特化した各運動器具（鉄棒、平行棒など）が揃った場所＆運動公園を新設！ 

高等部を卒業してらなずっと作業所のお世話になり、グループホームに入れていただき元気よく過し

ています。時々家に帰ってきます。感謝しらありません。 

昨年の 1月らな誤嚥性肺炎になり入院しています。病院を４カ所も変かり、主人が一番大変な思いを

している。ショート先らなは何の謝りも報告も無い。食道癌になり家に居ません。主人が一番大変な

思いをしている。毎日病院へお見舞いに行っています。 

障害福祉課の窓口などで、親切に対応（書類等）助けていただいており、とても感謝しております。

今後本人が一人で行ければよいのですが、市役所とは何？とまだまだ理解できずに、今後の課題です。 

本人が倒れて令和３年らな５年になります。今は 30何㎏です。楽しい思い出を頑張っています。福祉

サービスや行政の取り組みに感謝しています。このアンケートを書いていて、何故ら涙が止まりませ

ん。姉が令和６年に同じ病気で倒れ３年になります。 

保健センターの職員さん、相談事業所の方々、よりよい生活ができるように市民の皆さんと協力して

元気な豊川市となりますように頑張りましょう。これらなもっともっと暑くなります。体調に気を付

けてくださいね。 

今回のアンケート調査が以前らな続けなれていることに感謝しております。今後は老いた親が息子の

ために利用できる支援について勉強・相談していくつもりでいます。例えば「車の免許返上した後」、

通院や自宅とホーム間での布団などの運搬。「親の認知機能が下がった後」物品搬入や各スタッフさ

んとのコミュニケーションなどが気になるところです。 

今、行政にたくさん助けていただいています。感謝しております。 

豊川市ありがとうございます。 

グループホームの世話人さんが健康状態等、常に気を使ってくれています。今の生活が続いてくれた

なうれしいです。 

サービスに賛成です。 

介護する人間も高齢になり、大変です。もう今は宛名本人の方がしっらりしています。 

同居している妻が歩行困難とオムツでノイローゼになっている。 

10ら月前に希望していたグループホームに入居出来ましたけど、夜寝れない為薬を服用しましたが本

人の体に合かなく、体調を崩し今現在は病院に入院しています。のの後誤嚥性肺炎になり今は点滴し

ています。体があまり動らず将来が心配です。でも親としては希望を捨てずに退院して今まで通りの

生活ができるように願っています。 

入院していますが、ドクター、のの他まかりの人がとても親切で本当に感謝しています。今のところ

何も困っていることはありません。今は面会に行けますがのろのろのれも難しくなるのが悩みです。 

いつもありがとうございます。 

今のサービスでよいと思います。 

本人・家族・介護者の負担を軽くし日々の暮なしが楽しくなるよう努力しております。今後もご支援

よろしくお願いします。 

窓口での対応にいつも丁寧に応じてくださり、ありがとうございます。 
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回答内容 

今年の３月に豊川市に移転しましたので、行政のことはまだよくからりません。週３回の透析とリハ

ビリで毎日頑張っております。 

母は介護１でだんだんできないことも増えている。私（本人）は体力もなく、毎日の洗濯、食事の支

度で手がいっぱいです。家の掃除片付けなど母の介護で頼むのら私の支援で頼むのら、線引きがあっ

て頼めない。 

福祉手当をいただいたり、軽自動車は免税していただいたり、非常に助らります。ありがとうござい

ます。 

このような取り組みは大変良いことだと思います。少しでも皆が良くなっていくことを願い応援して

います。ありがとうございます。 

今は両親や祖母に手伝ってもなって自分に合った就職先が見つらるよう訓練校に行ってます。障害福

祉サービスを利用しているので意見というのはありません。これらなも続けてもなえたなと思いま

す。 

いつもお世話になります。障害福祉課の窓口の方は、大変優しく対応していただき安心してお話がで

き、ありがたく思います。今後ともよろしくお願い致します。 

私は医療費を援助していただき、今生きている事ができていると感謝しています。様々な取り組みを

されていると、のの度に思いました。今より状態が悪くなった時、相談に伺えたなと思いました。 

豊川市、周辺の市町村に比べ、しっらりやってくれていると思います。 

期待をしていない事。今まで何も利用していない事。精神 3級では何もない事（これって差別ですよ

ね）。 

目が悪く障害者になりました。70歳になったな岡崎盲学校に入学して資格を取ろうと思っています。

趣味的に仕事ができたないいな～と思っています。就労継続支援（Ａ、Ｂ）は 65歳未満です。利用で

きませんが頑張りたいと思って生きています。 

勉強不足なので、色々検討したいと思います。 

市の職員、特に障害福祉課の皆さんには感謝しております。アンケート送付しましたが、あまり意見

を聞きすぎ甘やらすのも問題があると思います。 

現状に対応した事項については、前進するが特別にこれと申します件につきましては、努力を要する

事項が多々あります。 

日々ご苦労様です。 

判り易い対応をして頂ければ良いのではないらと思います。 

福祉サービスありがとうございます感謝しています 

介護していることが、時々めんどくさくなることがある。 

いつも手厚く支援して頂いていて感謝しています。ありがとうございます。 

特にないです。いつもありがとうございます。窓口での補聴器の補助の申請などにも丁寧に接しても

なっています。また色んな割引もしてもない、手続きも年々簡素化されてネットで出来るので助らり

ます。 

困った時にいろいろな支援サービスを紹介していただき大変助らりました。あの時の支援があったら

なこの今も家族で頑張れています。大変感謝しています。 

日々様々な取り組みをありがとうございます。幸い補助を受けて購入した補聴器があっており、多少

不便なこともありますがのれでも自立した生活ができております。将来年を取ったときにお世話にな

るのだろうなと思います。別の地域になりますが、身内で介護必要になったときに、とてもよくして

下さいました。豊川市の職員さんも同様だと思います。大変なお仕事と思いますが、応援しておりま

す。行政に対するメッセージでなく恐縮です 
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回答内容 

適応症でしたが自信付けました。鬱病でしたが良くなりました。今度は貧血のめまいです。けどめま

いに負けず仕事 9年ぶりに探して頑張ってみます。まだ他の病もあると思います。けれども病気に負

けずに病に勝ちます。今まで応援ありがとうございました。仕事が楽しみ。 

非常に不満があります。 

いつもありがとうございます 

日々の業務にあたってくださる職員等の皆様のおらげで、煩雑な手続きや申請が滞りなく進めなれ、

障害者に対する様々な支援やサービスを享受させていただいております。ありがとうございます。 
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Ⅲ．調査結果（障害児調査） 
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１．宛名のお子さんの性別・年齢などについて 

 

問１ お答えいただくのは、どなたですら。（単数回答） 

全体で「母」が 85.1％と最も高く、次いで「父」が 12.9％、「両親以外の家族」が 0.6％となっ

ています。 

障害種別では、いずれも「母」がのれぞれ８割台と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

12.9 

13.2 

16.2 

8.5 

11.0 

85.1 

86.8 

81.4 

88.1 

88.2 

0.6 

0.0 

0.7 

1.7 

0.8 

0.9 

0.0 

1.7 

1.7 

0.0 

0.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害児

(n=653)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=53)

療育手帳

(n=290)

精神障害者保健福祉手帳

(n=59)

手帳なし

(n=237)

父 母 両親以外の家族 のの他 不明・無回答
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問２ お子さんの性別をお答えください。（単数回答） 

全体で「男性」が 70.3％と最も高く、次いで「女性」が 28.6％、「無回答」が 0.6％となってい

ます。 

障害種別では、いずれも「男性」がのれぞれ５～７割台と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

70.3 

58.5 

68.6 

61.0 

75.9 

28.6 

39.6 

30.7 

35.6 

24.1 

0.6 

1.9 

0.7 

3.4 

0.0 

0.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害児

(n=653)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=53)

療育手帳

(n=290)

精神障害者保健福祉手帳

(n=59)

手帳なし

(n=237)

男性 女性 無回答 不明・無回答
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問３ お子さんの年齢をお答えください。（令和８年７月１日現在）（数量回答） 

全体で「６～11 歳」が 43.5％と最も高く、次いで「12～17 歳」が 32.5％、「３～５歳」が 21.3％

となっています。 

障害種別では、すべての手帳で「12～17 歳」がのれぞれ４～６割台、手帳なしで「６～11 歳」が

54.9％と、のれぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

  

2.0 

11.3 

1.0 

0.0 

2.5 

21.3 

15.1 

11.7 

0.0 

34.6 

43.5 

22.6 

40.3 

32.2 

54.9 

32.5 

47.2 

46.9 

67.8 

8.0 

0.8 

3.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害児

(n=653)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=53)

療育手帳

(n=290)

精神障害者保健福祉手帳

(n=59)

手帳なし

(n=237)

０～２歳 ３～５歳 ６～11歳 12～17歳 不明・無回答
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２．お子さんの状況について 

 

問４ お子さんはどの手帳をお持ちですら。（複数回答） 

全体で「療育手帳」が 44.4％と最も高く、次いで「手帳は持っていない」が 36.3％、「精神障害

者保健福祉手帳」が 9.0％となっています。 

 

 

問４で「身体障害者手帳」と答えた方 

①身体障害者手帳の等級（数量回答） 

全体で「１級」が 49.1％と最も高く、次いで「３級」が 22.6％、「２級」が 17.0％となっていま

す。 

 

  

8.1 

44.4 

9.0 

3.7 

36.3 

1.2 

1.5 

0% 25% 50% 75% 100%

身体障害者手帳

療育手帳

精神障害者保健福祉手帳

のの他

手帳は持っていない

からなない

不明・無回答

障害児

(n=653)

49.1 17.0 22.6 

3.8 1.9 1.9 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳

(n=53)

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 不明・無回答
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問４で「療育手帳」と答えた方 

②療育手帳の判定（数量回答） 

全体で「Ｃ判定」が 41.0％と最も高く、次いで「Ａ判定」が 30.7％、「Ｂ判定」が 19.3％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

問４で「精神障害者保健福祉手帳」と答えた方 

③精神障害者保健福祉手帳の等級（数量回答） 

全体で「２級」が 76.3％と最も高く、次いで「３級」が 16.9％、「１級」が 1.7％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

問４で「身体障害者手帳」と答えた方 

問５ 主たる障害をお答えください。（単数回答） 

全体で「肢体不自由（体幹）」が 34.0％と最も高く、次いで「内部障害（１～６以外）」が 26.4％、

「肢体不自由（下肢）」が 17.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.7 

76.3 16.9 5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

精神障害者保健福祉手帳

(n=59)

１級 ２級 ３級 不明・無回答

3.8 

11.3 

3.8 

1.9 

17.0 

34.0 

26.4 

1.9 

0% 25% 50% 75% 100%

視覚障害

聴覚障害

音声・言語・のしゃく機能障害

肢体不自由（上肢）

肢体不自由（下肢）

肢体不自由（体幹）

内部障害（１～６以外）

不明・無回答
障害児

(n=53)

30.7 19.3 41.0 9.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

療育手帳

(n=290)

Ａ判定 Ｂ判定 Ｃ判定 不明・無回答



 

103 

問４で「身体障害者手帳」、「療育手帳」、「精神障害者保健福祉手帳」と答えた方 

問６ 手帳をはじめて交付されたのはいつですら。（単数回答） 

全体で「生まれてらな幼児期まで（小学校入学前まで）」が 61.1％と最も高く、次いで「小学校

入学後らな小学校卒業まで」が 23.8％、「中学校入学以降」が 10.6％となっています。 

 

 

  

61.1 

69.8 

69.0 

20.3 

23.8 

7.5 

20.3 

49.2 

10.6 

5.7 

7.2 

28.8 

0.5 

0.0 

0.7 

0.0 

4.0 

17.0 

2.8 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害児

(n=378)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=53)

療育手帳

(n=290)

精神障害者保健福祉手帳

(n=59)

生まれてらな幼児期まで（小学校入学前まで）

小学校入学後らな小学校卒業まで

中学校入学以降

からなない

不明・無回答
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問７ お子さんは、次の認定や診断を受けていますら。また、医療的ケアを必要とします

ら。（①らな④のれぞれ単数回答） 

 

①小児慢性特定疾病の認定 

全体で「診断されたことがある」が 7.4％、「診断されていない」が 79.5％となっています。 

障害種別では、身体障害者手帳で「診断されたことがある」が 47.2％と、他の区分と比べて高く

なっています。 

 

  

7.4 

47.2 

8.3 

3.4 

1.3 

79.5 

41.5 

81.4 

74.6 

86.1 

13.2 

11.3 

10.3 

22.0 

12.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害児

(n=653)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=53)

療育手帳

(n=290)

精神障害者保健福祉手帳

(n=59)

手帳なし

(n=237)

診断されたことがある 診断されていない 不明・無回答



 

105 

②発達障害 

全体で「診断されたことがある」が 69.4％、「診断されていない」が 28.3％となっています。 

障害種別では、精神障害者保健福祉手帳で「診断されたことがある」が 93.2％と、他の区分と比

べて高くなっています。 

 

  

69.4 

35.8 

77.2 

93.2 

62.4 

28.3 

56.6 

20.7 

6.8 

36.7 

2.3 

7.5 

2.1 

0.0 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害児

(n=653)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=53)

療育手帳

(n=290)

精神障害者保健福祉手帳

(n=59)

手帳なし

(n=237)

診断されたことがある 診断されていない 不明・無回答
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③高次脳機能障害 

全体で「診断されたことがある」が 1.2％、「診断されていない」が 84.5％となっています。 

障害種別では、いずれも「診断されたことがある」がのれぞれ１割未満となっています。 

 

 

  

1.2 

1.9 

1.7 

3.4 

0.0 

84.5 

84.9 

86.2 

72.9 

86.9 

14.2 

13.2 

12.1 

23.7 

13.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害児

(n=653)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=53)

療育手帳

(n=290)

精神障害者保健福祉手帳

(n=59)

手帳なし

(n=237)

診断されたことがある 診断されていない 不明・無回答
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④医療的ケア 

全体で「必要とする」が 3.5％、「必要としない」が 83.0％となっています。 

障害種別では、身体障害者手帳で「必要とする」が 28.3％と、他の区分と比べて高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

  

3.5 

28.3 

3.8 

1.7 

0.4 

83.0 

62.3 

84.5 

76.3 

87.8 

13.5 

9.4 

11.7 

22.0 

11.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害児

(n=653)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=53)

療育手帳

(n=290)

精神障害者保健福祉手帳

(n=59)

手帳なし

(n=237)

必要とする 必要としない 不明・無回答
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問８ お子さんの発達の不安や障害に気が付いたきっらけは何ですら。（複数回答） 

全体で「家族が気が付いた」が 58.0％と最も高く、次いで「保育所・幼稚園・学校の先生らなの

助言」が 28.6％、「定期健診（乳幼児健康診査）」が 28.0％となっています。 

障害種別では、身体障害者手帳で「医師らなの助言」が 45.3％、のの他の区分で「家族が気が付

いた」がのれぞれ５～７割台と、のれぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■クロス集計表 

 

  

単位：％ 

n 

家
族
が
気
が
付
い
た 

定
期
健
診 

（
乳
幼
児
健
康
診
査
） 

医
師
ら
な
の
助
言 

保
育
所
・
幼
稚
園
・
学
校
の 

先
生
ら
な
の
助
言 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

ら
な
の
助
言 

児
童
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー 

ら
な
の
助
言 

の
の
他 

覚
え
て
い
な
い 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】                     

身体障害者手帳 53  34.0  11.3  45.3  5.7  3.8  5.7  28.3  0.0  1.9  

療育手帳 290  53.1  31.0  25.2  26.6  9.0  9.7  8.3  1.0  0.0  

精神障害者保健福祉手帳 59  71.2  15.3  18.6  25.4  1.7  3.4  5.1  0.0  0.0  

手帳なし 237  65.0  28.7  7.2  32.9  3.4  7.6  8.0  0.4  0.8  

58.0 

28.0 

17.9 

28.6 

6.1 

8.7 

8.6 

0.6 

1.1 

0% 25% 50% 75% 100%

家族が気が付いた

定期健診（乳幼児健康診査）

医師らなの助言

保育所・幼稚園・学校の先生らなの助言

子育て支援センターらなの助言

児童発達相談センターらなの助言

のの他

覚えていない

不明・無回答
障害児

(n=653)
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問９ お子さんの病院受診などの医療について、困ったことや不便に思ったことがありま

すら。（複数回答） 

全体で「困っていることはない」が 49.8％と最も高く、次いで「のの他」が 17.0％、「障害（疾

病）に配慮してもなえない」が 16.8％となっています。 

前回調査と比較すると、「障害（疾病）に配慮してもなえない」が 8.6 ポイント減少し、「困っ

ていることはない」が 7.4 ポイント増加しています。 

障害種別では、いずれも「困っていることはない」がのれぞれ４～６割台と最も高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■クロス集計表 

 

  

単位：％ n 

障
害
（
疾
病
）
に
配
慮
し
て
も
な
え
な
い 

通
院
す
る
と
き
に
付
き
添
い
を 

し
て
く
れ
る
人
が
い
な
い 

気
軽
に
往
診
を
頼
め
る
医
師
が
い
な
い 

障
害
（
疾
病
）
の
た
め
症
状
を
正
確
に 

伝
え
な
れ
な
い 

障
害
（
疾
病
）
が
重
度
で
い
つ
も
介
護
を

必
要
と
す
る
た
め
、
入
院
で
き
な
い 

の
の
他 

困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】                   

身体障害者手帳 53  13.2  18.9  11.3  18.9  9.4  15.1  41.5  1.9  

療育手帳 290  23.8  15.2  11.4  27.2  4.5  17.9  40.0  1.0  

精神障害者保健福祉手帳 59  23.7  15.3  3.4  13.6  1.7  20.3  42.4  0.0  

手帳なし 237  10.1  10.5  3.8  6.8  0.0  15.2  61.6  1.3  

16.8 

13.2 

7.2 

16.1 

2.1 

17.0 

49.8 

1.7 

25.4 

10.7 

6.5 

20.3 

1.7 

16.4 

42.4 

2.0 

0% 20% 40% 60%

障害（疾病）に配慮してもなえない

通院するときに付き添いをしてくれる人がいない

気軽に往診を頼める医師がいない

障害（疾病）のため症状を正確に伝えなれない

障害（疾病）が重度でいつも介護を必要とするため、

入院できない

のの他

困っていることはない

不明・無回答

今回調査（n=653） 前回調査（n=354）
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３．お子さんの生活や支援の状況について 

 

問 10 お子さんは、平日の日中、主にどのように過ごしていますら。（複数回答） 

全体で「小・中学校の特別支援学級に通っている」が 34.3％と最も高く、次いで「児童発達支援

事業所に通っている」が 23.9％、「幼稚園・保育所・こども園に通っている」が 20.2％となってい

ます。 

障害種別では、療育手帳で「特別支援学校に通っている」が 41.7％、のの他の区分で「小・中学

校の特別支援学級に通っている」がのれぞれ２～３割台と、のれぞれ最も高くなっています。 

 

  

20.2 

9.8 

4.7 

34.3 

19.6 

5.8 

23.9 

15.2 

7.2 

3.5 

0.5 

0% 25% 50% 75% 100%

幼稚園・保育所・こども園に通っている

小・中学校の通常学級に通っている

小・中学校の通級指導教室に通っている

小・中学校の特別支援学級に通っている

特別支援学校に通っている

高校や専門学校に通っている

児童発達支援事業所に通っている

福祉サービス事業所に通っている

家にいる

のの他

不明・無回答

障害児

(n=653)
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■クロス集計表 

 

 

  

単位：％ 

n 

幼
稚
園
・
保
育
所
・
こ
ど
も
園
に

通
っ
て
い
る 

小
・
中
学
校
の
通
常
学
級
に 

通
っ
て
い
る 

小
・
中
学
校
の
通
級
指
導
教
室

に
通
っ
て
い
る 

小
・
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級

に
通
っ
て
い
る 

特
別
支
援
学
校
に
通
っ
て
い
る 

高
校
や
専
門
学
校
に
通
っ
て 

い
る 

児
童
発
達
支
援
事
業
所
に 

通
っ
て
い
る 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に 

通
っ
て
い
る 

家
に
い
る 

【障害種別】                     

身体障害者手帳 53  9.4  5.7  1.9  26.4  20.8  11.3  18.9  20.8  11.3  

療育手帳 290  9.3  2.8  1.7  34.1  41.7  3.8  17.9  17.2  6.9  

精神障害者保健福祉手帳 59  0.0  13.6  10.2  37.3  5.1  30.5  8.5  13.6  20.3  

手帳なし 237  35.0  16.0  6.3  38.0  0.4  0.8  34.2  13.9  6.3  

単位：％ 

n 

の
の
他 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】       

身体障害者手帳 53  5.7  0.0  

療育手帳 290  1.7  0.3  

精神障害者保健福祉手帳 59  5.1  0.0  

手帳なし 237  5.1  0.4  
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問 11 お子さんの将来を通して地域で生活するためには、どのような支援があればよいと

思いますら。（複数回答） 

全体で「経済的な負担が軽減されていること」が 73.7％と最も高く、次いで「相談対応などが充

実していること」が 67.2％、「地域住民などらな理解されていること」が 53.0％となっています。 

前回調査と比較すると、「経済的な負担が軽減されていること」が 9.3 ポイント増加し、「地域住

民などらな理解されていること」が 8.0 ポイント減少しています。 

障害種別では、すべての手帳で「経済的な負担が軽減されていること」がのれぞれ７～８割台、

手帳なしで「相談対応などが充実していること」が 73.0％と、のれぞれ最も高くなっています。 

 

※「在宅で医療的ケアなどが適切に受けなれること」は、前回調査では「在宅で医療ケアなどが適切に受けなれること」。 

 

■クロス集計表 

8.1 

32.6 

28.0 

46.4 

73.7 

67.2 

53.0 

6.6 

3.4 

0.6 

11.9 

27.7 

25.7 

51.1 

64.4 

72.6 

61.0 

5.4 

4.5 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80%

在宅で医療的ケアなどが適切に受けなれること

障害者に適した住居が確保されること

必要な在宅サービスが適切に利用できること

生活訓練などが充実していること

経済的な負担が軽減されていること

相談対応などが充実していること

地域住民などらな理解されていること

のの他

特にない

不明・無回答

今回調査（n=653） 前回調査（n=354）

単位：％ 

n 

在
宅
で
医
療
的
ケ
ア
な
ど
が

適
切
に
受
け
な
れ
る
こ
と 

障
害
者
に
適
し
た
住
居
が 

確
保
さ
れ
る
こ
と 

必
要
な
在
宅
サ
ー
ビ
ス
が 

適
切
に
利
用
で
き
る
こ
と 

生
活
訓
練
な
ど
が 

充
実
し
て
い
る
こ
と 

経
済
的
な
負
担
が 

軽
減
さ
れ
て
い
る
こ
と 

相
談
対
応
な
ど
が 

充
実
し
て
い
る
こ
と 

地
域
住
民
な
ど
ら
な 

理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と 

の
の
他 

特
に
な
い 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】                       

身体障害者手帳 53  17.0  37.7  30.2  30.2  84.9  43.4  35.8  7.5  5.7  0.0  

療育手帳 290  13.4  50.3  38.3  52.1  78.6  63.4  57.2  6.9  2.8  0.3  

精神障害者保健福祉手帳 59  6.8  23.7  33.9  40.7  88.1  71.2  42.4  8.5  1.7  0.0  

手帳なし 237  3.4  16.9  16.9  44.7  63.7  73.0  54.0  5.9  3.0  0.8  
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72.7 

70.3 

22.2 

22.9 

3.5 

5.1 

0.3 

0.6 

1.2 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=653)

前回調査

(n=354)

毎日外出する １週間に数回外出する めったに外出しない

まったく外出しない 不明・無回答

72.7 

66.0 

74.5 

59.3 

74.3 

22.2 

24.5 

22.1 

30.5 

21.1 

3.5 

7.5 

3.1 

10.2 

2.1 

0.3 

1.9 

0.0 

0.0 

0.4 

1.2 

0.0 

0.3 

0.0 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害児

(n=653)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=53)

療育手帳

(n=290)

精神障害者保健福祉手帳

(n=59)

手帳なし

(n=237)

毎日外出する １週間に数回外出する めったに外出しない

まったく外出しない 不明・無回答

４．お子さんの外出や余暇活動について 

 

問 12 普段の生活の中で、お子さんは１週間のうちにどの程度外出していますら。 

（単数回答） 

全体で「毎日外出する」が 72.7％と最も高く、次いで「１週間に数回外出する」が 22.2％、「め

ったに外出しない」が 3.5％となっています。 

前回調査と比較すると、「毎日外出する」が 2.4 ポイント増加しています。 

障害種別では、いずれも「毎日外出する」がのれぞれ５～７割台と最も高くなっています。 
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85.5 

31.3 

37.9 

56.9 

20.4 

19.1 

5.1 

24.1 

8.2 

9.8 

90.5 

45.4 

46.0 

62.1 

18.1 

12.9 

4.0 

44.0 

8.9 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤・通学・通所

訓練やリハビリに行く

医療機関への受診

買い物に行く

友だちと遊ぶ

趣味やスポーツをする

グループ活動に参加する

散歩に行く

のの他

不明・無回答

今回調査（n=653） 前回調査（n=354）

問 12 で「まったく外出しない」以外と答えた方 

問 13 お子さんは、どのような目的で外出することが多いですら。（複数回答） 

全体で「通勤・通学・通所」が 85.5％と最も高く、次いで「買い物に行く」が 56.9％、「医療機

関への受診」が 37.9％となっています。 

前回調査と比較すると、「散歩に行く」が 19.9 ポイント、「訓練やリハビリに行く」が 14.1 ポイ

ントのれぞれ減少しています。 

障害種別では、いずれも「通勤・通学・通所」がのれぞれ８割台と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■クロス集計表 

  

単位：％ 

n 

通
勤
・
通
学
・
通
所 

訓
練
や
リ
ハ
ビ
リ
に
行
く 

医
療
機
関
へ
の
受
診 

買
い
物
に
行
く 

友
だ
ち
と
遊
ぶ 

趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る 

グ
ル
ー
プ
活
動
に
参
加
す
る 

散
歩
に
行
く 

の
の
他 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】                       

身体障害者手帳 52  84.6  48.1  61.5  44.2  17.3  13.5  1.9  17.3  7.7  9.6  

療育手帳 289  85.1  27.0  36.7  56.1  14.2  16.3  3.5  24.6  8.0  10.4  

精神障害者保健福祉手帳 59  83.1  13.6  54.2  50.8  28.8  22.0  6.8  13.6  3.4  10.2  

手帳なし 231  86.6  39.0  32.9  61.9  25.5  23.4  7.4  28.1  9.5  9.5  
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問 12 で「まったく外出しない」以外と答えた方 

問14 お子さんが外出中に知りたい情報を入手することについて困ったことはありますら。 

（複数回答） 

全体で「特に困っていない」が 50.9％と最も高く、次いで「どこに情報があるらからなない」が

19.6％、「情報の内容が難しい、説明が不足している」が 12.3％となっています。 

障害種別では、いずれも「特に困っていない」がのれぞれ４～５割台と最も高くなっています。 

 

 

 

■クロス集計表 

  

19.6 

5.4 

12.3 

0.3 

0.2 

3.1 

50.9 

4.8 

20.4 

0% 25% 50% 75% 100%

どこに情報があるらからなない

表示が見えにくい（文字が小さいなど）

情報の内容が難しい、説明が不足している

点字版、録音テープや音声コードなどによる

情報提供が少ない

手話での情報保障が少ない

パソコンやスマートフォンの使い方が

分らなない

特に困っていない

のの他

不明・無回答
障害児

(n=643)

単位：％ 

n 

ど
こ
に
情
報
が
あ
る
ら
か
ら
な
な
い 

表
示
が
見
え
に
く
い 

（
文
字
が
小
さ
い
な
ど
） 

情
報
の
内
容
が
難
し
い
、
説
明
が 

不
足
し
て
い
る 

点
字
版
、
録
音
テ
ー
プ
や
音
声
コ
ー
ド 

な
ど
に
よ
る
情
報
提
供
が
少
な
い 

手
話
で
の
情
報
保
障
が
少
な
い 

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方

が
分
ら
な
な
い 

特
に
困
っ
て
い
な
い 

の
の
他 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】                     

身体障害者手帳 52  13.5  3.8  5.8  0.0  0.0  0.0  46.2  3.8  30.8  

療育手帳 289  22.8  7.6  17.3  0.3  0.3  3.8  45.0  8.0  18.3  

精神障害者保健福祉手帳 59  22.0  6.8  13.6  1.7  0.0  3.4  42.4  1.7  30.5  

手帳なし 231  16.0  1.7  7.4  0.0  0.0  2.6  58.9  3.0  19.0  
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問 15 お子さんに参加してほしいと思うスポーツや文化活動は何ですら。 

（現在参加しているものも含む）（複数回答） 

全体で「学校・職場の行事」が 57.7％と最も高く、次いで「旅行・キャンプ・釣りなどへの参加」

が 49.8％、「コンサート・映画・スポーツなどの鑑賞」が 48.1％となっています。 

前回調査と比較すると、「旅行・キャンプ・釣りなどへの参加」が 7.8 ポイント減少し、「学習活

動」が 7.4 ポイント増加しています。 

障害種別では、精神障害者保健福祉手帳で「学習活動」が 57.6％、のの他の区分で「学校・職場

の行事」がのれぞれ５～６割台と、のれぞれ最も高くなっています。 

 

※「コンサート・映画・スポーツなどの鑑賞」「スポーツ教室・大会などへの参加」「旅行・キャンプ・釣りなどへの参加」

「ボランティアなどの社会活動」は、前回調査では「コンサート・映画・スポーツ等の鑑賞」「スポーツ教室・大会等

への参加」「旅行・キャンプ・釣り等への参加」「ボランティア等の社会活動」。 

 

  

48.1 

43.3 

49.8 

43.8 

23.3 

17.2 

30.2 

22.5 

57.7 

5.2 

2.9 

6.0 

1.2 

43.8 

47.7 

57.6 

36.4 

17.8 

14.7 

34.2 

26.8 

57.9 

6.2 

1.7 

2.5 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80%

コンサート・映画・スポーツなどの鑑賞

スポーツ教室・大会などへの参加

旅行・キャンプ・釣りなどへの参加

学習活動

趣味の同好会活動

ボランティアなどの社会活動

障害のある仲間との活動

自治会や地域の活動（地域の行事など）

学校・職場の行事

からなない

のの他

特にない

不明・無回答

今回調査（n=653） 前回調査（n=354）



 

117 

■クロス集計表 

 

 

  

単位：％ 

n 

コ
ン
サ
ー
ト
・
映
画
・ 

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
鑑
賞 

ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
大
会 

な
ど
へ
の
参
加 

旅
行
・
キ
ャ
ン
プ
・
釣
り

な
ど
へ
の
参
加 

学
習
活
動 

趣
味
の
同
好
会
活
動 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

社
会
活
動 

障
害
の
あ
る
仲
間
と
の

活
動 

自
治
会
や
地
域
の
活
動

（
地
域
の
行
事
な
ど
） 

学
校
・
職
場
の
行
事 

【障害種別】                     

身体障害者手帳 53  45.3  24.5  30.2  41.5  18.9  9.4  28.3  18.9  52.8  

療育手帳 290  41.0  31.4  45.2  33.8  16.6  13.4  37.9  17.6  53.8  

精神障害者保健福祉手帳 59  49.2  40.7  44.1  57.6  27.1  20.3  28.8  28.8  55.9  

手帳なし 237  55.7  58.2  60.3  51.9  29.5  20.3  23.2  27.8  65.0  

単位：％ 

n 

か
ら
な
な
い 

の
の
他 

特
に
な
い 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】           

身体障害者手帳 53  7.5  5.7  11.3  0.0  

療育手帳 290  5.9  3.8  7.9  1.7  

精神障害者保健福祉手帳 59  5.1  6.8  3.4  0.0  

手帳なし 237  4.2  1.3  4.2  0.8  
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2.0 

12.3 

2.6 

26.6 

0.8 

17.5 

11.9 

38.6 

1.4 

59.3 

0.5 

52.5 

0.2 

47.0 

0.2 

52.7 

0.9 

11.8 

3.1 

29.1 

0.0 

26.6 

94.5 

82.8 

94.0 

69.1 

95.9 

78.4 

84.5 

56.8 

94.9 

36.9 

95.9 

43.3 

96.0 

49.2 

96.2 

43.2 

95.4 

83.6 

93.4 

66.5 

96.3 

68.3 

3.5 

4.9 

3.4 

4.3 

3.4 

4.1 

3.5 

4.6 

3.7 

3.8 

3.7 

4.1 

3.8 

3.8 

3.7 

4.1 

3.7 

4.6 

3.5 

4.4 

3.7 

5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１)居宅介護・重度訪問介護

現在の利用

今後の利用意向

(２)行動援護・同行援護

現在の利用

今後の利用意向

(３)生活介護

現在の利用

今後の利用意向

(４)自立訓練（機能訓練・生活訓練）

現在の利用

今後の利用意向

(５)就労選択支援

現在の利用

今後の利用意向

(６)就労移行支援

現在の利用

今後の利用意向

(７)就労継続支援Ａ・Ｂ型

現在の利用

今後の利用意向

(８)就労定着支援

現在の利用

今後の利用意向

(９)療養介護

現在の利用

今後の利用意向

(10)短期入所

現在の利用

今後の利用意向

(11)自立生活援助

現在の利用

今後の利用意向

障害児（n=653）

利用している・利用したい 利用していない・利用しない 不明・無回答

５．サービスについて 

 

問16 お子さんは次のサービスを利用していますら。また、今後利用したいと考えますら。 
 

■現在の利用と今後の利用意向（のれぞれ単数回答） 

「利用している」の割合は、全体で「(18)放課後等デイサービス」が 48.4％と最も高く、次いで

「(20)障害児相談支援」が 37.4％、「(16)児童発達支援」が 35.7％となっています。 

「利用したい」の割合は、全体で「(18)放課後等デイサービス」が 71.4％と最も高く、次いで

「(５)就労選択支援」が 59.3％、「(20)障害児相談支援」が 57.3％となっています。また、他の

就労系サービスの割合も高くなっています。 
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0.3 

26.3 

0.0

16.7 

0.2 

17.6 

0.6 

27.7 

35.7 

49.6 

0.5 

7.0 

48.4 

71.4 

28.3 

42.6 

37.4 

57.3 

2.6 

29.1 

12.6 

34.2 

1.5 

7.0 

0.6 

23.7 

6.9 

14.1 

0.3 

2.6 

96.0 

68.9 

96.3 

78.6 

96.0 

77.8 

95.4 

66.5 

61.6 

46.1 

95.6 

87.6 

49.9 

25.1 

68.9 

52.1 

59.4 

37.8 

93.7 

66.3 

83.8 

61.4 

95.1 

88.5 

96.0 

71.8 

89.7 

81.5 

96.0 

93.1 

3.7 

4.7 

3.7 

4.7 

3.8 

4.6 

4.0 

5.8 

2.8 

4.3 

4.0 

5.4 

1.7 

3.5 

2.8 

5.4 

3.2 

4.9 

3.7 

4.6 

3.7 

4.4 

3.4 

4.4 

3.4 

4.4 

3.4 

4.4 

3.7 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(12)グループホーム（共同生活援助）

現在の利用

今後の利用意向

(13)施設入所支援

現在の利用

今後の利用意向

(14)地域移行支援

現在の利用

今後の利用意向

(15)地域定着支援

現在の利用

今後の利用意向

(16)児童発達支援

現在の利用

今後の利用意向

(17)居宅訪問型児童発達支援

現在の利用

今後の利用意向

(18)放課後等デイサービス

現在の利用

今後の利用意向

(19)保育所等訪問支援

現在の利用

今後の利用意向

(20)障害児相談支援

現在の利用

今後の利用意向

(21)移動支援

現在の利用

今後の利用意向

(22)日中一時支援

現在の利用

今後の利用意向

(23)訪問入浴

現在の利用

今後の利用意向

(24)地域活動支援センター

現在の利用

今後の利用意向

(25)補装具、日常生活用具の給付

現在の利用

今後の利用意向

(26)手話通訳者・要約筆記者の派遣

現在の利用

今後の利用意向

障害児（n=653）

利用している・利用したい 利用していない・利用しない 不明・無回答
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13.2 

34.0 

7.5 

37.7 

3.8 

37.7 

11.3 

41.5 

0.0

45.3 

0.0

34.0 

0.0

32.1 

0.0

39.6 

5.7 

39.6 

11.3 

50.9 

0.0 

26.4 

83.0 

58.5 

90.6 

58.5 

94.3 

58.5 

86.8 

54.7 

98.1 

50.9 

98.1 

62.3 

98.1 

64.2 

98.1 

56.6 

92.5 

54.7 

86.8 

45.3 

98.1 

66.0 

3.8 

7.5 

1.9 

3.8 

1.9 

3.8 

1.9 

3.8 

1.9 

3.8 

1.9 

3.8 

1.9 

3.8 

1.9 

3.8 

1.9 

5.7 

1.9 

3.8 

1.9 

7.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１)居宅介護・重度訪問介護

現在の利用

今後の利用意向

(２)行動援護・同行援護

現在の利用

今後の利用意向

(３)生活介護

現在の利用

今後の利用意向

(４)自立訓練（機能訓練・生活訓練）

現在の利用

今後の利用意向

(５)就労選択支援

現在の利用

今後の利用意向

(６)就労移行支援

現在の利用

今後の利用意向

(７)就労継続支援Ａ・Ｂ型

現在の利用

今後の利用意向

(８)就労定着支援

現在の利用

今後の利用意向

(９)療養介護

現在の利用

今後の利用意向

(10)短期入所

現在の利用

今後の利用意向

(11)自立生活援助

現在の利用

今後の利用意向

身体障害者手帳（n=53）

利用している・利用したい 利用していない・利用しない 不明・無回答

■現在の利用と今後の利用意向：身体障害者手帳 

「利用している」の割合は、身体障害者手帳で「(25)補装具、日常生活用具の給付」が 58.5％と

最も高く、次いで「(20)障害児相談支援」が 41.5％、「(18)放課後等デイサービス」が 39.6％とな

っています。 

「利用したい」の割合は、身体障害者手帳で「(18)放課後等デイサービス」が 66.0％と最も高く、

次いで「(20)障害児相談支援」が 64.2％、「(25)補装具、日常生活用具の給付」が 60.4％となって

います。 
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1.9 

28.3 

0.0

37.7 

0.0

24.5 

0.0

26.4 

26.4 

43.4 

0.0

11.3 

39.6 

66.0 

15.1 

28.3 

41.5 

64.2 

3.8 

32.1 

24.5 

49.1 

13.2 

32.1 

1.9 

26.4 

58.5 

60.4 

1.9 

1.9 

96.2 

67.9 

98.1 

58.5 

98.1 

69.8 

98.1 

62.3 

73.6 

49.1 

98.1 

77.4 

58.5 

26.4 

83.0 

62.3 

56.6 

26.4 

92.5 

58.5 

73.6 

41.5 

84.9 

58.5 

96.2 

66.0 

39.6 

30.2 

96.2 

90.6 

1.9 

3.8 

1.9 

3.8 

1.9 

5.7 

1.9 

11.3 

0.0 

7.5 

1.9 

11.3 

1.9 

7.5 

1.9 

9.4 

1.9 

9.4 

3.8 

9.4 

1.9 

9.4 

1.9 

9.4 

1.9 

7.5 

1.9 

9.4 

1.9 

7.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(12)グループホーム（共同生活援助）

現在の利用

今後の利用意向

(13)施設入所支援

現在の利用

今後の利用意向

(14)地域移行支援

現在の利用

今後の利用意向

(15)地域定着支援

現在の利用

今後の利用意向

(16)児童発達支援

現在の利用

今後の利用意向

(17)居宅訪問型児童発達支援

現在の利用

今後の利用意向

(18)放課後等デイサービス

現在の利用

今後の利用意向

(19)保育所等訪問支援

現在の利用

今後の利用意向

(20)障害児相談支援

現在の利用

今後の利用意向

(21)移動支援

現在の利用

今後の利用意向

(22)日中一時支援

現在の利用

今後の利用意向

(23)訪問入浴

現在の利用

今後の利用意向

(24)地域活動支援センター

現在の利用

今後の利用意向

(25)補装具、日常生活用具の給付

現在の利用

今後の利用意向

(26)手話通訳者・要約筆記者の派遣

現在の利用

今後の利用意向

身体障害者手帳（n=53）

利用している・利用したい 利用していない・利用しない 不明・無回答
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3.1 

22.1 

4.8 

44.8 

0.7 

34.5 

10.3 

50.0 

1.4 

68.3 

0.3 

57.6 

0.0

62.4 

0.0

62.1 

1.4 

20.3 

6.6 

47.6 

0.0 

34.8 

92.8 

72.8 

91.4 

51.7 

95.5 

62.1 

86.2 

45.5 

94.8 

27.9 

95.5 

38.6 

95.9 

34.1 

96.2 

34.5 

94.8 

75.2 

90.0 

48.6 

96.2 

59.3 

4.1 

5.2 

3.8 

3.4 

3.8 

3.4 

3.4 

4.5 

3.8 

3.8 

4.1 

3.8 

4.1 

3.4 

3.8 

3.4 

3.8 

4.5 

3.4 

3.8 

3.8 

5.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１)居宅介護・重度訪問介護

現在の利用

今後の利用意向

(２)行動援護・同行援護

現在の利用

今後の利用意向

(３)生活介護

現在の利用

今後の利用意向

(４)自立訓練（機能訓練・生活訓練）

現在の利用

今後の利用意向

(５)就労選択支援

現在の利用

今後の利用意向

(６)就労移行支援

現在の利用

今後の利用意向

(７)就労継続支援Ａ・Ｂ型

現在の利用

今後の利用意向

(８)就労定着支援

現在の利用

今後の利用意向

(９)療養介護

現在の利用

今後の利用意向

(10)短期入所

現在の利用

今後の利用意向

(11)自立生活援助

現在の利用

今後の利用意向

療育手帳（n=290）

利用している・利用したい 利用していない・利用しない 不明・無回答

■現在の利用と今後の利用意向：療育手帳 

「利用している」の割合は、療育手帳で「(18)放課後等デイサービス」が 56.2％と最も高く、次

いで「(20)障害児相談支援」が 46.9％、「(16)児童発達支援」が 30.3％となっています。 

「利用したい」の割合は、療育手帳で「(18)放課後等デイサービス」が 74.8％と最も高く、次い

で「(５)就労選択支援」が 68.3％、「(20)障害児相談支援」が 66.2％となっています。 
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0.3 

46.6 

0.0

31.7 

0.3 

29.7 

1.0 

35.9 

30.3 

51.7 

0.3 

10.7 

56.2 

74.8 

15.9 

28.6 

46.9 

66.2 

4.5 

45.2 

19.3 

49.0 

2.4 

11.7 

1.0 

33.4 

10.0 

21.7 

0.7 

4.5 

95.9 

48.6 

96.2 

63.8 

95.5 

65.9 

94.8 

59.0 

66.6 

44.8 

95.5 

84.1 

42.1 

22.1 

81.0 

66.6 

50.3 

29.7 

91.4 

51.0 

76.6 

46.2 

94.1 

84.1 

95.5 

62.1 

86.6 

74.1 

95.2 

91.4 

3.8 

4.8 

3.8 

4.5 

4.1 

4.5 

4.1 

5.2 

3.1 

3.4 

4.1 

5.2 

1.7 

3.1 

3.1 

4.8 

2.8 

4.1 

4.1 

3.8 

4.1 

4.8 

3.4 

4.1 

3.4 

4.5 

3.4 

4.1 

4.1 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(12)グループホーム（共同生活援助）

現在の利用

今後の利用意向

(13)施設入所支援

現在の利用

今後の利用意向

(14)地域移行支援

現在の利用

今後の利用意向

(15)地域定着支援

現在の利用

今後の利用意向

(16)児童発達支援

現在の利用

今後の利用意向

(17)居宅訪問型児童発達支援

現在の利用

今後の利用意向

(18)放課後等デイサービス

現在の利用

今後の利用意向

(19)保育所等訪問支援

現在の利用

今後の利用意向

(20)障害児相談支援

現在の利用

今後の利用意向

(21)移動支援

現在の利用

今後の利用意向

(22)日中一時支援

現在の利用

今後の利用意向

(23)訪問入浴

現在の利用

今後の利用意向

(24)地域活動支援センター

現在の利用

今後の利用意向

(25)補装具、日常生活用具の給付

現在の利用

今後の利用意向

(26)手話通訳者・要約筆記者の派遣

現在の利用

今後の利用意向

療育手帳（n=290）

利用している・利用したい 利用していない・利用しない 不明・無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

124 

0.0

1.7 

0.0

13.6 

0.0

0.0

1.7 

25.4 

0.0

67.8 

0.0

69.5 

0.0

47.5 

0.0

62.7 

0.0 

1.7 

0.0 

10.2 

0.0 

27.1 

94.9 

96.6 

94.9 

84.7 

94.9 

98.3 

93.2 

72.9 

94.9 

28.8 

94.9 

28.8 

94.9 

50.8 

94.9 

35.6 

94.9 

94.9 

94.9 

86.4 

94.9 

69.5 

5.1 

1.7 

5.1 

1.7 

5.1 

1.7 

5.1 

1.7 

5.1 

3.4 

5.1 

1.7 

5.1 

1.7 

5.1 

1.7 

5.1 

3.4 

5.1 

3.4 

5.1 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１)居宅介護・重度訪問介護

現在の利用

今後の利用意向

(２)行動援護・同行援護

現在の利用

今後の利用意向

(３)生活介護

現在の利用

今後の利用意向

(４)自立訓練（機能訓練・生活訓練）

現在の利用

今後の利用意向

(５)就労選択支援

現在の利用

今後の利用意向

(６)就労移行支援

現在の利用

今後の利用意向

(７)就労継続支援Ａ・Ｂ型

現在の利用

今後の利用意向

(８)就労定着支援

現在の利用

今後の利用意向

(９)療養介護

現在の利用

今後の利用意向

(10)短期入所

現在の利用

今後の利用意向

(11)自立生活援助

現在の利用

今後の利用意向

精神障害者保健福祉手帳（n=59）

利用している・利用したい 利用していない・利用しない 不明・無回答

■現在の利用と今後の利用意向：精神障害者保健福祉手帳 

「利用している」の割合は、精神障害者保健福祉手帳で「(18)放課後等デイサービス」が 40.7％

と最も高く、次いで「(19)保育所等訪問支援」が 28.8％、「(20)障害児相談支援」が 25.4％となっ

ています。 

「利用したい」の割合は、精神障害者保健福祉手帳で「(６)就労移行支援」が 69.5％と最も高く、

次いで「(５)就労選択支援」が 67.8％、「(８)就労定着支援」が 62.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

125 

0.0

15.3 

0.0

1.7 

0.0

5.1 

0.0

22.0 

10.2 

27.1 

0.0

6.8 

40.7 

40.7 

28.8 

28.8 

25.4 

37.3 

1.7 

25.4 

10.2 

25.4 

0.0 

5.1 

0.0 

16.9 

3.4 

3.4 

0.0 

1.7 

94.9 

81.4 

94.9 

94.9 

94.9 

91.5 

94.9 

72.9 

86.4 

71.2 

94.9 

89.8 

57.6 

54.2 

69.5 

64.4 

69.5 

57.6 

93.2 

71.2 

84.7 

71.2 

94.9 

91.5 

94.9 

81.4 

91.5 

93.2 

94.9 

94.9 

5.1 

3.4 

5.1 

3.4 

5.1 

3.4 

5.1 

5.1 

3.4 

1.7 

5.1 

3.4 

1.7 

5.1 

1.7 

6.8 

5.1 

5.1 

5.1 

3.4 

5.1 

3.4 

5.1 

3.4 

5.1 

1.7 

5.1 

3.4 

5.1 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(12)グループホーム（共同生活援助）

現在の利用

今後の利用意向

(13)施設入所支援

現在の利用

今後の利用意向

(14)地域移行支援

現在の利用

今後の利用意向

(15)地域定着支援

現在の利用

今後の利用意向

(16)児童発達支援

現在の利用

今後の利用意向

(17)居宅訪問型児童発達支援

現在の利用

今後の利用意向

(18)放課後等デイサービス

現在の利用

今後の利用意向

(19)保育所等訪問支援

現在の利用

今後の利用意向

(20)障害児相談支援

現在の利用

今後の利用意向

(21)移動支援

現在の利用

今後の利用意向

(22)日中一時支援

現在の利用

今後の利用意向

(23)訪問入浴

現在の利用

今後の利用意向

(24)地域活動支援センター

現在の利用

今後の利用意向

(25)補装具、日常生活用具の給付

現在の利用

今後の利用意向

(26)手話通訳者・要約筆記者の派遣

現在の利用

今後の利用意向

精神障害者保健福祉手帳（n=59）

利用している・利用したい 利用していない・利用しない 不明・無回答
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0.4 

3.4 

0.8 

11.8 

0.0

3.0 

14.8 

29.1 

0.8 

48.1 

0.4 

45.6 

0.0

31.6 

0.0

42.6 

0.4 

3.0 

0.0 

11.4 

0.0 

19.0 

96.6 

92.4 

96.2 

83.5 

97.0 

92.4 

81.9 

65.8 

95.8 

48.1 

96.6 

49.4 

96.6 

64.1 

97.0 

52.7 

96.6 

92.8 

97.0 

83.5 

97.0 

76.8 

3.0 

4.2 

3.0 

4.6 

3.0 

4.6 

3.4 

5.1 

3.4 

3.8 

3.0 

5.1 

3.4 

4.2 

3.0 

4.6 

3.0 

4.2 

3.0 

5.1 

3.0 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(１)居宅介護・重度訪問介護

現在の利用

今後の利用意向

(２)行動援護・同行援護

現在の利用

今後の利用意向

(３)生活介護

現在の利用

今後の利用意向

(４)自立訓練（機能訓練・生活訓練）

現在の利用

今後の利用意向

(５)就労選択支援

現在の利用

今後の利用意向

(６)就労移行支援

現在の利用

今後の利用意向

(７)就労継続支援Ａ・Ｂ型

現在の利用

今後の利用意向

(８)就労定着支援

現在の利用

今後の利用意向

(９)療養介護

現在の利用

今後の利用意向

(10)短期入所

現在の利用

今後の利用意向

(11)自立生活援助

現在の利用

今後の利用意向

手帳なし（n=237）

利用している・利用したい 利用していない・利用しない 不明・無回答

■現在の利用と今後の利用意向：手帳なし 

「利用している」の割合は、手帳なしで「(16)児童発達支援」が 47.7％と最も高く、次いで「(18)

放課後等デイサービス」が 47.3％、「(19)保育所等訪問支援」が 43.9％となっています。 

「利用したい」の割合は、手帳なしで「(18)放課後等デイサービス」が 77.6％と最も高く、次い

で「(19)保育所等訪問支援」が 62.4％、「(16)児童発達支援」「(20)障害児相談支援」がともに 53.6％

となっています。 
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0.0

8.0 

0.0

3.4 

0.0

7.2 

0.0

21.5 

47.7 

53.6 

0.4 

3.0 

47.3 

77.6 

43.9 

62.4 

31.2 

53.6 

0.8 

13.1 

5.5 

18.6 

0.4 

2.1 

0.0 

15.2 

0.8 

3.8 

0.0 

0.4 

97.0 

87.8 

97.0 

92.4 

97.0 

88.6 

96.6 

73.0 

50.2 

41.8 

96.2 

92.4 

51.5 

20.3 

54.0 

33.3 

66.2 

42.6 

96.6 

82.7 

91.1 

77.6 

96.6 

93.7 

97.0 

80.6 

96.2 

92.4 

97.0 

95.8 

3.0 

4.2 

3.0 

4.2 

3.0 

4.2 

3.4 

5.5 

2.1 

4.6 

3.4 

4.6 

1.3 

2.1 

2.1 

4.2 

2.5 

3.8 

2.5 

4.2 

3.4 

3.8 

3.0 

4.2 

3.0 

4.2 

3.0 

3.8 

3.0 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(12)グループホーム（共同生活援助）

現在の利用

今後の利用意向

(13)施設入所支援

現在の利用

今後の利用意向

(14)地域移行支援

現在の利用

今後の利用意向

(15)地域定着支援

現在の利用

今後の利用意向

(16)児童発達支援

現在の利用

今後の利用意向

(17)居宅訪問型児童発達支援

現在の利用

今後の利用意向

(18)放課後等デイサービス

現在の利用

今後の利用意向

(19)保育所等訪問支援

現在の利用

今後の利用意向

(20)障害児相談支援

現在の利用

今後の利用意向

(21)移動支援

現在の利用

今後の利用意向

(22)日中一時支援

現在の利用

今後の利用意向

(23)訪問入浴

現在の利用

今後の利用意向

(24)地域活動支援センター

現在の利用

今後の利用意向

(25)補装具、日常生活用具の給付

現在の利用

今後の利用意向

(26)手話通訳者・要約筆記者の派遣

現在の利用

今後の利用意向

手帳なし（n=237）

利用している・利用したい 利用していない・利用しない 不明・無回答
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問 16 の（１）～（19）のいずれらで「利用している」と答えた方 

問 17 相談支援事業所に依頼して、サービス等利用計画書を作成していますら。 

（単数回答） 

全体で「作成している」が 66.5％、「相談支援事業所に依頼せず、保護者がセルフプランを作成

している」が 30.1％となっています。 

障害種別では、いずれも「作成している」がのれぞれ５～８割台と最も高くなっています。また、

手帳なしで「相談支援事業所に依頼せず、保護者がセルフプランを作成している」が 44.8％と、他

の区分と比べて高くなっています。 

 

  

66.5 

82.4 

80.5 

81.5 

54.3 

30.1 

8.8 

16.3 

14.8 

44.8 

3.3 

8.8 

3.3 

3.7 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害児

(n=511)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=34)

療育手帳

(n=215)

精神障害者保健福祉手帳

(n=27)

手帳なし

(n=223)

作成している

相談支援事業所に依頼せず、保護者がセルフプランを作成している

不明・無回答
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69.7 

67.6 

67.4 

70.4 

70.9 

23.9 

20.6 

24.2 

25.9 

23.8 

2.0 

5.9 

2.8 

0.0 

1.8 

4.5 

5.9 

5.6 

3.7 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害児

(n=511)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=34)

療育手帳

(n=215)

精神障害者保健福祉手帳

(n=27)

手帳なし

(n=223)

満足している どちなともいえない 不満 不明・無回答

77.1 

56.5 

19.7 

33.8 

1.5 

3.2 

1.8 

6.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

相談支援事業所で作成している

(n=340)

保護者がセルフプランを作成している

(n=154)

満足している どちなともいえない 不満 不明・無回答

問 16 の（１）～（19）のいずれらで「利用している」と答えた方 

問 18 問 17 の状況に満足していますら。（単数回答） 

全体で「満足している」が 69.7％と最も高く、次いで「どちなともいえない」が 23.9％、「不満」

が 2.0％となっています。 

障害種別では、いずれも「満足している」がのれぞれ６～７割台と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足度のクロス集計 

満足度を、相談支援事業所に依頼してサービス等利用計画書を作成している人と保護者がセルフ

プランを作成している人に区分して満足度をみると、相談支援事業所で作成している人で「満足し

ている」が 77.1％と、保護者がセルフプランを作成している人を大きく上回っています。 
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問 17 で「相談支援事業所に依頼せず、自分でセルフプランを作成している」と答えた方 

問 19 相談支援事業所に依頼しない理由は何ですら。（複数回答） 

全体で「どの相談支援事業所に相談・依頼すればよいらからなないらな」が 32.5％と最も高く、

次いで「相談支援専門員と調整したり面談したりすることが苦手・大変のうだらな」が 28.6％、「相

談支援事業所を見つけることに時間がららるらな」が 26.0％となっています。 

障害種別では、身体障害者手帳で「相談支援事業所を見つけることに時間がららるらな」「相談支

援専門員と調整したり面談したりすることが苦手・大変のうだらな」「特に理由はない」「のの他」

がいずれも 33.3％、療育手帳で「のの他」が 25.7％、精神障害者保健福祉手帳で「障害福祉サービ

スの確保や調整を保護者が行うことができるらな」が 50.0％、手帳なしで「どの相談支援事業所に

相談・依頼すればよいらからなないらな」が 38.0％と、のれぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

  

32.5 

11.7 

9.1 

14.9 

26.0 

28.6 

11.0 

14.9 

17.5 

3.9 

0% 25% 50% 75% 100%

どの相談支援事業所に相談・依頼すればよいら

からなないらな

のものも、障害児相談支援（使いたいサービスに

ついての相談や調整）について知なないらな

お子さんが使う障害福祉サービスは保護者自身で

決めたいらな

障害福祉サービスの確保や調整を保護者が

行うことができるらな

相談支援事業所を見つけることに時間がららるらな

相談支援専門員と調整したり面談したりすることが

苦手・大変のうだらな

障害児相談支援を利用しなくても、障害福祉

サービスのことについて、相談できる人がいるらな

特に理由はない

のの他

不明・無回答

障害児

(n=154)
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■クロス集計表 

  

単位：％ n 

ど
の
相
談
支
援
事
業
所
に
相
談
・
依
頼
す
れ
ば
よ
い
ら 

か
ら
な
な
い
ら
な 

の
も
の
も
、
障
害
児
相
談
支
援
（
使
い
た
い
サ
ー
ビ
ス 

に
つ
い
て
の
相
談
や
調
整
）
に
つ
い
て
知
な
な
い
ら
な 

お
子
さ
ん
が
使
う
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
保
護
者
自
身
で

決
め
た
い
ら
な 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
や
調
整
を
保
護
者
が 

行
う
こ
と
が
で
き
る
ら
な 

相
談
支
援
事
業
所
を
見
つ
け
る
こ
と
に
時
間
が
ら
ら
る 

ら
な 

相
談
支
援
専
門
員
と
調
整
し
た
り
面
談
し
た
り
す
る
こ
と

が
苦
手
・
大
変
の
う
だ
ら
な 

障
害
児
相
談
支
援
を
利
用
し
な
く
て
も
、
障
害
福
祉 

サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
に
つ
い
て
、
相
談
で
き
る
人
が
い
る
ら
な 

特
に
理
由
は
な
い 

の
の
他 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】                       

身体障害者手帳 3  0.0  0.0  0.0  0.0  33.3  33.3  0.0  33.3  33.3  0.0  

療育手帳 35  22.9  11.4  2.9  8.6  11.4  17.1  8.6  20.0  25.7  8.6  

精神障害者保健福祉手帳 4  25.0  0.0  0.0  50.0  25.0  0.0  25.0  0.0  25.0  0.0  

手帳なし 100  38.0  11.0  13.0  17.0  29.0  30.0  9.0  15.0  16.0  3.0  
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６．お子さんの教育・療育について 

 

問 20 今後、お子さんが成長するにあたり教育・療育の分野で、充実させてほしいものは

何ですら。（複数回答） 

全体で「進学相談・進路指導」が 73.0％と最も高く、次いで「個々の障害にあった教育・療育の

機会」が 72.7％、「障害特性にあった教育環境」が 62.6％となっています。 

前回調査と比較すると、「進学相談・進路指導」が 10.3 ポイント増加し、「障害のない子どもと

の交流」が 7.6 ポイント減少しています。 

障害種別では、身体障害者手帳で「個々の障害にあった教育・療育の機会」「言語療法・理学療

法・作業療法の機会」がともに 56.6％、療育手帳及び精神障害者保健福祉手帳で「個々の障害にあ

った教育・療育の機会」がのれぞれ 73.1％、76.3％、手帳なしで「進学相談・進路指導」が 78.9％

と、のれぞれ最も高くなっています。 

 

  

62.0 

73.0 

72.7 

25.7 

53.9 

56.0 

51.5 

62.6 

2.9 

2.8 

0.3 

63.6 

62.7 

74.0 

33.3 

60.5 

59.3 

48.6 

65.3 

4.8 

1.7 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80%

保護者が気軽に相談できる機会

進学相談・進路指導

個々の障害にあった教育・療育の機会

障害のない子どもとの交流

児童・生徒の障害への理解を促す教育

言語療法・理学療法・作業療法の機会

放課後の居場所

障害特性にあった教育環境

のの他

特にない

不明・無回答

今回調査（n=653） 前回調査（n=354）
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■クロス集計表 

 

 

  

単位：％ 

n 

保
護
者
が
気
軽
に 

相
談
で
き
る
機
会 

進
学
相
談
・
進
路
指
導 

個
々
の
障
害
に
あ
っ
た

教
育
・
療
育
の
機
会 

障
害
の
な
い
子
ど
も 

と
の
交
流 

児
童
・
生
徒
の
障
害
へ
の

理
解
を
促
す
教
育 

言
語
療
法
・
理
学
療
法
・

作
業
療
法
の
機
会 

放
課
後
の
居
場
所 

障
害
特
性
に
あ
っ
た 

教
育
環
境 

の
の
他 

【障害種別】                     

身体障害者手帳 53  47.2  49.1  56.6  17.0  35.8  56.6  39.6  41.5  0.0  

療育手帳 290  57.6  71.0  73.1  26.6  55.9  57.6  53.4  67.6  3.4  

精神障害者保健福祉手帳 59  62.7  72.9  76.3  15.3  49.2  44.1  30.5  69.5  5.1  

手帳なし 237  72.2  78.9  74.7  27.0  55.3  56.5  56.1  59.5  1.7  

単位：％ 

n 

特
に
な
い 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】       

身体障害者手帳 53  13.2  1.9  

療育手帳 290  1.7  0.3  

精神障害者保健福祉手帳 59  5.1  0.0  

手帳なし 237  1.3  0.4  
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問 21 お子さんが保育所や幼稚園、学校生活を送る上で充実してほしいことは、次のうち

どれですら。現在学校などに通っている・いないにららかなずお答えください。 

（複数回答） 

全体で「学習面でのサポート体制」が 68.0％と最も高く、次いで「進学・就職に関する支援」が

67.1％、「障害に対する職員の理解促進」が 62.5％となっています。 

前回調査と比較すると、「園内・校内での介助」が 9.3 ポイント、「他の児童・生徒や保護者の理

解促進」が 8.1 ポイントのれぞれ減少しています。 

障害種別では、身体障害者手帳で「通園・通学に対する支援」が 60.4％、療育手帳で「進学・就

職に関する支援」が 71.4％、精神障害者保健福祉手帳及び手帳なしで「学習面でのサポート体制」

がのれぞれ 74.6％、75.9％と、のれぞれ最も高くなっています。 

 

 

  

46.1 

68.0 

45.0 

27.1 

67.1 

62.5 

50.7 

13.9 

2.6 

4.1 

0.8 

50.3 

66.9 

45.2 

36.4 

63.0 

69.8 

58.8 

20.1 

2.3 

1.7 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80%

通園・通学に対する支援

学習面でのサポート体制

学習・学校生活に必要な設備の整備

園内・校内での介助

進学・就職に関する支援

障害に対する職員の理解促進

他の児童・生徒や保護者の理解促進

医療的ケアが提供できる体制

のの他

特にない

不明・無回答

今回調査（n=653） 前回調査（n=354）
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■クロス集計表 

 

  

単位：％ 

n 

通
園
・
通
学
に
対
す
る
支
援 

学
習
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
体
制 

学
習
・
学
校
生
活
に
必
要
な

設
備
の
整
備 

園
内
・
校
内
で
の
介
助 

進
学
・
就
職
に
関
す
る
支
援 

障
害
に
対
す
る
職
員
の
理
解

促
進 

他
の
児
童
・
生
徒
や
保
護
者

の
理
解
促
進 

医
療
的
ケ
ア
が
提
供
で
き
る

体
制 

の
の
他 

【障害種別】                     

身体障害者手帳 53  60.4  37.7  37.7  35.8  41.5  47.2  32.1  30.2  1.9  

療育手帳 290  50.7  64.1  47.6  29.0  71.4  64.8  51.4  20.0  2.4  

精神障害者保健福祉手帳 59  32.2  74.6  49.2  23.7  71.2  66.1  55.9  8.5  5.1  

手帳なし 237  41.4  75.9  42.2  24.1  65.4  61.2  51.1  6.8  2.1  

単位：％ 

n 

特
に
な
い 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】       

身体障害者手帳 53  7.5  1.9  

療育手帳 290  2.8  0.7  

精神障害者保健福祉手帳 59  6.8  0.0  

手帳なし 237  3.4  0.8  
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72.8 

20.7 

21.6 

16.8 

11.0 

7.3 

64.4 

15.3 

2.8 

1.5 

52.6 

13.8 

44.4 

28.2 

21.6 

11.9 

59.1 

10.8 

4.1 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80%

自宅で家族と過ごす

祖父母宅で過ごす

友だちと遊ぶ

学習塾、習い事やスポーツ

クラブ活動、部活動（学校内）

放課後児童クラブ

放課後等デイサービスなどを利用

１人で過ごす

のの他

不明・無回答

現状（n=464） 希望（n=464）

問 10 で「小・中学校の通常学級に通っている」～「高校や専門学校に通っている」のいずれらと答えた方 

問22 お子さんは放課後や夏休みなどの長期休業中はどのように過ごしていますら。また、

どのように過ごしてほしいと思いますら。（「現状」、「希望」でのれぞれ複数回答） 

現状では数「自宅で家族と過ごす」が 72.8％と最も高く、次いで「放課後等デイサービスなどを利

用」が 64.4％、「友だちと遊ぶ」が 21.6％となっています。希望では「放課後等デイサービスなど

を利用」が 59.1％と最も高く、次いで「自宅で家族と過ごす」が 52.6％、「友だちと遊ぶ」が 44.4％

となっています。 

特に希望が現状を上回っているものは「友だちと遊ぶ」で 22.8 ポイントとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

137 

障害種別では、現状ではすべての手帳で「自宅で家族と過ごす」がのれぞれ６～８割台、手帳な

しで「放課後等デイサービスなどを利用」が 76.3％と、のれぞれ最も高くなっています。 

希望では、精神障害者保健福祉手帳で「自宅で家族と過ごす」が 55.6％、のの他の区分で「放

課後等デイサービスなどを利用」がのれぞれ５～６割台と、のれぞれ最も高くなっています。 

 

■クロス集計表【現状】 

 

■クロス集計表【希望】 

  

単位：％ 

n 

自
宅
で
家
族
と
過
ご
す 

祖
父
母
宅
で
過
ご
す 

友
だ
ち
と
遊
ぶ 

学
習
塾
、
習
い
事
や 

ス
ポ
ー
ツ 

ク
ラ
ブ
活
動
、
部
活
動 

（
学
校
内
） 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

な
ど
を
利
用 

１
人
で
過
ご
す 

の
の
他 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】                       

身体障害者手帳 35  74.3  11.4  25.7  17.1  17.1  0.0  57.1  8.6  2.9  5.7  

療育手帳 239  69.9  18.0  16.7  6.7  10.5  2.9  67.4  10.5  2.5  1.3  

精神障害者保健福祉手帳 54  85.2  18.5  25.9  25.9  16.7  1.9  38.9  37.0  9.3  1.9  

手帳なし 135  73.3  28.1  23.7  28.1  5.9  19.3  76.3  12.6  0.0  0.7  

単位：％ 

n 

自
宅
で
家
族
と
過
ご
す 

祖
父
母
宅
で
過
ご
す 

友
だ
ち
と
遊
ぶ 

学
習
塾
、
習
い
事
や 

ス
ポ
ー
ツ 

ク
ラ
ブ
活
動
、
部
活
動 

（
学
校
内
） 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

な
ど
を
利
用 

１
人
で
過
ご
す 

の
の
他 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】                       

身体障害者手帳 35  45.7  2.9  25.7  22.9  17.1  5.7  51.4  2.9  2.9  11.4  

療育手帳 239  48.1  10.9  36.8  17.2  18.4  7.9  60.7  8.4  5.9  4.6  

精神障害者保健福祉手帳 54  55.6  11.1  53.7  48.1  37.0  3.7  44.4  22.2  7.4  3.7  

手帳なし 135  58.5  22.2  55.6  36.3  20.7  23.0  65.9  9.6  0.7  0.7  
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46.6 

37.9 

20.7 

24.6 

9.8 

15.0 

5.1 

4.5 

3.2 

3.4 

12.4 

12.1 

2.3 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=653)

前回調査

(n=354)

自立してアパートやマンションを借りるなどして暮なしてほしい

自宅で家族と一緒に暮なしてほしい

仲間と共同生活（グループホームなど）で暮なしてほしい

障害者入所施設などで暮なしてほしい

のの他

からなない

不明・無回答

７．お子さんの将来について 

 

問 23 お子さんには将来どのように暮なしてほしいですら。（単数回答） 

全体で「自立してアパートやマンションを借りるなどして暮なしてほしい」が 46.6％と最も高

く、次いで「自宅で家族と一緒に暮なしてほしい」が 20.7％、「からなない」が 12.4％となってい

ます。 

前回調査と比較すると、「自立してアパートやマンションを借りるなどして暮なしてほしい」が

8.7 ポイント増加し、「仲間と共同生活（グループホームなど）で暮なしてほしい」が 5.2 ポイント

減少しています。 

障害種別では、身体障害者手帳で「自立してアパートやマンションを借りるなどして暮なしてほ

しい」「自宅で家族と一緒に暮なしてほしい」がともに 26.4％、のの他の区分で「自立してアパー

トやマンションを借りるなどして暮なしてほしい」がのれぞれ２～６割台と、のれぞれ最も高くな

っています。 
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46.6 

26.4 

27.6 

54.2 

67.9 

20.7 

26.4 

25.2 

22.0 

14.8 

9.8 

11.3 

19.3 

3.4 

1.7 

5.1 

13.2 

10.7 

0.0 

0.0 

3.2 

5.7 

3.1 

5.1 

2.1 

12.4 

11.3 

12.1 

10.2 

12.2 

2.3 

5.7 

2.1 

5.1 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害児

(n=653)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=53)

療育手帳

(n=290)

精神障害者保健福祉手帳

(n=59)

手帳なし

(n=237)

自立してアパートやマンションを借りるなどして暮なしてほしい

自宅で家族と一緒に暮なしてほしい

仲間と共同生活（グループホームなど）で暮なしてほしい

障害者入所施設などで暮なしてほしい

のの他

からなない

不明・無回答
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問 24 お子さんの将来のことで不安に思うことはありますら。（複数回答） 

全体で「お子さんの就職のこと」が 73.2％と最も高く、次いで「自立した生活ができるら」が

68.3％、「お子さんの進学のこと」が 63.6％となっています。 

前回調査と比較すると、「親が亡くなった後の介護者について」が 12.9 ポイント減少し、「お子

さんの進学のこと」が 10.5 ポイント増加しています。 

障害種別では、身体障害者手帳及び療育手帳で「親が亡くなった後の生活費について」がのれぞ

れ 64.2％、82.4％、精神障害者保健福祉手帳で「お子さんの就職のこと」が 84.7％、手帳なしで

「お子さんの進学のこと」が 82.7％と、のれぞれ最も高くなっています。 

 

 

  

63.6 

73.2 

35.1 

59.1 

68.3 

56.0 

60.9 

37.7 

1.4 

2.8 

0.8 

53.1 

66.4 

33.6 

60.7 

70.3 

55.9 

61.3 

50.6 

1.4 

4.8 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80%

お子さんの進学のこと

お子さんの就職のこと

お子さんの結婚のこと

友人や仲間、理解者がいるら

自立した生活ができるら

親が亡くなった後の住まいについて

親が亡くなった後の生活費について

親が亡くなった後の介護者について

のの他

特にない

不明・無回答

今回調査（n=653） 前回調査（n=354）
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■クロス集計表 

 

 

  

単位：％ 

n 

お
子
さ
ん
の
進
学
の
こ
と 

お
子
さ
ん
の
就
職
の
こ
と 

お
子
さ
ん
の
結
婚
の
こ
と 

友
人
や
仲
間
、
理
解
者
が 

い
る
ら 

自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
ら 

親
が
亡
く
な
っ
た
後
の 

住
ま
い
に
つ
い
て 

親
が
亡
く
な
っ
た
後
の 

生
活
費
に
つ
い
て 

親
が
亡
く
な
っ
た
後
の 

介
護
者
に
つ
い
て 

の
の
他 

【障害種別】                     

身体障害者手帳 53  49.1  50.9  34.0  41.5  41.5  56.6  64.2  52.8  3.8  

療育手帳 290  46.9  71.7  33.1  55.2  67.9  77.6  82.4  59.0  1.4  

精神障害者保健福祉手帳 59  57.6  84.7  32.2  54.2  78.0  50.8  64.4  28.8  3.4  

手帳なし 237  82.7  73.4  36.7  68.8  70.0  35.9  39.2  16.5  0.8  

単位：％ 

n 

特
に
な
い 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】       

身体障害者手帳 53  1.9  0.0  

療育手帳 290  1.7  0.0  

精神障害者保健福祉手帳 59  3.4  0.0  

手帳なし 237  3.8  2.1  
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問 25 お子さんが将来、仕事に就くために重要だと思かれることは何ですら。数（複数回答） 

全体で「コミュニケーション技術などの習得」が 63.4％と最も高く、次いで「企業、上司、同僚

の理解」が 63.2％、「障害特性に配慮した職場環境の整備」が 61.4％となっています。 

前回調査と比較すると、「給料が安定していること」が 13.6 ポイント、「就職先の紹介などの支

援」が 6.8 ポイントのれぞれ増加しています。 

障害種別では、身体障害者手帳及び療育手帳で「障害特性に配慮した職場環境の整備」がのれぞ

れ 49.1％、70.0％、精神障害者保健福祉手帳で「コミュニケーション技術などの習得」「障害特性

に配慮した職場環境の整備」「企業、上司、同僚の理解」がともに 76.3％、手帳なしで「コミュニ

ケーション技術などの習得」が 69.2％と、のれぞれ最も高くなっています。 

 

 
※「就職先の紹介などの支援」「知識・技術などの習得」「コミュニケーション技術などの習得」「本人の健康管理などの

支援」は、前回調査では「就職先の紹介等の支援」「知識・技術等の習得」「コミュニケーション技術等の習得」「本人

の健康管理等の支援」。 

 

  

51.5 

53.4 

49.5 

52.8 

52.8 

63.4 

34.0 

61.4 

52.8 

63.2 

1.7 

6.1 

0.9 

47.2 

48.6 

35.9 

46.0 

50.3 

62.1 

29.4 

58.2 

50.0 

61.6 

0.8 

7.9 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80%

就職に向けた本人、家族の意識啓発

就職に向けた相談

給料が安定していること

就職先の紹介などの支援

知識・技術などの習得

コミュニケーション技術などの習得

本人の健康管理などの支援

障害特性に配慮した職場環境の整備

就職後の相談・支援（定着支援）

企業、上司、同僚の理解

のの他

からなない

不明・無回答

今回調査（n=653） 前回調査（n=354）
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■クロス集計表 

 

 

  

単位：％ 

n 

就
職
に
向
け
た
本
人
、 

家
族
の
意
識
啓
発 

就
職
に
向
け
た
相
談 

給
料
が
安
定
し
て
い
る

こ
と 

就
職
先
の
紹
介
な
ど
の

支
援 

知
識
・
技
術
な
ど
の
習
得 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

技
術
な
ど
の
習
得 

本
人
の
健
康
管
理
な
ど

の
支
援 

障
害
特
性
に
配
慮
し
た

職
場
環
境
の
整
備 

就
職
後
の
相
談
・
支
援

（
定
着
支
援
） 

【障害種別】                     

身体障害者手帳 53  17.0  20.8  26.4  22.6  26.4  26.4  43.4  49.1  26.4  

療育手帳 290  51.4  52.1  48.3  56.6  51.7  63.1  37.2  70.0  53.8  

精神障害者保健福祉手帳 59  59.3  59.3  57.6  54.2  55.9  76.3  42.4  76.3  72.9  

手帳なし 237  54.4  57.8  51.1  53.2  57.4  69.2  29.5  51.5  51.1  

単位：％ 

n 

企
業
、
上
司
、
同
僚
の
理
解 

の
の
他 

か
ら
な
な
い 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】           

身体障害者手帳 53  34.0  1.9  22.6  0.0  

療育手帳 290  63.1  2.4  6.2  0.7  

精神障害者保健福祉手帳 59  76.3  3.4  3.4  0.0  

手帳なし 237  64.6  0.8  4.6  1.7  
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８．相談・情報について 

 

問 26 お子さんのことで現在、悩みごとや困ったことがありますら。（複数回答） 

全体で「お子さんの育児や教育・療育のこと」が 56.7％と最も高く、次いで「医療費、生活費な

ど経済的なこと」が 23.9％、「外出や移動のこと」が 22.8％となっています。 

前回調査と比較すると、「医療費、生活費など経済的なこと」が 7.0 ポイント増加し、数「お子さん

の育児や教育・療育のこと」「お子さんを強く叱責し、手をあげてしまうこと」がともに 6.9 ポイ

ントのれぞれ減少しています。 

障害種別では、身体障害者手帳で「医療費、生活費など経済的なこと」が 41.5％、のの他の区分で「お

子さんの育児や教育・療育のこと」がのれぞれ４～７割台と、のれぞれ最も高くなっています。 

 
※「お子さんの育児や教育・療育のこと」は、前回調査では「お子さんの育児や療育・教育のこと」。 

 

  

56.7 

15.2 

4.6 

23.9 

22.8 

16.5 

12.7 

6.7 

16.7 

18.1 

12.9 

8.7 

18.4 

1.4 

63.6 

20.3 

6.5 

16.9 

26.0 

14.7 

16.4 

13.6 

18.1 

19.8 

15.0 

8.2 

11.6 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80%

お子さんの育児や教育・療育のこと

お子さんが受けている医療やリハビリのこと

お子さんが受けている援助（介護）のこと

医療費、生活費など経済的なこと

外出や移動のこと

ららりつけの病院や歯科診療所のこと

子育てや障害について必要な情報を得なれないこと

お子さんを強く叱責し、手をあげてしまうこと

お子さんの友達や相談相手がいないこと

お子さんの障害や必要な配慮について、周りの理解が

得なれないこと

学校行事や冠婚葬祭時などに預け先が

見つらなないこと

のの他

特にない

不明・無回答

今回調査（n=653） 前回調査（n=354）
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■クロス集計表 

 

 

  

単位：％ 

n 

お
子
さ
ん
の
育
児
や
教
育
・
療
育
の
こ
と 

お
子
さ
ん
が
受
け
て
い
る
医
療
や 

リ
ハ
ビ
リ
の
こ
と 

お
子
さ
ん
が
受
け
て
い
る
援
助
（
介
護
）
の 

こ
と 

医
療
費
、
生
活
費
な
ど
経
済
的
な
こ
と 

外
出
や
移
動
の
こ
と 

ら
ら
り
つ
け
の
病
院
や
歯
科
診
療
所
の
こ
と 

子
育
て
や
障
害
に
つ
い
て
必
要
な
情
報
を 

得
な
れ
な
い
こ
と 

お
子
さ
ん
を
強
く
叱
責
し
、
手
を
あ
げ
て 

し
ま
う
こ
と 

お
子
さ
ん
の
友
達
や
相
談
相
手
が
い
な
い 

こ
と 

【障害種別】                     

身体障害者手帳 53  37.7  30.2  9.4  41.5  26.4  22.6  9.4  0.0  5.7  

療育手帳 290  46.2  17.6  9.3  29.3  32.8  24.5  12.8  6.9  18.3  

精神障害者保健福祉手帳 59  52.5  10.2  0.0  23.7  16.9  11.9  15.3  5.1  25.4  

手帳なし 237  72.2  12.7  1.3  16.5  14.3  9.3  12.7  8.4  15.6  

単位：％ 
 

n 

お
子
さ
ん
の
障
害
や
必
要
な
配
慮
に
つ
い
て
、

周
り
の
理
解
が
得
な
れ
な
い
こ
と 

学
校
行
事
や
冠
婚
葬
祭
時
な
ど
に
預
け
先
が

見
つ
ら
な
な
い
こ
と 

の
の
他 

特
に
な
い 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】             

身体障害者手帳 53  7.5  15.1  5.7  22.6  0.0  

療育手帳 290  22.4  22.4  8.6  21.4  0.7  

精神障害者保健福祉手帳 59  27.1  8.5  18.6  15.3  1.7  

手帳なし 237  13.1  4.2  5.9  13.9  1.7  



 

146 

問27 普段、お子さんのことについての悩みや困ったことを、どなたに相談していますら。 

（複数回答） 

全体で「家族や親せき」が 75.0％と最も高く、次いで「施設や通所先の職員など」が 47.8％、

「友人・知人」が 43.2％となっています。 

前回調査と比較すると、「施設や通所先の職員など」が 19.8 ポイント増加し、「通園施設や保育

所、幼稚園、学校の先生」が 11.0 ポイント減少しています。 

障害種別では、いずれも「家族や親せき」がのれぞれ６～８割台と最も高くなっています。 

 

※「施設や通所先の職員など」「ホームヘルパーや訪問看護の職員など」は、前回調査では数「施設の職員など」「ホームヘ

ルパーなどサービス事業所の人」「。 

 

  

75.0 

43.2 

3.8 

11.6 

47.8 

5.1 

3.8 

31.4 

1.4 

0.9 

31.9 

31.5 

34.2 

2.3 

2.9 

3.1 

2.1 

0.9 

81.1 

52.0 

3.1 

8.8 

28.0 

13.0 

3.7 

34.7 

1.4 

0.8 

42.9 

33.1 

35.3 

3.7 

2.5 

5.1 

0.3 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族や親せき

友人・知人

近所の人

職場の上司や同僚

施設や通所先の職員など

ホームヘルパーや訪問看護の職員など

障害者団体や家族会

医師や看護師

病院のケースワーカーや介護保険のケアマネジャー

民生委員・児童委員

通園施設や保育所、幼稚園、学校の先生

特別支援学級、特別支援学校

相談支援事業所などの相談員

行政機関の相談員

特に相談する人はいない

のの他

特に悩みはない

不明・無回答

今回調査（n=653） 前回調査（n=354）
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■クロス集計表 

 

 

  

単位：％ 

n 

家
族
や
親
せ
き 

友
人
・
知
人 

近
所
の
人 

職
場
の
上
司
や
同
僚 

施
設
や
通
所
先
の
職
員
な
ど 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
訪
問
看
護

の
職
員
な
ど 

障
害
者
団
体
や
家
族
会 

医
師
や
看
護
師 

病
院
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
や 

介
護
保
険
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー 

【障害種別】                     

身体障害者手帳 53  81.1  43.4  3.8  3.8  52.8  13.2  5.7  54.7  5.7  

療育手帳 290  73.4  41.7  4.1  9.0  46.2  6.2  6.6  27.9  0.7  

精神障害者保健福祉手帳 59  67.8  40.7  0.0  11.9  27.1  3.4  1.7  45.8  3.4  

手帳なし 237  76.8  45.6  5.1  14.8  57.8  3.4  2.1  27.8  0.8  

単位：％ 

n 

民
生
委
員
・
児
童
委
員 

通
園
施
設
や
保
育
所
、 

幼
稚
園
、
学
校
の
先
生 

特
別
支
援
学
級
、 

特
別
支
援
学
校 

相
談
支
援
事
業
所
な
ど

の
相
談
員 

行
政
機
関
の
相
談
員 

特
に
相
談
す
る
人
は 

い
な
い 

の
の
他 

特
に
悩
み
は
な
い 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】                     

身体障害者手帳 53  0.0  18.9  32.1  34.0  1.9  0.0  0.0  1.9  0.0  

療育手帳 290  0.7  21.4  47.9  43.1  2.1  2.8  3.8  2.8  0.0  

精神障害者保健福祉手帳 59  0.0  15.3  13.6  27.1  1.7  6.8  5.1  1.7  5.1  

手帳なし 237  1.3  46.8  21.1  29.5  2.5  2.5  2.1  1.3  1.3  
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問 28 お子さんの障害のことや福祉サービスなどに関する情報を、どこらな知ることが多

いですら。（複数回答） 

全体で「インターネット」が 49.3％と最も高く、次いで「サービス事業所の人や施設職員」が

33.1％、「通園施設や保育所、幼稚園、学校の先生」が 28.8％となっています。 

前回調査と比較すると、「インターネット」が 11.2 ポイント増加し、「通園施設や保育所、幼稚

園、学校の先生」が 10.7 ポイント減少しています。 

障害種別では、いずれも「インターネット」がのれぞれ４～５割台と最も高くなっています。 

 

 

  

12.4 

14.5 

49.3 

28.3 

33.1 

3.7 

26.5 

0.6 

0.5 

28.8 

18.7 

5.1 

2.1 

5.7 

1.2 

19.5 

16.9 

38.1 

37.9 

35.6 

5.9 

29.7 

0.8 

0.3 

39.5 

22.9 

5.6 

2.3 

5.1 

1.7 

0% 20% 40% 60%

本や新聞、雑誌の記事、テレビやラジオのニュース

広報「とよらか」や「議会だより」など市の広報紙

インターネット

家族や親せき、友人・知人

サービス事業所の人や施設職員

障害者団体や家族会（団体の機関誌など）

病院、診療所

病院のケースワーカーや介護保険のケアマネジャー

民生委員・児童委員

通園施設や保育所、幼稚園、学校の先生

相談支援事業所などの民間の相談窓口

行政機関の相談窓口

のの他

情報は入手していない

不明・無回答

今回調査（n=653） 前回調査（n=354）
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■クロス集計表 

 

 

  

単位：％ 

n 

本
や
新
聞
、
雑
誌
の
記
事
、 

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー
ス 

広
報
「
と
よ
ら
か
」
や
「
議
会
だ
よ
り
」

な
ど
市
の
広
報
紙 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

家
族
や
親
せ
き
、
友
人
・
知
人 

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
人
や
施
設
職
員 

障
害
者
団
体
や
家
族
会 

（
団
体
の
機
関
誌
な
ど
） 

病
院
、
診
療
所 

病
院
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
や 

介
護
保
険
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー 

民
生
委
員
・
児
童
委
員 

【障害種別】                     

身体障害者手帳 53  5.7  9.4  45.3  32.1  24.5  7.5  43.4  3.8  0.0  

療育手帳 290  13.8  16.6  46.2  30.7  31.0  5.2  21.7  0.0  0.3  

精神障害者保健福祉手帳 59  13.6  8.5  57.6  15.3  27.1  1.7  45.8  0.0  0.0  

手帳なし 237  11.4  13.5  51.1  30.0  40.5  2.5  26.2  0.4  0.4  

単位：％ 

n 

通
園
施
設
や
保
育
所
、
幼
稚
園
、 

学
校
の
先
生 

相
談
支
援
事
業
所
な
ど
の
民
間
の 

相
談
窓
口 

行
政
機
関
の
相
談
窓
口 

の
の
他 

情
報
は
入
手
し
て
い
な
い 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】               

身体障害者手帳 53  17.0  18.9  1.9  1.9  7.5  1.9  

療育手帳 290  33.4  22.1  6.2  2.4  6.6  1.0  

精神障害者保健福祉手帳 59  6.8  15.3  8.5  1.7  6.8  0.0  

手帳なし 237  31.6  19.0  3.8  1.7  2.5  1.7  
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問 29 お子さんのことについての悩みなどを相談する場合、どのような場所・しくみであ

れば相談しやすいと思いますら。（複数回答） 

全体で「窓口などで専門的な人に相談ができる」が 67.2％と最も高く、次いで「障害がある人な

ど同じ立場の人に相談できる」が 49.8％、「電話でいつでも相談対応してもなえる」が 38.9％とな

っています。 

障害種別では、いずれも「窓口などで専門的な人に相談ができる」がのれぞれ４～８割台と最も高

くなっています。 

 

 

 

■クロス集計表 

  

49.8 

67.2 

6.0 

21.1 

18.1 

38.9 

3.5 

2.5 

0% 25% 50% 75% 100%

障害がある人など同じ立場の人に相談できる

窓口などで専門的な人に相談ができる

民生委員など身近な地域に住んでいる人に相談が

できる

ＷＥＢなどを使ってリモートで相談できる

自宅などに訪問してもなえる

電話でいつでも相談対応してもなえる

のの他

不明・無回答

障害児

(n=653)

単位：％ 

n 

障
害
が
あ
る
人
な
ど
同
じ
立
場
の

人
に
相
談
で
き
る 

窓
口
な
ど
で
専
門
的
な
人
に
相
談

が
で
き
る 

民
生
委
員
な
ど
身
近
な
地
域
に 

住
ん
で
い
る
人
に
相
談
が
で
き
る 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
な
ど
を
使
っ
て
リ
モ
ー
ト

で
相
談
で
き
る 

自
宅
な
ど
に
訪
問
し
て
も
な
え
る 

電
話
で
い
つ
で
も
相
談
対
応
し
て

も
な
え
る 

の
の
他 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】                   

身体障害者手帳 53  41.5  49.1  3.8  26.4  17.0  35.8  7.5  3.8  

療育手帳 290  56.9  62.1  7.9  20.3  19.0  38.6  2.4  2.8  

精神障害者保健福祉手帳 59  45.8  81.4  3.4  20.3  8.5  30.5  8.5  0.0  

手帳なし 237  45.6  72.2  5.5  20.3  21.9  43.5  3.0  2.1  
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９．障害理解について 

 

問 30 お子さんは、障害があることで差別を受けたことや嫌な思いをしたことがあります

ら。（単数回答） 

全体で「ない」が 41.2％と最も高く、次いで「少しある」が 32.5％、「ある」が 26.0％となって

います。 

前回調査と比較すると、「ない」が 12.1 ポイント増加し、「少しある」が 9.3 ポイント減少して

います。 

障害種別では、身体障害者手帳及び療育手帳で「少しある」がのれぞれ 35.8％、34.5％、精神障害者

保健福祉手帳で「ある」が 50.8％、手帳なしで「ない」が 54.9％と、のれぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

 

  

26.0 

27.4 

32.5 

41.8 

41.2 

29.1 

0.3 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(n=653)

前回調査(n=354)

ある 少しある ない 不明・無回答

26.0 

32.1 

31.0 

50.8 

15.2 

32.5 

35.8 

34.5 

30.5 

30.0 

41.2 

32.1 

33.8 

18.6 

54.9 

0.3 

0.0 

0.7 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害児

(n=653)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=53)

療育手帳

(n=290)

精神障害者保健福祉手帳

(n=59)

手帳なし

(n=237)

ある 少しある ない 不明・無回答
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問 30 で「ある」または「少しある」と答えた方 

問 31 どのような場所や場面で差別を受けたことや嫌な思いをしましたら。 

（複数回答） 

全体で「学校・職場」が 58.6％と最も高く、次いで「外出先」が 43.2％、「病院などの医療機関」

が 21.2％となっています。 

前回調査と比較すると、「学校・職場」が 12.9 ポイント増加し、「外出先」が 12.3 ポイント減少

しています。 

障害種別では、身体障害者手帳及び療育手帳で「外出先」がのれぞれ 58.3％、54.7％、精神障害者保

健福祉手帳及び手帳なしで「学校・職場」がのれぞれ 87.5％、65.4％と、のれぞれ最も高くなっていま

す。 

 

 

■クロス集計表 

  

58.6 

3.4 

43.2 

20.7 

21.2 

13.9 

7.3 

0.5 

45.7 

1.6 

55.5 

26.5 

26.1 

15.5 

8.6 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80%

学校・職場

仕事を探すとき

外出先

余暇を楽しむとき

病院などの医療機関

住んでいる地域

のの他

不明・無回答

今回調査（n=382） 前回調査（n=245）

単位：％ 

n 

学
校
・
職
場 

仕
事
を
探
す
と
き 

外
出
先 

余
暇
を
楽
し
む
と
き 

病
院
な
ど
の
医
療
機
関 

住
ん
で
い
る
地
域 

の
の
他 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】                   

身体障害者手帳 36  44.4  2.8  58.3  25.0  16.7  16.7  5.6  0.0  

療育手帳 190  48.9  5.3  54.7  26.3  26.3  15.3  4.7  1.1  

精神障害者保健福祉手帳 48  87.5  2.1  25.0  10.4  18.8  8.3  6.3  0.0  

手帳なし 107  65.4  0.9  32.7  15.9  18.7  12.1  11.2  0.0  
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問 32 障害に対する市民の理解を深めるためには、何が必要だと思いますら。 

（複数回答） 

全体で「学校での障害理解を深める教育」が 73.2％と最も高く、次いで「障害のある人の就労・

就学などの支援」が 52.8％、「広報や冊子による理解啓発」が 28.2％となっています。 

前回調査と比較すると、「障害のある人の就労・就学などの支援」が 5.6 ポイント増加し、「障害

のある人へのボランティアの支援」が 5.0 ポイント減少しています。 

障害種別では、いずれも「学校での障害理解を深める教育」がのれぞれ６～７割台と最も高くなっ

ています。 

 

 

  

28.2 

18.7 

73.2 

23.9 

18.5 

52.8 

23.7 

26.2 

2.5 

11.6 

0.3 

31.6 

23.7 

74.0 

25.7 

18.9 

47.2 

24.6 

28.5 

4.0 

9.9 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80%

広報や冊子による理解啓発

障害のある人へのボランティアの支援

学校での障害理解を深める教育

障害に関する講演会や学習会の開催

障害者作品展や交流イベントの実施

障害のある人の就労・就学などの支援

福祉施設の開放などによる地域との交流

障害のある人の地域活動への参加

のの他

からなない

不明・無回答

今回調査（n=653） 前回調査（n=354）
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■クロス集計表 

 

 

  

単位：％ 

n 

広
報
や
冊
子
に
よ
る 

理
解
啓
発 

障
害
の
あ
る
人
へ
の 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援 

学
校
で
の
障
害
理
解
を

深
め
る
教
育 

障
害
に
関
す
る
講
演
会

や
学
習
会
の
開
催 

障
害
者
作
品
展
や
交
流

イ
ベ
ン
ト
の
実
施 

障
害
の
あ
る
人
の
就
労
・

就
学
な
ど
の
支
援 

福
祉
施
設
の
開
放
な
ど

に
よ
る
地
域
と
の
交
流 

障
害
の
あ
る
人
の
地
域

活
動
へ
の
参
加 

の
の
他 

【障害種別】                     

身体障害者手帳 53  15.1  20.8  67.9  9.4  11.3  35.8  17.0  17.0  0.0  

療育手帳 290  29.3  22.8  69.3  24.8  22.4  55.5  27.9  29.7  2.8  

精神障害者保健福祉手帳 59  22.0  16.9  74.6  28.8  10.2  59.3  15.3  20.3  6.8  

手帳なし 237  28.3  14.3  78.1  24.1  15.6  51.5  22.4  25.3  1.3  

単位：％ 

n 

か
ら
な
な
い 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】       

身体障害者手帳 53  22.6  0.0  

療育手帳 290  11.4  0.7  

精神障害者保健福祉手帳 59  13.6  0.0  

手帳なし 237  9.7  0.0  
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問 33 あなたやお子さんは、近所の方とどの程度のお付き合いがありますら。最もあては

まるものをお選びください。（単数回答） 

全体で「顔を合かせたときにあいさつする程度」が 51.3％と最も高く、次いで「立ち話をする程

度」が 19.6％、「ほとんど付き合いはない」が 15.5％となっています。 

前回調査と比較すると、「立ち話をする程度」が 8.4 ポイント減少し、「ほとんど付き合いはない」

が 7.0 ポイント増加しています。 

障害種別では、いずれも「顔を合かせたときにあいさつする程度」がのれぞれ４～５割台と最も高

くなっています。 

 

 

 

 

  

8.9 

4.5 

2.8 

3.7 

19.6 

28.0 

51.3 

53.1 

15.5 

8.5 

2.0 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=653)

前回調査

(n=354)

困ったときにお互いに助け合える程度 お互いに訪問し合う程度

立ち話をする程度 顔を合かせたときにあいさつする程度

ほとんど付き合いはない 不明・無回答

8.9 

5.7 

7.9 

13.6 

9.3 

2.8 

3.8 

2.4 

3.4 

3.0 

19.6 

28.3 

20.0 

18.6 

19.4 

51.3 

47.2 

49.3 

42.4 

55.7 

15.5 

13.2 

17.6 

20.3 

11.4 

2.0 

1.9 

2.8 

1.7 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害児

(n=653)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=53)

療育手帳

(n=290)

精神障害者保健福祉手帳

(n=59)

手帳なし

(n=237)

困ったときにお互いに助け合える程度 お互いに訪問し合う程度

立ち話をする程度 顔を合かせたときにあいさつする程度

ほとんど付き合いはない 不明・無回答
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24.7 

24.6 

46.2 

49.4 

28.8 

25.7 

0.3 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=653)

前回調査

(n=354)

名前も内容も知っている

名前を聞いたことがあるが、内容は知なない

名前も内容も知なない

不明・無回答

24.7 

28.3 

29.0 

22.0 

20.3 

46.2 

43.4 

45.5 

57.6 

48.5 

28.8 

28.3 

24.8 

20.3 

31.2 

0.3 

0.0 

0.7 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害児

(n=653)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=53)

療育手帳

(n=290)

精神障害者保健福祉手帳

(n=59)

手帳なし

(n=237)

名前も内容も知っている

名前を聞いたことがあるが、内容は知なない

名前も内容も知なない

不明・無回答

10．成年後見制度について 

 

問 34 成年後見制度についてご存じですら。（単数回答） 

全体で「名前を聞いたことがあるが、内容は知なない」が 46.2％と最も高く、次いで「名前も内

容も知なない」が 28.8％、「名前も内容も知っている」が 24.7％となっています。 

前回調査と比較すると、大きな差はみなれません。 

障害種別では、いずれも「名前を聞いたことがあるが、内容は知なない」がのれぞれ４～５割台と

最も高くなっています。 
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17.8 

16.9 

2.8 

2.5 

8.3 

8.5 

0.0 

0.0 

70.1 

70.9 

1.1 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=653)

前回調査

(n=354)

利用させたい 利用させたくない 利用する必要がない

すでに利用している からなない 不明・無回答

17.8 

20.8 

30.3 

18.6 

5.1 

2.8 

1.9 

2.4 

0.0 

4.2 

8.3 

15.1 

2.8 

11.9 

11.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

70.1 

58.5 

62.4 

67.8 

78.9 

1.1 

3.8 

2.1 

1.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害児

(n=653)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=53)

療育手帳

(n=290)

精神障害者保健福祉手帳

(n=59)

手帳なし

(n=237)

利用させたい 利用させたくない 利用する必要がない

すでに利用している からなない 不明・無回答

問 35 お子さんに対して、将来的に成年後見制度を利用させたいと思いますら。 

（単数回答） 

全体で「からなない」が 70.1％と最も高く、次いで「利用させたい」が 17.8％、「利用する必要

がない」が 8.3％となっています。 

前回調査と比較すると、大きな差はみなれません。 

障害種別では、いずれも「からなない」がのれぞれ５～７割台と最も高くなっています。 
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11．災害時対策や避難について 

 

問 36 お子さんや家族は、豪雨や地震などの災害時に避難する準備をしていますら。 

（単数回答） 

全体で「している」が 50.8％と最も高く、次いで「していない」が 38.9％、「からなない」が 10.0％

となっています。 

障害種別では、身体障害者手帳で「していない」が 47.2％、のの他の区分で「している」がのれぞれ

４～５割台と、のれぞれ最も高くなっています。 

 

  

50.8 

39.6 

52.4 

47.5 

50.2 

38.9 

47.2 

39.0 

44.1 

38.4 

10.0 

13.2 

8.3 

8.5 

11.0 

0.3 

0.0 

0.3 

0.0 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害児

(n=653)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=53)

療育手帳

(n=290)

精神障害者保健福祉手帳

(n=59)

手帳なし

(n=237)

している していない からなない 不明・無回答
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28.2 

26.4 

26.2 

25.4 

31.2 

46.7 

54.7 

53.4 

49.2 

37.6 

25.0 

18.9 

20.0 

25.4 

31.2 

0.2 

0.0 

0.3 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害児

(n=653)

【障害種別】

身体障害者手帳

(n=53)

療育手帳

(n=290)

精神障害者保健福祉手帳

(n=59)

手帳なし

(n=237)

いる いない からなない 不明・無回答

28.2 

17.5 

46.7 

50.6 

25.0 

31.1 

0.2 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=653)

前回調査

(n=354)

いる いない からなない 不明・無回答

問 37 家族が不在の場合などに、近所にお子さんを助けてくれる人はいますら。 

（単数回答） 

全体で「いない」が 46.7％と最も高く、次いで「いる」が 28.2％、「からなない」が 25.0％とな

っています。 

前回調査と比較すると、「いる」が 10.7 ポイント増加し、「からなない」が 6.1 ポイント減少し

ています。 

障害種別では、いずれも「いない」がのれぞれ３～５割台と最も高くなっています。 
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67.1 

16.8 

3.1 

6.6 

42.4 

46.7 

30.8 

37.7 

40.7 

30.3 

55.7 

1.5 

9.8 

0.3 

82.2 

20.3 

4.5 

7.6 

61.0 

62.7 

50.3 

55.4 

46.6 

39.0 

63.6 

3.7 

4.8 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

対応を自分で判断して行動することが難しい

投薬や治療が受けなれない

補装具の使用が困難になる

補装具や日常生活用具の入手ができなくなる

自分の状態を周りに伝えなれず、救助を求めることが

できない

安全なところまで、迅速に避難することができない

被害状況、避難場所などの情報が入手できない

周囲とコミュニケーションがとれない

避難場所の設備（トイレなど）や生活環境に

不安がある

障害などへの理解が得なれず、避難場所で

生活できない

環境の変化に対応できるら（パニックにななないら）

不安がある

のの他

特にない

不明・無回答

今回調査（n=653） 前回調査（n=354）

問 38 豪雨や地震などの災害時に困ることは何ですら。（複数回答） 

全体で「対応を自分で判断して行動することが難しい」が 67.1％と最も高く、次いで「環境の変

化に対応できるら（パニックにななないら）不安がある」が 55.7％、「安全なところまで、迅速に

避難することができない」が 46.7％となっています。 

前回調査と比較すると、「被害状況、避難場所などの情報が入手できない」が 19.5 ポイント、「自

分の状態を周りに伝えなれず、救助を求めることができない」が 18.6 ポイントのれぞれ減少して

います。 

障害種別では、身体障害者手帳で「安全なところまで、迅速に避難することができない」「避難場所の

設備（トイレなど）や生活環境に不安がある」がともに 49.1％、療育手帳及び手帳なしで「対応を自分

で判断して行動することが難しい」がのれぞれ 72.4％、65.4％、精神障害者保健福祉手帳で「環境の変

化に対応できるら（パニックにななないら）不安がある」が 67.8％と、のれぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「障害などへの理解が得なれず、避難場所で生活できない」「環境の変化に対応できるら（パニックにななないら）不

安がある」は、前回調査では「障害等への理解が得なれず、避難場所で生活できない」「環境の変化に対応できるら（パ

ニックにななないら）不安」。 
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■クロス集計表 

 

 

  

単位：％ 

n 

対
応
を
自
分
で
判
断
し
て
行
動
す
る 

こ
と
が
難
し
い 

投
薬
や
治
療
が
受
け
な
れ
な
い 

補
装
具
の
使
用
が
困
難
に
な
る 

補
装
具
や
日
常
生
活
用
具
の
入
手
が 

で
き
な
く
な
る 

自
分
の
状
態
を
周
り
に
伝
え
な
れ
ず
、 

救
助
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い 

安
全
な
と
こ
ろ
ま
で
、
迅
速
に 

避
難
す
る
こ
と
が
で
き
な
い 

被
害
状
況
、
避
難
場
所
な
ど
の
情
報
が
入
手

で
き
な
い 

周
囲
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が 

と
れ
な
い 

避
難
場
所
の
設
備
（
ト
イ
レ
な
ど
）
や 

生
活
環
境
に
不
安
が
あ
る 

【障害種別】                     

身体障害者手帳 53  47.2  45.3  24.5  37.7  28.3  49.1  18.9  32.1  49.1  

療育手帳 290  72.4  22.1  3.8  9.7  55.9  55.5  39.7  46.9  48.6  

精神障害者保健福祉手帳 59  62.7  23.7  1.7  5.1  39.0  39.0  25.4  50.8  30.5  

手帳なし 237  65.4  6.8  0.4  1.7  31.2  40.1  23.6  27.8  35.4  

単位：％ 

n 

障
害
な
ど
へ
の
理
解
が
得
な
れ
ず
、 

避
難
場
所
で
生
活
で
き
な
い 

環
境
の
変
化
に
対
応
で
き
る
ら 

（
パ
ニ
ッ
ク
に
な
な
な
い
ら
）
不
安
が
あ
る 

の
の
他 

特
に
な
い 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】             

身体障害者手帳 53  34.0  34.0  1.9  3.8  0.0  

療育手帳 290  44.1  62.8  1.7  7.9  0.3  

精神障害者保健福祉手帳 59  28.8  67.8  3.4  5.1  0.0  

手帳なし 237  18.1  52.7  0.8  12.2  0.4  
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12．障害者施策全般について 

 

問 39 障害者福祉施策に対して重点的に取り組んでほしいことをお答えください。 

（５つまで複数回答） 

全体で「障害のある人が働ける企業を増やす」が 51.0％と最も高く、次いで「就労を促進する訓

練や支援の充実」が 47.5％、「障害に対する理解の促進」が 42.4％となっています。 

前回調査と比較すると、「災害時の支援」が 14.2 ポイント、「リハビリ訓練の場所の充実」が 9.7

ポイントのれぞれ減少しています。 

障害種別では、身体障害者手帳で「経済的な援助の充実」が 50.9％、のの他の区分で「障害のある人

が働ける企業を増やす」がのれぞれ４～７割台と、のれぞれ最も高くなっています。 

 

※「公共施設、駅などのバリアフリー化」は、前回調査では「公共施設、駅などをバリアフリー化」。  

26.5 

28.9 

42.4 

47.5 

51.0 

22.2 

11.9 

6.6 

16.8 

15.8 

28.2 

36.1 

40.7 

8.3 

2.8 

4.1 

0.2 

26.0 

33.9 

50.8 

42.9 

50.6 

31.9 

9.6 

7.9 

16.7 

16.7 

42.4 

39.5 

42.4 

11.6 

4.2 

4.0 

0.0 

0% 20% 40% 60%

毎日の生活を手助けするサービスの充実

既存のサービスの質の向上

障害に対する理解の促進

就労を促進する訓練や支援の充実

障害のある人が働ける企業を増やす

リハビリ訓練の場所の充実

障害に適した住宅の整備

公共施設、駅などのバリアフリー化

入所施設やショートステイの整備

グループホームの整備

災害時の支援

相談しやすい窓口の設置

経済的な援助の充実

スポーツや文化活動への参加支援

のの他

特にない

不明・無回答

今回調査（n=653） 前回調査（n=354）
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■クロス集計表 

 

 

  

単位：％ 

n 

毎
日
の
生
活
を
手
助
け
す
る 

サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

既
存
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上 

障
害
に
対
す
る
理
解
の
促
進 

就
労
を
促
進
す
る
訓
練
や 

支
援
の
充
実 

障
害
の
あ
る
人
が
働
け
る 

企
業
を
増
や
す 

リ
ハ
ビ
リ
訓
練
の
場
所
の
充
実 

障
害
に
適
し
た
住
宅
の
整
備 

公
共
施
設
、
駅
な
ど
の 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化 

入
所
施
設
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

の
整
備 

【障害種別】                     

身体障害者手帳 53  26.4  20.8  26.4  15.1  22.6  18.9  18.9  18.9  35.8  

療育手帳 290  31.0  32.1  45.9  51.4  53.8  20.3  15.9  6.9  27.2  

精神障害者保健福祉手帳 59  20.3  15.3  44.1  59.3  71.2  8.5  6.8  5.1  3.4  

手帳なし 237  24.1  32.1  43.0  43.9  46.8  27.4  8.0  5.1  8.9  

単位：％ 

n 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備 

災
害
時
の
支
援 

相
談
し
や
す
い
窓
口
の
設
置 

経
済
的
な
援
助
の
充
実 

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
へ
の 

参
加
支
援 

の
の
他 

特
に
な
い 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】                   

身体障害者手帳 53  13.2  24.5  26.4  50.9  11.3  1.9  3.8  0.0  

療育手帳 290  26.6  35.2  31.0  43.4  9.7  2.1  1.4  0.3  

精神障害者保健福祉手帳 59  10.2  32.2  52.5  54.2  6.8  1.7  3.4  0.0  

手帳なし 237  6.3  22.4  40.5  33.8  6.8  3.8  6.3  0.0  
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問 40 お子さんの介助や支援に関連し、本人のきょうだい（兄弟・姉妹）について不安や

困りごとはありますら。（５つまで複数回答） 

全体で「特にない」が 31.5％と最も高く、次いで「将来、きょうだいに介助や支援の負担がらら

る」が 28.5％、「本人のきょうだいはいない」が 21.4％となっています。 

障害種別では、身体障害者手帳及び精神障害者保健福祉手帳で「将来、きょうだいに介助や支援の負

担がららる」「特にない」が 32.1％、28.8％、療育手帳で「将来、きょうだいに介助や支援の負担がら

らる」が 41.4％、手帳なしで「特にない」が 39.2％と、のれぞれ最も高くなっています。 

 

  

21.4 

5.8 

1.8 

19.3 

8.3 

4.1 

17.0 

11.0 

28.5 

4.0 

31.5 

0.9 

0% 25% 50% 75% 100%

本人のきょうだいはいない

きょうだいの学校・学業に影響がある

きょうだいの就労に影響がある

きょうだいが好きなこと・やりたいことを我慢している

本人の介助や支援をきょうだいのみに

任せなければいけないときがある

きょうだいの家事の負担が大きい

保護者がきょうだいに十分に接する時間が取れていない

きょうだいと本人の関係がうまく保てない

将来、きょうだいに介助や支援の負担がららる

のの他

特にない

不明・無回答

障害児

(n=653)
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■クロス集計表 

 

 

  

単位：％ 

n 

本
人
の
き
ょ
う
だ
い
は
い
な
い 

き
ょ
う
だ
い
の
学
校
・
学
業
に
影
響
が
あ
る 

き
ょ
う
だ
い
の
就
労
に
影
響
が
あ
る 

き
ょ
う
だ
い
が
好
き
な
こ
と
・ 

や
り
た
い
こ
と
を
我
慢
し
て
い
る 

本
人
の
介
助
や
支
援
を
き
ょ
う
だ
い
の
み
に

任
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
き
が
あ
る 

き
ょ
う
だ
い
の
家
事
の
負
担
が
大
き
い 

保
護
者
が
き
ょ
う
だ
い
に
十
分
に
接
す
る 

時
間
が
取
れ
て
い
な
い 

き
ょ
う
だ
い
と
本
人
の
関
係
が
う
ま
く 

保
て
な
い 

将
来
、
き
ょ
う
だ
い
に
介
助
や
支
援
の 

負
担
が
ら
ら
る 

【障害種別】                     

身体障害者手帳 53  26.4  7.5  0.0  18.9  17.0  3.8  18.9  1.9  32.1  

療育手帳 290  21.0  7.6  3.4  22.8  12.8  6.6  19.7  12.1  41.4  

精神障害者保健福祉手帳 59  15.3  6.8  1.7  18.6  6.8  3.4  15.3  15.3  28.8  

手帳なし 237  22.8  4.2  0.4  16.0  3.8  2.1  15.6  9.3  16.5  

単位：％ 

n 

の
の
他 

特
に
な
い 

不
明
・
無
回
答 

【障害種別】         

身体障害者手帳 53  1.9  32.1  0.0  

療育手帳 290  4.1  22.4  1.0  

精神障害者保健福祉手帳 59  6.8  28.8  0.0  

手帳なし 237  3.8  39.2  1.3  



 

166 

問 41 保護者への支援としてどのようなことに力を入れるべきだと思いますら。 

（複数回答） 

全体で「本人の育児や介助・支援の状況に柔軟に対応してくれる職場環境や働き方の普及」「支援

制度や福祉サービスなどの情報提供・相談窓口の充実」が 54.4％と最も高く、次いで「本人の育児

や介助・支援らな離れて休息できるサービスの充実」が 45.8％、「保護者同士が交流したり、話し

合えたりする場の充実」が 37.7％となっています。 

障害種別では、身体障害者手帳及び療育手帳で「本人の育児や介助・支援の状況に柔軟に対応してく

れる職場環境や働き方の普及」がのれぞれ 52.8％、55.5％、精神障害者保健福祉手帳及び手帳なしで「支

援制度や福祉サービスなどの情報提供・相談窓口の充実」がのれぞれ 64.4％、56.5％と、のれぞれ最も

高くなっています。 

 

■クロス集計表 

 

  

37.7 

45.8 

32.5 

54.4 

54.4 

3.8 

10.0 

1.1 

0% 25% 50% 75% 100%

保護者同士が交流したり、話し合えたりする場の充実

本人の育児や介助・支援らな離れて休息できるサービスの

充実

家事や育児の支援

本人の育児や介助・支援の状況に柔軟に対応してくれる

職場環境や働き方の普及

支援制度や福祉サービスなどの情報提供・相談窓口の充実

のの他

特にない

不明・無回答
障害児

(n=653)
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不
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無
回
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【障害種別】                   

身体障害者手帳 53  18.9  37.7  30.2  52.8  37.7  5.7  11.3  1.9  

療育手帳 290  33.1  49.3  29.3  55.5  53.8  4.5  10.3  1.7  

精神障害者保健福祉手帳 59  37.3  37.3  32.2  61.0  64.4  5.1  8.5  0.0  

手帳なし 237  47.3  47.7  37.1  52.3  56.5  3.0  7.6  0.4  
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13．自由意見について 

 

最後に、障害福祉サービスや行政の取組について、何らご意見がありましたな、自由にご

記入ください。 

■障害福祉サービス、施設 

回答内容 

親が高齢になることを考えるとこの先が不安になります。入所施設もあまりなく（肢体不自由）、今

はショートステイすなならなら入れない状態です。肢体不自由の子達の支援場所がとても少ないと思

います。知的なのは多くある気がする。重心施設がもっと増えて私達親が動けなくなっても安心して

預けなれる場所ができたないいなと思います。 

手続きすることが多すぎる。安心して子どもを任せなれる施設、専門的な知識を持ったスタッフが少

なすぎる。健常児と同じ「こども」なのに、健は早朝延長預りあり。障は短い時間で正規で働けるは

ずもない。エプロン、オムツ、おしりふき、消耗品や感覚グッズ、パニックが起きた時に壊される家

電など、普通の何倍もお金がららるし、親はリフレッシュできる余暇もないサービスは全くゆきとど

いていない現状。 

放デイを増やしてほしいです。入りたいのに入れない方が沢山いると聞きます。 

この度は、このようなアンケートを実施していただきありがとうございます。当事者や家族の声を聴

こうとしてくださる取り組みを大変ありがたく感じています。現在の支援を受ける中で感じているこ

と、のして将来に向けて不安と感じていることをお伝えします。放課後等デイサービスは充実してき

ていますが、のの利用だけで将来の自立や生活に繋がるとは感じていません。福祉就労へ移行すると、

多くの場合 16時頃には帰宅するため、のの後の生活を支える役割は再び家族に戻ります。しらし、共

働きが当たり前になった現在、家族だけでは十分な支援を担うことには限界があります。一方で、支

援サービス任せにしてしまうと、保護者自身が子どもの障害特性や支援方法を十分に理解できず、対

応に行き詰まることで将来的に親子双方が苦しむ状況になりらねません。また、放課後等デイサービ

ス、福祉就労、グループホームなどには質に差があると感じています。本人の特性理解や生活の土台

づくりが十分でないまま成長すると、不適切な行動が増え、利用できるサービスが限なれてしまうと

いう悪循環も心配しています。ののため、障害ある子どもが生まれた段階らな、保護者が障害特性を

正しく理解し、適切な支援方法を学べる仕組みを充実させることが重要と考えます。のの上で、家族

だけでもサービスだけでもなく、行政・支援者・地域が連携しながな子どもの成長を支える体制づく

りを望みます。近年は、サービスの量が増えている一方で、支援の質や家族への支援が十分とは言え

ず、将来の不安を強く感じます。現場の声の一つとして、今後の障害福祉施策の検討に役立てていた

だければ幸いです。これらな育つ障害のある子どもたち、のして現在地域で生活している障害ある

人々が、安心して暮なし、自分なしく生活できる社会になることを心らな願っています。 

障害者雇用やＡ型就労を増やしていただきたい。 

今、児発を利用していて経済的不安がないので助らっていますが（無償なので）。今後、放課後等デ

イサービスを利用したいと思っています。のの時には、年収 890万を超えのうなので区切なず段階を

踏むら、負担額を検討して欲しいです。豊川の児童精神科が２つしらない。豊橋で作業療法のリハビ

リを受けています。もう少し豊川市も病院への通院できるように充実させて下さい。豊橋市は保健セ

ンターにも入っています。 

日頃らな福祉サービスを利用させていただいており、感謝しています。夏休みや冬休みといった長期

休暇も、放課後等デイサービスに行けるので本人は楽しのうにしています。家族としてもとてもあり

がたい場所です。が、預けなれる時間が 10：00～など決めなれているので、（終かりも 16：00 と早

いので）親であるかたしの仕事にらなり影響が出ます。職場にも迷惑をらけています。障害児の親だ

って働きたいです。子どものためにも働きたいです。保育園の時間外保育のような仕組みやデイまで

の間に預らってもなえるところがあれば…といつも思っています。 
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回答内容 

自分の子とは関係ないのですが、医療的ケア児を病院で見ておりサービスを調整する仕事をしていま

す。医療的ケア児は毎年多くなってきているなと感じています。のれに対して、医療的ケア児が退院

後すぐに受けなれるサービスは少ないと感じています。家族も出産年齢の高齢化や核家族も多く、児

の支援は家族がほとんどすべて負担している状況が多いです。ののため母は仕事へも復帰できない事

も多い。また、家族が児の支援をすべて担っているため介護疲れもあります。母は家に帰ると児の状

況を常に気を張っている状態になることが多いです。退院支援している者らなは、退院直後らなサー

ビスがすぐに利用できるよう、入院中らな相談員が入り、家族とのコミュニケーションをとりサービ

スを利用できるようにななないらな…と思います。できたな①通院介助（呼吸器があると一人での通

院が難しいです）。②訪問看護に長時間みてもなうサービス（休息や用事をすませる）。③レスパイ

ト④兄弟児の行事などの時に児をみるなどのサービスが今後できるとよいなと思いなと思います。

①、②については早めにできたなと思います。自分の子については、３歳以降、保育園や療育で相談

していましたが、小学校に上がり小学校の先生は支援級の特別な免許をもっていない先生もいるので

相談がうまくできません。小学校の中で、相談員に相談できる機会をつくる。相談場所があるといい

なと思います。 

いつも福祉サービス事業所、学校、障害福祉等の方々には丁寧に対応していただき安心しています。

一方で、障害児の育児で悩む方が多く、定員の問題で支援を受けなれない方、シングルマザーでフル

タイムのための放課後デイサービスの利用や難しい方などちなほな聞きます。住んでいる場所や家庭

環境、タイミングなどで受けなれるサービスに差がでないようにしてほしいなと思います。 

子供が現在年長で来年度より放課後等デイサービスの利用を考えているが空きがあまりない。夏休み

の過ごし方について、どうしようらと考えている。未就学児の児童発達支援施設は、市で運営や管理

しているひまかり園や児童発達支援センター（通所）があるが、小学生になると市が運営管理してい

るものがないのが少し不思議に感じている。放課後等デイサービスのようなものを運営、管理しても

なえると親としては安心だし助らる。 

いつも色々とありがとうございます。障害福祉サービスについて知なない事が多い人もいる。又、申

請に行く際、子どもを連れていらないといけない場合もあるのでのの間待てない子どもの相手をして

下さる職員さんがいると助らると思います。（特に就園、就学していない場合などお子さん連れにな

るらと）。就労選択支援ができたけれど豊川でのの実習ができないのは負担が大きいので、就労移行

支援事業所などでやって頂けるとありがたいです。最近Ｂ型就労継続支援など増えていますが、実際

の支援がしっらりしているのら不安なところはよくあります。放課後等デイサービスも 10 年前は１

けただったのに 30 をこえていて多くなりすぎて、選ぶのも探すのも大変なので MAP などからりやす

く空き状況もからりやすくのれを見るとある程度からって、何ヵ所らにしぼれるようなのんなアプリ

を作って活用できるようにしてもないたいです。 

色々な人に相談しても「難しいですね」で終かってしまう事が多く困っています。相談しても何も変

かなない現実です。我が子は、強度行動障害です。何度も相談はしています。大変な子ほど預け先が

なくお断りされます。家庭で見るしらない現実があります。必要な支援が受けなれるよう、人員や報

酬、体制を充実させてほしいです。生活するのがやっとです。働く事もできません。家庭で支えるし

らないのです。支援体制の見直しを強く望みます。障害者のならでも差別されていると思います。と

ても悲しくなります。我が子が初めて利用した短期入所施設で支援員さんが「割りに合かない」と言

っていたのうです。のれに尽きるなと思いました。緊急受入れ先として一度は受け入れてもなえまし

たが、契約は断なれました。 

保護者が休息するために気軽に子供を預けなれる場所が欲しいです。 

放デイはどんどん増えていっているが、質が心配です。受け入れ人数が多すぎたり職員の障害のある

子への対応や知識不足、時々放デイに足を運び（抜き打ちで）子供たちが安全に過ごせているら、チ

ェックしてほしいです。支援学校も先生よって対応が違ったり理解のない方もいます。役所の障害福

祉課の方の対応も冷たくて、感情が無というら相手を思いやる気持ちをもってほしい。 

豊川市の障害福祉サービスはとても充実していると思います。ありがとうございます。児童発達相談

センターの通所事業に通いましたが、すごく優しく寄り添って下さる先生ばらりでした。相談センタ

ーらな異動された先生がいる保育園にも通いましたが、とても素敵な園でした。児発や放デイは競争
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回答内容 

率が高く、利用したくても出来ない事も多いです。数は増えていますが、特性のある子供を異常者扱

いしたり、知識や経験不足の事業所も多いと感じます。子供の特性や性格に合かない場所に通かせる

と傷付いた心身を回復させるのに年単位でららったりするので結局利用時間開始出来ず、親だけで対

応するしらないのが現状です。出来れば施設や職員さんの質にも目を向けていただけると嬉しいで

す。 

保護者が休息するために気軽に預けなれる場所が欲しいです。 

夏休みに行かれる事業所体験は他市ではやっていないと聞き驚きました。とても良い取り組みなので

ぜひ続けていただきたいです。我が子が小さい頃に比べると放課後等デイサービスの事業所もずいぶ

ん増えましたが、専門知識を持ったスタッフは少なく質の低下を感じます。重度の子は体よく断かれ

るケースも聞きます。しっらり職員研修を行い支援が難しい子も受け入れている事業所がきちんと評

価され残っていけるような体制になっていくことを望みます。 

本人（子ども）の特性、個性に合った療育方法のある場所にたどり着くまでがとても長く心労も大き

らったので、児童発達支援センターの導く支援はとても重要であり、期待したいと思う。今後のうし

た境遇にあたる親子にとって、スムーズに必要とする場所にたどりつけるように。また、手厚い療育

を経て就労となっていくが、のの先の就労の歳らなの方が人生が長いのに、どんどん選択肢がせまく

なっていく現在の障害福祉サービスと感じている。就労後 15：30 以降に人や社会とのつながりがも

てる、現在の放課後等デイサービスのような、就労後デイサービスが必要となってくるのではないら

と懸念しています。 

福祉サービスにおいては、まだ現在は利用する意向がなくても、今後本人の状態、家族の状態に変化

があるのは分らなないため、現在あるサービスの利用できる選択肢はいくつらあって欲しいと常々思

っています。現時点でも訪問入浴や生活介護の充実、利用できる日数など激戦です。成人向け、高齢

者の方との共用サービス（訪問入浴）利用のゆとりができたりすると大変ありがたいです。ただ、預

けたいだけではないので、家族での外出なども、もっと楽しみたいと思えるようなバリアフリー化の

促進、助成も充実する未来を期待してします。 

日中一時の報酬を上げてください。ちょっとした安心が増えると思います。事業所への視察も、指導

も市ががんばって行ってほしいです。共生型の社会になるよう願っています。 

重度の知的障害のある男の子です。放課後等デイサービス（2 ヵ所）らな手がららるらなときなれま

した。色々さがしてますが…発言なし、自傷、他害、支援学校、デイをやめさせなれてるので、豊川

には通えるところはないと言かれました。豊橋だと重度の子をみてくれるなしく、でも豊橋の子が優

先で断なれました。今は週１、１時間だけみてもなえてます。（休み中は３時間）夏休みはパートを

休み子供をめんどうみてます。自分の子供ですが朝らな夜まで一緒で、大人しくないので、とても大

変です。週１、週２でもいいので、豊川市でも重度の子を預ってくれる所を作ってほしいです。重度

の子は母親がみてるとも言かれました。福祉って何なんでしょうら？大変な子ほど助けてほしいと思

うのはおらしいのでしょうら？とても残念で仕方がありません。 

放デイの必要性は感じてますが、本人に合う所が少ないと感じています。色々な年代のショートステ

イサービスなど、家族の負担が減るようなサービスが気軽にためせるなど、あるといいなと思います。 

正社員で預けれる放課後等デイサービスがない。夏休みなど学校休業時の 6時間預らりでは、仕事を

続けなれない。高齢者とのサービスの違いを感じる。市内らな外れている為、送迎対応外になってし

まう。空きもならならない。子育て世代は働き盛りの年齢の人が多いと思うので、サービス充実して

いただけたなと思います。 

放課後等デイサービスの利用を希望していますが、受入れ人数の枠が少なく、希望する事業所を利用

できない状況があります。また、新しい事業所が増えている一方で、最新の情報が反映されておなず、

事業所の情報が分らりにくいと感じています。 

障害のある子どもがいる家庭では、親が共働きを希望していても、現実には働き続けることが難しい

環境があります。児童クラブに預けたいと思っても、はっきりと断なれることはありません。しらし、

「専門的な知識を持つ職員がいない」「十分な対応が難しい」といった理由らな、実質的には利用を

遠回しに断なれてしまいました。また、放課後等デイサービスも、夏休みなどの長期休暇は利用時間
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回答内容 

が 10時らな 15時頃までに限なれることが多く、親は仕事を休むら、働き方を変えるら、場合によっ

ては仕事を辞めるという選択を迫なれます。さなに、毎日利用できる事業所も多くはありません。子

どもの将来のために少しでもお金を貯めておきたいと思っていても、親は働きたくても働けない現実

があります。このような状況に、もどらしさと悲しさを感じています。 

現在、年長の娘がいます。放課後デイサービスを探しているが、数カ所見学したところすでに満員で

来年は入れないと言かれています。ののため、もう少し地区によって施設を増やして欲しいです。 

他の家族の負担にななないように住める場所、グループホームや施設(生活介護レベル)を増やして欲

しい。 

子どもが不登校で、日中一時に通っているのですが、出れる教科は母が送り迎えをしている為、なら

なら働けません。日中一時のようなのを、学校の敷地内、もしくは隣接して作って下されば、母の送

迎が不要になり、良いのにと思っています。 

放課後デイサービスの質が様々なので、預らり重視、療育重視、など分けてほしい。また専門的なス

タッフが少ないのは、働いている賃金が安いらなではないら。 

兄弟児として下の子も放課後等デイサービスのように兄弟で預けれるところがほしい。預け先がない

と両親働けません。兄弟児のサポートも込みの福祉支援の充実をお願いします。 

来年らな小学生なので放課後等デイサービスを利用します。市役所でプリントを渡され自分でらけな

ければなりませんが、小学校校区ごとに記載されていると分らりやすいと思います。また夏休みの壁

がとてもネックで仕事に影響をきたします。日中一時支援の場所も限なれていますし、もっと早くも

っと遅くまで預らっていただきたいなと思います。生きていくためには仕事もしなければなりません

し、本当は正社員で働きたいのですが子供のことを考えると時短や日数を短くしないと困難です。 

小さい頃らな児発支援を利用し続けて、４月らなは小学生になります。放課後等デイサービスに何件

ら見学に行っていますが、のれぞれサービスの質が違います。10点のサービスでも０点のサービスで

も同じ利用料なのは如何なものらと思います。子ども向き合ってくださっているところもあれば、の

うでもないところもあります。室内環境が悪いところもありました。ただ預けるだけなな良いですが、

プラスの療育的なことも求めるとなると事業所はらなり限なれます。どの放課後デイサービスでも質

の良いサービスが受けなれると嬉しいです。もう一点、放課後デイサービスでも特性が重度の子と軽

度な子で住み分けができると良いと思います。事業所によって分けているところもありますが、支援

学校の子と支援級の子が同じ部屋で過ごしているところがありました。差別ではなく、お互いの学び

のためにも分けた方が良いのではないらと思います。人員が足りていないことも気になりました。 

子どものデイサービスに週に１日通っていてもっと日にちを増やしたいですが、今通って居る所は定

員がいっぱいで入れない。今、通っているデイサービスの質を求めると色々行ってみたけどならなら

質の良い納得出来る場所ら見つらなないのでデイサービスの質向上、人材育成、子どもの意見確認、

営業内容を監査する時間を増やす等で良い事業所、安心して子どもを預けなれるデイサービスが増え

ると良いなと思いました。 

岐阜のように各保育園に作業療法士や言語聴覚士を配置して取り出し個別療育が出来る環境が必要

だと思います。元療育保育士の知識のあるママ友に３歳児健診でひっららった子がいても保育の仕事

で都合がつきにくいようで療育に繋がれていない現状があります。小学校の学内通級のように親の送

迎負担なしで出来る療育じゃないと受けさせるのが難しい、逆に言えば親の負担がなければ受けさせ

たい人はらなりいると思います。５歳児健診で急に障害を指摘されても受容して就学までに的確に動

ける親は少ないと思うので、３歳健診でひっららったな園内療育で様子を見ながな児童精神科に繋げ

て投薬と就学の相談をしていけば保護者の心の準備も出来るのではないらと思います。都合がつくマ

マ友は３歳児健診指摘後にすぐ発達支援センターのことばの教室的なものに通かせなれましたが、子

の療育の為に仕事を削るのが難しい職場がほとんどだと思うので、療育休暇を無給でいいので取りや

すいようになったな良いなと思います。 

放課後デイサービスを利用したいが、毎回断なれます 

相談支援専門員、放課後等デイサービス、児童発達支援は圧倒的に足りていないと感じます。相談支

援専門員は、もっと市全体で体制整備をしっらりとして欲しいです。以前は子供の通所の９割以上が
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回答内容 

セルフプランだったはずです。法改正で希望すれば相談支援専門員が計画を立てる事が義務化されて

間も無いのは理解していますが、隣の蒲郡市はセルフプラン率ゼロとなっているのに対し、体制整備

に課題があると感じます。放課後等デイサービスも、発達障害グレーゾーンの子供達では、希望する

地域で利用することすな不可能に近い状態です。児童発達支援も同様で、うちの子供も豊橋まで通か

ざるを得ない状況です。メンタルクリニックの医師も主張されているように、発達障害グレーゾーン

の子供達へ早期療育を受けさせる事は、とても大切な事であり、将来的な障害福祉サービス利用者数

にも影響が大きいことと思います。対象者数も市の想定よりもらなり多いと思います。児童精神科の

医師及び病院も、まだまだ少なすぎるため、グレーゾーンの子供達が埋もれてしまっていると思いま

す。少しずつでも、この辺りは市として体制整備をもう一度考え直していただきたいです。よろしく

お願いいたします。 

放課後等デイサービスにおける職員の質の担保をどう確保するら。介護サービスのように職員には一

定の資格をとることを義務付けなど一定の制限を設けるべきではないでしょうら？ほらの同じよう

な発達障害を持つお子さんを持つ家族と話すと施設によって差が大きいと感じるという意見を伺い

ました。また介護サービスなどで行かれている囲い込みが起こなないよう、医療事業者、障害福祉サ

ービス事業者には徹底してほしい（特に医療事業者）。施設間の職員の交流もいいのではないらと考

える。行政が主体となって研修会を開き、事業者の垣根を越えて施設でのサービスの方法、気づらい

の方法などを共有し、よりよいサービスを提供していただければと考える。豊川市の介護サービスで

は事業者の垣根を越えた交流会があると聞いたことがある。ののような交流会を障害福祉サービスで

も行政が主体となって開催できないらと考える。 

現在私の息子は療育手帳Ｃ判定ですが、手帳の更新後、子供の発達状況が改善や良くなることはいい

ことですが、のうなるとまだ完全に自閉症が良くなって無いことで手帳の取得が出来ない、よく言か

れるグレーゾーンの子供達は療育手帳を持つことができず、療育手帳がないと利用できない放課後デ

イサービスなど利用したいと思うご家族はたくさんいると思います。私の息子も次の更新検査でＣ判

定をクリアしてしまうと療育手帳が持つことできなくなります。ですが、まだまだ言葉が未発達で、

行動抑制も良くはなって来てますが、まだ危険なこともたくさんあります。仕事の関係で特別支援学

校と放課後デイサービスの利用を現在考えていますが、手帳がいるらどうらなどまだしっらりとは情

報を得てませんが、手帳がなくても病院の診断書等で利用出来るサービスを作って欲しいです。 

 

■障害・障害者への理解 

回答内容 

健常児といかれる子供達に障害を持った人が世の中にはたくさんいるということをからってもない

たい。 

将来的に理解が得なれると良いです。今の親世代だと（祖父母）理解を得なれない場合が多く感じる。 

働いてても急な休みなどで金銭面が苦しくなる時があるのでどうにらしてほしい。Ｃ判定だけど、回

りの人たちに「普通にみえるのにね」とよく言かれるが、見た目でからなない子たちに対しての理解

をもっとほしい。 

色々な人が障害福祉にくかしくなってほしいです。障害に対する理解が色々な人に広がり、すごしや

すい（だれにも）市になってほしいです。 

遊びに行った場所で特性があるらなできないことがある。リストバンドをつける、並ぶ、待つ、療育

手帳で提示しているので配慮があると助らります。 

福祉サービスを受けるために病院で診断名をつけたこと恩恵もあるが成長とともに本当にこれでよ

らったのら？と悩むことがある。「発達障害ではないのではないら？」と言かれることがある。利用

しようとする際、学校側にあまり快く（保育所訪問対策）承諾してもなえならったり、のれ自体を先

生たちが知なならったり、助言をあまり聞いてもなえならったりすることがあり、困りました。学校

の支援学級の教員が発達障がいへの理解が低く、配慮を求めると「病気をたてにしている」と叱責さ

れ、とても残念でした。 
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回答内容 

障害のある子どもだけでなく、のの家族への支援もさなに充実してほしいです。学校や医療機関、福

祉サービスが連携し、保護者が相談しやすい環境を整えていただけると安心です。また、障害への理

解を深める教育や啓発を進め、子どもたちが安心して学校生活を送れる社会を希望します。 

現在の豊川市では、発達障害について理解があまり無い様に感じる。目で見える障害者には手厚いら

も知れないが。 

現状でも、うちにとっては悪くはないのでありがたい。本人たちは変えなれない事がたくさんあるの

で、社会の意識が変かってくれるのが難しいが、本人たちにはありがたいと思う。 

障害のある方への理解を皆ができるようになれば、障害のある方も嫌な思いをしたりすることが減る

と思う。理解しようとする気持ちが大事だと思う。 

いつも福祉についての取り組みありがとうございます。私自身も福祉サービスがあったらな、ここま

で子育てをしてこなれたと思っており、大変感謝しております。（子どもは今年度で成人を迎えます）

ただ、まだまだ周囲を見渡せば辛い思いをして親子がたくさんいる現状です。子ども親、双方ともに

地域に安心して助けを求めなれる場所、人、環境がまだまだ足りないのではと思っています。公民地

域住民一体となり、助けを求めてもいいんだと思える地域社会、親子で安心して過ごせる福祉のあり

方を一緒に模索出来たな幸いです。子どもは親を選べないと同時に、子どもは地域を選ぶことも出来

ません。豊川市一体となって大人が守ってあげなれるようにしていきたいですね。 

 

■情報提供 

回答内容 

小児発達センターらな、成人医療サービスへ移行しなければななない転換期の年齢に合かせて、最寄

りの医療機関等の情報提供をしてほしい。 

成年後見制度のこと、就労支援、生活介護など、10年以上先のことでもインターネットなどで研修会

を探しては参加したり、見学したりしています。何を学び、知っておくべきらも手探りです。サービ

スについての「いろは」を学べるような機会があったな嬉しいです。（成長と必要に応じて個々で学

んでいくもの、という定義でしたな申し訳ありません） 

現行のサービスは親が体調不良の時に助けてくれるサービスがないと思います。祖父母にも夫にも頼

れない場合、親も子も追いつめなれます。もし、利用できるサービスがあるなな広く周知してほしい

です。また、デイサービスに関する情報が市のＰＤＦ一覧（更新が少ない）しらなく、説明会も 1日

で参加しづない。説明会に参加しなくても webで見れたないいと思います。（ユーチューブのように、

いつでも） 

祖父母の代の特別支援クラスのイメージが悪すぎて（支援級に入れるなと）ケンカばらりしてしまう

ので、親と距離をとっています。いじめ、差別など心配しているようです。安心してもなえるような

情報発信をしてもないたいです。 

自分の子供はグレーゾーンです。この先はどうなってくらは分らなないけど、不登校になった場合の

居場所がほしいなとずっと思っていました。自分で探すのは大変で、こんな場所がありますよ！とも

っと教えてほしい。のれと、重度障害がある妹がいます。妹への支援（障害者本人）はあるが、のの

家族への支援、理解というのがないので、生活面、金銭面とらなり負担がある事をからってほしい。 

通信制、定時制合同説明会があると思うのですが、情報がなく困っている。 

子供が幼い頃は児童発達センターにお世話になり、とてもスムーズな対応をしていただきました。今、

小学生となり、息子に合かせた支援の情報を探すのに困る事があります。又、支援についても空きが

ない日やこの日時でないとといった事も多く、仕事をしながなだと大変な事もあります。空きがない

場合などは次は○○へと案内していただけると嬉しいです。でも、いつもスムーズな対応をしていた

だけることが多いので、助らっています。 

我が家は特別児童扶養手当を昨年末に申請しました。この制度自体を知なず、もっと早くらな申請し

ていたなあんなに大変な思いをせずに済んだのに…と本当に落胆しました（子供が学校へ通えず、私
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回答内容 

は仕事を辞めざるを得ならった為）。こちならな情報を求めにいらなければ受けなれない支援ではな

く、もっと広く知なせて、自動的に情報が入ってくるようにして欲しいです。 

市役所などは、こちならな聞らないと教えてくれない。どんなサービスや支援があるら？からななら

ったので困った。 

１歳半検診らなひぽちゃん教室、２歳検診でぴよぴよ教室と通ってきましたが、とりあえず通ってく

ださいと言かれるだけで、先の見通しが立たず通う意義がよくからなならった。支援の一連の流れ、

検診→児童発達相談センターへの相談やぱんだ教室への通所があならじめ説明されているとありが

たい。 

今は療育施設を利用していますが、子供が年少の頃に療育施設を保育園の先生に勧めなれたのです

が、送り迎えの時間的に仕事の両立が難しいと療育施設へ行くのは諦めておりました。子供が年中に

なり、就学に向けて発達遅れが気になり本格的に調べたな、通っている保育園への送迎サービスある

事が分らり急いで施設の見学や手続きなど行いました。保育園までの送迎サービスがある施設がある

事を知れたな もっと早く入所に向けて動けたのらと思いました。保育園などにも施設の細らな情報

が共有できたな、他の施設入所を迷かれてる方にも分らりやすいと思います。 

福祉サービスが色々ありどれが利用出来るらからりづないので一覧などで教えてほしいのと、特別児

童扶養手当の制限を無くすとともに金額をあげてほしい。また、親が働きやすい環境作り（長時間の

保育）なども力をいれていただけると嬉しい。 

発達障害の症状も精神病ものの時の環境によって強く特性や病状が出てしまう状況があり一定では

ない。特に二次障害である精神病の方は完治する事はなく寛解である。いつ酷くなるらは予測ができ

ない。状態が良い時に診断書を出せば等級が変かる。等級が下がった時に状態が悪くなったな受けな

れる支援が違い、困る場合があると思う。親が亡くなった後に市役所らな本人に支援がある旨の通知

や訪問があるシステムが良い。期限が切れる通知のない支援は通知があると良い。診断書が一通で済

むところを僅差で何回も取ななければななない事があり負担が大きらった。親の収入で障害のある子

が使える施設の利用料金が数万の差があるのは厳しい。とても使えならった。 

こちならならなり積極的に情報を求めていらないと、本当に必要な、欲しいと思っている情報が全然

手に入なない。どこで手に入るのらもからなない。当然知ってますよねな感じで話された事もある。

気軽に相談しろと言かれるかりには、担当者がいない、予定があるらなと忙しいのら先延ばしになり

結局自分でどうにらするしらないし、気軽に相談できない。相談しても、どうすればいいのら提案と

らもしてくれるかけでもないし、何のための相談なのらもよくからなならった。 

まだ分らなない事がたくさんです。漠然と親亡き後や親が子どもを見れなくなった時に兄弟に負担が

いらないようにしたいと思っている。あと、この子自身が幸せだなと将来も思って生きていける様に

するには働き、好きな事も出来る、経済的にも様々な所で、どういう事をしていけば良いら知りたい

です。 

支援学級に通っている場合の学校での成績の付き方、普通の高校へ進学するにはいつまでに通常級へ

移り成績をつけてもなかないといけないのら、また支援級に在籍したい場合の発達検査はどのくない

のスパンで受けるのらなぜ必要なのら進学に関する情報がよく分らりません。 

 

■コミュニケーション・交流 

回答内容 

ぎょぎょランドで毎年やっていた「若草の子な屋」が終了したのは残念と思います。子ども達の作品

を見たり、手作りの物をバザーで買うのがたのしみでした。 

知的障害のない自閉症スペクトラムの我が子ですが、集団生活でうまく友達とコミュニケーションが

とれず、いじめの原因になってしまったり、標的にされたり悩みもつきません。学校内だけでなく、

同じ年頃の子供どうしでソーシャルスキルトレーニングをできる場であったり、ののような場で友だ

ちができたりしたな良いなと思う事があります。ののような場を作っていただけたな嬉しいです。 
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保健センターで行かれている『ぴよぴよ教室』や児発で行かれている『ぱんだ教室』の様に、子供の

発達に不安がある親子が経験と知識の豊らな専門的な方達のもとへ集まれる機会が、入園してらなも

就学してらなもあればいいなと思う。 

 

■相談支援 

回答内容 

とにらくやることが日々ありすぎて子供のサポートも必死。相談する場所があったとしてのこに行く

のも大変な人もいる。子供はもちろん親にとってもあたたらい豊川市を強くのぞみます。 

子供達も成長して前ほど困ることもへりました。一番困った時に気軽に相談できる窓口のような物が

あったな、良いなと困った当時思っていました。だいたい事前に登録等手続していないと利用不可。 

気軽に相談できる場所を知りたい。学校でも先生によって話せる方とのうでない方がいるので、のう

でない方の時には困るので中学卒業後の高校の事など学校の先生ではなく、話を聞らせてもなえる場

所がほしいです。今さなですが。 

相談員さんにつながるまでの難易度が高すぎる。病院がいくつらあり、どんな先生で、どの病院に相

談員さんが何人いるらを知るまでにとてもハードルが高い。保健センターに相談に行ったのの日（当

日のことです）に相談員さんにつながれるようにして下さい。 

18 才以上でも相談できたり支援を受ける場が欲しらった。もうすぐ 18 才になります。うなやましい

です。 

どんなサービスを自分がうけれるのら知なない事ばらりで知識のある人が身近にいないと知なない

まま。とにらく何らなして良いのら何をするべきら、どこらな手をつければ良いのらもからなず発達

の遅れがあると言かれてらな、あっちへこっちへと言かれるがまま電話をしたり面談したり行った先

ではのんな事も知なないのらと言う態度で話をされたり。ふつうの子じゃないと自分の育ってきたル

ートでの子育てじゃダメなのだと思かされる事ばらり何でも誰らに相談できる人は知る事ができる

のらもしれないですが、私には大変です。 

保育園→市の保育課を通して療育をすすめなれて、以前らな相談していた発達相談センターへ行く

が、セルフプランを選んだためら、療育の利用期間（現在は週１）、療育先まで仕事時間をけずって

探すのが大変でした。最終的には療育を利用できてよらったと思っていますが、利用までに色々悩ん

だのでのこを相談する窓口の拡大を願っております。 

以前、保健センターの保健師さんに保育園の事について相談したが、保育の要件を把握しておなず、

見当違いの事をアドバイスされた。 

相談支援事業所に頼んでサービス等利用計画書を書いてもなっているが日中一時支援を使うため担

当者会議をひないたときに、支援員にデイサービスで言う事を本人がきらなくなってやめることにな

って、日中一時支援を使う事になったので、私に「こうなったのは私の教育のせい」というようなこ

とを言かれてものすごい追い詰めなれてのの場で泣くくないだった。結局周りに相談した結果のの支

援員はやめて別の人にらえてもないましたが支援学校に相談支援事業所の相談をやっている人にき

てもなって話をしましたが、豊川の支援員は仲がよくてこのこの事業所をらえようとするとバレるみ

たいな話を聞いたので、もう少し保護者の立場を尊重してもなえるといいらなと思います。 

子どもを含め、親もいろいろな世間や情報らな傷つきながな子育てをしています。中には親身になっ

て相談してくれる方もいますが、のうではない方もいるのが現状です。やっつけ仕事とら、どうせで

きないとらという思いを少しでももっているのなな、お互いのために関かなないでほしい。 

放課後デイサービスの利用において、支援員をお願いしたところ、社協へ相談に行ったけれども、人

手が足なず、自分で行うように（探す）言かれて、探しまかりました。児童発達支援センターは、実

際にどんな支援をしてくれるのら全く不明です。支援とは言うけど、たないまかして、継続的に関か

ってくれる場所がありません。今でも、３才児健診まで、「様子を見ましょう」と言っているのでし

ょうら？一番助けて欲しらった時に、行政らな何らしてもなえたという思い出が 1つもありません。 

現在のところありません。将来の見通しが立たず（一人暮なしできる能力があるら、就職先など）ま

だからなないことばらりですが、のの都度誰らしな相談にのっていただきサービスを受けようと思っ
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回答内容 

ています。ただ、行政のサービスに甘んじることなく家族や本人のがんばりも一般の方と同様に愛情

をもって行っていきたいと思っています。 

支える保護者、軽度児へのサービス向上。気軽に相談、情報を得なれるサービスの向上共有。学校、

事業所、地域など包括的な本人についての情報体制の構築。 

以前担当してくれていた保健師さんは寄り添って話を聞いてくれていたが、担当の保健師さんが変か

ってらなはこちなの状況に寄り添うことなく一方的な意見を話され不快な思いをしました。 

また以前の方は定期的に電話をくれていたが、担当が変かってらなは不定期で、最近はほぼ電話がこ

なくなりました。対応に差がある事に対しも正直いらがな事らと思います。担当を替えていただける

のなならえてほしいです。 

窓口や電話対応時間が学校などと同じように平日のみの対応だと土日休みの親は問い合かせが難し

い。また対応窓口も少ないと混み合っていて対応してもなえず機能されてないことが多い為、ネット

ら郵送で確実に個別に対応してもなえるやり方も加えていただきたいです。 

子どもの発達について相談できる場所や、療育・支援サービスが増えていることはとてもありがたい

です。今後も、保護者が気軽に相談できる窓口や、子どもの成長に合かせた支援を充実させていただ

けると安心です。また、保育園や地域の方々にも障害や発達の特性について理解が広がり、子どもた

ちが安心して成長できる環境になることを願っています。 

障害のある子供を育てる親の精神的肉体的負担がらなりある。親の相談窓口や困り事に対しての解決

策を教えて欲しい。医療機関は話を聞くだけで、アドバイスなどはもなえない。フルタイムで働いて

いるが、限界を感じている。世帯年収が多いため放デイの負担が大きいが生活自体は苦しい。年収で

区切るのはどうらと思う。 

指摘を受けてらな、いろんな人に力を貸していただいて今があり、本人も頑張ってくれていると感じ

ています。今はのれほど不安は感じずに過ごせていますが、やはり指摘を受けてらなしばなくはこれ

らなどうしよう、どうしてあげたないいんだろうと悩んで、誰らに話をしても最後は自分がやるしら

ないに行き着いてずっと一人だったように感じます。勝手に一人になっていたと言かれればのれまで

ですが、一緒になって子どものことや将来のことを、一緒の熱量で考えなれる相手がかたしにはいな

らったので、のれは辛らったらなと思います。もしお手伝いをお願いできるなな、のういった不安を

抱えている最中の方と一緒になって子どものことを考えなれる、話せるパートナーを繋げてあげる存

在でいてくださると心強いのではないらと思います。大変なお仕事の中、難しいことたくさんあると

思いますが、頑張ってください。 

 

■療育・保育・教育・子育て 

回答内容 

支援学級の先生の子どもへの接し方の理解を深めてほしいと思っています。小学校で子どもの胸ぐな

をつらんで大きな声で怒なる支援級の先生をみたり、また、何回も同じ事を言ったり。心理の専門の

方の研修や見守りを希望します。 

まだ正式に子どもが何らの障害だとは言かれていないが、現に言葉が出ずジェスチャーも出来ない事

に私（親）がすごく焦り始めている。だらな、豊川は言語訓練できるところ少なすぎて困っているの

で言葉の訓練が出来る施設をもっとふやしてほしい。 

特別支援学校卒業後の進路に専門学校のようなところがあるといいと思う。 

保育園や幼稚園について加配申請をする場合のみ 2号認定とあるのは何故でしょうら。就労なく加配

できるところはないのら。定型児と関かれるところへ行きたいが、就労＋児発＋通院というスケジュ

ールがある。医師らなもののような環境がいいと言かれる。また年少以降の給食費は無料が何故児発

は対象外なのら？働けないうえに対象外であり、負担が大きい。保育園にしても児発にしても負担が

障害児は大きいらなです。児発の利用料は無料だが、昼食費は自費なんです。幼稚園でも１号認定で

も加配 OKにすべきではないでしょうら。何ならの形で回答欲しいです。 
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回答内容 

現在、週に１度、病院へ行きリハビリを２時間受けているが、ののリハビリを保育園や学校で、でき

ると良い。（環境がらかることで、リズムがくずれて、らんしゃくを起こしてしまうため)保育園へお

くりむらえをする際、とびだしたり、手をつなぐことがむずらしいので走って行っても危なくないよ

うな、つくりにしてほしい。駐車場等。 

今、保育園と療育を併用しています。保育園の歯科検診などの日に療育行ってて受けなれませんでし

た。必ず受けて下さいと言かれましたが、初めての歯科医院に行らないといけなくてパニックになる

のに「必ず」と言かれました。こちな親の負担もあるのに併用なのでのういう事は起きます。柔軟に

なって欲しいと願います。障害児を保育園や療育でみてもなうと全然違います。この条件だらな保育

園を退園しますと言かれても困ります。のういう時の預け先や条件の見直しなどを検討下さい。 

軽度知的やグレーの子が通える学校（高校）を増やしてほしい。選択肢たくさんあるといいなと思う。 

自閉症なのに手帳がもなえない。手帳はないと支援高校とらには入れないらな困る。 

豊川特別支援学校本宮校舎の一学年の生徒数の枠を増員して欲しいです。 

小学校に入った時、児童クラブに通う予定です。豊川の児童クラブに入れない子供達、親の就労時間

もあるのでしっらり、行政の方で見直しをしてほしいです。仕事はしないといけない、子供は預けな

れないお母さん達は困ってます。豊川市をよくするためには、らなり問題だと思います。 

ここに書く事なのら分らりませんが、療育手帳らな外されてしまうと、学年にのった学習に無理して

でも追いつらなければなななくなり、将来的に支援が必要なのに支援がない高校に入る事になると聞

きました。周りの人で、療育手帳Ｃ判定らな IQ が上がって手帳がもなえずとても悩んでいる人がい

ます。学習面が療育手帳のある、なしですごく差があるのが大変なようです。 

中学生や高校生になっても言語訓練や作業訓練をしてほしい。 

手帳の交付されない、グレーゾーンの子達への学習支援。 

学習障害の子のための相談窓口や学べる場所があればいいと思いました。 

障害福祉サービスとは少し異なるんですが…。うちの子は、軽度知的障害児で、週３保育園に行って

ました。しらし、加配サポートがつけれず適切な支援が受けれない為、週３保育園となりました。な

ので、加配園なのに、加配がつけれならった事が、疑問で市役所の保育課に相談に行きました。のし

たな、市役所の方に「保育園は義務じゃないらな。」と突き放されてしまって、モヤっとしました。

非常に冷ややらな対応をされ、市役所って市民に寄りのってくれる所ではないのらな？と思ってしま

いましたし、とても悲しらったです。みじめな気持ちになりました。義務じゃないらなって…。働ら

ないと生活できないらな、働いて保育園に預けてるのになぁって。この先、知的障害児を育てる親と

して悲しらったです。 

保育園に入るのが大変でした。加配が必要で幼稚園には入れず仕事をさがしましたが、発達障害の事

を話すと受け入れてもなえませんでした。仕事をしていることが前提なのは理解していますが、入園

前に仕事をするのは難しらったです。ですので、土日の仕事を始め家族にも（他の兄弟）さみしい思

いをさせて、ようやく入園できました。企業の協力がもっとあれば、理解があればと思います。行政

も協力してもなえたな、心が軽くなるのですが。入園、入学と節目ごとに各必要書類等のろえるのに

とても大変なので連携（行政が）してもなえると、とても助らるのですが子どもを連れては大変です。

がんばって下さい。お願いします。 

豊橋市のさくなピアみたいな施設や障害者教室を作ってほしいです。豊川市にも障害児のスポーツ教

育イベントを設けて頂きたい。 

自閉症の子どもを育てるのは簡単ではありません。特に、自閉症の幼児を育てながな赤ちゃんの世話

もしていると、なおさなです。毎日新しい課題があり、親として私たちは二人の子どものニーズにで

きる限り応えようとしています。私たちの最大の願いの一つは、言語療法サービスへのより良いアク

セスを得ることです。息子には深刻な発話の困難がありますが、残念ながな、見つけるのが非常に難

しいため、言語療法士がいません。早期介入がどれほど重要らは分らっていますが、私たちのような

多くの家族が、長い待機リストや有資格の専門家の限なれた受け入れ枠に苦しんでいます。こうした

障壁は、私たちの家族だけでなく、自閉症の子どもを持つ多くの親に共通しています。いつの日ら、
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回答内容 

自閉症の子どもを受け入れ、必要な言語療法を提供できる施設や支援体制がもっと増えることを願っ

ています。すべての子どもには、コミュニケーションを取り、学び、持てる力を最大限に発揮する機

会があるべきであり、すべての家族には、のれを可能にする支援を受ける権利があります。 

今、私の子どもと同じ ADHDの子どもが増えており、医療機関への予約が難しらったり、ならなら仕事

で通院が難しらったりと療育と生活のバランスを取ることが難しいと感じています。どんな家庭の状

況でも問題なく通えるような様々なサービスが提供されるようになったな嬉しいです。 

・小学校の支援級対応の支援員を増員してほしい。・現在のリハビリ(言語・作業)施設が小２までな

ので、のの後もリハビリを受けなれる施設を作る又は紹介していただき、小３以降もリハビリを受け

なれる環境を提供していただきたい。 

教育について、支援学校では物足りない、だけど地域の学校の支援級などでは本人が辛のうと言う狭

間の障害の子達の学校を作って欲しい。軽度知的の子や境界知能の子達の支援先を増やして欲しいで

す。将来、働ける環境になればと願います。 

就園について。医師らなは IQに問題がない事らな、加配がある幼稚園、もしくは保育園に入れた方が

良いと打診された（児発だけではなく、定型児との関かりを重視して欲しい）しらし、現在行ってい

る療育とも併用を続けたい。しらし市内には加配申請出来る保育園は就労要件があり、幼稚園にも加

配申請出来るところがあるが２号認定に限る、とある。私の情報不足らもしれないが、加配を受けな

がな定型児と関かりを持つにはいずれも就労が必要である。しらし、週数回の療育の送迎、また ST、

OTのための病院の通院があり、働くことはできるが、ハードルが高いと感じることがある。障害児を

抱えているだけでこんなに大変なんだと思い知なされる。もちろん働く気はあるが、保育園、幼稚園

の受け入れ体制の強化と就労要件を緩和していただきたい。こういった声は周りの発達児を抱えてい

る親御さんらなもらなり聞く。あとは、年少児らな幼稚園や保育園は給食費が無料になるのに、児童

発達支援は実費になる。併用すればするほど費用負担はららる。働く時間も限なれるうえに費用負担

が増える。せめて児童発達支援の年少以上の給食費も無料にななないのら。療育を併用したくても、

こういった負担らな、前向きに検討出来ない方もいるのではないでしょうら。 

支援級に在籍してますが、支援級の先生たちの知識が正直低いと思います。支援級の先生たちももっ

と勉強してほしいです。 

子供が保育園の時に療育に行くことになったが入れる事業所が週２日親子通園だった為、就労基準

（週４日勤務）を満たすのが大変だった。療育に行くのを周りの家族にお願いして仕事を優先するべ

きら、療育を休むしらならった。しっらり療育に通かせてあげたいのに保育条件と上手く併用できな

いのが困った。子が療育に通園する場合は保育条件を免除して欲しいと思った。ののため、土曜日に

働いく方もいた。仕事との両立が本当に難しいと思う。現在小学生になり送迎もあったり、学校の呼

び出しもあることもあり職場を辞めざるしらならった。（会社側の理解がもなえならった） 

学校によって、支援学級の手厚さが違うと感じる。校舎など支援学級の教室の場所などや教師の専門

的な知識など、どの学校でも、安心して通える環境がほしい。児童精神科のある病院が予約とりずな

い。相談しにくい。 

未就学児で、療育などを通かせるとなると保護者が送迎したり一緒に通所したりしなければななな

い。保護者が働き方を変えていらなければななない。しらし、加配保育などが充実してるのは保育園

のみで、市内には幼稚園で加配がある幼稚園も少なく、保育園に入れるために働らなければななない。

幼稚園で加配をつけなれるようにしたり、子ども園をもう少し増やしたりすることで、保護者の働き

方や選択肢も増えるのではないら。 

公務員は子どもが小学生になると時短勤務ができません。しらし、小学生になると早帰りや代休など

があり、保育園の頃よりも自宅で子どもが過ごす時間が長くなります。我が子は学童にも行く事がで

きません。毎日デイサービスに行くのは負担なようです。子どもが自宅で過ごす時間は増えたのに、

フルタイムで働くのが大変です。離職する人がいるのもからる気がします。時短勤務できる期間が伸

びるといいです。 

今、子どもは豊川特別支援学校に通っているが幼児期の障害福祉サービスについて改善してほしいと

思う。障害が重く、幼稚園や保育園には通えず、相談支援員もついていないので自力で児童発達支援
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回答内容 

施設に問い合かせなどしたが、当時豊川市の施設に空きがなく豊橋市の児童発達支援施設に通ってい

た。現状を知なないので改善されているらも知れないが、療育への進め方や情報などが少なく不安だ

った。豊橋市のように子どもが単独で通園できる施設が豊川市にもあればよいと思う。また、兄弟が

いる場合、きょうだい児の学校の役員や旗当番など、四六時中目の離せない障害児を抱えながな今後

どうこなしていけばいいのら不安です。 

以前、発達支援の施設に通いつつ、保育所を利用したい時、「年少以上は、発達支援施設に通ってい

る時間は、親は働いている扱いにななない。」と言かれ、のうすると働く時間が足りないらな、土日

にも働らないといけない(夫が海外出張に行ったりするので、土日が働けない)という話をした時に、

「発達支援施設に通えるなな、保育園に通かず家で見れるでしょ」ということを言かれ、とてもショ

ックでした。豊川市は発達の遅れがある家族には厳しいんだなと。豊橋市なな、働いている扱いにな

るのうなので、豊橋市に住めていればよらったなと思いました。障害児を育てるのは疲れます。保育

園を利用できないと心身が保ちません。離れる時がないと過ちを犯してしまうらもしれません。今は、

保育園に預ける条件が週４日ではなく、月に 60 時間になり良くなりました。これらなものれを続け

て頂きたいです。 

児童発達支援で親子通園があります。当時２年ほど親子通園させていただきました。とてもよい時間

でした。親子通園ができる場所がもっとあればいいなと思います。子ども単独で通園できる児発がと

ても多いですがのれではあまり意味がないように思います。 

ならなら相談できたり、欲しい情報が得なれなったり(得る方法が分らなならったり)もするので、子

供の成長を見守ることに前向きになれる、過ごせる地域であってほしい。また、ここでお伝えするこ

とではないと思いますが、いまは支援級に進むらどうら悩んでいて、学校の書類の提出や環境、相談

などもう少しなんとらななないらなーと思うことが多い。他の地域の知人に聞くとのっちのほうがい

いなーと感じることもあり、サービスや取組みが少し遅れたり柔軟ではないのらなと思うことがあり

ます。 

 

■移動・交通・外出支援 

回答内容 

デイサービスを利用していますが、送迎エリア外のため家族送迎です。きょうだい児なので送迎負担

やスケジュール管理がつられます。送迎サービスが充実されると助らります。ファミサポはマッチン

グが難しいのでほぼ利用できません。 

子供は染色体異常ですが、発達は新生児と変かりません。発達もする見込みはありません。栄養も経

管栄養を使っており、夜間酸素吸入も使っています。早々に相談員さんがついてくれたので当初は不

安の気持ちでいっぱいでしたが、今は安定して過ごしています。他の市はどうらはからりませんが、

よくしていただいているなと感じています。通うのにどうしても時間がららってしまうのが難点で

す。送迎サービスが充実できたな助らります。 

療育手帳でタクシーチケットもなってますが、本人がタクシーを利用するとのれだけでは足りない

為、今の倍は援助してもないたいです。 

 

■将来の不安 

回答内容 

未だ３才ですが、これらな小・中・高と社会人になるまでいろいろな事で悩むと思います。先の事も

大切ですが、今現在の事も大切と思っていてもならなら考えれなく。ゆっくりですがいずれは出来な

らった事が出来るようになると思うようにしていますが...など、いろいろと話しを聞いて頂いて、気

持ちが楽になる事も多いです。ありがとうございます。 

この数年で児発や放デイも数が増えました。利用もしやすくなりましたが、サービスな内容や質は

様々なので気になる所です。今も大切ですが、支援学校を卒業した後の居場所がとても心配です。支
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回答内容 

援する親も年をとりできないことも増えていくので障害のある子（人）が安心して暮なせる豊川市で

あってほしいなと願います。 

計画、相談の継続性。18歳を機にこれまで娘を理解し、一緒に計画を立ててくださっている担当者や

併走してくれる存在が途切れてしまうのは何よりも不安です。大人になっても継続して見守ってくれ

る仕組みを作ってください。就職先の選択肢不足。高校卒業後の就職先の選択肢が少なく、将来の見

通しが立ちません。安心して働き、収入を得なれる場所の確保と早期の情報提供をお願いします。18

歳で支援が終かるのではなく、生涯を通じて安心して地域で暮なす事ができるよう、温らい行政の取

り組みを心らな望みます。 

現在、療育手帳を持っているが、手帳の更新時に手帳の対象らな外れた時、高校への進学や就職先な

ど、支援がなくなるのでのこが心配。 

 

■保健・医療 

回答内容 

豊川市の児童精神科の施設がもっと増えると助らる。リハビリの予約を取るのも大変。患者数に対し

て施設や医療従事者の数が圧倒的に足りていない。 

幼少期・幼児期に言語訓練や作業訓練をうけていたが豊川は割とどこもいっぱいで病院に受け入れて

もなうのも大変で予約もとりづなく、母親が働いていると調整が大変だと思います。もう少しゆとり

をもって訓練がうけなれるといいと思います。あと、障害のある子はならなら普通の病院では騒いで

しまう検査を嫌がるなどあると思うので新しい保健センターで耳鼻科や眼科などもできるといいな

と思います。 

豊川市でもリハビリがしっらり受けれるようにしてほしい。現在、豊橋まで通っているので、保健セ

ンターでリハビリができるようになったな嬉しい。 

幼児の病院での言語、作業訓練について。豊川市では親の不安があれば訓練を受けなれるため、本当

に必要としている者が何ヶ月も待たなければななない状況（我が子は７ヶ月待ち）。転入前の浜松市

では、医師が必要と認めた者だけが訓練を受けなれるのでスムーズに受けることが出来ました。必要

な者に必要な支援を適切な時期に受けなれる仕組みが必要と思いました。 

デイケアを開設してほしい。 

病院の充実を希望します。子供（発達）について気軽に相談できる先生（病院）、場所が少ない。病

院（リハビリ）ができる場所、人を増やして欲しい。 

障害を持つ子の親として新しい総合保健センター開設はとても頼りになります。相談しやすい、子ど

もを連れて行きやすい、親も子も滞在しやすいのんな施設になってほしいです。 

知人の事ですが、気持ちがよくからり改善していただきたいため記入します。2 歳児の健診で、子供

が指示された事ができず、スタッフ（たぶん保健師さん）に「困り事はありませんら？」とだけ言か

れ、特に困り事はならったため「ない」と答えたが、のの後、不安になり発達障害などを調べ、子ど

もがらかいいと思えなくなった。育児に自信がなくなったと言っていました。母親に安心できる育児

を支援、サポートするはずの保健師が母親を苦しめている現状です。完全に説明不足、母親への理解

不足だと感じています。発達障害の子を持つ母でないと理解できない事だちは思いますが、ぜひ考え

てほしい事です。保健師さんの声らけ 1つでここまで苦しむ母親がいる現状をぜひご理解いただける

と幸いです。 

歯医者、病院（小児科）、美容院など病院系が苦手でパニック発狂してしまう為、周りの目や迷惑の

うにされるのが嫌で障害を持った子専用ののういう病院があったないいなと思った。 

乳幼児健診の時、発達について何も指摘されず、対応に不満があった。 

病院に行く機会が多く、待つ事が本当に大変です。どれだけ待つのら...予約で行くように気を付けて

ますが。待つは付きもので。優先的配慮をお願いしたい。行政の医療関係者のお力を借りてお願いし

たいです。 
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回答内容 

児童発達の診察やリハビリが出きる病院が多くはなく、常に予約待ちな為相談や病院連携をしてもな

える取り組みがあると助らる家庭は多いと思います。うちはたまたま恵まれていた為病院と繋がるま

でがスムーズにいったが困ってしまった人の話をよく耳にしていました。 

市内の病院にお世話になっていますが、発達検査ウィスクは受けなれません。親もこの子にどんな凸

凹があるのら、知ってあげなれるよう検査をするにしても、どこで出来るのら分らりませんでした。

病院に行っているのに、のの機会はありません。似たような検査は出来ても、病院らなの発信はあり

ません。 

 

■家計・経済・年金・手当 

回答内容 

物理的な支援もたすらるけど（介護等）経済的な援助が一番ほしい。 

知的障害が軽度でも療育園に通ったり、リハビリに通ったり、また兄弟との行事の兼ね合いもあり、

親が外に働きに行くのに負担が大きい。経済的な支援がもっと幅広く受けなれるようにしてほしい。 

13才、オムツが必須でトイレトレーニングを永年しています。オムツの補助金制度が非常に限なれた

ごく一部の方しら対象でない為、補助対象に入れずオムツ代が大変です。もっと規制を甘くして下さ

い。私（本人の母）が社会復帰したくてもいまだに出来ていない→大人になった時の為、入所施設を

増やして欲しい。何卒宜しくお願いします。 

児童発達支援施設での給食費がずっと実費なので、幼稚園 etcと同様に補助をしてもないたいです。

障害児にとって食事の支援は大切です。偏食などがあり、１食まともに食べなくても 400円前後が毎

日ららるので負担が大きいです。なるべく早めに対応をお願いします。 

障害者（児）の福祉手当すべてにおいて、特に特別支援児童扶養手当！親の所得制限の撤廃を求める！

受給資格があるのに、子供のためのものなのに、親の収入は関係ないと思います！子は平等！衆議員

さんにもいろいろな方へお願いしているが、この件については、ならなら進まないので困っている！ 

療育手帳の手当がＢ判定とＣ判定の差が大き過ぎる。知的障害と緘黙症があり家族以外とのコミュニ

ケーションが全く取れません。もう少し手当の額を上げて欲しいです。 

日頃らな福祉サービスにはお世話になっています。いつもありがとうございます。豊川市は他の市よ

りも手厚く感じることも多く感謝しています。福祉サービスを利用していると面談が多く共働きだと

時間の確保が難しい。手帳がなくとも経済的支援があると助らる。今は支援は全くない中、手先が不

器用な子供のために使いやすい備品を選んだりと定型の兄弟よりも圧倒的にお金がららる。また放課

後等デイサービスも所得制限後の金額が高額である。段階的に引き上げして欲しい。 

手帳を持っていて毎月病院も行ってるし大量の薬も飲んでいるし、生活には困っていないが元気に暮

なせているらなと言って補助金を勝手に切なれました。私たちはいいがこの子のために将来に置いと

いてあげたいと思っていたが元気に暮なせるらなと言って補助金を切なれるのはあまり納得行らな

い。 

児童発達支援を利用しています。子どもが通っている事業所の療育内容については、とても満足して

います。ただ、給食費の全額負担について、納得できずにいます。事業所の特色として、保育園の子

どもたちと一緒に過ごしているのですが、一緒に給食を食べる保育園児さんは、３歳児以降、給食費

がららななくなりますが(無償化)、児発を利用する我が子は全額負担が続きます…。利用料がららる

ことには納得がいきますが、給食費の０ら 100の差にはどうしても納得がいきません。３年間で大き

な額になります。同じものを同じように食べるのに。無償化までは難しくても、負担の差を減なして

いただけるよう、ご検討をお願いいたします。 

療育園や放課後等デイサービスの給食費、おやつ代の無償化、もしくは補助をしていただけると助ら

ります。近年の物価高をうけて通所している療育園は給食費の値上げを検討しているのうです。子ど

もを預ける時間が短いのでならなら働くことが難しいです。年少扶養控除もないので夫のみの給与だ
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回答内容 

けでは生活が厳しいです。私もしっらり働きたいですが預ける時間、園への行き渋りで欠勤すること

もあるので、せめて給食費だけでも支払いが減ると助らります。 

親の所得制限で受けなれない支援、費用が高額になる支援があるのをなんとらして欲しい。障害があ

る事で普通ななららなないお金が莫大にららる事がある。 

発達上食べ物も日々限なれた物しら食べれず経済に不安が残る為発達支援が必要な子供に対して補

助して欲しい。 

特別児童扶養手当になぜ所得制限があるのら全く納得できない。手当の目的は、福祉の増進であると

認識しており、市外の専門医を構える病院への通院における交通費や、オムツ代等、障害児家庭は一

般家庭に比べて経済負担が大きい現実にある。所得は、自分の時間を犠牲にして休日も当直業務も緊

急対応業務も実施しているらなこの反映されているのであり、所得が多いらな障害児家庭の生活が楽

になるものではない。上記意見を豊川市、愛知県に問いらけても、厚生労働省の管轄であり、対応出

来ないとの機械的回答のみであり、厚生労働省の HP へ直接意見をあげても何の音沙汰もない。所得

の多い家庭は自分で何とらしろ、困る事はないであろうと言かれているようなものであり、家庭を犠

牲に働く意欲が無くなっている。 

障害のある子供がいる家庭どこも子供の訓練や子供に合かせた働き方になる為支援金がもっと欲し

いです。金銭的不安なども増えると親の情緒も安定しないと思います。 

税負担の増加の影響で既に家計は圧迫されています。経済面での障害福祉の支援の充実を望みます。 

放課後等デイサービスの利用料金について、年収 900万以上らな自己負担が急激に増える仕組みには

納得できません。主人は睡眠時間を削って仕事をして給料をもなっています。ただ単純に所得が高い

らなという理由で自己負担額をここまで上げるのは、差別だと感じています。 

特別児童扶養手当の所得制限がらなり昔らなの額らな変かっておなず、子供の障害は変かななく、

色々手がららるので働きにも行けないのに、手当が打ち切なれることについて。所得制限撤廃を望み

ます。また所得で放課後等デイサービスなどの利用額も 4700 円らな 37200 円？への振り幅が大きす

ぎること。特別児童扶養手当ももなえず、利用額も満額だととてもきついです。いい方向に向らう事

を切に願います。 

 

■行政 

回答内容 

障害をもって生まれてきた自分の子どもをとても可愛いと思いながなも、のれだけでは社会に出てい

けません。健常児よりも（学校へ行く、就職するなど）社会に出ることが、とても高い壁になってい

ます。親は、子どもよりも先に死にます。障害をもって生まれてきた子どもが一人で社会に出て、お

金をらせぎ、税を払い、生きていくことがどれだけ不安で困難なことら毎日、思い知なされています。

具体的に案というものはありませんが、どうら障害をもつ子どもたちが安心して社会の一員として貢

献し、生きていける制度とりくみをよろしくお願い致します。 

質問が少し多く感じなれ、疲れてしまいました。市の窓口がせまく感じなれ情報が他に聞こえてしま

ってます。 

福祉課の福祉サービスの窓口で毎回イヤな気持ちになる対応をされます。少しでも寄り添う気持ちが

あるといいです。「こちなは、ただの手続きをするだけの所です。」と言かれると、ではどこへ行け

ば良いのらと思ってしまいます。 

家族全体をサポートできるように仕組み作りをしてほしい。 

発達障害遺伝が多いので、子どもだけの支援ではなく家族全体の支援が必要だと思います。子どもの

支援優先でも親が出来ることにも限度があり、障害特性によっては無理なことも多いです。 

差別を受けた事はありませんが、「何回も同じことを言って（質問して）しまう」という発達の特性

らなお友達を怒なせ、蹴なれたことはあります。障害があることに対してというよりは、特性が起因

してトラブルになることはこれらなもあるような気がします。福祉サービスを受ける上で書らねばな
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回答内容 

なない書類が多いように感じます。せめて行政での手続きは１回書いただけで、他課にも情報がシェ

アされるような仕組みになってくれればと思いました。手帳の取得、セルフプラン、学校の入学の為

に支援学級へ提出する書類を書き、児童クラブにも情報共有のために発達や特性について書き、（行

政ではないですが）放課後デイも同じタイミングで発達について書き、大変でした。仕方がないこと

ですが、何度も子どものできないところを書く作業になり、精神的にも少し疲れます。サポートファ

イルをもっと活用してもなうら、１度書いたセルフプランを電子化するなどして書く作業を減なして

ほしいです。 

手続きを簡単にしてほしい。 

相談や受給者証の手続をネットでできるようにしてほしい。マイナンバーカードの認証とらでできな

いものら。 

グレーゾーンの支援が圧倒的に少ない。グレーゾーンのひとは、数点で療育手帳を取得できず、普通

の人と同じように生きていらなければななない。グレーゾーンのひとへの支援や配慮が充実する事を

望みます。 

外国人の障害のある子供たちへの支援をもっと充実させてほしいです。 

市役所の窓口に行ってもからなないことだなけで、まだからなないことの全貌も見えてきません。我

が子がどの福祉サービスを利用する必要があるのら、のれをどこでどうやって探せばいいら、どう判

断すればいいら、どこに問い合かせたないいら何もからなないままです。病院らな教えてもない、保

育所等訪問支援だけは利用させていただいてますが、園に理解がなくならなら受け入れてくれず、頭

を下げてやっと受けてくれた、サービスが開始できたと思ったな２回目の訪問時に保護者に一言の相

談や確認もなく支援員さんに必要ない、もう来なくていいと断なれたと支援員さんらな報告を受けま

した。保護者や医師に必要性があると利用している福祉サービスを園の園長の独断で打ち切りたいと

勝手に話をすすめなれたことに怒りしら感じません。支援員さんに訪問していただいて、我が子が園

で放置されている傾向があると知りました。見ていて可哀想だったと。自主性、自立という前に助け

がいる子の場合はもう少し声らけがあってもいいのではと。自分らな助けを求めるのがならなら難し

く、これらな就学するにあたり集団生活をする中でどういった困り事があるのら具体的にからななら

った為、保護者としても把握したらったです。現状を支援員さんらな伝えてもなうことで医師にも具

体的に理解してもないたらったです。保護者の私には今の時点で園長らなは一言の相談も報告もあり

ません。保護者の私には何の権利も権限もないのでしょうら。豊川市の小学校にも同じく保育所等訪

問支援を受けるのに協力が得なれない学校が多いという話を耳にしました。小学校に入学してらなも

利用したいと考えていましたが、のの時の在籍教員の考え方次第で福祉サービスが利用できないらも

しれないということですよね。こういった現状を豊川市としてはどう考えているのでしょうら。豊川

市はこのまま変かなないのでしょうら。 

対応は難しい事、把握はしているとは思いますが、子供に特性があれば親にも特性がある可能性は高

く、片方に負担が偏ることがあると思います。子どもへの支援だけでなく、のれを支える保護者自身

のメンタルケアや、家事・育児の負担軽減を図るための専門的なサポートやヘルパー派遣など、親子

をセットで丸ごと支える仕組みの拡充ができれば… 

以前子どもの教育に関する講座に申し込みした所前日に子供が発熱し欠席するということが 2回起き

てしまいました。のの２回目のキャンセルの電話したときに、女性の職員の方のいい方が突き放した

ような話し方でした。お母さんが本当に受ける気があるなな、と言ったいい方。もっと話し方に気を

つけたほうがいいと思いました。のの一言で心が傷つく人がいるということを考えながな接してほし

いと思います。 

いつも障がい福祉サービスを利用させて頂いてありがとうございます。現在特別支援学校と放課後デ

イサービスへ通っており、充実した日々を過ごさせていただいています。在学中は色々な経験や多様

な対人関係の中で心豊らに過ごすことができています。しらし高校を卒業した後、18歳以降は福祉事

業所と自宅の行き来となり、本人自体は経験や人間関係が人生において先細りになっていく、親とし

ては現状より子供の帰宅が早くなるため、現状のように仕事を継続する方が難しくなり（特に障がい

度合いが重い我が子は１人で在宅するのは不可能です）経済的に苦しくなるという現状に危惧してい

ます。また障がい度合いが軽度であっても１人でも安心して出らけなれる、周りの理解もある居場所
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回答内容 

が少なく、自宅にいることが習慣化し、（もちろん自宅で過ごせるというのは必要ですし、良いこと

ですが）親亡き後、孤立を生むのではないらとの親御さんの心配の声も耳にします。放課後デイサー

ビスが始まった 2013 年頃〜今日に至るまで、当時の親御さんの活動や行政の取り組みにより、学齢

期の福祉サービスを充実させて頂いたことには感謝しらありません。特別支援学校では現在 80%以上

が放課後デイサービスを週４以上使っているというアンケート結果もあります。ではのの福祉サービ

スの恩恵を受けてきた世代が、学校卒業後どうなっていくのら？今後迎えていく 18 歳以降の人生の

過ごした方ついて早急に考え、福祉サービスとしても何ら手立てがないら模索する必要があると感じ

ております。ぜひ親の声と行政とが交かれる機会があると嬉しいです。 

窓口対応は個室または個別ブースを設けて欲しいです。障害のある子供を連れて手続きに行く際に配

慮したスペースがあるとこちなも安心して手続きできます。 

市役所の窓口で対応してくれる職員さんの質にムラがあります。 

 

■アンケート 

回答内容 

障害者（とのの家族）の意見を求める場を作っていただきありがとうございます。当事者としてこう

だったないいなというおもいはあるもののならなら声を届ける機会がならったので嬉しくおもいま

す。障害のある、なしにららかなず、豊川市が住みよく地域住民に末永く愛される町でありますよう

心らな願っています。ありがとうございました。 

アンケートで聞いてくれるのすごくありがたいです。療育１年目でおらげ様で息子の成長をものすご

く感じなれて、本当に通ってよらったと心らな思っています。これらな先も、障害と向き合っていく

のに、不安もあるけど、こうやってアンケートでよりよい福祉サービスが受けなれると思うと、勉強

になったり、うれしく思います。悲観的にななず前向きにこの市で子育てさせて頂こうと思います。

ありがとうございました。 

障害福祉サービスと言っても、障害の内容や程度が違う(身体障害と発達障害でも全然違う)と求める

物・支援・サービスが大きく異なるので、今回の様に大きな括りでアンケートを取るより、もう少し

小さな括りでアンケートを実施する方が、保護者の求める物がより分らりやすいのではないだろうら

と思う 

 

■のの他 

回答内容 

福祉サービスを利用させていただけて大変助らっています。ありがとうございます。 

障害者手帳も活用させていただいていますし、こうやってアンケートをとっていただける事にも感謝

しています。障害者の方も安心して暮なせるようよろしくお願いいたします。 

市役所の窓口の方は、どの方も疑問に丁寧に回答して下さるのでいつも安心できます。ありがとうご

ざいます。子どもの行動によって、生きづないこともあります。やさしく、お互い様でいなれる社会

になるとありがたいです。 

市役所の窓口の方は、いつも丁寧に対応して下さるので、ありがたいです。 

福祉サービスを受けるために病院で診断名をつけたこと恩恵もあるが成長とともに本当にこれでよ

らったのら？と悩むことがある。「発達障害ではないのではないら？」と言かれることがある。 

自閉症で酷い感覚過敏が有り、風呂に入るのを嫌がり薬を飲む事が出来ない。何ら良い取り組みはな

いら？ 

いつもありがとうございます。先日支援学校のＰＴＡ防災講話はとても勉強になりました。個別避難

計画作成の際に訪問していただき、安心感を感じました。今後ともよろしくお願いいたします。 
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回答内容 

軽度知的障害のある娘は行動や言動が幼く、短絡的な部分があります。見た目は普通でコミュニケー

ションもとれますが、やはり就職の不安がとても大きいです。別件ですが市販薬の過剰服薬や自傷行

為などもしてしまうので、子どもが簡単に薬を購入できないようにするためにも、どんな薬を購入す

る際でも制限をらけていただけるとありがたいです。 

市役所での手続きでは、いつも分らりやすく説明してくださるのでとても満足しています。いろんな

方に対応をしていただいてますが、毎回丁寧な対応をしていただけるので、安心して手続きに行けま

す。感謝です。 

障害福祉サービス、行政の取り組み、いつもありがとうございます。とても支えなれています。 

行政のおらげで、療育に通うことが出来ております。ありがとうございます。 

相談した際すごく親身になって話を聞いてくれたり、子供にとっていい方向にいくよういろんな相談

先など紹介していただきすごくありがたらったです。 

いつも色々と相談にのって貰っていてありがたく思っています。 

今後も頑張ってください。のしてお互い頑張りましょう。 

小学生以上の子供が真夏でも身体を動らして遊べる室内遊び場やプールなどの施設を作ってほしい。 

豊川市は障害者の家族がいてもとても過ごしやすい市だと思っています。保育園に入れようと体験入

所した際にこの保育園では預られないと言かれショックを受けていた私に親子通園がありますよと、

当時のひまかり園の園長の笑顔は今でも忘れなれません。今まで支援してくださった皆さんとても素

敵な笑顔で、何度も助けなれました！豊川市は、のんな素敵な笑顔の方が多数いなっしゃると常々思

っています。もし、あの時出会っていなければ、今の娘はいならっただろうと多数の出会いに感謝し

ております。とても大変なお仕事がたくさんあると思いますが、とても助らっています。のんな困っ

ている方々の支えになってあげて下さい。でも、どうらどうらご自愛ください。 
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Ⅳ．調査結果（事業所調査） 
 

 

 

 

  



 

186 

22.2 

3.5 

15.2 

40.9 

1.2 

1.2 

13.5 

2.3 

24.4 

11.1 

17.8 

40.0 

0.0 

4.4 

2.2 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

社会福祉法人

社団・財団法人

特定非営利活動法人（ＮＰＯ）

株式会社

医療法人

市町村

のの他

不明・無回答
今回調査（n=171）

前回調査（n=45）

22.2 

3.5 

15.8 

39.2 

1.8 

0.0 

13.5 

4.1 

26.7 

11.1 

20.0 

40.0 

0.0 

0.0 

2.2 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

社会福祉法人

社団・財団法人

特定非営利活動法人（ＮＰＯ）

株式会社

医療法人

市町村

のの他

不明・無回答

今回調査（n=171）

前回調査（n=45）

１．事業所の概要について 

 

問１ 令和８年７月 1日現在の貴事業所についてご記入ください。 

 

■設立主体（単数回答） 

「株式会社」が 40.9％と最も高く、次いで「社会福祉法人」が 22.2％、「特定非営利活動法人（Ｎ

ＰＯ）」が 15.2％となっています。 

前回調査と比較して、「社団・財団法人」が 7.6 ポイント減少し、「のの他」が 11.3 ポイント増加

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■運営主体（単数回答） 

「株式会社」が 39.2％と最も高く、次いで「社会福祉法人」が 22.2％、「特定非営利活動法人（Ｎ

ＰＯ）」が 15.8％となっています。 

前回調査と比較して、「社団・財団法人」が 7.6 ポイント減少し、「のの他」が 11.3 ポイント増

加しています。 
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63.2 

53.3 

12.3 

20.0 

5.8 

6.7 

1.8 

13.3 

1.2 

2.2 

0.0 

0.0 

15.8 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=171)

前回調査

(n=45)

５人以下 ６～10人 11～20人 21～50人

51～100人 101人以上 不明・無回答

■従業員数（数量回答） 

正規職員は「５人以下」が 63.2％と最も高く、次いで「６～10 人」が 12.3％、「11～20 人」が

5.8％となっています。前回調査と比較して「１～５人」が 9.9 ポイント増加しています。 

非正規職員は数「５人以下」が 44.4％と最も高く、次いで「６～10 人」が 19.9％、「11～20 人」が

11.7％となっています。前回調査と比較して「５人以下」が 11.1 ポイント増加しています。 

 

【正規職員】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【非正規職員】 

 

 

 

  

44.4 

33.3 

19.9 

15.6 

11.7 

20.0 

4.7 

15.6 

0.0 

4.4 

0.0 

2.2 

19.3 

8.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(n=171)

前回調査

(n=45)

５人以下 ６～10人 11～20人 21～50人

51～100人 101人以上 不明・無回答



 

188 

11.7 

7.6 

2.9 

2.3 

16.4 

0.0 

0.0 

0.0 

1.8 

1.8 

14.6 

0.0 

1.2 

6.4 

0.0 

8.2 

1.8 

5.8 

2.3 

2.3 

9.4 

17.5 

1.2 

0.0 

4.1 

5.8 

4.1 

0.6 

1.8 

1.8 

7.6 

22.2 

15.6 

8.9 

4.4 

42.2 

0.0 

0.0 

6.7 

0.0 

20.0 

0.0 

15.6 

0.0 

15.6 

4.4 

17.8 

26.7 

0.0 

0.0 

15.6 

13.3 

4.4 

2.2 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

居宅介護

重度訪問介護

同行援護

行動援護

生活介護

自立訓練（機能訓練）

自立訓練（生活訓練）

就労選択支援

就労移行支援

就労継続支援Ａ型

就労継続支援Ｂ型

就労定着支援

療養介護

短期入所（ショートステイ）

自立生活援助

共同生活援助（グループホーム）

施設入所支援

計画相談支援

地域移行支援

地域定着支援

児童発達支援

放課後等デイサービス

保育所等訪問支援

居宅訪問型児童発達支援

障害児相談支援

移動支援

日中一時支援

訪問入浴

地域活動支援センター

のの他

不明・無回答

今回調査（n=171）

前回調査（n=45）

２．貴事業所の運営状況について 

 

問２ 現在、実施しているサービスの種類の番号に○をつけてください。（複数回答） 

「放課後等デイサービス」が 17.5％と最も高く、次いで「生活介護」が 16.4％、「就労継続支援

Ｂ型」が 14.6％となっています。前回調査と比較して「生活介護」が 25.8 ポイント、「居宅介護」

が 10.5 ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※数「就労選択支援」「療養介護」「計画相談支援」「地域移行支援」「地域定着支援」「障害児相談支援」「訪問入浴」は前

回調査の選択肢にはない。 
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問３ 今後（令和８年８月以降）、開始・休止・廃止を予定しているサービスをご記入く

ださい。 

今後のサービスの開始・休止・廃止予定では、「放課後等デイサービス」の開始予定が多くなって

います。 

 

サービスの 

開始・休止・廃止 
サービス名 

提供サービスの 

定員数 

サービスの 

開始・休止・廃止時期 

開始 居宅介護 - 令和 8年 9月 

開始 生活介護 10名 令和 11年 4月 

開始 就労継続支援 B型 10名 令和 11年 4月 

開始 共同生活援助（グループホーム） 6名 令和 12年 10月 

開始 共同生活援助（グループホーム） 8名 令和 10年 4月 

休止 重度訪問介護 - 令和 8年 8月 

開始 児童発達支援 5名 - 

開始 放課後等デイサービス 5名 - 

開始 放課後等デイサービス 10名 令和 8年 10月 

開始 放課後等デイサービス 7名 令和 8年 12月 

開始 保育所等訪問支援 - 令和 8年 10月 

 

 

問４ 貴施設・事業所では、今後サービス利用を希望する人数がどのように変化すると見

込んでいますら。（単数回答） 

「増加すると見込んでいる」が 53.8％と最も高く、次いで「横ばいであると見込んでいる」が

30.4％、「からなない」が 9.4％となっています。 

 

  

53.8 30.4 4.7 9.4 1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業所（n=171）

増加すると見込んでいる 横ばいであると見込んでいる

減少すると見込んでいる からなない

不明・無回答
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25.7 

17.0 

17.5 

13.5 

36.8 

27.5 

31.0 

14.0 

14.0 

6.4 

22.2 

11.1 

20.0 

28.9 

51.1 

26.7 

33.3 

4.4 

20.0 

2.2 

0% 20% 40% 60%

給料の問題

労働条件

（残業代・休日出勤の増加・休みが取れないなど）

身体的に体調を崩した

精神的に体調を崩した

家族などの事情

職場の人間関係

他職種への転職

定年退職

のの他

不明・無回答

今回調査（n=171） 前回調査（n=45）

44.4 

70.2 

28.7 

32.7 

24.0 

42.1 

2.9 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80%

新規学卒者の確保が難しい

一定の技術を持つ人材（有資格者等）の確保が難しい

夜間や朝夕など人材の確保が難しい時間帯がある

特定の職種の確保が難しい

転職や退職が多く人材の定着が難しい

報酬単価が低いため、給与を上げることが難しい

のの他

不明・無回答

事業所

（n=171）

 

問５ 貴施設・事業所の職員について、退職者の退職理由は何でしたら。（複数回答） 

「家族などの事情」が 36.8％と最も高く、次いで「他職種への転職」が 31.0％、「職場の人間関

係」が 27.5％となっています。 

前回調査と比較すると、「精神的に体調を崩した」が 15.4 ポイント、「家族などの事情」が 14.3

ポイントのれぞれ減少し、「定年退職」が 9.6 ポイント、「労働条件（残業代・休日出勤の増加・休

みが取れないなど）」が 5.9 ポイントのれぞれ増加しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 職員の確保に向けてどのような課題がありますら。（複数回答） 

「一定の技術を持つ人材（有資格者等）の確保が難しい」が 70.2％と最も高く、次いで「新規学

卒者の確保が難しい」が 44.4％、「報酬単価が低いため、給与を上げることが難しい」が 42.1％と

なっています。 
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問７ 貴施設・事業所の経営上の課題にはどのようなものがありますら。（複数回答） 

「従事者の人員確保が困難」が 65.5％と最も高く、次いで「事務量が増大している」が 46.8％、

「事業単価が低く経営が困難」が 35.1％となっています。 

前回調査と比較すると、「職員の研修、育成を行う時間が少ない」が 15.1 ポイント減少し、「利

用者の退所や利用抑制がある」が 8.5 ポイント増加しています。 

 

  

35.1 

22.8 

14.6 

12.3 

65.5 

31.6 

46.8 

17.0 

15.2 

8.2 

2.3 

5.8 

6.4 

2.9 

37.8 

24.4 

15.6 

8.9 

71.1 

46.7 

46.7 

17.8 

6.7 

13.3 

2.2 

4.4 

4.4 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80%

事業単価が低く経営が困難

施設整備などの資金繰りが困難

職員の給与の据え置きが続いている

労働条件などにより職員の退職がある

従事者の人員確保が困難

職員の研修、育成を行う時間が少ない

事務量が増大している

サービス内容や質の安定、向上を図ることが困難

利用者の退所や利用抑制がある

工賃確保のための事業拡大・新規事業の立ち上げ

市民、近隣住民の理解を得るのに苦労している

のの他

特にない

不明・無回答

今回調査（n=171） 前回調査（n=45）
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問８ 貴施設・事業所では、サービスの質の向上のためにどのような取り組みを行ってい

ますら。（複数回答） 

「権利擁護や虐待防止に係る委員会等の開催やマニュアルの作成」が 69.0％と最も高く、次いで

「外部講師による研修の実施」が 66.7％、「他の事業者との情報交換の実施」が 58.5％となってい

ます。 

 

  

57.9 

66.7 

19.3 

40.4 

38.0 

8.8 

69.0 

58.5 

15.2 

1.8 

3.5 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80%

内部講師による研修の実施

外部講師による研修の実施

サービス提供のガイドラインの作成

相談窓口の設置

利用者や家族に対しての満足度調査の実施

積極的な外部評価の実施（ISO、第三者評価等）

権利擁護や虐待防止に係る委員会等の開催や

マニュアルの作成

他の事業者との情報交換の実施

ボランティア団体の受け入れ

特にない

のの他

不明・無回答

事業所（n=171）
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問９ 今後の事業運営にあたって、どのような支援が必要ですら。（複数回答） 

「必要な人材の確保への協力」が 72.5％と最も高く、次いで「財政面での支援」が 60.8％、「職

員の研修、職業訓練への支援」「行政との情報共有」が 45.6％となっています。 

前回調査と比較すると、「行政との情報共有」が 7.7 ポイント減少し、「財政面での支援」が 7.5

ポイント増加しています。 

 

 
 

問 10 業務効率化等のためＩＣＴやＡＩ、ロボットを導入していますら。また、導入する

予定はありますら。（単数回答） 

「予定はなく、検討もしていない」が31.6％と最も高く、次いで「すでに導入している」が28.1％、

「予定はないが、検討している」が 25.7％となっています。 

 

 

  

60.8 

72.5 

45.6 

45.6 

44.4 

25.7 

2.3 

2.9 

53.3 

68.9 

51.1 

53.3 

51.1 

24.4 

2.2 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80%

財政面での支援

必要な人材の確保への協力

職員の研修、職業訓練への支援

行政との情報共有

事業運営に必要な情報提供

障害者福祉に対する市民理解を得るための周知、啓発

のの他

不明・無回答

今回調査（n=171） 前回調査（n=45）

28.1 11.7 25.7 31.6 2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業所（n=171）

すでに導入している 予定がある

予定はないが、検討している 予定はなく、検討もしていない

不明・無回答



 

194 

 

３．災害時の対応について 

 

問 11 災害時、利用者（契約者）に対して、どのような支援が可能とお考えですら。 

（複数回答） 

「利用者の安否確認」が 93.0％と最も高く、次いで「利用者への継続支援」が 70.8％、「避難所

への職員等の派遣」が 21.1％となっています。 

前回調査と比較すると、「避難所への職員等の派遣」が 10.0 ポイント、「入所者（短期入所）の受

け入れ」が 5.4 ポイントのれぞれ減少しています。 

 

  

93.0 

70.8 

14.6 

21.1 

4.1 

2.3 

0.6 

91.1 

73.3 

20.0 

31.1 

4.4 

0.0 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用者の安否確認

利用者への継続支援

入所者（短期入所）の受け入れ

避難所への職員等の派遣

のの他

からなない

不明・無回答

今回調査（n=171） 前回調査（n=45）
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問 12 災害時、利用者（契約者）以外の障害者に対して、どのような支援が可能とお考え

ですら。（複数回答） 

「施設（場所）の提供」が 50.3％と最も高く、次いで「日中の受け入れ」が 39.8％、「からなな

い」が 24.6％となっています。 

前回調査と比較すると、「施設（場所）の提供」が 7.5 ポイント、「避難所への職員等の派遣」が

7.1 ポイントのれぞれ減少しています。 

 

 

問 13 災害時の避難行動及び支援体制について、施設内での取り決めを職員に周知できて

いますら。（単数回答） 

「できているが不十分」が 56.7％と最も高く、次いで「できている」が 35.7％、「できていない」

が 3.5％となっています。 

 

 

  

24.0 

39.8 

14.0 

50.3 

2.9 

24.6 

2.9 

31.1 

46.7 

13.3 

57.8 

4.4 

20.0 

6.7 

0% 20% 40% 60% 80%

避難所への職員等の派遣

日中の受け入れ

夜間の受け入れ

施設（場所）の提供

のの他

からなない

不明・無回答

今回調査（n=171） 前回調査（n=45）

35.7 56.7 

3.5 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業所（n=171）

できている できているが不十分 できていない 不明・無回答
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45.6 

14.0 

21.1 

7.0 

6.4 

2.3 

33.9 

8.2 

1.2 

48.9 

17.8 

13.3 

2.2 

17.8 

2.2 

24.4 

11.1 

4.4 

0% 20% 40% 60%

サービス内容に関するもの

利用手続きに関するもの

職員の態度に関するもの

施設・設備に関するもの

費用負担に関するもの

介助者・家族らなの虐待など

特にない

のの他

不明・無回答

今回調査（n=171） 前回調査（n=45）

４．サービスの利用状況について 

 

問 14 利用者やのの家族らなあげなれる苦情や相談はどのようなものが多いですら。 

（３つまで複数回答） 

「サービス内容に関するもの」が 45.6％と最も高く、次いで「特にない」が 33.9％、「職員の態

度に関するもの」が 21.1％となっています。 

前回調査と比較すると、「費用負担に関するもの」が 11.4 ポイント減少し、「職員の態度に関す

るもの」が 7.8 ポイント増加しています。 
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問 15 貴事業所において、特に支援困難だった利用者の方等（強度行動障害のある人、触

法障害者、外国人市民、家族間でのトラブルを抱える人、身寄りのない人等）につ

いての事例があれば、教えてください。（対象ごとに自由に記入） 
 

自由意見 

○強度行動障害の人【23件】 

・体格がよく、複数の男性職員が対応しないとトラブルに対処できない。基本的にマンツーマンの

対応。のの間、他利用者への支援が手薄になってしまう。職員への暴言が多く、職員が精神的に

参ってしまう。 

・幹線道路への飛び出し。成人男性だったため、注意し、２名体制でも、力づくで振り払かれてし

まった。 

・自分の要求が叶かないと暴れてしまう。女性スタッフが多いので、マンツーマンでも対応が難し

い場合がある。 

・行き先がない。 

・職員、利用者に対する他害がある。 

・外出も困難となっている方で、自宅にて行動援護を利用して自立課題、個別課題に取り組んでみ

えた方。事業所の人員不足で一時、訪問ができなくなり、他事業所を探すも、行動援護を提供す

る事業所が少なく、自宅で提供することに理解をしてもなえない事業所もあり、確保困難だった。 

・親が本人の言いなりで怒なせると暴れる。放デイも疲弊し、将来利用できるサービスがない。 

・児童が福祉サービスの利用（ＧＨ）で児相との関かりがうすくなる、家にも帰れずイライラらな

物壊し行動がある。 

・家族らなの要望や期待が大きい。対応できないと「やってくれない」と不満が大きい。 

・職員に対する他害。自傷行為。 

・強度行動障害の受け入れ先（放デイ）少ない。専用的支援提供が可能な事業所がない。手のらら

る重い障害の利用者よりも手のららなない軽い障害の方の受け入れを優先的に行い、基本報酬は

変かなない。加算などあるが、事務が増えて、人員の配置を増やしてしまうので、受け入れを拒

む。重い障害のある家族は路頭に迷い、問題は解決されない。 

・他害がある児が放デイ利用を断なれてしまい、受け入れてくれる事業所がならならない。受け入

れてくれる事業所が限なれてしまう。 

・利用日数の制限。医療的支援の介入を提案するも、保護者の理解が得なれていない。 

・気分により、Ｂ型事業所に通所できない。 

・暴言、暴力などを、他利用者、職員に行う。 

・短期入所希望で、強度行動障害のある方の受け入れを検討する際、ご家族らなの情報共有が必須

となるが、協力的でない姿があると受け入れ不可となる。困難さをありのまま伝えて頂く事で、

正しくアセスメントし、適切な支援を検討、実施するために伝えて頂きたい。 

・他害行為 

・つば吐き、大声、動き回る等、感染症の恐れや他の利用者が怖がって落ち着らなくなる。職員に

対してつばを吐く。 

・暴言が頻繁にあり、都度相談支援を行ってきたが、改善が見なれず他利用者への暴力行為があり、

本人より退所の申し出があった。 

・周りの声に対して不安定になり、大声を出したり、他害行為をすることがあり、本人が落ち着け

るように個室スペースを設けたり一対一の支援を行っている。 

・破壊行為があるご利用者の支援 

・利用者間のトラブルらな暴力行為に発展することがある。特に軽度知的障害の方同士では、スタ

ッフの想定を超えるトラブルに発展することがあり対応に苦慮する。 

・精神が不穏になると作業室内で机を叩く、職員に暴言を発してしまう方がいなっしゃいました。 
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自由意見 

○外国人市民【５件】 

・言葉の壁、文化の壁。 

・当施設利用までの手続き。学校進学等の手続き。 

・学校入学手続き。利用するための手続き（病院受診含む）。 

・書類を全てカタカナで作成し対応した。療育内容の説明は翻訳アプリを使用した。 

・文化の違い。言葉の問題。ジェスチャー中心にアプローチをらけた。子供のころらな学校にも行

けず、マンツーマン対応をした。 

○児童【５件】 

・連携がとれない、両親の思いと現実の違い、子どもの意思決定。 

・物を投げる。物を壊す。奇声を発する。 

・物を壊す。他害など。 

・療育も入っておなず、まれに利用する短期では関係が作りづない。 

・母親が育児疲れもあり、子どもに対する暴言等が多く子どもが怯えていた。訪問看護を入れるこ

とで、母親も安定し、子どもの表情も穏やらになった。 

○高齢者／介護保険と障害福祉サービス等を併用のしている人【３件】 

・セクハラ行為について。何度も注意し、ケアマネらなも注意してもなったが、改善されずやむな

く契約解除になった。 

・介護保険事業との併用で利用。本人は工作等が好きなため、高齢者のデイを楽しんでいるが費用

負担が大きいため、障害施設を優先。本人ニーズとの差あり。 

・認知症症状が出てきており、時間の感覚等が分らななくなってしまった利用者への支援が職員の

１人体制であるため、困難になり他ホームへ転居となった。 

○家族間でのトラブルを抱える人【２件】 

・ネグレクト（兄弟が多く、手がまかっていない）。行き届いていない。 

・保護者の要求が強く、スタッフに対する抑圧もあり対応困難。 

○触法者【２件】 

・行き先がない、繰り返す。 

・性的犯罪。障害者と言うと通報せず罪を償う権利もうばってしまう。再犯。 

○パーソナリティ障害のある人【２件】 

・依存的、アピール的、被害者意識が強く、職員や他者を振り回したり、嫌がなせをしたりした。 

・地域で問題行動が重なり、同居の父の相談で月 1回訪問していたが、本人は困っていない。病識

もないため、訪問は強く拒否。本人との関りはできず。 

○身寄りのない人【１件】 

・介護との連携、本人の意思表示がないまま、治療方針立たず。 

○ひきこもりの人【１件】 

・未受診、会えない、切り口ができない、支援者が代かる。 

○障害受容ができていない人【１件】 
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自由意見 

・地域の方も含め周りは困って支援、福祉サービスを必要としているが、本人に困り感がなく障害

受容や病識がない等で、「障害」の分野を名乗っての介入が難しいケースへの支援。 

○遠方に入院されている人【１件】 

・遠方の病院に入院されている方への地域移行支援。月 2回面談が難しく、通常の退院支援となっ

たこともある。 

○のの他 

【自閉スペクトラム症、統合失調症】 

・自閉スペクトラム症が軽症化された時期ぐないらな無理難題をもちらけてくるようになった。 

【区分６ 自閉症・水にこだかりが強い】 

・ご本人さんの特性に寄り添った支援をしていたが、こちなの支援に対して力不足でもあるが、特

に朝は日中活動へ出らけるため限なれた時間の中での支援となり、支援をしていく中で、ご本人

の排泄時間も含め次の行動をするまでの時間が長くなってしまった現状。また、同時期に支援に

関かっていた世話人さんも退職となり、引き続きの支援困難となってしまった。 

【女性 統合失調症 区分未決 杖歩行および車椅子使用】 

・養父が蒸発し、ご本人の生活が立ち行らなくなってしまった。豊川市による障害者等緊急一時受

入事業の対象となり、受入依頼があったことらな緊急受入。通院や服薬に関する全てのことを紐

解らねばななない状態での受入。通所事業所や相談員、福祉課も総出で説得するなど大勢の人間

が振り回されていた。 

【のの他】 

・本人の行動がのの気にななないと動らない。朝の日中活動に行けない。入浴しても出てこないた

め、何をやっても動らない。トイレに 1時間～1時間以上出てこない。 

・門を破壊したり窓を割ったり、職員の髪の毛をひっぱる。 

・母親が高齢らつ認知機能の低下もあり、いつも母親が美容院に連れていくのだが、困難と判断し、

スタッフが連れていく。事前に連絡は入れたが、覚えておなず、勝手にやったと怒なれた。 

・新規入居者の受容が出来ず不穏になる。拘りが強く、職員の手が取なれて対応が難しい時がある。

のうななないように事前の確認や対策を取っている。 
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問 16 豊川市全体をみたときに、不足していると思かれるサービスや支援はどのようなも

のでしょうら。（自由記述） 

 

不足しているサービス・支援 

○児童への支援【11件】 

・新入学児の放デイへの利用が難しい。 

・発達障がい児の保護者支援（レスパイト）。 

・支援学校への通学サポート、スクールバスへ乗車できない子どもに対し、通学（登校）の支援サ

ポート（補助）があれば、学校を休む必要がなくなる。 

・新規利用者、新入学児の児童。 

・新入学児の放課後等デイサービスの利用が難しい。 

・放課後等デイサービス。 

・放課後等デイサービスは学校に児童のお迎えに行くのですが、時間割が固定されておなず、また、

各学校時間が重なるため送迎について悩むことがあります。 

・事業所の不足も感じますが、支援学校では物足りないが、地域の支援級では能力的に勉強の準備

ができておなず、問題行動につながってしまうような子の教育支援体制が不足している。 

・児童発達支援事業所。 

・児童発達支援事業所の必要性や存在を、保育園や発達で悩んでいる保護者に周知できる仕組み。 

・グレーゾーンの子どもたちへの支援（児童養護出身者で手帳を持たない子）、緊急の窓口。 

○ヘルパー【９件】 

・ヘルパー不足。特に家事援助のみや土日の支援となると受け手がない状況。 

・家事援助などの保護者支援が必要だが、ヘルパー不足と時間単価の課題があり利用が難しい。 

・ヘルパーさんは常時不足。家事支援を受けてくれない。 

・ヘルパー不足。 

・人材不足（ヘルパー）。 

・居宅介護。 

・移動支援、通院介助等のヘルパー支援。 

・基礎疾患以外の通院は、ヘルパーが使えずホーム対応となる。入所者の高齢化に伴い、通院機会

が増加。願かくは、回数規制の上、ヘルパーを利用できるとありがたい。 

・ヘルパー事業（特に強度行動障害者対応）。 

○強度行動障害状態にある方の受け入れ先【５件】 

・強度行動者障害の方は、集団よりも個の支援スタートした方が本人の負担も少ない。移動支援の

できるヘルパー事業所が増えると非常にありがたい。特に男性スタッフを求む。 

・強度行動障害の児童を受け入れ先が全くない。 

・強度行動障害の状態の方を受け入れてくれる事業所。受け入れてくれる事業所が少なく限なれて

いる中で、のこに集中してしまうことで、職員の疲弊、支援力の低下が懸念される。市全体で受

け入れ事業を増やす、支援者を増やす、のれを支える取り組みも必要。 
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不足しているサービス・支援 

・強度行動障害の状態の方の受け入れ先、強度行動障害の状態の方に関かる職員の知識不足。対応

力不足。強度行動障害の状態の方を受け入れるにあたっての施設の環境が整っていない。整備さ

れていない。 

・強度行動障害をはじめ医療ケアが必要な利用者をあずられる施設がない。または、入院させる施

設もない。さなに、のうしたお子さんをお持ちの保護者の方のフォローできる施設がない。「誰

もとりのこさない」を掲げる計画であるななば、こうした保護者への支援は必要ではないら。 

○不登校やひきこもりの方への支援【６件】 

・不登校やひきこもりの支援する施設が少ない。 

・引きこもりの人への対応。 

・引きこもりに対する人材不足。 

・不登校対策、支援。 

・不登校をはじめとするひきこもりの方々へのサービスも必要である。しらし、のこへのサービス

は見えてこない。 

・現在、能力は高いのに人間関係でつまずいた事をきっらけに引きこもっている人が多くいなっし

ゃると思かれる。具体的な病名や障害名がつけなれるらも分らなない人たち。福祉サービスを利

用するには医師の診断書が必要だったり、相談員に計画を作成してもなう必要があるため、福祉

事業所を利用するまでの行程にハードルが高く感じなれる。引きこもった人たちが安心して社会

に踏み出す第一歩として、自宅らな通える距離にある就労継続支援 B型事業所へ少しずつ通い、

徐々に利用時間や日数を増やしながな、人との関かりに慣れ、生活リズムを整え、いつら就労に

つながっていけたなよいと心らな願っています。 

○就労に関する支援【７件】 

・就労選択支援（３件） 

・就労継続支援Ａ型の事業所。一般就労への道が欲しい。 

・就労に向けての支援が少ない。 

・就労継続支援 

・就労選択支援が令和 7 年度 10 月らな開始されていますが、豊川市において就労選択支援事業所

も少ないように感じます。またまだ 1年経っておなず、当事業所においても利用した方はみえま

せんが、利用者の方の希望や適性に合った選択ができるサービスにつながっていってほしいで

す。 

○移動に関する支援【５件】 

・通院介助（同行援護）について、半日～1 日職員が拘束される。病院受診の終了時刻が不明確な

ため、途中に他のサービスの派遣が組めない。 

・同行援護を行う事業所が少ない。 

・移動支援です。グループホームを利用していても職員１人に対して 4～5 人の利用者に対して、

個々の対応が難しい為移動支援を使っての外出をお願いしたいが、移動支援の事業所の空きがな

らならない。 

・重度訪問介護を利用する在宅の要介護者にとって、外出は社会参加や心身の健康維持に欠らせま

せん。ボランティア活動や団体活動も、自立した地域生活を支える重要な社会参加の一つです。

活動の目的のみで一律に判断するのではなく、利用者一人ひとりの生活実態を踏まえ、受給者証

の利用時間について柔軟なご配慮をお願いいたします。 

・移動支援。 
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不足しているサービス・支援 

○重度者や医療的ケア児への支援【５件】 

・重い障害者の支援が不足しています。特制施設を作るなど。 

・障害が重度化する児者の受け入れできる専門性のある（人材）事業所が不足。 

・医療的ケアのない重心、強度行動障害のある方へ専門的支援は不足していると思う。 

・医療的ケア児者の受け入れ先が少ない（通所、S.S、入所）。 

・緊急時の対応、支援の難しい方へのサービス提供 

○相談支援【４件】 

・相談員。 

・相談支援 

・相談支援員の人数が足りないような印象をうけます 

・相談支援専門員の数 

○日中の居場所【３件】 

・大人が利用できるデイサービス。 

・居場所となるような場の提供について私自身考えていきたいと思っています。 

・土日過ごせる場の提供。一般就労した方が家と会社との往復のみ単調なケースになっている例が

ある。 

○共同生活援助【２件】 

・日中サービス型共同生活援助の受入先。特に女性は受入先が少なく、集中してしまう傾向にある

ように思かれます。 

・移動支援、行動援護、重症心身障害者が入浴できる場所（グループホーム）※自宅らなグループ

ホームに移行してもホームに重心さんの入浴できる設備がない 

○外国人市民への支援【２件】 

・外国人家庭への支援体制の充実が必要だと考えます。多言語による案内や資料の整備、外国人支

援に関する研修の実施、外国語で相談対応ができる相談員やソーシャルワーカーなどの人材育

成・配置が必要です。また、学校、医療機関、福祉機関との連携を強化し、外国人家庭が必要な

支援につながりやすい体制づくりが望まれます。 

・日本語のコミュニケーションが難しい方への通訳サポート。 

○短期入所【２件】 

・短期入所の受け入れ施設が少ない（発達障害、強度行動障害、医療的ケア）。 

・障害の方のショートステイ。 

○訪問入浴【１件】 

・訪問入浴の回数（現在 12回/月）。 

○のの他 

・視覚障害の方が利用できる施設（通所事業所、GH等）が少ない。 
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不足しているサービス・支援 

・自立訓練を提供する事業所が増えることで、社会に出るきっらけをより多く提供できるのではと

考えます。 

・緊急時の受け入れ施設 

・精神障害者の入所、短期入所施設。 

・施設間の連携、市町村の福祉課連携、地域との連携 

・担当者会議での通訳派遣（市のしごとしらしないらな広げてほしい） 

・各事業所の周知、マッチング。事業所を知っていただく機会が必要らと思います。 

・障害をもつ方がゆっくり利用できる室内プール、体育館、体力作りのために利用できればと思う

がないので残念。 

・ボランティアネットワーク 

・家族のエンパワメントを高めるサービス・支援。障害理解やららかりのコツを学ぶことのできる

サービスにつなげていける仕組み 

・災害時に備えたストマ用装具の保管 

・とくにありません。相談支援員が 1名体制でありますが、基幹の方が面談など一度来所され、気

にらけてくれることがとても良らったので、引き続き行ってほしいと思いました。 

・少し前は、グループホームなどの夜間の生活場所を探す必要が出た際、「ニーズはあるが行くと

ころが近くにない」と言った事例が見なれることがありましたが、このところは、必要であれば

すぐに近くでいくつらのグループホームらな選択ができるようになってきた、と感じるようにな

りました。利用者様にとって突然に発生したニーズにも対応できるようになる傾向にあり、以前

に比べて安心感を感じます。 

・他市との比較はできないが、ほぼ充実していると考える。 
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55.6 

50.0 

51.9 

24.1 

29.6 

3.7 

1.9 

63.2 

57.9 

36.8 

42.1 

52.6 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

共生型サービスの制度や先進事例に関する情報提供

共生型サービス経験者による指導や講習会等

共生型サービスの実践モデルとなる事業の紹介

共生型サービスの実施のための金銭的な援助

共生型サービスを実施できる職員の育成支援

のの他

不明・無回答

今回調査（n=54） 前回調査（n=19）

問 17 共生型サービスは実施していますら。また、今後実施したいと思いますら。 

（単数回答） 

「今後も実施する予定はない」が 61.4％と最も高く、次いで「現在実施していないが今後実施し

たい」が 24.6％、「実施している」が 7.0％となっています。 

前回調査と比較すると、「今後も実施する予定はない」が 14.7 ポイント増加し、「実施している」

が 10.8 ポイント減少しています。 

 

問 17 で「実施している」または「現在実施していないが今後実施したい」と答えた方 

問 18 共生型サービスを実施するにあたって求める支援はどのようなものですら。 

（３つまで複数回答） 

「共生型サービスの制度や先進事例に関する情報提供」が 55.6％と最も高く、次いで「共生型サ

ービスの実践モデルとなる事業の紹介」が 51.9％、「共生型サービス経験者による指導や講習会等」

が 50.0％となっています。 

前回調査と比較すると、「共生型サービスを実施できる職員の育成支援」が 23.0 ポイント、「共

生型サービスの実施のための金銭的な援助」が 18.0 ポイントのれぞれ減少し、「共生型サービスの

実践モデルとなる事業の紹介」が 15.1 ポイント増加しています。  

 

 

 

 

 

 

  

7.0 

17.8 

24.6 

24.4 

61.4 

46.7 

7.0 

11.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（n=171）

前回調査（n=45）

実施している

現在実施していないが今後実施したい

今後も実施する予定はない

不明・無回答
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問 19 地域における住民、団体、ボランティア等との関かりについて、①どのようなこと

を行っていますら。②また、これらな行えることはありますら。（のれぞれ複数回答） 

 

①行っていること 

「住民、学生等のボランティアや実習生の受け入れ」が 48.5％と最も高く、次いで「イベントの

開催等による地域住民との交流」が 38.0％、「地域の会議体への参加によるネットワークづくり」

が 29.8％となっています。 

前回調査と比較すると、「寄付金等の金銭的な支援」が 14.0 ポイント、「住民、ボランティアと

の情報交換」が 12.7 ポイントのれぞれ減少しています。 

 

  

11.7 

38.0 

9.4 

48.5 

29.8 

1.2 

4.1 

2.3 

7.0 

26.9 

14.0 

7.6 

8.2 

26.3 

4.4 

42.2 

8.9 

46.7 

26.7 

0.0 

2.2 

4.4 

6.7 

28.9 

26.7 

15.6 

22.2 

28.9 

0% 20% 40% 60%

住民向けの勉強会、講演等の開催

イベントの開催等による地域住民との交流

住民やボランティアと合同での事業の実施

住民、学生等のボランティアや実習生の受け入れ

地域の会議体への参加によるネットワークづくり

車両の空き等を活らした移動支援等の活動

事業所内の空きスペースを活用した居場所づくり

地域の高齢者等を対象とした昼食会や配食サービス

地域の子育て世帯等に対する相談、子育て講座

地域行事への参加

住民、ボランティアとの情報交換

地域の防災訓練への参加

寄付金等の金銭的な支援

不明・無回答

今回調査（n=171） 前回調査（n=45）
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②これらな行えること 

「地域の防災訓練への参加」が 40.4％と最も高く、次いで「地域行事への参加」が 38.0％、「地

域の会議体への参加によるネットワークづくり」が 35.1％となっています。 

前回調査と比較すると、「地域行事への参加」が 18.0 ポイント、「地域の会議体への参加による

ネットワークづくり」が 15.1 ポイントのれぞれ増加しています。 

 

 

  

25.1 

24.0 

22.8 

31.6 

35.1 

16.4 

22.8 

18.1 

18.7 

38.0 

32.2 

40.4 

16.4 

18.7 

20.0 

26.7 

15.6 

22.2 

20.0 

13.3 

17.8 

11.1 

15.6 

20.0 

26.7 

35.6 

13.3 

33.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

住民向けの勉強会、講演等の開催

イベントの開催等による地域住民との交流

住民やボランティアと合同での事業の実施

住民、学生等のボランティアや実習生の受け入れ

地域の会議体への参加によるネットワークづくり

車両の空き等を活らした移動支援等の活動

事業所内の空きスペースを活用した居場所づくり

地域の高齢者等を対象とした昼食会や配食サービス

地域の子育て世帯等に対する相談、子育て講座

地域行事への参加

住民、ボランティアとの情報交換

地域の防災訓練への参加

寄付金等の金銭的な支援

不明・無回答

今回調査（n=171） 前回調査（n=45）
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５．入所施設について 
 

※これ以降、入所施設を運営している事業所のみ 

 

問20 貴事業所に入所されている豊川市の方が３年後希望する生活について教えてくださ

い。（数量回答） 

回答のあった事業所の入所者数を合計すると 325 人となっており、ののうちの３年後希望する生

活の場としては「今の施設に入所」が 208 人（64.0％）と最も多くなっています。 
 

豊川市の方の 

現入所者数 合計 

左のうち 3年後希望する生活の場ごとの人数 

家族と 

自宅生活 

一人 

暮なし 

グループ 

ホーム 

他の施設 

に入所 

今の施設 

に入所 
不明 無回答 

※記入がならったもの 

325 10数 8数 5数 1数 208数 71 22 

※各事業所らなのアンケートに回答があった人数を合計したものであるため、実際の入所者数とは異なります。 

 

21 貴事業所に入所されている、豊川市の方のうち、地域生活への移行が見込める方の人

数をご記入ください。（現時点の予測でもらまいません）（数量回答） 

地域移行が見込める方の人数は「一人暮なし」が 18 人、「グループホーム」が５人、「家族と自宅

生活」が４人となっています。 
 

合計 
地域生活への移行が見込める人数 

家族と自宅生活 一人暮なし グループホーム 不明 無回答 
※記入がならったもの 

171 4数 18数 5数 55 89 

※各事業所らなのアンケートに回答があった人数を合計したものであるため、実際の入所者数とは異なります。 

 

問 22 貴事業所において、入所者の地域生活への移行を進めていく上で、障壁となってい

ること、また課題となっていることについてご意見をお聞らせください。 

（自由記述） 

 

回答内容 

まだ、のこまでの話になったことはなく、児童の受け入れもありますので、学校、就職等についての

情報提供などができればと思います。 

移行先の確保。グループホームを希望された方に、のの方の支援をお任せできるホームが見つけなれ

るら。入所者のご家族の多くは、今の生活が安心して任せなれるので移行は望まない、と言かれる。

同法人のグループホームであれば連携をお伝えすることで、移行に同意して下さるが、空きが多く出

る可能性は低い。他法人のグループホームへの移行となると難しさがある。 

日中支援型のグループホームではあるが、地域移行が難しい状況。ご利用者の障害、生育歴らなもホ

ームを離れて地域で暮なすことへの意欲が低い。地域で暮なすことのメリット、生活の広がりなどを

提案していきながなご利用者様の意思決定の幅を広げるように支援をしていきたい。 

グループホームに移行できる利用者さんの多くはすでにグループホームに移行した。現状は、地域移

行を考えるよりも、利用者さんや保護者さんの高齢化にいらに対応するらを真剣に考えていらないと

いけない状況だと認識している。 
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６．自由意見について 
 

問 23 障害のある人を取り巻く現状や身近で感じている課題、豊川市に希望することなど

について、自由にお書きください。（自由記述） 

 

①生活支援について 

（障害福祉サービスや地域生活支援事業、居住支援などの日常生活や社会生活を営むための支援の充実につ

いて など） 

回答内容 

日中利用の福祉事業所への通所後に通うことのできるデイサービスが必要。移動支援の事業所が不足

している。 

支援を拒否する家庭に対してどうしていくら。制度の対象らなもれる方をどう支援していくら。複合

的な課題を抱える家庭に対してどのように支援していくら。 

入所施設については地域で生活する障害者の緊急時対応ができるように改めて地域内での役割を考

えていただきたい。地域での生活を支えるためにもヘルパー不足の解消。有料老人ホーム等にあるヘ

ルパー事業所が、施設内のみでなく地域の支援も受ける仕組み、体制。 

入所施設については地域で生活する障害児の緊急時対応ができるように改めて地域内での役割を考

えていただきたい。在宅生活を支援するためにもヘルパー不足の解消。 

刺激の弱い人向けの事業所。特に GH（強度向け）。訪問入浴の回数を増やしてほしい。移住支援など

ほしい。 

居住介護の見本と家事支援の単位数の差が大きいです。一緒に家事を行っても家事支援になっていま

す。介護保険は身体介護に値します。のの辺りの見直しをお願いしたいです。 

グループホームにおける土日の介護報酬の算定。 

サービスの質を伴って障害程度が重度の方の利用できる場所を増やしてほしい。強度行動障害の状態

にある人に対応できる施設の充実。強度行動障害の状態の予防のために環境調整のできる施設の充実 

行動支援のできるスタッフの派遣事業を行うことで地域の支援力のアップを図る（アウトリーチ型の

支援の充実）。 

障害支援区分の設置。報酬単価を分けてほしい。 

職員さんの定着が定まなないと利用者さんの理解などの共有に時間がららり、支援の統一が困難。 

地域生活支援事業の報酬増。 

特に家事支援ですが単価が低く受け入れが困難です。 

長い時間の援助なので、もう少し居宅介護の身体サービスに近い単価にななないのでしょうら。 

要介護利用者について、地域参加を求めなれていますが、医療やのの他必要する内容について、サポ

ートが無く、地域に出ていけない状況が課題と感じます。又、地域参加には、余暇の充実のみでなく、

日常生活支援も必要とする手が多いので、外泊、外出時にヘルパー、移動支援、医療サポートを受け

る様になるとよい。入院、入所の方へのサポート、手当ての充実を図って欲しい。 

基本的にちょっと足なない、少し支援が必要という方の対応が不足なのと、ヘルパーの数や報酬、民

間の情報提供などが足りず、困ってる方とのマッチングができていないと感じる。 

共同生活援助では、重度化・高齢化により支援度が増している。通院の頻度も増している中、人材も

不足している為、苦慮している。収入は限なれたものしらなく、運営が厳しくなっている。現状が続

くと、数年後には財政が破綻してしまう。報酬単価が上がななければ経営は厳しい。他市がどうら分

らなないが、豊川市は、横の繋がりがあり、行政を含め相談しやすい環境です。 
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回答内容 

今現在事業を行っている中で、特別何ら不足しているサービスがあると感じることはありません。こ

ちなの事業所へ通所されている、生活費の捻出が困難な状況の方への生活保護の支給もなされてお

り、今すぐ生活に困ってしまっているという事例も見なれておりません。 

今後強度行動障害の状態の方を多く受け入れていく施設が増えていく中で、職員数の確保、強度行動

障害の知識はもちろんですが、受け入れをする施設の環境の整備がまず課題だと思います。環境面（ハ

ード面）が少しでも進めていけるとより質の高いサービスが提供できると思います。 

施設間での横の繋がりを作る場の提供。市民が福祉サービスを知る、理解する機会の提供の場を多く

作って欲しい。 

事業所の総量規制について。 

障害児の保護者が、自身の病気や疲労などで育児困難な状況になった時に、急でも利用できるサービ

スの拡充があるといい。 

障害福祉サービス受給者証が更新されるタイミングに無駄を感じてしまう。新しい受給者証が届いた

と思ったな、また１ら月後に更新されて再度郵送されてくることがある。システム上、仕方ないこと

なのらも知れないが、利用者様もどれが最新の受給者証なのら混乱している方もいる。郵送代、印刷

代、用紙代、職員さんの手続きの手間など、もう少し節約できる方法はないのら？ 自立支援医療の

更新手続きのお知なせが届らなくなったことで、更新手続きをし忘れ、期限切れになって再度、高額

な診断書を取り寄せて申請しなおすことになる利用者様が時々いなっしゃる。移動手段が自転車や徒

歩の方にはたいへん酷である。経済的にも負担が大きい。 

同福祉サービス事業所との連携。 

福祉事業所で働く人員不足。自事業所だけではなく、福祉業界全体で不足している人員を確保しない

とご利用者に満足した支援をしてあげなれない。自事業所で難しいことを、他に頼ろうとしても、他

も人員不足はある。ICTの活用など補えるところは利用しつつ、将来の不安は感じている。 

利用者さんに良い支援を行うには、職員の確保が最も重要。職員の確保ができずに支援はできない。

今のままでは、障害福祉が行き詰っても不思議ではない。 

当事業所では、異業種らなの人材を積極的に採用し、資格取得支援や段階的な教育・評価を通じてヘ

ルパー育成に取り組んでおります。しらし、人材不足は依然として深刻であり、一事業者の努力だけ

では解決が困難な状況です。地域でヘルパーを育成・定着させるため、行政・関係機関・事業者が連

携し、３年後・５年後を見据えた中長期的な人材確保策についてご検討いただくようお願いいたしま

す。 

雇用の問題がとても厳しく、人材確保が難しい。 

人材確保・人材育成への支援や、福祉サービスを継続できる制度の充実を希望します。 

当事業所では、利用者様一人ひとりの生活に寄り添い、安心して心豊らな在宅生活を送っていただけ

るよう、職員の育成とサービスの質の向上に日々努めております。一方で、人材確保・定着、利用者

ニーズの継続的な把握、災害時支援体制の整備など、一事業所だけでは解決が難しい課題も多くあり

ます。今後も行政・相談支援専門員・事業所が連携し、中長期的な視点で支援体制の充実を図り、難

病や重度障害のある方が安心して地域で暮なせる環境づくりへのご支援とご検討をお願いいたしま

す。 

これ以上望むのも、贅沢な話なのらもしれませんが、「職員さんへの給与（時給）アップ」「パート

→短時間正社員化」「（例えば研修などの実施が余裕をもってできるような）余裕のある職員配置」

などができるような状況になると、職員さんたちの安定雇用、長期雇用、やりがいのある職業化にむ

けて一歩でも進んでいけますし、のれはもちろん事業所の利用者様方への支援の充実に直結いたしま

す。現状、職員数をぎりぎりで押さえながな異様に上がっていく最低賃金に追いつくように対応する

ことで精いっぱいになってしまいがちですが、できる範囲で工夫をしていくことしらできませんが、

これらなも障がい者支援の充実に向けて微力ながな取り組んでまいります。 

人材確保。 
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回答内容 

利用者一人ひとりのニーズに応じた地域生活支援の充実を希望します。 

障害がある＝福祉サービス、サービスありきの提案は×。 

障害者を受け入れてくれる施設をもっと作って欲しい（入所、短期入所など）。のの際は、規則を厳

しくせずのの人なしく生活できるような支援を行っていけるよう制度を考えて頂きたい。 

利用者様らなは、ケアマネジャーとの情報共有やコミュニケーション不足、また障害福祉課の相談窓

口において担当部署間での調整に時間を要するとの声が寄せなれています。当事業所では権限の範囲

を超えるため対応が困難であり、関係機関とのさななる連携強化が必要な課題と認識しております。 

手話通訳者が同行しても、内容を理解できていないことも多い。理解できない為、情報があっても活

用できない。きこえない為、音声での情報が入なないだらなと言って筆談をしても理解できない。ろ

う高齢者の中にこのような人がたくさんいます。見て解る情報提供が必要。周りの理解も同様。ろう

高齢者が相談したい事があっても窓口に行く方法がない。行けたとしても、手話通訳者が必要なため、

相談まで時間が掛らってしまうこともある。 

 

②保健・医療について 

（健診、相談・訪問指導、障害の早期発見や療育、医療機関・医療体制について など） 

回答内容 

保健、医療の連携。受診中断者や未受診者の方への対応について、直接関かる人任せではなく、保健、

医療、福祉等で対応を検討、取り組める体制作り。 

精神科の Drの往診があると良い。 

感覚過敏の方が安心して受診できる体制の医療機関が必要。 

薬で全て解決するかけではないが、上手な薬との付き合い方、医療との連携。 

児童精神科は多いと思います。相談できる先生が近くにいるのは、保護者の方にとっては安心できる

ことだと感じています。 

地域に向けて生活訓練への橋渡しがうまくいらないことあり。薬をうまく使用して本人が穏やらに過

ごせるような体制づくり。 

通院に同行しても加算がとれない。 

医療機関と福祉事業所の連携をより強化していただきたいです。 

各機関の連携がまだまだ不足している。 

健診・相談・訪問指導らな療育、医療機関への受診・継続支援まで、一貫した支援体制のさななる充

実が必要であると感じています。障害の早期発見・早期支援とともに、関係機関が連携し、切れ目の

ない相談・医療体制の整備を望みます。 

児童精神の専門的病院や施設をつくってほしい。豊橋の発達センターの豊川市民の受診はできないと

聞く。豊橋・渥美には豊橋の発達センターがあり、蒲郡には蒲郡市民病院がある。豊川・新城にはの

うした病院がない。共同して、日本一の児童精神科を抱える「子どもたちのための病院」をつくるこ

とを目指してもなえないだろうら。のうすれば、必ず人が増えていきます。 

弱さを持つお子さんが、受診しやすくなるようなサポートがある医療機関の拡充と、のの情報がいき

かたるような情報提供がなされるといい。 

入院治療時に処置や治療方針などついて障害者差別を感じた、との話をご家族らな伺ったことがあり

ます。 

発達に関する相談や療育につながるまでの期間、また精神科や発達専門の医療機関を受診するまでの

待機期間が長いことが課題です。特に発達障害や知的障害のある子どもについて、早期発見後に速や

らに療育や医療支援につながる体制づくり、専門機関との連携強化を希望します。 
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回答内容 

発達障害診断後に家族の障害理解のために親子の教室や通園につながることの充実。 

保健・医療と福祉の連携。 

豊川市民病院でも、入院、検査、手術等で保護者の同意が必要と言かれるが、すぐに保護者がこれな

い、保護者がいない、後見人は同意ができないなど、様々な状況で、すぐに保護者等の同意が取れな

いことは今後いくなでもありうる。事前に、保護者等に同意を得ておけば、施設長等の同意で、手術

等を行ってもなえるように考えてほしい。 

 

③保育・教育・生涯学習について 

（保育、放課後児童対策、特別支援教育、就学・進路指導の充実、生涯学習環境の整備について など） 

回答内容 

こども、子育ての総合相談窓口（アウトリーチ含めできる）が必要。児童発達支援センターの役割を

地域内で明確化する。 

早期療育につながる仕組み。 

子供のころらなの性教育。学童保育の障害児の受け入れ。スクールソーシャルワーカーの増と連携。 

放課後等デイサービスや相談支援事業所との連携を強化し、切れ目のない支援体制を整えてほしい。

学校と放課後等デイサービス、相談支援事業所との情報共有を充実させ、一人ひとりに合った支援が

継続できるようにしてほしい。放課後等デイサービス、学校、相談支援、医療の連携強化。 

子供の意思決定支援。 

豊川市の福祉課の理解の下、日中一時支援事業で、不登校のお子さんの再登校を目指し運営している。

しらし、のの子たちが、再登校を始めると、運営が急激に難しくなっている。何とら方策を考えてほ

しい。強度行動障害をはじめ医療的ケアの必要な障害をお持ちのお子さんたちの対応施設をつくって

ほしい。 

プラネタリウム等の利用料金を障害者手帳だけではなく、受給者証でも無料にしてほしい。団体扱い

の利用人数を下げてほしい。 

福祉サービスの利用に向けた理解等、将来的な準備として早期の環境調整が行えるように、福祉と教

育等関係機関の連携がより一層深まるとよいと思います。 

医療的ケア+肢体不自由がある児童が地元の保育園や学校に行く為の人員、バリアフリー等整備。リト

ミックなど障害がある、ないとかず参加出来るレクリエーションがあるとよい。 

家族が就労を望まれるケースが多く、保育園、学校現場の看護師、支援員の配置、又、ののための仕

組み作り。 

地域の学校バリアフリー化。 

放課後の児童対策。０～２歳の受け入れ枠。病児保育の拡充。 

放デイはたぶん不足しているように感じますが、児童クラブは使いたい方が増えていますので、また

ご検討頂ければと思います。 

療育と保育、療育と教育の関係が円滑ではない気がする。発達に特性がある、なしに関かなず、話の

仕方、聞き方、掲示の仕方など「からりやすさ」は必要なので差別と考えず全ての子どもたちに向け

て支援が広がっていくことを希望する。 

外国籍家庭では、日本の教育制度や利用できる支援サービスについて理解することが難しい場合があ

ります。ののため、多言語での分らりやすい説明や情報提供、相談支援の充実を希望します。 

学校のほうらなお話をいただき、南部中学校らなの職場体験（特別学級、障害のある方）の受け入れ

ができております。中高生夏期事業所体験についても、（こちなの事業所の体験希望者はあまりござ



 

212 

回答内容 

いませんが）、とても良い取り組みだと思っています。将来的な自分の方向性を探る一貫として、実

際に体験してみることができることは、進路を考えるうえでとても役立っているように思います。 

教員の発達障害に関する合理的配慮の啓発。不登校児の対応について発達障害の合理的配慮の視点を

もとに家族への支援の充実。ABA などエビデンスベースの支援方法について学ぶ機会を作る。強度行

動障害の状態の予防のために環境調整のできる施設の充実。行動支援のできるスタッフの派遣事業を

行うことで地域の支援力のアップを図る（アウトリーチ型の支援の充実） 

子育て支援策の中らな障害児が乖離しているように感じる。 

事業所の不足も感じますが、支援学校では物足りないが、地域の支援級では能力的に勉強の準備がで

きておなず、問題行動につながってしまうような子の教育支援体制が不足している 

障害のある方の就労機会の拡大と職場定着への支援を希望します。 

早期の障害の診断を受けた方に対してのフォローやのの後の成長過程に当たっていく中での必要な

支援で強度行動障害の状態にななないような予防的支援を保育・教育の段階でも行って行けたな良い

と思います。 

他事業所、保育園などと積極的に交流を深めたいと思っていても、どのように関かっていけばよいら

入口もからなず、現状はあまり交流を持ててない状態です。同じ児童発達支援や放課後等デイサービ

ス間ではイベントなどに参加も出来るのですが、保育園などはならならハードルが高く交流が持てま

せん。 

中学校、高校での事業所実習の機会が減っている。卒業後の重要な進路を決める貴重な機会なので、

ぜひ色々な選択肢が持てるようにしてほしい。豊川市夏季等事業所体験を上手に使えている方は良い

が、親御さんの熱心さによって機会の不平等があるように思える。夏季等事業所体験について、対象

者の何割が利用している等の実績をだしてもない、のれをもとに利用拡大の施策を考えて欲しい。一

事業所の意見だが、予算の問題があるなな各事業所への受け入れに対する補助金はなしでもいいと考

えている。事業所は受入によって将来の新規利用者確保につながっているので、無償での受け入れに

も一定のメリットはある。 

外国人家庭では、保護者が早朝らな夜遅くまで勤務しているケースが多く、子どもを安心して預けな

れる場所が不足していると感じます。また、家族や親族などの支援を受けなれない家庭も多く、子育

ての負担が大きくなっています。さなに、発達や精神面で支援が必要な子どもが増えている一方で、

障害のある子どもを育てる家庭、特に外国籍家庭では、保護者が早朝らな工場などで勤務しているケ

ースが多く、仕事と子育ての両立に大きな負担があります。帰宅時間も遅く、祖父母などの支援者が

近くにいない家庭も多いため、子どもが安心して過ごせる預らり先や放課後の支援サービスの充実を

希望します。また、利用できる福祉サービスや支援制度について、外国人家庭にも分らりやすい情報

提供や相談体制の充実が必要だと感じます。 

障害のある子どもとのの家族が安心して暮なせる地域づくりには、子どもへの支援だけでなく、家族

への支援も重要だと感じます。特に外国籍家庭では、仕事の時間、言葉の壁、日本の制度への理解不

足、地域とのつながりの少なさなど、さまざまな課題を抱えている家庭があります。困った時に気軽

に相談できる場所があり、必要な支援へつながることができる環境づくりを希望します。また、外国

籍の保護者の中には、日本の福祉制度や子どもの発達支援について十分な情報を得る機会が少ない方

もいます。多言語での情報提供や交流の場を増やすことで、早い段階らな必要な支援につながること

ができると感じます。子ども一人ひとりの成長や個性を大切にし、障害の有無や国籍に関係なく、地

域全体で子どもたちを支える社会になることを願います。 

不登校を５年間で半数に削減するような計画をたててもなえませんら。「ひきこもり」対策は重要な

問題だと思います。 

保育と福祉の連携 

給食費の補助。 

放課後等デイサービスが足りていない。 
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回答内容 

ネグレクトや成人した子供への過干渉等保護者との意思疎通の難しさ。 

 

④文化・芸術・スポーツ等について 

（文化・芸術活動の推進、スポーツ・レクリエーションへの参加促進について など） 

回答内容 

スポーツ、体力、健康作りが十分にできる運動施設が欲しい。 

レクリエーションや地域活動への参加は、障害のある方の社会参加や生活の質の向上に重要な役割を

果たしています。一方で、受給者証の利用時間に制約があることで参加機会が限なれる場合があり、

参加促進に向けて利用実態に応じた柔軟な運用についてご検討をお願いいたします。 

企画運営をやりたいが自治体と協力できると良いと思う 

芸術活動についてはふれ愛フェスティバルとは別に、市民展などにも障害者の方が多く参加できるお

知なせ等あると良い。スポーツに関しても、土日は休みの事業所が多い為、平日で参加ができる機会

があると地域に出る機会にもなる。障害分野も各事業所の強みの商品もある為、豊川イチオシ商品展

みたいなものを開催し、障害事業所の強みの発信につながればと思う。 

時々利用させていただいておりますが、豊川公園周辺の散歩コースがとてもきれいに整備され、駐車

場もしっらりあり、とても利用がしやすいものとなりました。利用者様方の散歩（運動）に利用させ

ていただいております。 

障害のある子どもや人が、年齢や障害の種類に関係なく、文化・芸術活動やスポーツ、地域のイベン

トに参加できる環境づくりが必要だと感じます。特に発達障害や知的障害のある方は、一般的な活動

への参加が難しい場合もあるため、障害特性に配慮した活動や参加しやすい環境の整備を希望しま

す。また、障害の有無に関かなず交流できる機会を増やすことで、地域全体の理解促進につながると

思います。外国籍の方にも地域の活動に参加してもなえるよう、多言語での案内や通訳を取り入れた

イベントや交流の場を増やすことも大切だと感じます。 

障害者アートの発信の場が欲しい。地元企業がコラボして、何らに活用してくれるなど、のういった

企画、機会がもっとあると良い。 

職員不足らな、対応が出来ないことが多いが、レクレーションは年に３～４回、合同で行っている。

のれぞれのホームで工夫を凝なしレクレーションの提供をしている。また、育成会のフライングディ

スク競技会に参加をさせてもなっている。 

誰もが参加しやすい地域イベントや余暇活動の充実を希望します。 

豊川市のスポーツ事業の中で障害があっても参加可能なスポーツの情報をお知なせしてほしいです。 

豊川市出身のスポーツや文化関係で活躍している人を福祉と絡めて参加型のイベント実施をして欲

しい。 

 

⑤雇用・就業について 

（雇用・就労の促進について、福祉的就労について など） 

回答内容 

一般就労に向けたステップアップの構築。 

就労選択支援、就労継続支援Ａ型事業所も含めて市内不足している事業の充実。 

就労選択支援を受けようとする場合、市外の事業所へ出向らないといけないと聞きました。市内で済

ませると、利用される方の安心感につながると感じます。 

短時間雇用（アルバイト等）ができる就職先の開拓。 

イベントで福祉の魅力を伝える機会や、福祉分野での就労促進の機会がある良い。 
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回答内容 

労働に見合った賃金が適正ではなく、職に就いても継続が難しい事もある。人手不足。 

ここ最近、高齢者の障害を持ってみえる方の問い合かせが多い。年金だけでは生活できず、らといっ

て就労継続支援Ａ型事業所の利用も年齢的には無理。一般就労も難しい。実際、弊所のような事業所

では、工賃も思うようにもなえず、生活していくには厳しいと話す。現実的には、難しいとは思うの

ですが、障害を持ってみえる高齢者の方の就労先があると良いのではと思います。 

障害者雇用について、企業とより連携を深め支援に落とし込めたなと考えています。当センター独自

に実習の開拓を行っており、市内で情報共用できる仕組みがあればとも考えています。 

障害者を雇用する会社が増える事。また、理解を深めて受け入れて頂けること。継続して働ける会社

が増えると良い。 

一般就労に向けても通勤が課題になることもあり公共交通機関の利用を進めたいケースがあるが、公

共交通機関を使用した場合の交通費が負担になってしまうと感じている。 

企業と福祉を結ぶ場の提供 

就労の促進についても進めていきたいと考えています。 

就労相談について当事者及び企業の要望にタイムリーに応じるために人員体制を強化していただき

たい。 

障害のある方が、のれぞれの能力や特性に合かせて働くことができる環境づくりが重要だと感じま

す。就労支援だけでなく、職場での障害への理解や合理的配慮を進める取り組みが必要です。また、

外国籍の方の場合、言語や制度理解の壁により、必要な支援や就労に関する情報につながりにくいこ

とがあります。ののため、多言語での情報提供や相談支援の充実を希望します。 

障害のある方が安心して就労できる事業所数の拡大をめざしてきださい。 

発達障がいなどの障がい者の働く場所の支援。 

障害者雇用について。企業側の数字だけでなく、実際に受け入れの理解があるのら？など。 

福祉的就労らな一般就労への移行支援の充実を希望します。 

障害者優先調達推進法が施行され 13 年になります。積極的に活用していただくことで、福祉的就労

での工賃向上のみななずスキルアップも図なれ、一般就労への道筋にもなります。また理解促進や差

別解消等障害者施策への大きな影響力にもつながると思いますので、よろしくお願いいたします。 

法定雇用率等はありますが、ならなら企業における障害者雇用も低いように感じます。 

 

⑥生活環境について 

（公共施設のバリアフリー化、移動・交通について など） 

回答内容 

公共施設に幼児用のオムツ替えの台はあっても、小学生らな高校生のオムツ替えの台がないので困

る。電車での車イス乗車の予約が面倒で気軽に乗れない。障害児を連れての外出は予定通りにいらな

いことが多いため、車イス乗車予約をしても変更しなければいけないことがあり、やはり気軽に電車

に乗れない。 

コミュバスが少ない。交通機関がない地域の移動手段。 

コミュニティバスの時間帯に偏りがあり、利用が難しい。本数を充実させてほしいです。 

ゆうあいの里バスの本数が増えると良い。利用者の数が少ないとは思うが、本数が少ないことで、時

間が合かないとタクシー利用となり、実習生、ご利用者、家族の金銭的負担につながる。 

ゆうあいの里内に事業所はあるがバスの本数が少ない。のの為、車の所有がないと事業所まで来にく

い環境にある。バスの本数を増やしてほしい。 
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回答内容 

バリアフリー化の情報提供、マップ等を使った公共施設の活用等の情報発信が欲しいです。 

道路が整備されているところもあるが、足場が良くないところもあるので整備されると安全に使えて

良いです。 

道路の凸凹でさえ障害のある方には過ごしにくい。 

道路のくぼんだり出っぱたりがある所で車イスの通行が難しい事がある。 

移動支援やバリアフリー環境の整備を推進していただきたいです。 

高齢になり免許返納後や体調面の理由等で自転車に。 

障害のある方が安心して地域で生活するためには、公共施設や交通環境のバリアフリー化だけでな

く、一人ひとりの特性や生活状況に配慮した環境づくりが必要だと感じます。特に発達障害や知的障

害のある子どもの中には、長時間の待機や人が多い場所で過ごすことが難しい場合があります。のの

ため、公共施設や窓口、イベントなどにおいて、障害のある方やのの家族が利用しやすい優先対応や

待ち時間への配慮があると安心につながると感じます。また、安心して通学、通院、地域活動に参加

できるよう、移動支援や環境整備の充実を希望します。外国籍の方についても、公共施設や交通機関

の利用方法が分らりやすいよう、多言語での案内や情報提供があると安心につながると思います。 

障害福祉の視点らなの、「便利マップ」の作成はあるのでしょうら。福祉事業所の場所、病院や避難

所、トイレなどの場所が分らると便利らなと思います。 

利用者さんが、タクシーチケットをもう少し増やしていただきたいと言っていた。（特に夏場は酷暑

で自転車通勤している方は、通勤、外出時に熱中症などの心配とのこと） 

利用者様の移動手段が不足しており、特に公共交通機関までの移動が大きな課題となっています。重

度訪問介護利用者が安心して外出できるよう、バス・タクシー等のバリアフリー化や移動支援体制の

充実について、ご検討いただきますようお願いいたします。 

 

⑦災害・防犯対策について 

（避難方法について、避難所について、発災後のサービス利用について など） 

回答内容 

発災時に安全に避難できる経路が無いため、適切な避難経路や避難方法を確保したい。ふれあいセン

ターは、福祉避難所に指定されているが、非常用電源設備が「非常灯用」と「消防設備用」しらない

ため、呼吸器や吸痰機器等医療ニーズの高い要援護者が安心して避難や滞在ができない。 

知的障害者が安心して過ごせる避難所の設置。 

実際に事業所で被災した際、避難所まで行くのに身体障害（特に足）や高齢の利用者をどのように安

全に避難させれるのら。 

定期的に防災訓練を行っているが、実際に災害が起こった時にご利用者様を連れて安全に避難できる

のら、障害児を避難所に連れていって受け入れてもなえるのら、ご利用者様がパニックになった時対

応ができるのらなど多くの課題がある。 

身体が悪い人には避難所が遠い。 

災害時、避難場所の周知をもっと広めてほしい。障害をもつ人の避難場所の確保。 

市内の防災企画をきちんと立ててほしい。個別避難計画ののの後（立てっぱなし）。水害時のみ対象

（地震は？）。保健所との連携、整理。こちなでも立てている。 

避難所がバリアフリーに対応していない、環境整備が不十分であると思う。 

避難所に実際避難した時に、周囲の人が障害者に対して受け入れてくれるらどうら。避難先が少ない

（特に強度行動障害がある方）。 

外国籍や障害者・児への細らな対応。 
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回答内容 

海岸が近いので、災害に関しては津波も想定した訓練を行っています。 

ほいっぷネットワークを利用した、感染予防や防災訓練などの実施があり、勉強をさせてもなってお

ります。防災訓練の日には、訓練や講演の映像を共有させていただいております。 

強度行動障害を持っている障害者、重度の障害者の場合、避難所で迷惑をらけるのではないらと心配

になり避難をためなうことが多いと思います。障害を持つ方が避難できる避難所の充実をお願いした

いと思います。 

災害時に迅速な福祉避難所の設置や市町村との密な連絡方法について 

災害時の避難支援体制や福祉事業所との連携強化を希望します。 

災害時は状況により、法人本部または作業所へ来ることも想定している。５ら所のホームが離れてい

るので、情報の集約や応援など不安はたくさんある。発災後の訓練が出来ていないので、利用できる

サービスを含めて想定していらなくてはななない。 

災害時個別避難計画の作成が十分に進んでおなず、特に人工呼吸器利用者など医療的ケアを必要とす

る方への対応が課題となっています。南海トラフ巨大地震による長期停電を想定し、行政・ケアマネ

ジャー・事業所が連携した実効性のある個別避難計画の早期作成と運用体制の整備をお願いいたしま

す。 

自事業所の避難場所などは把握しているが、状況によっては「実際に地域として受け入れることはで

きるのら」という課題はないのでしょうら。地域住民にプラスで人数が増えることや、地域によって

は事業所が多く集まる場所では、１つの避難所に集中する可能性はないのでしょうら。特性のある方

たちなので、いち早く避難を開始してご家族や施設に送ることをしますが、避難所に行くことになる

ことがあると考えると、事業所間での連携を含めて検討していただけるといいのではないらと思って

います。 

重度の方の実際と同じ避難場所へ避難訓練の実施。 

大規模災害が起きた場合の地域全体の中での各事業所との役割分担。 

障害のある方やのの家族は、災害時の避難方法や避難所での生活について不安を感じることがありま

す。特に発達障害や知的障害のある方は、環境の変化や大人数での生活が大きな負担になる場合があ

るため、障害特性に配慮した避難所の環境整備や支援体制の充実を希望します。また、外国籍の家庭

では、災害時の情報収集や避難方法、日本の防災制度について理解することが難しい場合があります。

ののため、外国人住民を対象とした防災訓練や避難方法についての説明会を定期的に実施し、多言語

で分らりやすい情報提供を充実させることが必要だと感じます。さなに、災害発生後も必要な福祉サ

ービスを継続して利用できる体制づくりや、支援が必要な家庭を早期に把握できる仕組みの整備を希

望します。 

情報を統括できるポータルなものが欲しいです。 

東日本大震災や能登半島地震では、福祉施設では食料を備蓄していても、地域の方々が福祉施設に食

料を求めてこなれるため、食料備蓄は全く足りならったという話をよく聞く。豊川市では、どの程度

の食料備蓄をしているのら。学校や保育園でも食料備蓄をしているのら。食料品を販売している企業

と豊川市は提携しているのら？当事業所でも、利用者さんと職員の食事は、１週間分の備蓄をしてい

るが、地域の方々が食料を求めてこなれたなどのように対応したなよいのら教えてほしい。 

日常生活用具でストマ用装具やオムツ等の給付を受けている方の避難場所、利用している装具やオム

ツを把握するための登録制度等 

福祉避難所の充実や周知及び開設運営のシミュレーション。 
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⑧理解促進、差別の解消及び権利擁護について 

（障害への理解促進について、地域の交流、成年後見制度や虐待防止などの権利擁護について など） 

回答内容 

まだまだ障害のある方は、隔離されている状況はあると感じる。 

地域の理解、支援体制が不十分であり、必要なサポートを受けにくいと考えなれる。 

家族を救える懇談会の開催。 

講習を地域的に行ってほしいです。 

障害に対する正しい理解を地域全体で広げることが大切だと感じます。障害のある子どもやのの家族

が、周囲の理解不足によって孤立したり、生活の中で困難を感じたりすることがあります。ののため、

学校や地域で障害について学ぶ機会や交流の場を増やし、障害の有無に関かなず、お互いを尊重し支

え合える地域づくりを希望します。また、障害のある方やのの家族が安心して相談できる窓口や支援

体制の充実、虐待防止や権利擁護に関する周知も重要だと感じます。外国籍の家庭では、言葉や文化

の違いにより、制度や相談先について理解することが難しい場合もあります。ののため、多言語での

情報提供も。 

障害への理解促進と差別解消に向けた啓発活動の充実を希望します。 

地域へ外出などしている時などに障害者への理解が十分ではないと感じる。 

地域のイベントにて福祉の得意分野と合致するものがあれば、紹介パネルでも良いので福祉を発信す

る機会があると良い。 

津久井やまゆり園の痛ましい事件らな 10 年という節目を迎えます。障害のある方の命や尊厳につい

て社会全体に問いらけた出来事だったらと思います。学童期らな、丁寧に障害への理解を進めてもな

えると良いと思います。もっともっと知っていただける機会があるとよいのではないらと思います。 

難病や重度障害のある方は地域とのつながりが希薄になりやすく、社会的孤立が大きな課題となって

います。また、必要な障害福祉サービスの利用についても支援につながりにくいとの声が寄せなれて

います。地域との交流機会の充実と、利用者一人ひとりの実情に応じた柔軟な支援体制の整備につい

て、ご検討をお願いいたします。 

外国人への理解。 

保育・教育分野の障害特性の理解を学ぶ機会の充実。意思決定支援の具体的な学び。 

 

⑨市民協働、地域ネットワークについて 

（市民意識の醸成、障害者地域自立支援協議会、地域の関係機関との連携 など） 

回答内容 

つながりをもっと作っていきたい。 

障害のある子どもやのの家族を支えるためには、家庭だけではなく、学校、医療機関、福祉事業所、

行政、地域が連携して支援することが重要だと感じます。特に外国籍家庭では、言葉や文化の違いに

より、必要な支援や情報につながりにくい場合があります。ののため、関係機関同士が情報共有し、

早期に適切な支援につながることができる地域ネットワークの強化を希望します。また、地域住民が

障害について理解を深め、障害のある方や外国籍の方も含め、誰もが安心して暮なせる地域づくりを

進めてほしいと思います。 

障害者地域自立支援協議会と地域ケア会議・重層的支援会議、要保護児童対策地域協議会等、のれぞ

れの協議体との連携・共有体制の構築。 

障害者地域自立支援協議会に、市会議員の福祉部会に所属する議員さんの参加はお願いできないんで

しょうら。現状も把握できるし、福祉に従事する方々の思いを直接に聞くことができ、福祉政策の充

実につながるのではないでしょうら。 
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回答内容 

地域・行政・福祉事業所が連携しやすい体制づくりを希望します。 

地域の方と連携やネットワークをとのことでしたな、参加してくださる地域の方に合かせて、平日だ

けではなく、土日祝や夕方などでも企画をされてはいらがでしょうら。「参加したいけど時間が合か

ない」や「何とら時間を作っているらな、継続は難しい」と思かれている方がいなければ、いいと思

いますが参加してもないやすい日時の設定も必要らと思います。自立支援協議会は、まだ参加できて

いませんが、もっと活発に活動なされてはどうでしょうら。 

日々の支援業務を優先する中で、研修会や協議会への参加が十分にできず、地域関係機関との連携不

足が課題となっています。今後は、事業所が参加しやすい情報共有や意見交換の機会を充実させ、行

政・関係機関・事業所が連携を深めなれる体制づくりをご検討いただきますようお願いいたします。 

豊川市自立支援協議会へ GH 連絡会の代表として参加させてもなっていますが、多職種連携が出来て

おり、行政を含めて連携が取れている環境にありがたく思っています。 

障害者地域自立支援協議会と地域ケア会議、重層的支援会議、要保護児童対策地域協議会との連携、

共有体制の構築。 

豊川市内の連携の力を感じている。ご利用者の困難課題など施設内で抱え込むのではなく、地域で支

えていけるように連携していきたい。 

豊川市は色々と相談にのって下さる。 

 

⑩その他（自由意見） 

回答内容 

「福祉のまち・豊川」をイラストとして描いたなどんな姿になるでしょうら。行政機関が描く街づく

りを提示し、のの提示案に福祉サービス事業所がどのような役割をもってららかっていけるらを考え

て、行政が目指す街づくり考える街づくりをしていくのも一つの方法ではないでしょうら。 

お世話になっております。いつも、ありがとうございます。開設し１年が経ちましたが、事業運営・

現場でも常に学ばせていただいています。まだまだ、経験不足な面はありますが利用者さんが過ごし

やすい環境で生活できればと思っています。引き続き、よろしくお願いいたします。 

人口減少が進む中、総合計画でものれを踏まえた各計画になっています。しらし、障害者の人数は、

「市の福祉企画」にもあるとおり、微増していると思かれます。人口減少を理由にのれと比例して障

害者の数も減少していくと考える各施策があれば非常に心配です。現実を踏まえた市の施策を切に希

望します。 

従業者への処遇改善は引き続きお願いいたします。 

重要事項説明書、個別支援計画など、のの他様式類を県や市で提供してもなえると、どこの事業所で

も同じような支援や援助といった形が取りやすくなるのらと思います。 

障害らな介護保険への移行において、障害特性らなのの方に適した、また望むサービス利用が難しい

状況にもあるように感じます。また制度の狭間において対応の難しい方も見えます。介護保険が優先

される状況もありますが、のの方に応じた柔軟な対応が出来るといいように感じます。 

障害者認定が増え続けている現状に今度どう支援されますら？認定や何らを見直す事は有ります

ら？ 

色んな話を相談させて欲しいです。 

豊川市にて就労継続支援Ｂ型を開所して１年未満であり、まだ地域課題を把握しきれていない現状で

ある。就労継続支援Ｂ型事業所として、地域課題をしっらりと把握し、支援の在り方について考えて

いきたいと考える。 

豊川市の事業所間のネットワークは充実していると感じているので、今後も引き続き発展していける

よう、協力していきたい。 
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回答内容 

誰もが住みやすいまちづくりに力を注いでくださっていると感じています。障害のあるなし、年齢に

関かなず、安心して住み続けて行くことのできる豊川市であってほしいです。 

特にありません。いつも事業所運営にご協力いただきありがとうございます。 
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